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本日の会議に付した事件 

 議事日程のとおり 

 

出席議員（１８名） 

      １番  藤 原 信 悦 議員      ２番  吉 田 喜 博 議員 

      ３番  小笠原 佳 子 議員      ４番  谷 上 知 子 議員 

      ５番  村 松 信 一 議員      ６番  廣 田 清 実 議員 

      ７番  高 橋 安 子 議員      ８番  水 本 淳 一 議員 

      ９番  赤 丸 秀 雄 議員     １０番  昆   秀 一 議員 

     １１番  藤 原 梅 昭 議員     １２番  長谷川 和 男 議員 

     １３番  川 村 よし子 議員     １４番  小 川 文 子 議員 

     １５番  山 﨑 道 夫 議員     １６番  廣 田 光 男 議員 

     １７番  髙 橋 七 郎 議員     １８番  藤 原 由 巳 議員 

 

欠席議員（なし） 

 

地方自治法第１２１条の規定により出席した説明員は次のとおりである。 

 町 長 高 橋 昌 造 君 副 町 長 水 本 良 則 君 

 
 総 務 課 長  企画財政課長 
 兼 防 災 安 全 藤 原 道 明 君 兼 未 来 戦 略 吉 岡 律 司 君 
 室 長  室 長 
 

 税 務 課 長 花 立 孝 美 君 町民環境課長 吉 田   徹 君 

 福 祉 課 長 浅 沼 圭 美 君 健康長寿課長 村 松   徹 君 

 
   道路住宅課長 
 産業観光課長 佐 藤 健 一 君 兼まちづくり 佐々木 芳 満 君 
   推 進 室 長 
 
 文化スポーツ  農 業 委 員 会 
  田 村 英 典 君  高 橋   保 君 
 課 長  事 務 局 長 
 
   会 計 管 理 者 
 上下水道課長 浅 沼   亨 君  佐々木 智 雄 君 
   兼 出 納 室 長 
 

 教 育 長 和 田   修 君 学校教育課長 田中舘 和 昭 君 

 子 ど も 課 長 田 村 昭 弘 君 
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職務のために出席した職員 

   議会事務局長 
 議会事務局長  野 中 伸 悦 君  川 村 清 一 君 
  補 佐 
 

 係    長  佐々木 睦 子 君 
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 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

              午前１０時００分 開議 

〇議長（藤原由巳議員） ただいまの出席議員は18名であります。定足数に達しておりますの

で、会議は成立しました。 

  ただいまから令和３年矢巾町議会定例会を再開します。 

  これより12月会議を開きます。 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

     議事日程の報告 

〇議長（藤原由巳議員） 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

     諸般の報告 

〇議長（藤原由巳議員） 日程に入る前に諸般の報告を行います。 

  初めに、当職から議会関係報告を行います。 

              （議長 議会関係報告） 

〇議長（藤原由巳議員） 次に、高橋町長からの行政報告の申出がありますので、これを許し

ます。 

  高橋町長。 

              （町長 行政報告） 

〇議長（藤原由巳議員） 以上をもって諸般の報告を終わります。 

  これより本日の議事日程に入ります。 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

     日程第１ 会議録署名議員の指名 

〇議長（藤原由巳議員） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  本会議の会議録署名議員は、会議規則第126条の規定により 

    １番 藤 原 信 悦 議員 

    ２番 吉 田 喜 博 議員 

    ３番 小笠原 佳 子 議員 

  の３名を指名します。 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

     日程第２ 会議期間の決定 
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〇議長（藤原由巳議員） 日程第２、会議期間の決定を議題とします。 

  お諮りします。本日再開の12月会議の会議期間は11月26日開催の議会運営委員会で決定さ

れたとおり、本日から12月16日までの10日間としたいと思いますが、これにご異議ございま

せんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

〇議長（藤原由巳議員） ご異議なしと認めます。 

  よって、12月会議の会議期間は本日から12月16日までの10日間と決定しました。 

  なお、会議予定につきましては、お手元に配付した会議日程案のとおりでありますので、

ご了承願います。 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

     日程第３ 請願・陳情 

          ３請願第３号 矢巾町営火葬場（斎苑）の誘致に関する請願 

〇議長（藤原由巳議員） 日程第３、請願・陳情を議題とします。 

  11月26日開催の議会運営委員会までに受理した請願・陳情は、お手元に配付したとおりで

あります。 

  お諮りします。３請願第３号 矢巾町営火葬場（斎苑）の誘致に関する請願については、

会議規則第92条第１項の規定により、総務常任委員会に付託することにご異議ございません

か。 

              （「異議なし」の声あり） 

〇議長（藤原由巳議員） ご異議なしと認めます。 

  よって、総務常任委員会に付託することに決定しました。 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

     日程第４ 議案第８５号 教育委員会の委員の任命に関し同意を求めることに 

                 ついて 

〇議長（藤原由巳議員） 日程第４、議案第85号 教育委員会の委員の任命に関し同意を求め

ることについてを議題とします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  高橋町長。 

              （町長 高橋昌造君 登壇） 

〇町長（高橋昌造君） 議案第85号 教育委員会の委員の任命に関し同意を求めることについ
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て提案理由の説明を申し上げます。 

  教育委員会の委員として平成29年12月23日からお務めいただいております、そして任期が

今月の22日までとなっております矢巾町大字           、漆原祥子さんは、長

きにわたり主任児童委員を務められ、本町の子どもたちを就学前から見守り、保護者への支

援を通して子育てを支えていただいております。その識見を生かし、多様な角度から教育分

野に関する意見を述べていただくことで、町内の児童生徒の学校生活が今まで以上に充実す

るよう、教育行政に対するご提言をいただいておるところであります。 

  以上のことから、引き続き教育委員会の委員をお願いするに適任であり、かつ人格高潔で

識見を有する立派な方でありますことから、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４

条第２項の規定により、議会の同意をお願いするものであります。 

  よろしくご審議の上、原案にご同意くださいますようお願いを申し上げまして提案理由の

説明とさせていただきます。 

〇議長（藤原由巳議員） 提案理由の説明が終わりました。 

  お諮りします。本案は人事案件でありますので、質疑、討論を省略して採決に入りたいと

思いますが、これにご異議ございませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

〇議長（藤原由巳議員） ご異議なしと認めます。 

  採決に入ります。議案第85号 教育委員会の委員の任命に関し同意を求めることについて

を起立により採決します。 

  本案は原案のとおり同意することに賛成の諸君の起立を求めます。 

              （賛成者起立） 

〇議長（藤原由巳議員） 起立多数であります。 

  よって、議案第85号は原案のとおり同意されました。 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

     日程第５ 議案第８６号 岩手県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体 

                 の数の減少及び岩手県市町村総合事務組合規約の一 

                 部変更の協議に関し議決を求めることについて 

〇議長（藤原由巳議員） 日程第５、議案第86号 岩手県市町村総合事務組合を組織する地方

公共団体の数の減少及び岩手県市町村総合事務組合規約の一部変更の協議に関し議決を求め

ることについてを議題とします。 
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  提案理由の説明を求めます。 

  高橋町長。 

              （町長 高橋昌造君 登壇） 

〇町長（高橋昌造君） 議案第86号 岩手県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数

の減少及び岩手県市町村総合事務組合規約の一部変更の協議に関し議決を求めることについ

て提案理由の説明を申し上げます。 

  このたび岩手県市町村総合事務組合の構成団体であります陸前高田市及び大船渡市営林組

合が令和４年３月31日をもって解散することに伴い、地方自治法第286条第１項の規定により、

構成団体数が減少すること及び同組合規約の一部を変更することについて協議がありました

ので、地方自治法第290条の規定により、議会の議決を求めるものであります。 

  よろしくご審議の上、ご可決賜りますようお願いを申し上げまして提案理由の説明とさせ

ていただきます。 

〇議長（藤原由巳議員） 提案理由の説明が終わりましたので、これより質疑に入ります。質

疑ございませんか。 

              （「なし」の声あり） 

〇議長（藤原由巳議員） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  討論に入ります。討論ございませんか。 

              （「なし」の声あり） 

〇議長（藤原由巳議員） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  採決に入ります。議案第86号 岩手県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の

減少及び岩手県市町村総合事務組合規約の一部変更の協議に関し議決を求めることについて

を起立により採決します。 

  本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

              （賛成者起立） 

〇議長（藤原由巳議員） 起立多数であります。 

  よって、議案第86号は原案のとおり可決されました。 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

     日程第６ 議案第８７号 矢巾町営キャンプ場の設置及び管理に関する条例の 

                 制定について 

〇議長（藤原由巳議員） 日程第６、議案第87号 矢巾町営キャンプ場の設置及び管理に関す
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る条例の制定についてを議題とします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  高橋町長。 

              （町長 高橋昌造君 登壇） 

〇町長（高橋昌造君） 議案第87号 矢巾町営キャンプ場の設置及び管理に関する条例の制定

について提案理由の説明を申し上げます。 

  この条例は、自然と触れ合う環境と交流の場を町民等に提供することにより、地域資源の

活用を通じて、町民等の健康の増進に寄与することを目的に設置する矢巾町営キャンプ場に

ついて、その管理運営等に関し、必要な事項を定めるものであります。 

  主な内容といたしましては、キャンプ場の位置、使用期間、使用料など、基本的な事項や

使用の許可など手続に係る事項のほか、指定管理者の業務等を規定するものであります。 

  よろしくご審議の上、ご可決賜りますようお願いを申し上げまして提案理由の説明とさせ

ていただきます。 

〇議長（藤原由巳議員） 提案理由の説明が終わりましたので、これより質疑に入ります。質

疑ございませんか。 

  14番、小川文子議員。 

〇14番（小川文子議員） 全協でもかなり議論もされましたけれども、キャンプ場にキャンプ

を目的に行く人にはもちろん料金が今後発生するということでございますが、今まで町民の

中にも少し、30分とか、そんな感じで行って景色を眺めるといいますか、ちょっと滞在する

といいますか、気分転換に行かれる方がいらっしゃいますので、今後例えば30分以内につい

ては無料とか、それから例えば冬期間は使用をしない感じで検討しているようでありますが、

冬期間は水を止めるということもありますので、あるいは水の管理もしながら、今後貸し出

していくという方法ももちろんありますけれども、しばらく冬期間の使用をしないのであれ

ば、無料として、町民がそこでちょっと休憩をする、気分転換をする、そういうふうなため

に、いわゆる閉めておかないで、入っていくことが可能な状況にできないかということにつ

いて質問いたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 小川議員、質疑の在り方については、先般の我々の勉強会でもいろ

いろ研修を受けたと思います。ここに議員必携があります。読んでおられると思うのですが、

自らの意見を述べるのは討論にしていただきたい。それが質疑の原則であります。ですから、

今の質疑は条例に対して、疑問点に対して質疑をお願いしたいです。 
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  14番、小川議員。 

〇14番（小川文子議員） それでは、ちょっと説明的になってしまいました。短時間の、30分

以内の対応はどういうふうに考えているのか、冬期の対応はどういうふうに考えているのか

について質問いたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 佐藤産業観光課長。 

〇産業観光課長（佐藤健一君） 30分以内でテントを張って利用することは、多分難しいかな

というふうに思います。そこの駐車場に車で立ち寄って、あずまやとかありますので、そこ

に30分くらい滞在するのは当然無料で結構かと思います。実際はそういう方も多分いらっし

ゃるかと思います。散歩がてらキャンプ場に来て、そういったことで１時間もかからないく

らい、ただ腰かけて、辺りの景色を眺めている方、実際いらっしゃいます。そういう方に関

しましては、利用料金は何もいただいてございません。 

  冬期間につきましては、いろいろ今無料にしたらいいのではないかと、そういうふうな話

もございますけれども、冬期間になりますと、なかなか管理が難しいというふうなこともご

ざいますし、水道も凍ったりとかすることも確かにあろうかと思いますので、今のところは

閉鎖というふうにしてございますが、令和５年度から一応指定管理を予定してございまして、

指定管理の中で冬期間も、今個人でやられるキャンパーの方もいらっしゃるものですから、

やりたいというような申出があれば、またそういった申出があるところを優先的に、もしか

するとうちのほうで指定管理をお願いして、冬期間も運営していくというふうなやり方はあ

るかと思いますので、その辺は十分検討させていただきたいというふうに思ってございます。

よろしくお願いいたします。 

〇議長（藤原由巳議員） よろしいですね。 

  他に質疑ございますか。 

              （「なし」の声あり） 

〇議長（藤原由巳議員） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  討論に入ります。討論ございませんか。 

              （「なし」の声あり） 

〇議長（藤原由巳議員） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  採決に入ります。議案第87号 矢巾町営キャンプ場の設置及び管理に関する条例の制定に

ついてを起立により採決します。 

  本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 
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              （賛成者起立） 

〇議長（藤原由巳議員） 起立多数であります。 

  よって、議案第87号は原案のとおり可決されました。 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

     日程第７ 議案第８８号 矢巾町岩崎川河川公園の設置及び管理に関する条例 

                 の制定について 

〇議長（藤原由巳議員） 次に、日程第７、議案第88号 矢巾町岩崎川河川公園の設置及び管

理に関する条例の制定についてを議題とします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  高橋町長。 

              （町長 高橋昌造君 登壇） 

〇町長（高橋昌造君） 議案第88号 矢巾町岩崎川河川公園の設置及び管理に関する条例の制

定について提案理由の説明を申し上げます。 

  この条例は、憩いと触れ合いの場を町民等に提供することにより、公共の福祉の増進と生

活文化の向上に寄与することを目的に設置します岩崎川河川公園について、その管理運営等

に関し、必要な事項を定めるものであります。 

  主な内容といたしましては、河川公園の名称及び位置、行為の禁止、指定管理者の業務等

に係る事項のほか、河川公園内に整備するマレットゴルフ場について、使用期間及び使用時

間、使用料など、基本的な事項や使用の許可などの手続に係る事項を規定するものでありま

す。 

  よろしくご審議の上、ご可決賜りますようお願いを申し上げまして提案理由の説明とさせ

ていただきます。 

〇議長（藤原由巳議員） 提案理由の説明が終わりましたので、これより質疑に入ります。質

疑ございませんか。 

              （「なし」の声あり） 

〇議長（藤原由巳議員） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  討論に入ります。 

              （「なし」の声あり） 

〇議長（藤原由巳議員） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  採決に入ります。議案第88号 矢巾町岩崎川河川公園の設置及び管理に関する条例の制定
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についてを起立により採決します。 

  本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

              （賛成者起立） 

〇議長（藤原由巳議員） 起立多数であります。 

  よって、議案第88号は原案のとおり可決されました。 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

     日程第８ 議案第８９号 矢巾町税条例の一部を改正する条例について 

〇議長（藤原由巳議員） 次に、日程第８、議案第89号 矢巾町税条例の一部を改正する条例

についてを議題とします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  高橋町長。 

              （町長 高橋昌造君 登壇） 

〇町長（高橋昌造君） 議案第89号 矢巾町税条例の一部を改正する条例について提案理由の

説明を申し上げます。 

  このたびの条例の一部改正は、国民健康保険税の賦課方式について、令和６年度から現在

の所得割、資産割、被保険者１人当たりの均等割、世帯当たりの平等割の４方式から資産割

を除いた３方式とするため、段階的に資産割の税率を下げ、所得割、均等割で調整を行いな

がら、適正な保険税額とする改正を行うとともに、同じく国民健康保険税において、国によ

る未就学児の均等割の５割減額措置に伴い、所要の改正を行うものであります。 

  具体的な税率改正の内容は、令和４年度及び令和５年度に対応する税率を改正するもので

あり、国民健康保険税基礎課税額の所得割の税率を「100分の7.3」から「100分の7.9」に、

資産割の税率を「100分の10」から「100分の５」に、均等割を「２万3,400円」から「２万7,000円」

に、後期高齢者医療支援金等課税額の所得割の税率を「100分の２」から「100分の2.6」に、

資産割の税率を「100分の2.2」から「100分の1.3」に、均等割を「7,000円」から「9,500円」

に、介護納付金課税額の所得割の税率を「100分の1.9」から「100分の2.6」に、資産割の税

率を「100分の2.9」から「100分の1.7」に、均等割を「8,500円」から「１万円」に、それぞ

れ改正を行うものであります。 

  また、未就学児の均等割５割減額については、満６歳に到達した日以後の最初の３月31日

までの期間における基礎課税額と後期高齢者医療支援金等課税額が対象となり、既に７割、

５割、２割の軽減を受けている方においても、さらに５割の減額を受けることができるもの
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であります。 

  よろしくご審議の上、ご可決賜りますようお願いを申し上げまして提案理由の説明とさせ

ていただきます。 

〇議長（藤原由巳議員） 提案理由の説明が終わりましたので、これより質疑に入ります。質

疑ございませんか。 

  13番、川村よし子議員。 

〇13番（川村よし子議員） ２点質問させていただきます。 

  まず１点目は、考えを言わないように頑張りますけれども、矢巾町の国保税を納めている

方で、令和２年度は3,111世帯の中で、滞納しているのが大体100人ぐらいなのですけれども、

今度値上げすると滞納者が多くなるのではないかと思っているのですけれども、滞納者の中

の職業、どういう職業の方たちが多いのかお伺いします。 

  それから２点目、一緒でいいですか、議長。 

〇議長（藤原由巳議員） ２回までですから、一緒にやってください。 

〇13番（川村よし子議員） 私は、国保税の税率を上げることに反対するわけですけれども…

… 

〇議長（藤原由巳議員） それは討論で言ってください。自らの意見は討論で。質疑です。 

〇13番（川村よし子議員） 法定外の繰入れを何度も質問していて、法定外の繰入れをしない

というのが町長のいつもの答弁でございましたが、法定外の繰入れをしなければ、今コロナ

禍の中で、コロナの減免世帯も14世帯ぐらいあるわけですけれども、コロナの中で弱者とい

うか、収入が減退した方、自営業者の方とか、それから女性の方たち、母子家庭はどうか分

からないのですけれども、そういう弱者の方たちが大変になって自殺とか、そういうことも

考えられるわけですけれども、そのことについてはどのようにお考えでしょうか、お伺いし

ます。 

〇議長（藤原由巳議員） 端的に言いますと、いわゆる困窮者、国保税を払えない方々の職業

はどういったものかということが１つと、生活弱者への対応はどうなさるのですかと、こう

いうことですね。 

〇13番（川村よし子議員） そうです、はい。 

〇議長（藤原由巳議員） 花立税務課長。 

〇税務課長（花立孝美君） ただいまのご質問に、まず１点目からお答えさせていただきます。 

  職業といいますか、所得の種類、こちらは正直どれというものは特にございません。全般
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的に、事業者の方もだし、主に国民健康保険を構成しているのは年金収入の方が一番、７割

とか８割とかくらい多いのですけれども、ですのでどちらのパターンでも、やっぱり滞納し

ている方はいらっしゃいます。収入の度合いに応じても、収入が少ないから滞納していると

いうわけではございません。資料を先日の全員協議会のときに提出させていただいたのです

けれども、軽減のある世帯でも滞納の方はやっぱりいらっしゃいますし、軽減のない世帯で

も当然いらっしゃるということで、すみませんが、これに関しては偏っているというわけで

はございません。まずそこをご理解いただきたいと思います。 

  あとそれから、母子家庭とか収入減の方、いわゆる弱者の方と先ほどおっしゃっていたと

思うのですけれども、自殺対策は私の担当ではないので、ちょっと明言できないのですけれ

ども、矢巾町の方、私の感覚からいきますと、大変頑張って納めていただいています。難し

い方に関しましては、やはり窓口に、福祉の窓口、税の窓口、それぞれに来て相談いただい

て、これをどうしたらいいかということで、何とかお互いの解決策を見いだしながら、それ

ぞれ対応させていただいているということで、実際これが自殺につながっているというふう

な事例は、少なくとも私の感覚の中では感じていないところであります。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇議長（藤原由巳議員） 川村よし子議員。 

〇13番（川村よし子議員） 今の答弁あれですけれども、税務課の課長だけからの答弁でござ

いましたけれども、やっぱり自殺対策とすれば、中間層、今回の値上げは中間層というか、

年金者のところの値上げですので、それから今後独りで生活する女性の方たちもいますので、

そういうことも含めて、やっぱり自殺対策とかも考えて、値上げには私は反対でございます。

収入が少ないからではなくて、やっぱり年金だけで女性の方たちは必死で生きております。 

〇議長（藤原由巳議員） 質問、質問。 

〇13番（川村よし子議員） そういうことで、福祉課からも、それから…… 

〇議長（藤原由巳議員） そういったことをお聞きしたいということね。 

  浅沼福祉課長。 

〇福祉課長（浅沼圭美君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

  様々な救済制度を私ども駆使しながら、税務課のほうでご相談があった際には、職員が一

緒に同行して、私どものほうの窓口にご相談いただく事案もございます。また、制度も国の

ほうで行っている特例緊急貸付だとか、今それも延長されております。いろいろな制度の組

合せをしながら、何とか皆様に寄り添いながら、丁寧なご支援をさせていただいておると思
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います。 

  自殺対策に関しましては、それらの様々な取組の総合だと思っております。ですので、私

どもも今年議員の皆様を対象に、自殺対策の講話会を開催いたしましたが、昨日も産業観光

課のほうと共同で、商工の分野の方々への講話会を行ったり、気づくという点とか、本当に

それは誰もがゲートキーパーですので、そういう部分をとにかく丁寧に行っていきたいと思

っております。 

  これから国のほうでも、非課税世帯への10万円給付というような動きも出てきております。

迅速に私どもも、全課を挙げて取組に向かっていきたいと思っておりますので、今後も何か

お困りのことがありましたらば、本当に直接お困りの方のお声を聞きながら、その人の生活

に合ったご支援をしたいと思っておりますので、その際は議員の皆様も状況をお聞きしなが

ら、つなぎをしていただくことのご理解とご協力をお願いしたいと思っております。 

  以上、お答えといたします。 

〇議長（藤原由巳議員） よろしいですね。 

  他に質疑ございますか。 

  14番、小川文子議員。 

〇14番（小川文子議員） 法定外繰入れについてでございます、質問の内容は。 

  全協では、令和元年度の県内の国保の料金が示されて、令和元年度では１番は普代村、そ

して本町は７番目であったということが報告されました。12月には令和２年度の結果が出る

ということでございますけれども、既に９月の段階で県の速報値が出ております。それによ

りますと、１位は岩手町で、１人当たりの国保料金は９万6,000円、そして２番目は本町で９

万5,000円台でございます。そして、県内で２番目という大変高いレベルにあるということを

まずご承知ください。 

  そして、１年度の普代村では、法定外繰入れをいたしまして下げております。ですので、

初めて普代村では法定外繰入れを行いました。そして、県内では約３分の１の自治体が法定

外繰入れをして、何らかの措置を取っております。ですので、本町はずっと法定外繰入れを

やってこなかったし、今後もやる考えがないということが示されましたけれども、国からの

ペナルティーがあるということ、いろいろありまして、やらない理由も示されました。それ

は重々承知の上で、各市町村で今そのような状況にあるということについて、どのように考

えていらっしゃるか、法定外の繰入れについてお伺いいたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 村松健康長寿課長。 



  

－ 18 － 

〇健康長寿課長（村松 徹君） お答えいたします。 

  今小川議員から、いわゆる令和２年度の速報のお話がございました。確かに12月に入って、

そういった数値のほうも示されて、本町の１人当たり、あるいは世帯当たりの保険税額はお

っしゃるとおり、世帯では県内２番目、１人当たりだと３番目という状況となってございま

す。そうなっている状況につきましては、いろいろ統計的なものを見てみますと、例えば医

師の人数であるとか、歯科医師の人数であるとかは、盛岡市に次いで県内２番目に人数が多

いということで、医師の場合は10万人当たり221人、歯科医師の場合は147人ということで、

それ以外にも本町の医療環境が非常に恵まれた環境にあるというのは、ご案内のとおりだと

思います。 

  あとは、法定外繰入れを行っている市町村につきましては、私のほうで把握している範囲

では、令和元年度、２年度とも３市町村という状況になっております。 

  法定外繰入れの考え方につきましては、これまでもご説明させていただいたとおり、ペナ

ルティーが科されることによって国県支出金が減ることで、それを埋めなければならないと

いうことで、どんどん赤字のスパイラルになってまいります。あとは、ご案内のとおり、国

民健康保険事業ですので、国民健康保険の被保険者の方々のための制度であるものに一般会

計から繰入れするということは、他の社会保険とか様々なそれ以外の保険に入っている方々

に対して、そういった負担を強いることにもなりますので、町といたしましては今後も法定

外繰入れは行わず、激変緩和措置が令和５年度で切れますので、令和６年度、県のほうでも

保険税の統一化に向けた検討のいろいろ意見聴取を行っていますので、いずれ矢巾町の国保

事業を、保険者は県ですけれども、安定的に運営して、一般の国保以外の方に負担がかかる

ことのないような、適切な運営に留意して進めてまいりたいというふうに考えてございます。 

  以上、お答えといたします。 

〇議長（藤原由巳議員） よろしいですね。 

  他に質疑ございますか。 

              （「なし」の声あり） 

〇議長（藤原由巳議員） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  討論に入ります。討論ございませんか。 

              （「なし」の声あり） 

〇議長（藤原由巳議員） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  採決に入ります。議案第89号 矢巾町税条例の一部を改正する条例についてを起立により
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採決します。 

  本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

              （賛成者起立） 

〇議長（藤原由巳議員） 起立多数であります。 

  よって、議案第89号は原案のとおり可決されました。 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

     日程第９ 議案第９０号 矢巾町国民健康保険条例の一部を改正する条例につ 

                 いて 

〇議長（藤原由巳議員） 次に、日程第９、議案第90号 矢巾町国民健康保険条例の一部を改

正する条例についてを議題とします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  高橋町長。 

              （町長 高橋昌造君 登壇） 

〇町長（高橋昌造君） 議案第90号 矢巾町国民健康保険条例の一部を改正する条例について

提案理由の説明を申し上げます。 

  このたびの条例の一部改正は、出産育児一時金に係る加算金の額の根拠であります産科医

療補償制度の掛金が引き下げられることを踏まえ、少子化対策として現行の出産育児一時金

支給総額42万円を維持するため、国において健康保険法施行令等の一部を改正する政令が令

和４年１月１日から施行されることに併せまして、傷病手当金について健康保険法等の一部

を改正する法律が同じく１月１日から施行されることに伴い、所要の改正を行うものであり

ます。 

  その改正内容でありますが、出産育児一時金につきましては、現行の42万円を産科医療補

償制度掛金１万2,000円を差し引いた健康保険法施行令の一部改正による40万8,000円とし、

同施行令第36条の規定に基づく加算金を定めるものであり、現行の出産育児一時金支給総額

を維持するものであります。また、新型コロナウイルス感染症に係る傷病手当金につきまし

ては、出勤等に伴い不支給となった期間がある場合、その分の期間を延長して支給を受けら

れるよう、支給期間を通算化するものであります。 

  よろしくご審議の上、ご可決賜りますようお願いを申し上げまして提案理由の説明とさせ

ていただきます。 

〇議長（藤原由巳議員） 提案理由の説明が終わりましたので、これより質疑に入ります。質
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疑ございませんか。 

  13番、川村よし子議員。 

〇13番（川村よし子議員） １点質問させていただきます。 

  この条例改正によって、妊産婦というか、令和２年度の統計でどのぐらいの人数の方たち

が対象になるのかお伺いいたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 村松健康長寿課長。 

〇健康長寿課長（村松 徹君） お答えいたします。 

  出産育児一時金の支給状況についてのお尋ねでございましたが、令和２年度は 394万

6,720円、８件分という状況でございます。 

  以上、お答えといたします。 

〇議長（藤原由巳議員） よろしいですね。 

  他に質疑。 

  ６番、廣田清実議員。 

〇６番（廣田清実議員） １点だけ質問させていただきます。 

  健康保険、これは国の制度が変わるということなのですけれども、ここに健康保険施行令

の第36条の規定にという文言がありますけれども、現実として36条を読んでみても、なかな

か難しい表現があるのですけれども、判断ですけれども、この部分として町長の判断とすれ

ば、ほとんどの部分がこれに当たるのか、ちょっとお伺いします。 

〇議長（藤原由巳議員） 村松健康長寿課長。 

〇健康長寿課長（村松 徹君） お答えいたします。 

  これについては、規則のほうで、いわゆる３万円を上限とした加算金は、これは国の省令

に基づいて定めておるものでございまして、いずれにせよ42万円を構成する産科医療補償制

度掛金が4,000円値下げになったのですけれども、出産育児一時金としては今までどおり42万

円の上限を維持し、給付させていただくという内容でございますので、これは全国一律で、

特に裁量でいいとか悪いとかというものではなくて、産科医療制度についても掛金が統一さ

れていますし、ほとんどの医療機関も加入しておりますので、そういった裁量というのは特

に思い当たらないところでございます。 

  以上、お答えといたします。 

〇議長（藤原由巳議員） よろしいですか。 

  他に質疑ございますか。 



  

－ 21 － 

  ８番、水本淳一議員。 

〇８番（水本淳一議員） 今の３万円の上限とありますけれども、これを加えれば全部で多く

て45万という意味でしょうか。 

〇議長（藤原由巳議員） 村松健康長寿課長。 

〇健康長寿課長（村松 徹君） お答えいたします。 

  実際に加算金の金額を具体的に、条例のほうではなくて、規則のほうなので申し訳ないの

ですけれども、規則の中で１万2,000円というふうに定めることによって、あくまでも上限は

３万円ですけれども、それが例えば制度の変更によって、今回のように産科医療補償掛金が

変わっても対応できるような形で運用してまいりたいというふうに考えてございます。 

  以上、お答えといたします。 

〇議長（藤原由巳議員） いわゆる40万8,000円プラス１万2,000円で42万円は補償されますよ

というニュアンスです。 

  他に質疑ございますか。 

  高橋町長。 

〇町長（高橋昌造君） 今ちょっとなかなか村松課長、くぐつなくお答えしたので、皆さんの

お手元に、タブレットの中に、議案第90号の改正の根拠と主な内容があるのです。そこに表

にして、出産育児一時金の総額の考え方、この一覧を見るとすぐお分かりになると思います

ので、お目通しをしていただきたいということで、お答えというよりも説明、ここのところ

を見ていただければ分かりやすいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

〇議長（藤原由巳議員） ご理解いただけましたね。 

  他に質疑ございますか。 

              （「なし」の声あり） 

〇議長（藤原由巳議員） それでは、質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  討論に入ります。討論ございませんか。 

              （「なし」の声あり） 

〇議長（藤原由巳議員） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  採決に入ります。議案第90号 矢巾町国民健康保険条例の一部を改正する条例についてを

起立により採決します。 

  本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

              （賛成者起立） 
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〇議長（藤原由巳議員） 起立多数であります。 

  よって、議案第90号は原案のとおり可決されました。 

  ここで、おおむね１時間経過いたしましたので、暫時休憩といたします。 

              午前１１時０１分 休憩 

              ――――――――――― 

              午前１１時１０分 再開 

〇議長（藤原由巳議員） 再開をいたします。 

  休憩前に引き続き議案を進めてまいります。 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

     日程第１０ 議案第９１号 矢巾町水道事業給水条例及び矢巾町公共下水道条 

                  例の一部を改正する条例について 

〇議長（藤原由巳議員） 次に、日程第10、議案第91号 矢巾町水道事業給水条例及び矢巾町

公共下水道条例の一部を改正する条例についてを議題とします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  高橋町長。 

              （町長 高橋昌造君 登壇） 

〇町長（高橋昌造君） 議案第91号 矢巾町水道事業給水条例及び矢巾町公共下水道条例の一

部を改正する条例について提案理由の説明を申し上げます。 

  このたびの条例の一部改正は、地方自治法等の改正に伴い所要の改正を行うものでありま

す。 

  その改正内容でありますが、デジタル化の推進のために、歳入についてスマートフォンア

プリ等を利用した決済方法を柔軟に活用することができる環境整備を図ることを目的に、従

来の指定代理納付者制度に代えて、指定納付受託者制度が令和４年１月４日から導入される

ことから、矢巾町水道事業給水条例及び矢巾町公共下水道条例について所要の改正を行うも

のであります。 

  よろしくご審議の上、ご可決賜りますようお願いを申し上げまして提案理由の説明とさせ

ていただきます。 

〇議長（藤原由巳議員） 提案理由の説明が終わりましたので、これより質疑に入ります。質

疑ございませんか。 

  13番、川村よし子議員。 
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〇13番（川村よし子議員） 改正後の中の第26条に指定納付受託という言葉がありますけれど

も、線引いていますけれども、今のところ考えられる企業というか、そういうのはどのよう

にお考えかお伺いします。 

〇議長（藤原由巳議員） 浅沼上下水道課長。 

〇上下水道課長（浅沼 亨君） ただいまのご質問にお答えします。 

  具体的な内容等は、今まで料金を納付するのが現金とかクレジットだったのですけれども、

それに加えて電子マネー、それを追加しましょうと。それについては、矢巾町では５月から

実施されているのですけれども、それまで、平成31年度から総務省のほうでは通知なり、周

知だけしかやられていないと。それぞれの自治体によって、解釈で乗り切っていたのですけ

れども、全国統一の考えにしましょうということですので、そのための制度の改正というこ

とになります。ですので、今のところ全ての自治体においては、電子マネーを決済方式に追

加するということの考えとしております。 

  以上でお答えといたします。 

〇議長（藤原由巳議員） よろしいですね。 

  他に質疑ございますか。 

              （「なし」の声あり） 

〇議長（藤原由巳議員） これで質疑を終わります。 

  討論に入ります。討論ございませんか。 

              （「なし」の声あり） 

〇議長（藤原由巳議員） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  採決に入ります。議案第91号 矢巾町水道事業給水条例及び矢巾町公共下水道条例の一部

を改正する条例についてを起立により採決します。 

  本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

              （賛成者起立） 

〇議長（藤原由巳議員） 起立多数であります。 

  よって、議案第91号は原案のとおり可決されました。 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

     日程第１１ 議案第９２号 矢巾町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事 

                  業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正 

                  する条例について 
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〇議長（藤原由巳議員） 次に、日程第11、議案第92号 矢巾町特定教育・保育施設及び特定

地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例についてを議題とし

ます。 

  提案理由の説明を求めます。 

  高橋町長。 

              （町長 高橋昌造君 登壇） 

〇町長（高橋昌造君） 議案第92号 矢巾町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運

営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について提案理由の説明を申し上げます。 

  このたびの条例の一部改正は、特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子

ども・子育て支援施設等の運営に関する基準の一部を改正する内閣府令の施行に伴い、所要

の改正を行うものであります。 

  その改正内容でありますが、デジタル化の推進に伴い、保護者の利便性の向上や保育所等

の事業者の業務負担軽減の観点から、保育所等が作成、保存等を行うものや保育所等と保護

者との間の手続等に関するもので、書面等によることが規定または想定されているものにつ

いて、電磁的方法による対応も可能とする規定を追加するものであります。 

  よろしくご審議の上、ご可決賜りますようお願いを申し上げまして提案理由の説明とさせ

ていただきます。 

〇議長（藤原由巳議員） 提案理由の説明が終わりましたので、これより質疑に入ります。質

疑ございませんか。 

              （「なし」の声あり） 

〇議長（藤原由巳議員） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  討論に入ります。討論ございませんか。 

              （「なし」の声あり） 

〇議長（藤原由巳議員） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  採決に入ります。議案第92号 矢巾町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営

に関する基準を定める条例の一部を改正する条例についてを起立により採決します。 

  本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

              （賛成者起立） 

〇議長（藤原由巳議員） 起立多数であります。 

  よって、議案第92号は原案のとおり可決されました。 
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 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

     日程第１２ 議案第９３号 令和３年度矢巾町一般会計補正予算（第７号）に 

                  ついて 

     日程第１３ 議案第９４号 令和３年度矢巾町国民健康保険事業特別会計補正 

                  予算（第２号）について 

     日程第１４ 議案第９５号 令和３年度矢巾町介護保険事業特別会計補正予算 

                  （第２号）について 

     日程第１５ 議案第９６号 令和３年度矢巾町後期高齢者医療特別会計補正予 

                  算（第２号）について 

     日程第１６ 議案第９７号 令和３年度矢巾町水道事業会計補正予算（第２号） 

                  について 

     日程第１７ 議案第９８号 令和３年度矢巾町下水道事業会計補正予算（第３ 

                  号）について 

〇議長（藤原由巳議員） お諮りします。 

  日程第12、議案第93号 令和３年度矢巾町一般会計補正予算（第７号）について、日程第13、

議案第94号 令和３年度矢巾町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）について、日

程第14、議案第95号 令和３年度矢巾町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）について、

日程第15、議案第96号 令和３年度矢巾町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）につ

いて、日程第16、議案第97号 令和３年度矢巾町水道事業会計補正予算（第２号）について、

日程第17、議案第98号 令和３年度矢巾町下水道事業会計補正予算（第３号）について、こ

の補正予算６議案は関連がありますので、会議規則第37条の規定により一括上程したいと思

いますが、これにご異議ございませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

〇議長（藤原由巳議員） ご異議なしと認めます。 

  よって、日程第12、議案第93号から日程第17、議案第98号までの６議案については一括上

程することに決定しました。 

  提案理由の説明を求めます。 

  高橋町長。 

              （町長 高橋昌造君 登壇） 

〇町長（高橋昌造君） ただいま一括上程されました６会計の令和３年度補正予算につきまし
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てご説明を申し上げます。順次説明をさせていただきます。 

  議案第93号 令和３年度矢巾町一般会計補正予算（第７号）について提案理由の説明を申

し上げます。 

  主な歳入につきましては、14款国庫支出金の子育て世帯への臨時特別給付金給付事業費補

助金を新設補正し、１款町税の個人町民税及び固定資産税、14款国庫支出金の保育所運営費

交付金及び新型コロナウイルスワクチン接種対策費負担金、17款寄附金の一般寄附金ふるさ

と納税分を増額補正するものであります。 

  次に、主な歳出につきましては、職員の新陳代謝等によります人件費の補正のほか、３款

民生費の子育て世帯への臨時特別給付金給付事業を新設補正し、２款総務費の企画総務事業

及び財政調整基金積立事業、３款民生費の障害者自立支援事業、障害児福祉事業及び認定こ

ども園施設型給付事業、４款衛生費の予防接種事業を増額補正し、歳入歳出予算の総額に歳

入歳出それぞれ６億7,991万7,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ123億

1,182万7,000円とするものであります。 

  続きまして、議案第94号 令和３年度矢巾町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）

について提案理由の説明を申し上げます。 

  歳入につきましては、３款国庫支出金、４款県支出金、６款繰入金の一般会計繰入金、８

款諸収入を増額補正するものであります。 

  次に、主な歳出につきましては、２款保険給付費、５款基金積立金の財政調整基金積立金、

７款諸支出金の償還金を増額補正し、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億5,661万

4,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ25億2,360万円とするものであり

ます。 

  続きまして、議案第95号 令和３年度矢巾町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）に

ついて提案理由の説明を申し上げます。 

  歳入歳出予算の総額に増減はございませんが、歳出につきまして、２款保険給付費及び６

款諸支出金を増額補正し、１款総務費及び３款地域支援事業費を減額補正するものでありま

す。 

  続きまして、議案第96号 令和３年度矢巾町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

について提案理由の説明を申し上げます。 

  歳入につきましては、３款繰入金の一般会計繰入金を増額補正するものであります。 

  次に、歳出につきましては、２款広域連合納付金を増額補正し、歳入歳出予算の総額に歳
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入歳出それぞれ65万7,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２億3,040万

1,000円とするものであります。 

  続きまして、議案第97号 令和３年度矢巾町水道事業会計補正予算（第２号）について提

案理由の説明を申し上げます。 

  補正の内容でありますが、収益的収入及び支出のうち、支出の第１款水道事業費用の営業

費用を748万1,000円増額補正して、総額を６億7,248万8,000円とするものであります。 

  次に、資本的収入及び支出のうち、支出の第１款資本的支出の建設改良費を23万6,000円増

額補正して、総額を７億3,058万8,000円とするものであります。 

  続きまして、議案第98号 令和３年度矢巾町下水道事業会計補正予算（第３号）について

提案理由の説明を申し上げます。 

  補正の内容でありますが、収益的収入及び支出のうち、支出の第１款公共下水道事業費用

の営業費用を21万円増額補正して、総額を７億4,386万9,000円とし、第２款農業集落排水事

業費用の営業費用を８万9,000円増額補正して、総額を３億6,371万8,000円とするものであり

ます。 

  次に、資本的収入及び支出のうち、支出の第１款公共下水道資本的支出の建設改良費を16万

8,000円増額補正して、総額を５億8,914万3,000円とするものであります。 

  なお、それぞれの会計の詳細につきましては、担当課長からご説明を申し上げますので、

よろしくご審議の上、ご可決賜りますようお願いを申し上げまして提案理由の説明とさせて

いただきます。 

〇議長（藤原由巳議員） 提案理由の説明が終わりました。 

  お諮りします。議案第93号から議案第98号までの６議案については、会議規則第39条の規

定により予算決算常任委員会に付託することとしたいと思いますが、これにご異議ございま

せんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

〇議長（藤原由巳議員） ご異議なしと認めます。 

  よって、予算決算常任委員会に付託することに決定しました。 

  ただいま予算決算常任委員会に付託した補正予算６議案については、12月16日午後１時

30分までに審査を終了し、報告書を当職の元に提出するよう期限をつけたいと思いますが、

これにご異議ございませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 
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〇議長（藤原由巳議員） ご異議なしと認めます。 

  よって、補正予算の６議案につきましては、予算決算常任委員会において12月16日午後１

時30分までに審査を終了し、当職の元に報告書を提出するようお願いいたします。 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

〇議長（藤原由巳議員） 以上で本日の議事日程は終了しましたので、これにて散会をいたし

ます。 

  なお、明日８日は一般質問を行います。一般質問に当たりまして、当職から確認の意味で

一言だけ申し述べさせていただきます。 

  議員各位におかれましては、先般の研修会においてそれぞれ研修されまして、その資料も

お持ちのことと思いますので、再度確認していただければよろしいわけですが、あえて申し

上げるのもなんでございますが、一般質問とは、議員が特定の議案とは関係なく、当該団体

の行政事務全般について事務の執行状況や将来の方針など、その所信を執行機関にただし、

政治姿勢や政治責任を明らかにするとともに、行政の在り方について公開の場で論じ合うも

のというのが冒頭書かれてございます。当然これは、皆さんお分かりの内容だと思います。 

  そして、先般までの議会運営委員会の中でも、一般質問について２点ほどまとまったのが

ありますので、一応おつなぎ申し上げます。一般質問通告書の質問に対し、明確な答弁が得

られていないような場合も見受けられます。これは、当局のほうにもお願いでございますが、

質問通告書と答弁書を再度確認の上、答弁に当たっていただくようお願い申し上げたいし、

質問者に対しましても、再質問を行う場合は答弁に対する再質問に準じていただきたい、こ

れが１点でございます。 

  質問に当たっては、事前準備として用語や意味をよく理解した上で質問を行い、貴重な持

ち時間を有効に使用していただきたいと、こういうことが議運の中で協議されてございます

ので、明日から12名の方々が一般質問に登壇されるわけでございますので、その辺のところ

をご理解の上、ひとつ活発な議論をお願いするものでございます。 

  それでは、明日午前10時に本議場にご参集をお願い申し上げます。 

  本日は大変ご苦労さまでございました。 

              午前１１時３２分 散会 
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令和３年矢巾町議会定例会１２月会議議事日程（第２号） 

  

令和３年１２月８日（水）午前１０時開議 

  

議事日程（第２号） 

第 １ 一般質問 

 

本日の会議に付した事件 

 議事日程のとおり 

 

出席議員（１８名） 

      １番  藤 原 信 悦 議員      ２番  吉 田 喜 博 議員 

      ３番  小笠原 佳 子 議員      ４番  谷 上 知 子 議員 

      ５番  村 松 信 一 議員      ６番  廣 田 清 実 議員 

      ７番  高 橋 安 子 議員      ８番  水 本 淳 一 議員 

      ９番  赤 丸 秀 雄 議員     １０番  昆   秀 一 議員 

     １１番  藤 原 梅 昭 議員     １２番  長谷川 和 男 議員 

     １３番  川 村 よし子 議員     １４番  小 川 文 子 議員 

     １５番  山 﨑 道 夫 議員     １６番  廣 田 光 男 議員 

     １７番  髙 橋 七 郎 議員     １８番  藤 原 由 巳 議員 

 

欠席議員（なし） 

 

地方自治法第１２１条の規定により出席した説明員は次のとおりである。 

 町 長 高 橋 昌 造 君 副 町 長  水 本 良 則 君 

 
 総 務 課 長  企画財政課長 
 兼 防 災 安 全 藤 原 道 明 君 兼 未 来 戦 略 吉 岡 律 司 君 
 室 長  室 長 
 

 税 務 課 長 花 立 孝 美 君 町民環境課長 吉 田   徹 君 

 福 祉 課 長 浅 沼 圭 美 君 健康長寿課長 村 松   徹 君 
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   道路住宅課長 
 産業観光課長 佐 藤 健 一 君 兼まちづくり 佐々木 芳 満 君 
   推 進 室 長 
 
 文化スポーツ  農 業 委 員 会 
  田 村 英 典 君  高 橋   保 君 
 課 長  事 務 局 長 
 
   会 計 管 理 者 
 上下水道課長 浅 沼   亨 君  佐々木 智 雄 君 
   兼 出 納 室 長 
 

 教 育 長 和 田   修 君 学校教育課長 田中舘 和 昭 君 

 
    
 子 ど も 課 長 田 村 昭 弘 君  
    

 

職務のために出席した職員 

   議会事務局長 
 議会事務局長  野 中 伸 悦 君  川 村 清 一 君 
  補 佐 
 

 係    長  佐々木 睦 子 君 
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 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

              午前１０時００分 開議 

〇議長（藤原由巳議員） ただいまの出席議員は18名であります。定足数に達しておりますの

で、会議は成立しました。 

  直ちに本日の会議を開きます。 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

     議事日程の報告 

〇議長（藤原由巳議員） 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。 

  これより本日の議事日程に入ります。 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

     日程第１ 一般質問 

〇議長（藤原由巳議員） 日程第１、一般質問を行います。 

  質問の通告がありますので、順次質問を許します。 

  最初に、５番、村松信一議員。 

  １問目の質問を許します。 

              （５番 村松信一議員 登壇） 

〇５番（村松信一議員） 議席番号５番、矢巾明進会、村松信一でございます。令和３年度も

12月を迎え、来年度の予算編成作業に携わっております職員の皆様、大変ご苦労さまでござ

います。特に来年度は、厳しい財政状況と思われますが、ぜひとも隅々まで行き届いた町民

目線の当初予算となりますことにご期待を申し上げ、第１問目の質問を行いたいと思います。 

  令和４年度予算編成の基本的な考えについて町長にお伺いをいたします。今年度は、新た

な日常の実現、脱炭素、ＳＤＧｓの実現、デジタル化の推進、定住人口、交流人口、関係人

口の創出の４点を重点施策として掲げ、行政運営に取り組まれておりますが、この重点施策

は今年度以降も必要不可欠な施策であり、継続し取り組む必要があると考えるが、どうか。 

  ２点目、令和４年度の歳入見込みについて、コロナ禍による個人住民税や国民健康保険税

等各種町税の減収も考えられますが、歳入はどのような見通しとなりそうか。 

  また、第７次総合計画基本構想には、まちづくりを推進する上で必要となった場合、計画

の見直しをすることがあると明記されておりますが、後期計画の後半２年間について、計画

の修正や事業内容等の変更、また公共施設等総合管理計画の長寿命化計画について修繕時期

等の変更はあるか。 
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  ３点目、ウィズコロナを念頭に、コロナ感染症に強い社会環境の整備、新たな暮らしのス

タイル確立、新たな付加価値を生み出す消費、投資の促進という視点から取り組んでおりま

す現在の事業の中で、令和４年度も継続する事業、また縮小する事業の考えについて伺いま

す。 

  ４点目、矢巾町気候非常事態宣言の具体的な取組であります二酸化炭素削減のための太陽

光発電、バイオマス発電など、新エネルギーの導入、クリーンエネルギー自動車の普及のた

め、令和４年度に新たに取り組む計画はあるか。 

  ５点目、デジタル化推進による町民サービスの向上に向け、今年度デジタル化、オンライ

ン化に向けた取組を実施している事業は何か。また、テレワークの普及による働き方改革と

して現在取り組んでいる事業の中で、今後さらに強化し取り組むデジタル化推進事業は何か。 

  ６点目、コロナ感染症予防のため、今年度の各種事業が中止や延期、または規模縮小され

るなど、まちづくり指標となる多くの事業が制約を受け、本来の取組ができない状況下にあ

るが、計画に掲げている各項目の達成度を上げるため、今年の後半から令和４年度にどのよ

うに取り組む考えか。 

  ７点目、定住、交流、関係人口の創出のために現在取り組んでいる空き家所有者の意向調

査、建築物の用途精査の進捗状況はどうか。来年度に向けた展開は、どのような取組を考え

ているのか。 

  それから、８点目、国は新たな成長推進枠として、令和４年度予算概算要求において、グ

リーン、デジタル、地方活性化、子ども・子育てへの予算の重点化を進めるとしております

が、本町では何を重視して予算編成を行うのか。 

  以上、８点についてお伺いをいたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 高橋町長。 

              （町長 高橋昌造君 登壇） 

〇町長（高橋昌造君） ５番、村松信一議員の令和４年度予算編成の基本的な考え方について

のご質問にお答えをいたします。 

  １点目についてですが、議員ご指摘の４項目につきましては、いずれも社会全体の構造的

な変化が求められる課題であり、政府においても重点的、継続的に取り組む政策課題であり

ます。本町においても、達成に向け、次年度以降も引き続き取り組んでまいります。 

  また、取組に当たっては、総務課のデジタルトランスフォーメーション担当、企画財政課

未来戦略室の強化を図るとともに、業務の見直しと再配分を行い、行政資源を集中化させる
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ことで対応してまいります。 

  ２点目についてですが、コロナ禍による各町税における減収を危惧しておりましたが、現

時点での税収への影響は、法人税法改正による税率の引下げ、固定資産税の評価替え及び軽

減措置等の要因により、想定していた下げ幅の範囲内にとどまっておりますことから、全体

的に例年とほぼ同等で維持できるものと見込んでおります。 

  歳入全体につきましても、現在はまだ予算編成の途中でありますが、おおむね今年度並み

の水準を確保できるのではないかと考えております。 

  第７次総合計画後期基本計画及び公共施設等総合管理計画の長寿命化計画につきましては、

必要に応じて計画途中において変更できることとしておりますが、コロナ禍による影響は限

定的と捉えておりますことから、現時点での変更は考えていないところであります。 

  ３点目についてですが、ウィズコロナを念頭に置いた新しい生活様式の確立やアフターコ

ロナに向けた地域経済の活性化のための事業につきましては、国の新型コロナウイルス感染

症対応地方創生臨時交付金などを活用して取り組んでおりますが、国の交付金事業は単年度

実施が原則でありますことから、今年度実施中の事業につきましては、基金を造成して実施

する企業向けの利子補給事業を除き、年度末までに全てを完了する予定としております。 

  今後につきましても、国による新たな交付金の追加配分等はあり得るものと考えられます

が、コロナ禍をめぐる状況は刻々と変化していることから、その時点で必要とされる事業を

鋭意企画立案の上、対応を進めてまいります。 

  ４点目についてですが、気候変動に関する政府間パネルの報告書や国連気候変動枠組条約

第26回締約国会議、いわゆるＣＯＰ26での議論からも明らかなように、これまで経験したこ

とのない豪雨や台風による災害、異常気象による様々な被害の頻発は、地球温暖化に起因す

るものであり、本町において気候非常事態宣言を行ったものはまさにそうした認識に立つも

のであります。 

  令和４年度におきましては、令和３年５月に改正された地球温暖化対策の推進に関する法

律に基づき、2050年カーボンニュートラルの実現に向けた可能性調査を行い、しかるべきア

クションプランにつなげるとともに、資源のリサイクルも強力に推進し、複合的な取組によ

り温室効果ガス排出削減に努めてまいります。 

  なお、ご質問いただきました項目については、可能性調査を行い、その結果を見て判断し

てまいります。 

  ５点目についてですが、デジタル化推進による町民サービスの向上に向け、待たせない、
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迷わせない窓口を目指し、転入、転出などの際に必要な手続を来庁前に確認できる「手続き

ガイド」を９月から町ホームページに掲載しておるところであります。 

  オンライン化の推進については、10月１日時点での430種類の申請書等の押印廃止を行って

おり、来年度以降、国によるマイナポータルからの電子申請に併せ申請書類の電子化を進め

てまいります。 

  また、テレワークの普及による働き方改革については、令和２年度にテレワーク環境を構

築し、今年度から運用を開始しているところであり、働き方改革のほか、事務処理の見直し

や業務効率化に向けて、今後もデジタル化の推進に取り組んでまいります。 

  ６点目についてですが、イベントや集会等の開催における制限が緩和され、コロナ禍は以

前に比べて若干落ち着きを見せつつあると認識しておりますが、新たな変異株でありますオ

ミクロン株の確認により、ＷＨＯも警戒を強めている状況であり、予断を許さない状況にあ

ると認識をしております。引き続き、感染者の発生状況や各種制限の緩和状況も注視しつつ、

臨機応変に対応し、計画期間中の達成に向けて取り組んでまいります。 

  ７点目についてですが、今年度は空き家所有者の意向調査や建築物の用途精査を行ってお

らないところではありますが、所有者や地域から受けた個別案件の相談に対し、その詳細を

調査しております。その過程において、逐次所有者から今後の利活用について聞き取りを行

っており、売買や賃借のほか、将来的には利活用したいなど、多様化する意向に関する相談

に応じてまいります。 

  また、現在全国空き家バンクへ登録している空き家はないところでありますが、売買の意

向がある所有者には、登録を促してまいります。 

  今後も引き続き、個別に調査を実施するとともに、空き家の管理に係る指導等を行い、空

き家の解消に努めてまいります。 

  最後の８点目についてですが、現時点では、次年度に向けて各部門から提出された予算要

求の取りまとめ作業を進めており、今月から来年の１月にかけて集約、精査を行う予定とし

ております。本格的な予算編成作業はこれから進めてまいりますが、令和４年度におきまし

ても、議員ご指摘のグリーン、デジタル、地方活性化、子ども・子育てなどの国の重点施策

は、１問目でお答えした内容と表現こそ違うものの、課題解決の方向性は共通点も多く、継

続性を念頭に、将来に向けた持続可能性に配慮した予算編成を進めてまいります。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇議長（藤原由巳議員） 再質問ありますか。 



  

－ 35 － 

  村松信一議員。 

〇５番（村松信一議員） 11月29日、当初予算の説明では、令和４年度当初予算は大変厳しい

財政状況を踏まえ、令和３年度当初予算を下回る規模とする。そして、全ての経費を抑制す

る必要があるということでありました。例えば矢巾町橋梁長寿命化修繕計画、これは令和３

年３月に策定されておりますが、令和４年度の橋梁修繕費として7,530万円ほど見込まれて

います。他の公共施設を含めた修繕費の合計は、幾らになるのかは合計は分かりませんが、

厳しい財政状況の下で長寿命化のための修繕が先延ばしされることもあるのでしょうか。 

  公共施設等については、量、サービス、コスト、性能の最適化を図りつつ、予防的な修繕、

改修によってコストの平準化と長寿命化を図るための個別施設計画が策定されているはず

で、簡単に先延ばしするわけにはいかないと考えますが、長寿命化計画について、修繕計画

が立てられていない施設と、それから立てられている施設があるのはなぜでしょうか。 

  全ての施設の修繕計画を立てなければ、令和４年度のアセットマネジメントを回すことが

できないと考えますが、いかがでしょうか。 

  答弁では、長寿命化計画について、現時点での変更の考えはないとのことでありますが、

個別の修繕計画により、年度ごとの予算化すべき修繕費用は計算できますが、施設の中に修

繕計画が立てられなくて、個別カルテのみ掲載されているものも多くあります。全ての修繕

計画は設定されていますでしょうか。 

  以上です。 

〇議長（藤原由巳議員） 藤原総務課長。 

〇総務課長兼防災安全室長（藤原道明君） 私のほうからお答えさせていただきます。 

  個別計画のみのものもあるという状況は、そのとおりでございますけれども、いわゆる修

繕計画という比較的具体的な時限についての計画については、全てできているわけではない

というのが実際のところでございます。議員のお考えとして、あるべきだということは、そ

れは私も了解するところではあるのですが、その修繕計画を立てる前の段階として、大枠と

しての検討が必要だろうというふうな点もあります。それというのは、そもそもその施設自

体を継続していくべきものなのか、集約とかを考える必要がないのかという点がまず議論さ

れてからでないと、本当の意味でのかかってくるであろうコストをどう考えるのかという部

分に対して、実態と計画の乖離が大きいなというふうに考えておりましたので、ただその集

約等につきましては、役場のみで考えるのではなく、やはり８次総なりの、そういった検討

の場で考えていくべきものというふうに捉えておりましたので、集約がどうなるか分からな
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いからまだやらないというふうに聞こえるかもしれませんが、実際その議論が先行すべきも

のというふうに考えておりましたので、全ての修繕計画ができているわけではないというの

は、そういった理由でございますことをご理解いただきたいなと思います。 

  以上です。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問。 

  村松信一議員。 

〇５番（村松信一議員） 引き続き、同じことをお聞きしますが、令和３年３月に策定されま

した矢巾町公共施設総合管理計画の公共建築物については、予防保全、定期安全確認の２択

が記載されているのみで、大規模修繕や建て替えの必要時期の記載はなく、コストの平準化

が図れるような計画にはなっていないと考えます。学校施設や児童福祉施設以外の公共建築

物についても、健全度の基準を明らかにして、維持、更新コストの試算をした上で、修繕計

画を立てておくべきではないでしょうか。 

  例えば橋梁長寿命化修繕計画のように、各施設の点検時期及び修繕内容、更新時期を明ら

かにすることが個別施設計画なのではないでしょうか。そして、全ての個別施設計画の維持、

更新費用の年度ごとの合計額を出して、初めて町全体のコストの平準化を図ることができる

ようになると考えますが、どうでしょうか。 

  矢巾町公共施設等総合管理計画は、2021年３月に策定され、ホームページに記載されてお

りますが、全161ページの各施設カルテ、これは個別施設計画になっておりますが、その内

容は、各施設の写真つきで、そして施設の基本情報、施設の概要、資産の健全度、施設管理

に関する基本的な方針として記載され、大変これは申し分ありません。 

  一例として、矢巾町勤労者福祉センター施設カルテの施設に関する基本的な方針として、

維持管理、修繕、更新について、本施設は重要施設であり、適切に維持管理を行う必要があ

ると明記されております。そして、長寿命化については、アセットマネジメントを構築し、

大規模修繕に至る前に、予防保全を前提に営繕を行う、このようになっております。 

  個別施設計画のカルテはあっても、矢巾町橋梁長寿命化修繕計画書のように、今後10年間

における施設ごとの対策の内容、時期、修繕費用などの記載が必要ではないでしょうか。そ

のことで修繕費用が明らかにされていない多くの施設は、さきに説明のとおり、予防的な修

繕、改修によってコストの平準化と長寿命化を図るための個別施設計画が本当は作成されて

いるはずで、事前事故防止にもつながりますが、長寿命化としての修繕計画は、いつ、これ

は行うでしょうか。 
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  以上です。 

〇議長（藤原由巳議員） 藤原総務課長。 

〇総務課長兼防災安全室長（藤原道明君） 先ほどの私の答弁の繰り返しになる部分もありま

すが、個別の修繕計画というものにつきましての考え方は、先ほどお話ししたとおりでござ

います。結局全て維持する、修繕するという前提というのは、実態と恐らく大きな隔たりが

あるものというふうに考えていましたので、８次総に向けて、そもそもどれを残し、どれを

やめていくのかといった部分についての議論をさせていただきまして、その上で、維持すべ

きものと位置づけられたものについての修繕計画を策定していくというふうな考え方にな

ろうかと思っております。 

  遅いというふうにご批判をされれば、全くそのとおりかもしれませんが、我々としても限

られた職員なり、予算なりの範囲でできる限りのことは頑張っておるつもりでございますが、

実態としてそういうふうになってしまいます。 

  なお、特に道路住宅課等で、それから上下水道課等では、重要なインフラということで、

国からも、ある意味補助金のための前提条件として、こういった長寿命化計画の策定が義務

づけられておりましたので、そういう意味合いでもやってきたところでありますので、そち

らは、その計画にのっとって、建物等と違いまして、これを維持する、しないというふうな

議論があまりないような施設でございますので、そういったものについては、長寿命化計画

にのっとって修繕等をしていくということになろうと思いますが、特に建物等に関しまして

は先ほどのような考え方で進めていこうと思っています。 

  時期についてですが、私の口から今明言することはできませんが、いずれしかるべき時期

に、残すべきものとなったものについては、修繕計画をその後速やかに策定していくという

考え方になろうと考えております。 

  以上でございます。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問。 

  村松信一議員。 

〇５番（村松信一議員） 矢巾町の公共施設等総合管理計画の取組は、すごく早かったのです。

すばらしいと言われておりましたけれども、結局は後回しになるような、遅いということを

私は感じております。なぜならば、先ほど申しましたように、長寿命化計画は平準化をして

経費の削減にもつながるし、それから事故防止にもつながるということが大前提なのです。

遅くなれば遅くなるほど長寿命化の意味がなくなりまして、事故、いわゆる壊れてから直す
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というのは、もともと長寿命化対策ではないわけであります。他市町村でも、もうそういっ

た先ほど答弁いただきました内容のことについては、完成をされているところが多くござい

ますので、できるだけ早く対応していただくことをお願いをしたいと思います。 

  それで、次の質問に移ります。再質問です。令和３年施政方針の重点項目として掲げてお

ります脱炭素、ＳＤＧｓの実現に関わる二酸化炭素削減について、平成30年３月の議会でも

町有車両のＥＶ化を検討すると答弁をいただいております。また、令和３年度施政方針にも

クリーンエネルギー自動車の普及に努めると掲げております。 

  以上、クリーンエネルギー自動車の普及のために、この事業の検討は行われたと考えます。

しかし、いまだにＥＶカーが役場、いわゆるその車両はまだ見当たりませんが、平成30年３

月、環境にやさしいまちの構築の一般質問で、町内ではメガソーラー発電、町施設のＬＥＤ

化により、環境にやさしいまちに向けた取組が着実に進んでいる。その中で、町有車両のＥ

Ｖ化については、今すぐできることの一つであろうと考えている。これは答弁です。技術の

進展、国などの状況を見極め、現行車両の更新時期を勘案しながら段階的に導入を検討する

と答弁をいただいております。 

  そこで質問ですが、令和４年度にＥＶカー導入は、それから充電スタンドの設置をする考

えはありますでしょうか。 

〇議長（藤原由巳議員） 吉田町民環境課長。 

〇町民環境課長（吉田 徹君） ただいまの質問にお答えいたします。 

  ＥＶ化に関しては、必要とされる車種や用途、あと更新のタイミングなどもありまして、

導入に至っていない状況でありますし、令和４年度に関しましても、どうかと言われれば、

今のところ予定はないところでございます。ただ、いろんな世界的な情勢、国の情勢、あと

は各自動車メーカー等の情報も聞いておりますと、これから車種がいろいろ展開されて、例

えば商用車とか、そういうふうないろんな車種が拡大されてくることも予想されます。そう

なると、私どものほうでも導入する機会というのは、どんどんこれから拡大してくるのでは

ないのかなと。そういうところを踏まえながら、今後そういう展開を踏まえながら導入に努

めてまいりたいと考えてございます。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問。 

  村松信一議員。 

〇５番（村松信一議員） 前の答弁でＥＶ化、今すぐできることの一つであろうと考えている
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とか、明日でもすぐ買いそうなような、そういう答弁をしないでいただきたい。令和４年度

もないということで、かなり先のことになると思いますけれども、そういう形で対応してい

ただきたい。 

  それでは、次の再質問ですが、子ども議会のＳＤＧｓ取組宣言について、令和２年１月に

町内小中学校の子ども議会による子ども議会ＳＤＧｓ取組宣言が行われましてから間もな

く２年がたちます。宣言後、小中学校におけるＳＤＧｓの取組はどのようなことを実施され

ましたでしょうか、伺いたいと思います。 

〇議長（藤原由巳議員） 田中舘学校教育課長。 

〇学校教育課長（田中舘和昭君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

  まず、小学校と中学校ですと取組はかなり違うところはありますが、まずご承知のとおり、

小学校で一番進んでいるのは不動小学校かなと思っております。昨年度から海洋教育を行っ

ておりますし、今年度も引き続き行っております。さらに、今予定ではございますけれども、

大学の学生からＳＤＧｓに関する特別授業というものを予定しているところでございます。

ほかの小学校におきましても、社会科の授業でＳＤＧｓの概要等については学習していると

ころでございます。 

  それから、中学校のほうでございますが、まず矢巾北中のほうですけれども、今年度生徒

会を中心にＳＤＧｓの取組を特に重点的に行っているのですが、各クラスごとに目標を決め

て、それに取り組むということを行っておりますし、矢巾中学校では、今年度、来年１月に

なってからですけれども、ＳＤＧｓについて、ひとつ学年で授業として取り組むということ

で、高橋町長をお招きして、対談形式でＳＤＧｓについていろいろ勉強するという予定にな

っております。 

  以上、お答えといたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  村松信一議員。 

〇５番（村松信一議員） それでは、次の再質問ですが、2050年カーボンニュートラルの実現

に向けた可能性調査を行うということであります。どのような可能性の調査を行うことを検

討していますでしょうか。調査は、誰がどのような手法で行う予定なのか伺いたいと思いま

す。 

〇議長（藤原由巳議員） 吉岡企画財政課長。 

〇企画財政課長兼未来戦略室長（吉岡律司君） お答えをしたいと思います。 
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  まず、ご質問の件で、改正地球温暖化対策推進法という法律がございますが、それに基づ

きまして、地域脱炭素化促進事業というものがございます。そちらの事業を導入いたしまし

て、可能性調査のほうを行いたいというふうに考えております。具体的には、現在のＣＯ２

の排出量の調査でありますとか、温室効果ガス削減の取組によって、どれだけ削減ができる

のか。あと、現在の現行の施設の中で再エネのポテンシャルがどれだけあるのかといったよ

うなところをまず把握し、2030年までに再エネをどの程度導入すればいいのか。そして、

2050年までにどのような再エネを導入し、なおかつ役所だけではなくて、民間も含めてどの

ような取組をしていったらいいのかといったところを取りまとめるという話になっており

まして、それに向けた事業を導入して、調査、検討を進めてまいりたいと思います。 

  調査につきましては、有識者によりますアドバイザリーボードを設置するとともに、あと

公募になると思いますけれども、事業者を募集いたしまして、その調査を行うこととしてお

ります。 

  以上、お答えといたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  村松信一議員。 

〇５番（村松信一議員） それでは、次の再質問でありますが、空き家について、現在は相談

のあった案件以外の所有者の意向調査は行っていないということであります。空き家の管理

に係る指導も、相談のあった空き家のみについて行っているという認識をしておりますが、

それでよろしいでしょうか。 

  平成28年の調査によりますと、市街化調整区域の空き家は75件と報告いただいております

し、それから市街化区域の空き家は74件でありました。令和２年９月議会の答弁では、今後

の考え方の詳細を把握すべく、令和２年度中に所有者に対し、アンケート調査を予定してい

るということでありました。アンケート結果は、所有者の意向にどのような傾向がありまし

たでしょうか。現在町の移住者に対する住宅ローンの利子補給制度がありますが、ＳＤＧｓ

の実現のためにも、対象を省エネ基準を満たす住宅とするのはいかがでしょうか。また、移

住に伴うリフォームについても、省エネ基準を満たすならば、対象としてもよいのではない

かと考えますが、ご所見をお伺いいたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 佐々木道路住宅課長。 

〇道路住宅課長兼まちづくり推進室長（佐々木芳満君） 空き家につきましては、以前の議会

でも答弁しておりましたが、今年度につきましては、アンケート調査という形ではなくて、
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直接声を聞くということで、２点目の質問でもありましたけれども、アンケート調査を令和

２年度に行ったのですが、なかなかやはり回収率が悪いというか、そういう実際の声が聞こ

えないということで、今年度は実際に空き家の所有者の方との、直接声を聞くということを

やっております。 

  その中で、個別相談をいただいたもののほか、地域の声でここの空き家がちょっと危険だ

よとか、どうしても雑草が繁茂しているとか、そういったものの中で所有者に今後の見通し

などを聞き取りを行っているという状況であります。これだけでも約20件ほど対応している

ところであります。 

  ２点目につきましては、昨年度行いましたアンケート調査の声では、実は空き家とこちら

のほうは見込んでおりましたが、空き家ではないですというような回答とか、今後取り壊す

予定です、あるいは将来の予定は未定ですという声と、あと今現在はちょっと遠方にいるの

ですが、将来住む予定になっているというような今後の所有者の意向のアンケート結果でし

た。 

  私のほうから以上でございます。 

〇議長（藤原由巳議員） 高橋農業委員会事務局長。 

〇農業委員会事務局長（高橋 保君） 農業委員会から農地付空き家の状況についてお答えを

させていただきます。 

  今年４月から農地付空き家の下限面積１アールに下げてみましてから、約20件ほどの問合

せをいただいております。そういった中で、先々月、10月20日に開催しました第11回の矢巾

町農業委員会の総会において、今回初となる案件を審議しておりまして、審議の上、承認を

得ております。 

  今現在も３件ほど継続して相談している案件がございますので、それらも含めて今後道路

住宅課と連携をしながら進めてまいりたいと考えております。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  村松信一議員。 

〇５番（村松信一議員） 再々ですけれども、その相談がある市街化調整区域のことで伺いま

すけれども、相談がある中で、実際決定したのはあるのでしょうか。 

〇議長（藤原由巳議員） 高橋農業委員会事務局長。 

〇農業委員会事務局長（高橋 保君） 先ほどのお答えをさせていただいた１件、承認を得た



  

－ 42 － 

というものは、市街化調整区域で北郡山の物件であります。 

  以上、お答えといたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  村松信一議員。 

〇５番（村松信一議員） それでは、次の再質問ですが、転入、転出などの手続を事前に確認

できる先ほどの手続きガイドがホームページに掲載されているということでありますが、矢

巾町ホームページのライフイベントの引越をクリックしても、手続きガイドのページは実は

出てこないのです。ライフイベントは目立つコーナーにあります。手続きガイドに気づかな

いのは、とても残念であるという感じがしますが、別のところから行かないと入られないと、

こうなっているのです。大体その転入、転出の手続の場合は、ほとんどが引っ越しだとか何

かだと思うのです。その引越の一番目立つところにカラーでぴったりとあるのに、そこにま

た行くのだろうと思うのです、皆さん。ところが、手続きガイドに行き着かないということ

なので、これは改善したほうがよろしいのではないかと思います。 

  それから、役場ではテレワーク環境を構築して、運用しているということですが、１日の

通勤者のどれくらいの方がテレワークをしていますでしょうか。また、業務に支障は、影響

はないでしょうか。 

  以上、伺います。 

〇議長（藤原由巳議員） 藤原総務課長。 

〇総務課長兼防災安全室長（藤原道明君） 私からお答えさせていただきます。 

  手続きガイドにつきましては、当課のほうのＤＸ担当のほうで進めておったところでござ

いまして、村松議員おっしゃるとおりでございまして、適切なご指摘、大変ありがとうござ

います。速やかに改善いたしまして、複数のところからそこにたどり着けるようにはできま

すので、速やかにそうしてまいりたいと思います。 

  なお、９月開設以降、９月は175件、10月は156件、11月は114件と、それなりに見ていただ

いているようです、アクセス数ですけれども。なので、速やかに対応しまして、３月、４月

の繁忙期には大丈夫間に合うように進めてまいりたいと思ってございます。申し訳ございま

せん。 

  それから、テレワークの関係でございますが、テレワークの環境につきましては、40台機

材を用意しましたのが令和３年２月ということになってございまして、40台ございまして、

それがどう使われていたかということでお話をしますと、これまでで、今月の現在までで延
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べ88件利用されたといことでございます。12月今現在では、使われていないという状況にな

ってございますが、これやはり窓口業務をテレワークでやるわけには当然いかないので、で

きる、適した業務と適していない業務がありますので、適した業務ということで、集中して

作成することができるような計画づくりだとか、あとは会議録を作るだとか、そういった部

分について一番使われている状況かなと思っております。ですので、業務に影響は基本的に

はないと、むしろ集中してできるという面においてはプラスになっているという評価でござ

います。 

  また、１日のうちどれぐらいというふうな話も、現在はやっていないので、平均化しても

１日に１人にはなっていないという状況でございます。やはり町役場ということで、窓口が

ベースになる業務が多いものですから、そうでなくていいものをというふうなやり方をして

いる関係でございます。ご理解いただきたいと思います。 

  以上です。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  村松信一議員。 

〇５番（村松信一議員） 最後に、町長に伺います。 

  矢巾町役場ＳＤＧｓアクションプラン第１期、令和３年４月にあります町内の様々な団体、

企業、個人と行政が力を合わせてＳＤＧｓを推進する一つの取組であります紙おむつリサイ

クルプロジェクトにつきましては、私も９月23日開催の紙おむつシンポジウムに参加をいた

しましたが、高齢化に伴い、私もお世話になることになるだろうと思いますので、今後増加

する紙おむつをリサイクルすることは、非常に重要なことと認識した次第であります。 

  紙おむつをリサイクルする方法として、シンポジウムにありましたようなリサイクル、こ

ういったのの導入は、どの時点で判断し、どの時点からできるような計画をお持ちでしょう

か。 

  以上、お伺いします。 

〇議長（藤原由巳議員） 高橋町長。 

〇町長（高橋昌造君） お答えをさせていただきますが、紙おむつのリサイクル、これはもう

私の得意分野でございまして、今残飯をリサイクル、コンポスト化しておるわけですが、そ

ういった技術的な体系は確立されておりますので、今月お願いして、町から組合、組合とい

っても管理者は私なのですが、一応ルールとしては、組合にもお願い、それから町内の障が

い者施設とか、介護の福祉施設の方々からもご協力いただいて、今残飯はバケツコンテナで
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収集しているのですが、それに各施設からここ１週間なり、10日ぐらい協力していただいて、

その中には紙おむつも、それから施設から出る残飯とか、それから具体的に言うと紙とか何

か使って鼻をかんだのとか、そういうふうな再生のできないものをバケツコンテナに入れて、

そして組合で堆積発酵させて、うまく発酵できるかどうか、今月中から、今やるところでご

ざいます。 

  そして、ある程度堆積発酵して、70度前後の温度になれば、これはオーケーですので、あ

とはそれをどのような装置で、仕組みでやっていくかと。今はやりの言葉で言うと、デバイ

スと言うのだそうですが、その組合せをどういうふうにしていくかということを考えていき

たいと。 

  それで、今盛岡広域でのごみの広域化、これはもう利用割なのです、基本的に。だから、

いかにして各市町でごみを出さないか工夫しなければならない。だから、そのことに本町で

は取り組んでいきたいと、これが１つです。 

  紙おむつというと響きがいいのですが、あそこのお尻の部分の、いわゆるタッチするとこ

ろだけ、私も過去にはいてみて経験しているのですが、そこだけなのです。あとは、素材は

もうプラスチックなのです。紙おむつというよりも、この間のシンポジウムでも言われたの

ですが、プラスチックなのです。だから、リサイクルして発酵したのと、残存物、いわゆる

プラスチック、これをうまく受け取ってもらえるところをこれから交渉していかなければな

らない。だから、今順序に進めて、最終生成物、残存物が出てきたのを、これをどこかで受

入れしてもらうことができないかと。これがオーケーになれば、もう家庭系、事業系。 

  それで、今矢巾町は、県内でワーストワンなのです。ここ過去５年、ワーストワンからワ

ーストファイブの間。それは、家庭系はいいのですが、事業系が多いわけです。そのくらい

事務所というか、事業所の活動が活発だということが言えるのですが、もう今そういったこ

とでリサイクルモアを家庭系ばかりでなく、事業系についても考えていくということで、将

来そういったことのリサイクルの輪を広げていくと。 

  あともう一つは、何といってもリサイクルのためにどういう仕掛けをしていくか、これか

ら一つ一つ検証しながら。 

  この間職員と、議長さんはじめ議員さん方の研修で、私感動したのは、六方よし、そして

６つのＰです。ＳＤＧｓ推進宣言の中に、私その中で、環境によしということはいいのです

が、世間によし、そして未来にもいいと。Ｐはパートナーシップ、あとパッション、情熱で

す。そういった熱意、そういうことにしっかり取り組んでいきたいと。あとは、もう何とい
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っても皆さんのモラルとか誠実さ、そういうふうなのも６つのＰの中に入っておったので、

皆さんと一緒になってこのことはぜひ成功させたいと思っております。 

  これが試験的に試行させてよければ、段階的に進めていきたいと、こう考えておりますの

で、ご理解をいただきたいと思います。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。よろしいですか。 

              （「はい」の声あり） 

〇議長（藤原由巳議員） それでは次に、２問目の質問を許します。 

  村松信一議員。 

〇５番（村松信一議員） それでは、２問目、第２期矢巾町子ども・子育て支援事業計画につ

いて町長、教育長にお伺いをいたします。 

  １点目、子ども・子育て支援事業は、2020年から2024年までの５年間を事業計画期間とし、

乳児家庭全戸訪問事業において、各家庭に必要な支援を聞き取り調査をしておりますが、ど

のような支援要望があるのか、またどのように対応しているのか。 

  ２点目、子育て援助活動支援事業の取組強化のため、令和２年度にファミリーサポートセ

ンターを設置しましたが、現在の利用状況はどうか。 

  ３点目、子育て短期支援事業について、入所施設は確保されているのか。また、子どもの

養育が困難な家庭の支援とあるが、利用内容と件数はどうか。 

  ４点目、子育てを支援する生活環境の整備について、子ども連れの親が安全、安心に通行

できる道路交通環境の整備について、道路拡幅や歩道の設置等には時間がかかることから、

車両の時間帯通行禁止やグリーンベルトなどの設置などで対応が可能な箇所もあると思い

ますが、どのような検討をされていますでしょうか。 

  ５点目、第２期矢巾町子ども・子育て支援事業計画の実効性を確保するために、定期的に

点検、評価を行うことが重要としておりますが、初年度の点検、評価はどうであったのか。 

  ６点目、子どもの生きる力の育成に向けた学校の教育環境の整備について、令和元年度に

作成されました幼稚園、保育園、小学校の学びをつなぐ接続カリキュラムに取り組んでいる

が、課題等はないのか。 

  ７点目、障がいを持つ児童生徒の受入れ態勢について施策の方向性が示されておりますが、

本町の小中学校における支援を要する児童生徒の状況や、受け入れるまでと、それから受け

入れてからの対応はどのようになっていますでしょうか。 

  以上、７点についてお伺いをいたします。 
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〇議長（藤原由巳議員） 高橋町長。 

〇町長（高橋昌造君） 第２期矢巾町子ども・子育て支援事業計画についてのご質問にお答え

をいたします。 

  ４点目についてですが、交通安全施設に関する要望につきましては、交通安全対策協議会

において取り組んでおりますが、今年６月に千葉県で発生いたしました児童５人が巻き込ま

れた事故を受け、改めて通学路における危険箇所の点検を行い、施設管理者に対し、合計13か

所の改善要望を行っております。 

  現在、通学路の安全確保に向けて、舗装の色や素材を変えて、路面標示を立体に見せるイ

メージハンプの導入、イメージハンプというと、例えば矢巾町であれば、太陽荘の辺りの、

あそこは道路が狭くなるので、あそこをちょっとイメージしていただければなということで、

具体的に申し上げますと、自動車の走行速度を抑えるために道路上に設けられた、ちょっと

高くしたあれです。昔は流通センターなんかにもあったのですが、そういうイメージハンプ

の導入。それから、車道と歩行帯を分けるブルーラインの設置、これはもうお分かりだと思

いますが、そのほかに煙山小学校周辺のゾーン30の区間において、ライジングボラード、こ

れはふだんは自動で上げ下げができるようになって、いわゆる交通規制がかかるときは自動

で出て、車が通行できない、それをライジングボラードというのだそうですが、それによる

進入抑制やイメージハンプによる速度抑制など、物理的なデバイス、これは装置です。それ

を組み合わせることで歩行者の安全確保を図るゾーン30プラスの導入について、紫波警察署

と協議を進めておるところであります。 

  以上、私のほうからのお答えとさせていただきます。 

〇議長（藤原由巳議員） 和田教育長。 

              （教育長 和田 修君 登壇） 

〇教育長（和田 修君） 引き続き、第２期矢巾町子ども・子育て支援事業計画についてのご

質問にお答えいたします。 

  １点目についてですが、乳児家庭全戸訪問事業は、生後４か月の乳児がいる全ての家庭に

対し、育児に関する不安や悩みの相談や傾聴、子育て支援に関する情報提供、乳児とその保

護者の心身の様子や養育環境の把握を目的として、子ども課職員と健康長寿課保健師等が一

緒に訪問しております。 

  保護者からは、子どもの夜泣きなどの育児に対する心配事の相談をはじめ、親子で参加で

きるイベントの問合せや産後の心身に係る相談等があり、必要に応じて関係機関と連携を図
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りながら支援に努めております。 

  ２点目についてですが、令和３年11月末時点において、依頼会員44名、提供会員15名、両

方会員３名の計62名の方が会員登録しており、子どもの預かりや習い事の送迎など、月平均

５回程度のサポートを実施しております。今後もイベントの開催、広報やはばややはラヂ！

等による周知活動により、会員の拡充に努めてまいります。 

  ３点目についてですが、盛岡市にある乳児院や児童福祉施設の５施設と利用に係る委託契

約を締結しております。保護者の疾病や育児疲れ、出産、看護の家庭養育上の理由等により、

18歳未満の児童を養育することが困難となった場合に、施設への受入れを実施しており、児

童の養育環境を確保して、保護者に寄り添った支援を行っております。 

  なお、利用状況についてですが、平成30年度６件、令和元年度３件、令和２年度１件とな

っており、令和３年11月時点での利用者はゼロとなっております。 

  ５点目についてですが、令和３年５月に開催しました令和３年度第１回矢巾町子ども・子

育て会議において、計画の初年度である令和２年度の事業評価を実施しております。各事業

の利用実績と支援の確保状況は、おおむね計画どおりに進んでおり、子育て世代のニーズに

合った支援策を確保できていると評価いただいております。 

  ６点目についてですが、矢巾町幼保小接続プログラムは、開始して２年目を迎えておりま

すが、各園、各小学校で接続カリキュラムを作成して運用しており、現在のところ課題はな

いものと捉えております。各園、各小学校で、それぞれの現場に訪問し、授業や保育参観を

通して評価や見直しを行っており、引き続き、小学校での生活や学習に少しでも早く慣れて

いくことができるよう幼保小の円滑な連携に取り組んでまいります。 

  ７点目についてですが、今年度小中学校の特別支援学級は、知的、情緒、身体の15学級が

設置されております。特別支援学級では、児童生徒それぞれの指導計画を作成して授業を行

っており、通常学級に比べて少人数で、児童生徒の様子に応じた個別的な支援を行っており

ます。 

  就学前の支援としては、年長児が通園する園において、支援が必要と思われる園児の調査

を行うとともに、教育委員会事務局職員が園を訪問して、当該園児の様子を確認しておりま

す。その後、希望する保護者には教育相談や学校見学を実施しながら、適切な就学先や教育

支援方法を決定しております。 

  就学後の支援としては、小中学校それぞれでの学習面や生活面の状況を観察して、通常学

級での学習が適切か、特別支援学級での学習が適切かを関係機関で構成する教育支援委員会



  

－ 48 － 

を開催して、一人一人の教育的ニーズに応じた支援を協議しながら、保護者や児童生徒に寄

り添い、不安な気持ちや心配事の解消につながるよう、学校現場における指導の充実に努め

ております。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇議長（藤原由巳議員） それでは、再質問あろうかと思いますが、時間も大分経過してまい

りましたので、ここで暫時休憩といたします。 

  再開を11時10分といたします。 

              午前１１時０１分 休憩 

              ――――――――――― 

              午前１１時１０分 再開 

〇議長（藤原由巳議員） 再開をいたします。 

  休憩前に引き続き、一般質問を行います。 

  再質問ありますか。 

  村松信一議員。 

〇５番（村松信一議員） それでは、２問目の再質問に入ります。 

  矢巾町子ども・子育て支援事業について、子ども支援の対応策は多岐にわたっております。

町民目線の施策と事業に熱心に取り組んでおられます関係者の皆様に、まずもって感謝を申

し上げたいと思います。 

  それでは、今年度の点検により明らかとなった通学路における危険箇所の場所は13か所と

いうことでありましたが、これはどういったところが危険箇所として挙げられているでしょ

うか。そして、道路交通環境の整備の通学路の安全について、倒木の危険やブロック塀等の

調査を過去に実施しておりますが、危険箇所の対応はされたと思ってはおりますが、その危

険箇所の対応は終わったのかどうか。 

  それから、これから冬道になりますと、雪の道になりますと、歩道のない通学路は、特に

民家の垣根が道路側にはみ出していることと、それからそれに除雪が加わりまして、その通

学路が極端に狭くなるという場所も多くあります。除雪の際に、十分にこの辺のところをご

配慮をいただきたいと思いますが、以上伺います。 

〇議長（藤原由巳議員） 藤原総務課長。 

〇総務課長兼防災安全室長（藤原道明君） まず、私のほうからお答えさせていただきますが、

危険箇所13か所ございまして、大きく言いますと、徳田小学校の通学路、煙山小学校の通学
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路、東小学校の通学路にございました。一例でお話をすると、国道の消防学校入り口交差点

となっているところ、それからほかには、これはお店の名前になってしまうのですが、県道

沿いにありますオリーブ、クリーニング屋さんの矢巾店の前の交差点のところの信号機の点

滅時間など、具体的な対応も含めた要望をしたところでございまして、国と県につきまして

は要望はさせていただきまして、回答を今待っている状況。それから、公安委員会につきま

しても、要望がありましたので、そちらを出させていただいたのですが、こちらについては

見送りだとか、現状維持だとかというふうな形、あとゾーン30については取締りを強化する

等の回答をいただいたところでございまして、今後実現の部分までやっぱり捉えて、何とか

要望を進めていかなければならないものと考えております。 

  それから、町道部分についても何か所もあったのですが、こちらにつきましては、対応で

きるものは既に対応済みになっているところもございます。ドットラインを塗り直したりと

か、イメージハンプをつけたりだとかというふうなお話なので、できるところはやっている

という状況でございます。 

  私のほうからは以上とさせていただきます。 

〇議長（藤原由巳議員） 佐々木道路住宅課長。 

〇道路住宅課長兼まちづくり推進室長（佐々木芳満君） 私のほうからは、13か所に対しての

対策済みになりますが、完了したものにつきましては、ライン等で処理できるものについて

は５か所完了しております。そのほか、以前から高田の以前の昆松商店から西のほうに上っ

てくるところのカーブ、危険なカーブがありますが、そういったところにつきましては現在

歩道の整備をすることで既に着手しておりますので、そういった部分は継続しているという

ことで、その13か所の中では現在も継続中というものも何か所かある状況になっております。 

  それと、あと除雪に関しましては、当然通学路に関しては、先般の矢巾町の除雪会議の中

でも通学路あるいはスクールバスの運行の停留所、そういったところについては十分気をつ

けて除雪をするようにということで指導しているところでありますし、我々もそういった部

分については当然対応をしていきたいと思っております。そのほか、民家からの立木のはみ

出し等につきましては、広報などでも載せておりましたけれども、なるべく個人で剪定をし

ていただくということが基本ですけれども、どうしても対応できなかったり、先行してやら

なければならない部分については、町でも対応している箇所も何箇所かある状況になってお

ります。そういったところは、十分気をつけて行っていきたいというふうに考えております。 

  以上、お答えといたします。 
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〇議長（藤原由巳議員） 田中舘学校教育課長。 

〇学校教育課長（田中舘和昭君） 私のほうからブロック塀の関係をちょっとお話しさせてい

ただきたいと思います。 

  教育委員会のほうで以前ブロック塀の調査を行ったわけですけれども、その結果は各所有

者さんのほうにお伝えしたところでございます。町の補助制度もありますというご案内も差

し上げておりますが、実際その中で、ご自分で改善なさった方は１か所ということになって

おります。個人の所有物でございますので、なかなかこちらのほうから強制的なことはちょ

っとお話はできませんけれども、現状そういうところでございます。ご理解いただきたいと

思います。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  村松信一議員。 

〇５番（村松信一議員） それでは、次の再質問でありますが、現在紫波警察署と協議してお

りますゾーン30プラスのライジングボラードにつきましては、平成30年２月に新潟市中央交

通局に行って、視察研修をしてまいりました。登校時間帯における通学路の安全対策として、

全国で初めてライジングボラードを設置し、登下校時の時間帯における通行規制の試験運用

を実施している状況と、それから商店街、繁華街、商店街の車両時間帯進入禁止があります。

その禁止時間にそれが出てくるというようなことで２か所、視察研修を終えております。改

めて、このことのためにビデオで撮っておりましたので、見てまいりましたけれども、それ

でまずライジングボラードは、場所は先ほど煙山小学校付近のゾーン30の付近ではないかと

思うのですが、その場所はどちらであるかということとその見通し。 

  冬場、新潟市訪問のときは真冬で、しかも非常に雪の多いときでありましたので、凍って

しまって、なかなか待っていても出てこないとか、そういうこともありました。あのときは、

全国で初めてということでありましたので、その後３年もたちましたので、恐らくかなりの

改善はされているのだろうとは思いますが、この実現の可能性について、それから場所をお

伺いしたいと思います。 

〇議長（藤原由巳議員） 藤原総務課長。 

〇総務課長兼防災安全室長（藤原道明君） ゾーン30プラスにつきましては、町長答弁のほう

にもありましたとおり、現在協議を始めているというところでございまして、具体的な物理

デバイスをどうするのかといった点も含めて、これから紫波署と協議をして決定してまいり

たいなと思っているところでございます。 
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  なお、令和４年度に導入したいということで今協議を進めておりましたので、今後内容だ

とか、場所だとかが固まってきますので、その時点で何らかの方法でご案内差し上げたいな

と思ってございます。 

  私からは以上です。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問。 

  村松信一議員。 

〇５番（村松信一議員） それでは、次の教育・保育の一体的提供及びその推進に関する体制

の確保と、こうあるのですが、この内容として、認定こども園の普及に係る基本的な考えと

して、幼保連携型認定こども園に４施設が移行したわけでありますが、教育、それから保育

の向上が図られておりますが、移行前と移行後の教育と、それから保育のサービスの内容が

変わり、質の向上が図られたのか。そして、その結果、どのような効果が出ているのか伺い

たいと思います。 

  そしてまた、地域における子育て支援について、矢巾町の幼稚園、保育園、小学校の接続

プログラムに基づいた交流連携について、令和２年度に行われた機構改革によりまして、一

層の幼稚園、保育園、小学校の連携が図られるように努められたと思いますが、結果として

どのような効果があったのか。 

  そしてまた、矢巾町保育協議会で開催されております幼稚園の教諭と保育士の合同研修に

よる研修の効果はどうであったのか。 

  以上について伺います。 

〇議長（藤原由巳議員） 田村子ども課長。 

〇子ども課長（田村昭弘君） ただいまの質問にお答えさせていただきます。 

  町内には、幼保連携型の認定こども園が今現在５か所ありまして、北高田こども園、ふど

うこども園、やはばこども園、こずかたこども園、矢巾中央幼稚園保育所の５か所になって

おりまして、効果といたしましては、３歳以上、保育が必要ない子どもは１号認定と言って

おるのですけれども、１号認定、旧幼稚園になります。それ以外は保育園になりますけれど

も、その幼稚園部と保育園部が交流することによりまして、教育の機会が得られるという効

果がありますし、また集団生活に慣れていくというふうな効果も期待されます。 

  最後に質問のありました矢巾町保育協議会の研修会ですけれども、コロナウイルス感染防

止の観点から、令和２年度と令和３年度は中止したところでございます。 

  以上、お答えとさせていただきます。 
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〇議長（藤原由巳議員） 田中舘学校教育課長。 

〇学校教育課長（田中舘和昭君） 私のほうから、幼保小連携と機構改革等に伴ったところの

ご質問についてお答えしたいと思います。 

  機構改革によって教育委員会のほうに子ども課ができまして、それと同時に幼保小連携も

始まったところでございます。機構改革の際に、私ども考えた中で、やはり連携というとこ

ろを特に重視したいと思って教育委員会のほうに子ども課をつくりたいというふうに思っ

たところですので、今このプログラムが、当初計画したものがそのとおり順調に進んできて

いるので、非常に私の中では効果があったと思っております。 

  あとしかも、子ども課の中に、幼保小連携だけではなくて、ほかの虐待ですとか、家庭支

援の部署もございます。学校と連携して、いろんな家庭への支援というところに関しても、

今連携して取り組んでおりますので、そういった意味でも非常に効果があったなと思ってい

るところでございます。 

  以上、お答えといたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  村松信一議員。 

〇５番（村松信一議員） それでは、次の再質問に移りますが、子ども・子育て支援の計画に

は特定教育ができるということになっております。これを調べましたら、例えば普通の授業

にはないような、ロボットを自分でプログラミングして動かすとか、そういうことのようで

ありますけれども、これには教諭等では対応できない面もあるだろうということで、民間の

業者の参入ができるということになっておりますが、それでプログラミング特定教育を今し

ていると思いますが、どの程度のところの教育をやっていますでしょうか。 

  これは、このままではないと思うのです。徐々に徐々にレベルが上がっていって、普通の

と言えばちょっと語弊があるかもしれませんけれども、本格的にプログラミングができる専

門の人でないと対応ができなくなるのだろうと思います。ということで、今はどの程度のと

ころの指導をしていて、今後、例えば５年生が６年生になると、同じことではなくて、今度

はもっと高度なプログラミングになると思うのですけれども、そういったときの外部の業者

の指導ができるというふうになっていますが、その辺の考えについて伺いたいと思います。 

〇議長（藤原由巳議員） 田中舘学校教育課長。 

〇学校教育課長（田中舘和昭君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

  まず、新しい学習指導要領の中で、情報活用能力の育成とか、ＩＣＴ活用というところが
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新しくといいますか、特にも強調されて国のほうで示されたわけでございます。その中でで

すけれども、小学校では昨年度から、それから中学校は今年度、そして高校では来年度から

ということで、段階的にこのプログラミング等のＩＣＴ教育のほうをスタートしたわけでご

ざいます。 

  基本的には、小、中、高という段階的に、それこそ高度なといいますか、やる内容が変わ

ってくるわけでございますが、まず基本的に義務教育の小学校、中学校ではプログラミング

的思考ということが重視されております。小学校では、特にも算数とか理科が多いのですけ

れども、スクラッチというソフトを使って、一つの図形を用いて、何歩進む、右に曲がる、

左に曲がるというものを、どうやったらプログラムを組むというのを、プログラミング言語

ではなくて、図形を用いてやっているところでございます。 

  それから、中学校においては、特にも技術の時間でございますけれども、中学校になると

小学校との接続も考慮しながらというところで、プログラミング言語についても少し、比較

的簡単なところを勉強し始めるところでございます。これは、当然高校に向けての準備とい

うところもあるかと思います。 

  基本的に、それぞれ、小学校は担任の先生がプログラミング的思考という部分を教えてお

りますし、中学校においては技術科の先生が教えているところでございます。 

  以上でございます。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  村松信一議員。 

〇５番（村松信一議員） それでは、次の再質問でありますが、矢巾町の幼稚園、それから保

育園、小学校の接続プログラムによって連携が図られているということでありますけれども、

それでは小学校と中学校の接続プログラムというところを探してもないわけですが、小学生

でも中学生になるときに、やっぱり幾らかの悩みとかあるのではないかと思いますが、そう

いったような場合の連携はどうなっていますでしょうか。 

〇議長（藤原由巳議員） 田中舘学校教育課長。 

〇学校教育課長（田中舘和昭君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

  まず、小中の連携の部分でございますけれども、これは先ほどの幼保小との連携より前か

ら取り組んでいるところでございます。小中のそれぞれの学校の先生方が集まって、中学校

に進学する児童についての情報交換ですとか、そういったものはやっておりますし、ちょう

ど昨日でしたけれども、矢巾中学校、矢巾北中学校の生徒が各小学校を回って、それぞれの
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学校の紹介、例えば部活ですとか、学校生活について説明するという機会がございました。

本来であれば、授業とかも見てもらいたいなというところでございますが、ちょっとまだコ

ロナのこともございましたので、少し規模は縮小したのですが、そういった事業を行って、

小学生が中学生になるに当たって、不安を少しでも取り除くようにしているところでござい

ます。 

  昨日その様子も見させていただきましたが、例えば小学生からの質問であれば、宿題の量

はどれくらいですかとか、あるいは下校時間は何時ぐらいになるのですかとか、部活は何が

あるのですかという、そういったやはりそれぞれの興味に関して質問があったところでござ

います。 

  以上、お答えといたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  村松信一議員。 

〇５番（村松信一議員） それでは、次の再質問ですが、子どもを守る地域ネットワークの強

化事業について伺いたいと思いますが、地域ネットワークとその訪問事業の連携を図る事業

について、本町では既に実施していると、こうありますが、実際の早期、子どもを守るため

の児童虐待の発生防止、それから早期発見、早期対応のためでありますが、こういったもの

は本町では既に実施しているということでありますが、実際の早期発見や対応の実態はどう

なっていますでしょうか、伺いたいと思います。 

〇議長（藤原由巳議員） 田村子ども課長。 

〇子ども課長（田村昭弘君） ただいまのご質問にお答えします。 

  要保護児童地域対策協議会には、議員ご質問にあったとおり、調整機関というのがありま

して、これは要対協の中枢をなす部署になっております。これは、子ども課が担わせていた

だいております。そのほかに関係機関として、県児相、警察、広域振興局、全ての保育所等、

全ての小中学校、全ての児童館、あとは主任児童民生委員さんなどが関係機関として構成さ

れておりますけれども、その関係機関の方たちから早期に虐待通告をいただいて、対応して

おるところでございます。 

  また、一般の住民に対しましては、11月に児童虐待防止推進月間というのがあったわけで

すけれども、その際に広報、ホームページ、やはラヂ！、チラシ、ポスターなどで周知を図

って、早期の通告の環境を整えているところでございます。 

  以上、お答えとさせていただきます。 
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〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問。 

  村松信一議員。 

〇５番（村松信一議員） 次の再質問でありますが、第２期矢巾町子ども・子育て支援事業計

画の給付区分は、大きく分けまして16に分けられておりますが、先ほどはこの中で、１年間

の報告で、反省で、特に問題はないということのような報告でありましたけれども、恐らく

かなり力を入れて非常によい成績を上げている。所期以上の、計画以上の数字というか、効

果を出している、そういった事業もあるのではないかと思います。でも、答弁では、なかな

かそこまで言えなくているのもあるのではないかと思いますので、私聞きますが、そういっ

た特筆すべき点はかなりあったように思われますが、正直に教えていただけませんでしょう

か。本当はそこまで言いたい、だけれども、少し控えようとかということと、それからまた

計画と非常に乖離があったとか、そういったものにつきまして、もしありましたならば伺い

たいと思います。 

〇議長（藤原由巳議員） 田村子ども課長。 

〇子ども課長（田村昭弘君） 達成状況につきましてですけれども、あまり村松議員がおっし

ゃるような立派なものではなくて、おおむね良好というような感じに推移しております。 

  特筆すべき点につきましては、近隣では遅れておったのですけれども、ファミリーサポー

トセンター事業、こちらのほうを令和２年度、令和３年１月にスタートさせていただいて、

先ほど答弁で申し上げましたとおり、62名の会員で、ちょっと心もとない数なのですけれど

も、これを拡充していきたいというふうに思っております。 

  計画以上の成果があった事業といたしましては、養育支援訪問事業というものがありまし

て、こちら150人の目標に対して178人の実績、心配される家庭を訪問する事業になっており

ます。 

  今後計画の見直しがあるのかというご質問ですけれども、今のところ考えておりませんけ

れども、市街化区域が３地区拡大されることによって、どのような影響があるのか、その辺

を注視してから検討したいと思います。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  村松信一議員。 

〇５番（村松信一議員） 教育・保育の一体提供及び推進に関することでありますが、３歳児

未満の保育については供給不足となっていると、こういう指摘があります。保育士の確保と
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地域型保育を推進し、保育体制を整えることが課題となっておることに対しまして、現在の

保育士の確保状況はどうなのか、それとまた３歳児未満の保育状況はどうなのか、これを伺

いたいと思います。 

〇議長（藤原由巳議員） 田村子ども課長。 

〇子ども課長（田村昭弘君） ただいまのご質問にお答えさせていただきます。 

  矢巾町では、地域型保育として小規模保育事業所が４か所あります。その４か所のうち２

か所は令和２年度、１か所は令和３年度というふうに最近立て続けにできておるわけでして、

この小規模保育事業所というのは３歳未満児を対象とする定員19人未満の施設のことを言

いますけれども、そういったことから、３歳未満の保育事業の確保には貢献していただいて

いるものと思っております。 

  あと保育士の確保ですけれども、正直に言わせてもらいますと非常に苦しい状況になって

いまして、２つの民間保育園で職員を確保できなくて、定員を受け入れることができないと

いうふうな状況になっております。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  村松信一議員。 

〇５番（村松信一議員） それでは、次の再質問でありますが、母性と乳幼児の健康の確保に

ついてでありますが、平成29年度の乳児の健診では、９か月から12か月の健診では100％だ

ったそうであります。そして、３歳児の乳歯の保有率は、全国と岩手県の平均を下回ってい

るということなのです。そして、２歳半頃になると、乳歯は上下20本くらい生えそろうわけ

でありますけれども、本町の場合は全国と、それから県の平均より少ないということなので

すが、それは平成29年ですから、最近もそうなのかどうか、分かる範囲内でちょっと伺いた

いと思います。 

  それから、少ないことは、乳歯はその後正常なくらい生えない子もいるということなので

す。それで、乳歯が少なければ、永久歯も不足すると言われていることの中の関係はどうな

っていますでしょうか。その少ないというのは、ほんの微々たるものなのでしょうか。そこ

のところをちょっと伺いたいと思います。 

〇議長（藤原由巳議員） 村松健康長寿課長。 

〇健康長寿課長（村松 徹君） お答えいたします。 

  まず、３歳児の乳歯保有率について、直近の状況はどうかというところでございますが、
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令和２年度の３歳児健診での乳歯保有率状況でございますが、209人中、１人当たりで乳歯

の本数を統計を取ったところ、19.9本ということで、まずほぼ20本という状況となってござ

います。少ないお子さんは16本という状況でございましたけれども、ほとんどのお子さんが

20本という状況でございます。 

  あとは、乳歯が少ないことの影響についてでございますけれども、日本小児歯科学会での

研究が今現在なされているところでございまして、医学的見地からのエビデンスは得られて

いない状況ではございますけれども、一般的には、乳歯が少なく生えた場合、レントゲンで

永久歯が歯肉に詰まって埋まっているかどうかを確認して、歯茎の成長に伴い、歯の間が空

いてくるということが懸念されますので、歯並び等影響がある場合には歯科矯正の治療を行

うこととなる場合がございます。 

  なお、国、県というお話ありましたけれども、乳歯保有率とはちょっと離れますけれども、

虫歯の割合というのがあって、それ齲歯予防の目標ということになるわけですが、国におき

ましては基準値は、齲歯のない者の割合が３歳児の場合は59.5％というのが基準値になって

ございまして、目標値については80％以上というものが決められておりまして、矢巾町はど

うかといいますと、矢巾町の子ども・子育て支援計画の19ページのほうに載せてございます

けれども、国、県を上回って、矢巾町の場合は、ちょっと古い数値になりますが、平成28年

度は80.5％、平成29年度は83.3％ということで、まず国の目標は超えている状況でございま

す。 

  以上、お答えといたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  村松信一議員。 

〇５番（村松信一議員） では、最後の質問で教育長に伺いたいと思います。 

  子どもの心身の健やかな成長に資する教育環境の整備というところがございまして、平成

29年度矢巾町いじめ防止対策に関する条例が施行され、矢巾町いじめ問題対策連絡協議会を

設置し、いじめ対策を推進しており、いじめのない学校教育環境の確立に努めていますと、

こう明記されておりますが、伺います。いじめ、不登校の現状として、現在のいじめ、不登

校はどのようになっていますでしょうか。 

  以上、伺います。 

〇議長（藤原由巳議員） 和田教育長。 

〇教育長（和田 修君） それでは、私のほうからお答えさせていただきます。 
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  まず、今の現状ということですけれども、いじめの現状について、数字をちょっと申し上

げますけれども、令和元年度認知件数が小中学校合わせて639件、そして令和２年度が688件、

そして令和３年度、今10月末までのところで353件ということでいいますと、今年度も同じ

ように700件近い認知件数となると思います。 

  この認知件数が多いというのは、悪いことではございません。それだけ学校現場で先生方

がアンテナを高くして、子どもたちの様子を観察し、情報共有し、そしてそのことを数値と

して上げてくれているということになります。小さなことでも次に大きくならないようにと

いうことで、学校現場は本当に努力してくれていると思います。アンケートも保護者アンケ

ート、そして子どもたちへのアンケート、そういったものを実施し、そしてそれだけにとど

まらずに、その中から出てきたものをさらに深く子どもたちからそれ以上の聞き取りをして、

そこからどういうふうな広がりがあるかということを考えてくれています。ということで、

いじめのほうについてはそのような状況でございます。 

  それから、不登校についてですが、年間30日を超える休みをした者が不登校ということで

一応定義をしております。昨年度、令和２年度は、32名、その該当になりました。これは、

ここ数年の中で最多でございます。これは、やはりコロナ禍の中で家にいることが多い、友

達と遊べない、そうするとゲームに頼るというふうなことで、家にいる時間の中で昼夜逆転

を起こしたりとか、そういうふうな子どもが多くなったりして、それで学校に来られなくな

ってしまうというふうなことが多くなりました。 

  ただ、これについても学校現場で本当に努力してくれています。私が学校現場に望んでい

るのは、全欠ゼロです。１日も学校に来ない生徒がいないようにしようと、とにかく学校と

のつながりを絶やさないように学校のほうで努力してくれないかと。そして、教育委員会も

協力するということで取り組んでいます。おかげさまで全欠はほとんどありません。何かし

らの形で、うちの町としての適応教室であるこころの窓、あるいはフリースクール、それか

らインターネットを介しての、そういうふうなプログラムをやっている子どもも出席扱いと

か、あるいは学校の先生が家庭訪問しました、それも登校にします。出席にします。当然そ

ういうふうな形をします。様々な形で学校とのつながりが切れないように、それを学校のほ

うにお願いをしています。あるいは私たちのほうもできることを協力するという形で取り組

んでおります。今本町で取り組んでいるのは、いじめ見逃しゼロと全欠ゼロです。この取組

を頑張っております。 

  以上、お答えとさせていただきます。 
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〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問は。よろしいですか。 

              （「ありません」の声あり） 

〇議長（藤原由巳議員） 以上で５番、村松信一議員の質問を終わります。ご苦労さまでした。 

  それでは次に、10番、昆秀一議員。 

  １問目の質問を許します。 

              （10番 昆 秀一議員 登壇） 

〇10番（昆 秀一議員） 議席番号10番、一心会の昆秀一でございます。本日は、12月３日か

ら９日までの障害者週間中であります。障害者週間が設けられた目的は、障がいのある人へ

の理解を深めるとともに、障がいのある人が社会活動に参加する意欲を高めることにありま

す。現在矢巾町でもやはぱーくにおいて、障害者週間に合わせて特設展示コーナーを設けて

いるところであります。ここにいる皆さんもまだこのコーナーに行っていない方は、ぜひと

も行ってもらいたいと思います。 

  そこで、これに合わせてではないのですが、障がいをお持ちの方に対する支援の在り方な

どについてお伺いしたいと思います。障がいをお持ちの方々等は、健常者と言われる方々以

上に、現在生活上の問題などを抱えて日常を暮らしていることが多いです。障がいといって

も、身体、知的、精神、それから難病もありますし、これらの障がいを重複してお持ちの方

もいます。障がいは、いつ、誰がなるのか分かりません。障がいをお持ちの方々等が暮らし

やすい社会は、誰もが暮らしやすい社会につながっていきます。しかし、多数の方々が障が

いをお持ちの方々等に対する先入観を知らず知らずのうちに持ち、知らず知らずのうちに差

別していることもあります。 

  現在地域共生社会の構築やＳＤＧｓでは、誰一人取り残さないなどと言われておりますが、

現実はどうでしょう。私は、それらの言葉がむなしく聞こえてしまう現実を度々目にしてお

ります。そこで、今後障がいをお持ちの方々等に対する真の意味での支援をしていくことが

必要であるとの考えから、以下についてお伺いいたします。 

  １点目、障がいをお持ちの方々等に対する知らず知らずのうちにしている差別をどう考え

て、理解を深め、なくそうとしているのでしょうか。 

  ２点目、障がいをお持ちの方々等に対する真の意味での自立とは、どのようになることが

理想と考えているでしょうか。そのための支援をどう考え、行っているのでしょうか。 

  ３点目、障がいをお持ちの方々等に対する就業支援をどのように考え、行っているのでし

ょうか。 
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  ４点目、重度の障がいをお持ちの方々等に対する自立が難しい方々への支援をどう考え、

行っているのでしょうか。 

  ５点目、障がいをお持ちの子どもに対する自立のための支援をどう考え、行っているので

しょうか。 

  以上でございます。 

〇議長（藤原由巳議員） 高橋町長。 

              （町長 高橋昌造君 登壇） 

〇町長（高橋昌造君） 10番、昆秀一議員の障がいをお持ちの方々等への支援についてのご質

問にお答えをいたします。 

  １点目についてですが、第６期矢巾町障がい者プラン・障がい福祉計画の策定に係るアン

ケート調査において、日常生活において差別や偏見、疎外感を感じることがあるかの項目を

設け、障がいの種別ごとに障がいをお持ちの方々が感じている内容の把握に努めたところ、

差別や偏見、周囲への理解の乏しさを感じており、その解消をさらに推し進めていくことが

求められていると捉えておるところであります。 

  一言で障がいと言っても、お一人お一人の状況により、それぞれに違うものであり、障が

いをお持ちの方と一緒に活動する機会を通じて障がいを知るということ、関わり方を知るこ

とが必要だと考えております。 

  そのために本町では、町民の皆様を対象に、障がいに関する理解を深めていただくことを

目的として、理解促進啓発事業を実施し、その結果として差別の解消が図られるよう努めて

いるところであります。 

  ２点目についてですが、真の意味での自立については、障がいをお持ちの方が全てを一人

で行い、生活できることが自立ということではなく、困ったことや分からないことは相談し、

必要な支援を受けながら、主体的な自己選択と自己決定により生活できることが理想である

と捉えております。 

  そのためには、障がいをお持ちの方やご家族等の意見をお聞きし、その意見をできる限り

尊重できるよう、ご本人が自己選択と自己決定、その意思の表明につながるよう、相談支援

体制の充実に努めております。 

  また、障がいをお持ちの方お一人お一人の状況に応じて、関係機関と相互に連携し、自立

した生活の実現に向けた支援に努めております。 

  ３点目についてですが、障がいをお持ちの方々が働くことは、生活の糧を得ること、生き
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がい、社会参加等の意味からも重要なことと捉えております。就業に関する相談があった場

合は、障がいをお持ちの方に合った就労の在り方を一緒に考え、紫波地域障がい者基幹相談

支援センターや地域の相談支援事業所等と連携し、就労継続支援や就労移行支援等の障がい

福祉サービスを利用し、個々の能力に合った事業所へつなげております。 

  また、ハローワークと連携することにより、一般就労先の紹介も可能となり、選択肢を広

め、多様な働き方につながるよう努めておるところであります。 

  ４点目についてですが、個々の状況により必要と考えられるサービスや利用できる制度が

異なりますが、ご本人への支援とともに、ご家族への支援の視点を持ち合わせることが重要

と捉えており、障がいをお持ちの方が安心して暮らしていくために必要な支援は何かを一緒

に考えていくことが大切であると考えております。 

  そのためには、関係機関と連携しながら、ご本人やご家族、そして支援者のニーズを把握

し、地域資源の構築を図るよう努めております。 

  ５点目についてですが、障がいをお持ちの方への支援においても、お子さんへの支援とと

もに、ご家族への支援の視点を持ち合わせることが必要だと捉えており、成長過程の段階で

自己理解への支援、ご家族の障がい理解への支援、学校等への支援を適切に行うことが大切

であると考えております。 

  そのために、個々の状況に応じて、保健、医療、障がい福祉、保育、教育等の関係機関が

連携するための協議の場をつくり、各機関が実施している相談や支援の内容の情報を共有し、

相互の共通理解を図っております。このような一貫した支援を継続することにより、障がい

をお持ちのお子さんやご家族が希望する自立した生活の実現に向けて、より一層努めてまい

ります。 

  以上、私のほうからのお答えとさせていただきます。 

〇議長（藤原由巳議員） 和田教育長。 

              （教育長 和田 修君 登壇） 

〇教育長（和田 修君） 引き続き、障がいをお持ちの方々等への支援についてのご質問にお

答えいたします。 

  ５点目についてですが、町内の保育所等におきまして、入所児童の生育の特徴を捉えなが

ら養育や保育に関する助言や意見交換等を行う巡回相談を年に２回実施しております。具体

的には、心理判定員、町保健師等が保育所等を訪問し、児童の様子を観察した上で、対象児

童への関わり方について保育所等に助言を行い、保育技術の向上を図るための支援を行って
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おります。 

  児童生徒につきましては、将来社会と関わる力を養うため、一人一人に寄り添った支援は、

学校生活の様々な場面での達成感や充実感、そして主体的に生きる力を養うことにつながる

ものと考えております。各学校では、個別計画を作成し、職員間で共有しながら、担任を中

心としたサポート体制を整えております。 

  また、適応支援員や特別支援教育支援員を配置し、学習面や生活面における支援の充実を

図っておりますので、引き続き本人や保護者に寄り添い、個々の状況に応じた教育的支援を

行ってまいります。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇議長（藤原由巳議員） それでは、再質問があろうかと思いますが、ちょうど正午になりま

したので、昼食のために休憩といたします。 

  再開を午後１時、13時といたしますので、よろしくお願いします。 

              午後 ０時００分 休憩 

              ――――――――――― 

              午後 １時００分 再開 

〇議長（藤原由巳議員） それでは、再開します。 

  休憩前に引き続き、昆秀一議員の一般質問を行います。 

  再質問ありますか。 

  昆秀一議員。 

〇10番（昆 秀一議員） まず初めに、本日の岩手日報紙に、今回全国中学生人権作文の県大

会で賞を取った作文が掲載されておりました。非常にすばらしい作文であったと思います。

それで、その１つが矢中、もう一つが北中と、すばらしいなと思いましたけれども、教育長、

これは、矢巾町の中学校というのは、どういうふうなことをしてこういうふうな指導をなさ

ってきたのかお伺いしたいと思います。 

〇議長（藤原由巳議員） 和田教育長。 

〇教育長（和田 修君） お答えさせていただきます。 

  取り立ててやっていることではございません。ふだんから議会での答弁もさせていただき

ますし、昆議員からも再三にわたって質問されておりますこと、それが普通にされているこ

とということの積み重ねだと思います。子どもたちは、いずれ問題意識を持って生活をして

いる。その問題意識をふだんの生活の中で、それを捉えて、自分なりの言葉で書いて、ああ
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いうすばらしい作文になったのだと私は思っています。ただ、このことをこれからも継続さ

せていくということが大事だと思っておりますので、以上、お答えとさせていただきます。 

〇議長（藤原由巳議員） 再質問ありますか。 

  昆秀一議員。 

〇10番（昆 秀一議員） 本当にこれからもどんどんそういう志を持った方をつくっていただ

きたいと思いますし、先々日ですけれども、私、やはぱーくの冒頭に言った障害者週間に合

わせた特設展示コーナーというものを、大変いいことだなと思っていたのですけれども、何

よりもモニターに映る、スライドを作った方というのが産技短の学生だということで、その

学生たちの障がいに対する理解というのも深まったので、大変よかったなと思ったのですけ

れども、ただあのモニターを私ずっと見ていたのですけれども、しゃがんで見ていなければ

ならなかったのです。見る人への配慮というものがちょっと欠けていたのではないかなと思

って、大変そこは残念だったのですけれども、ちょっと椅子か何か置いて、そういう配慮と

いうものを考えていただきたいと思ったのですけれども、それについてはどうお考えでしょ

うか。 

〇議長（藤原由巳議員） 浅沼福祉課長。 

〇福祉課長（浅沼圭美君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

  やはぱーくにおいての障害者週間のイベント、聴講していただいて、本当にありがとうご

ざいます。今お話ありました少し座って見る場所とか、エリアのつくり方については、その

とおりご提言を受け止めて、９日までの展示の予定ですので、即対応したいと思っておりま

す。 

  また、今回の取組に至っては、基幹相談支援センターのほうと昨年度ぐらいから産技短の

ほうとのやり取りを経て、学生の感性で、クイズという感性で行ったもので、これを紫波町

においてもモニターを展示している赤石公民館でしたか、何か所かやっておりますので、１

回ではなくて、継続した取組を今後も進めていきたいと思います。 

  私どもは、障害者週間は１つの週間であって、日々のことの積み重ねがとても大事だなと

思っておりますので、広めていきたいと思っております。 

  ご意見ありがとうございます。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問。 

  昆秀一議員。 

〇10番（昆 秀一議員） 矢巾町内の障害者手帳保持者を見てみますと、身体、知的の方々は



  

－ 64 － 

増加傾向ということで、精神はほぼ横ばいで推移しているということなのですけれども、私、

資料には全人口と世帯数を載せてしまったのですけれども、障がいをお持ちの方々の状況は

今言ったようなのですけれども、さて、日本全体で見た場合はどうなのかと思って調べてみ

ましたのですけれども、障がいをお持ちの方全体としては毎年ほとんど増えている状況であ

ります。本町で横ばいであった精神の方についても増加している現状があります。このよう

に障がいをお持ちの方、年々増えているという現状をどのようにお考えでしょうか。 

〇議長（藤原由巳議員） 浅沼福祉課長。 

〇福祉課長（浅沼圭美君） お答えいたします。 

  今昆議員からご意見あったとおり、矢巾町の現状としては、精神障害者手帳をお持ちの方

がちょっと横ばいという現状でございますが、これは手帳を所持しての様々なサービスとの

関連も若干あろうかなというふうに思っております。また、手帳をお持ちの方々の増加に関

しましては、高齢化、そして現実的に矢巾町においても障がいをお持ちになってご転入され

る方とか、いろいろ配慮の必要な方が居住の場所として矢巾町にお住みになっている現状も

ございますので、今後も推移と、それから障がいをお持ちの方々のお声を聞きながら、どう

いうものが必要かということを大事にしていきたいなというふうに捉えております。 

  以上、お答えといたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問。 

  昆秀一議員。 

〇10番（昆 秀一議員） 今精神の方は、手帳保持者ということでしたけれども、精神の方を

統計取る場合には、自立支援医療で精神通院医療を受けている方というのも確実に増えてお

ります。さらに言いますと、自費で通院されているという方やグレーゾーンの方もいらっし

ゃると思うので、このように増えている障がいをお持ちの方に、かゆいところにどう手が届

くかということを町では、第８期の障がい者プラン・障がい福祉計画が今年度から進められ

ているわけですけれども、この計画策定には本当に残念ながら支援する側の人ばかりが集ま

って、当事者である障がいをお持ちの方々の本当の生の声をお聞きしていないのではないか

なと私は感じてしまいます。 

  かといって、アンケートは取っておるのですけれども、アンケートでは語り得ないところ

というのを、やっぱりその小さな声に敏感に反応すると、真実の叫びを受け取るというよう

なことが大切だと私は思うのですけれども、何かそこに見解があれば、お伺いいたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 浅沼福祉課長。 
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〇福祉課長（浅沼圭美君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

  様々の計画の中で、昆議員が今までの中で、当事者の声、ご本人の声を大事にしていくと

いうことは、本当に何度もご意見を頂戴いたしまして、ご意見のとおりだというふうに思っ

ております。私どもも、策定委員会のほうには当事者の方が直接的にご参加、入ってはいな

いのですが、計画策定途中に身体の障がいをお持ちの方に、こういう計画を今ここまでつく

っているのだけれども、どうだろうかというふうな、ちょっとご意見を聞いた経緯もござい

ました。 

  そういう中で、やはりその当事者の声、それから今回のアンケートをいただいた声も大事

にしながら、計画策定のための声ではなくて、やっぱり日々のことの積み重ねが計画に反映

になっていくものだということを、今回私どもこの計画策定に当たって、職員全員が感じた

ことでした。ですので、計画策定のための委員会、組織はあるのですが、その後やっぱり、

今考えている子どもの部会と地域生活支援の部会というような形で、関係する方々、または

その方々からのお声を聞く場とか、計画につなげる、本当にその計画だけではないことをし

っかりやっていきたいなというふうに捉えております。 

  あと今障がい者基幹相談支援センターとは、様々事例を通じて困難事例もたくさん、相談

員の皆様、昆議員はじめたくさんご苦労されて支援計画しております。そういう個別の事例

を丁寧に検討会を重ねて行っていくことで地域の課題が見えてくるのではないか。その場で、

やはり検討する場を進めていきたいということで、12月にも予定しているようですので、事

業所会議等、またそういう個別のケース会議を大事にしながら当事者の方々のお声を生かし

ていきたいと思っております。 

  以上、お答えといたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問。 

  昆秀一議員。 

〇10番（昆 秀一議員） 確かに個別の事例検討とかというのも大切だと思いますので、そこ

を大事にしながら、一人一人の声も聞いていってほしいと思います。 

  障がいをお持ちの方々の自立に対しては、就業の支援がまずあるのだと思います。障がい

のある、ないにかかわらず仕事は、社会とつながりがあったり、自分が社会の一員となって

いるという自覚や、何よりも生活のための金銭を得られるという、そういうことの相対的な

ところの喜びなどを得られるものが仕事であり、働くことだと思います。しかしながら、働

きたくても働けない、病気がちであったり、自分に合う仕事が見つからないといった声を度
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々聞きますが、なかなかすぐにそれを解決することは難しいのですけれども、各種の相談を

されても、すぐにその人に合う仕事というのをマッチングすることは、健常者よりも難しく

なってきますので、専門の相談員であっても容易に解決ができなかったり、やっと見つけた

仕事でも、なかなか長続きしないという現状がありますので、そこでそういう仕事なら仕事

という特化した相談としては、ハローワークだったり、障がい者就業相談所もあるわけです

けれども、町としては、そういう障がいを持った求職者への対応は、他機関とつなげるほか

にどのようなことを行っているのかお伺いしたいと思います。 

〇議長（藤原由巳議員） 高橋町長。 

〇町長（高橋昌造君） お答えさせていただきますが、今福祉との連携で農福連携とか、いろ

いろ言われておるわけです。そういった身近なところから、今それこそ今月からスタートさ

せていただきますが、環境と福祉の連携、そして資源リサイクルを一緒にやってみませんか

ということでお話ししたところ、町内の障がい福祉施設では、それはいいことだと、ぜひや

らせていただきたいということで、今農福連携、これも形ができておるのですが、これから

は環境と福祉の連携を本町として取り組んでいきたいと。仕事も身近にあるわけでございま

すので、そういうふうなものを一つ一つ丁寧に拾い上げながら。 

  そして、先ほど昆秀一議員から、私も今日日報を見て、感動したというよりも、涙が出る

ところもあったのですが、障がいがあっても、みんなと同じように夢がありますと、そして

次がいいのです、可能性も無限にありますと。だから、私どもはそういった可能性に対して、

しっかり取り組んでいかなければならないということで、その自立のためのいろんな対策を

しっかり構築していくのが私らの役割だと思いますので、そこのところはご理解をしていた

だきたいと思います。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問。 

  昆秀一議員。 

〇10番（昆 秀一議員） 農福連携、環境と福祉の連携等進めていただきたいと思います。 

  それで、生まれながらに両手、両足に障がいを持っている方がいて、その母親はまず子ど

もの障がいを受容するところから始まる。それまでにも相当の時間を要するわけですけれど

も、母親の多くは否認、怒り、取引、抑鬱を経て受容に至るのだそうですけれども、自分が

五体満足に産めなくて申し訳ないと思ってしまうのだそうです。けれども、やはり子育てと

いうのは本当に大変です。徐々にその子どもの障がいを受け入れていく。しかしながら、障

がいがなければ、徐々に一人でできることも増えてくるのですけれども、それでも障がいが
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あるとできないことが多いです。その両手、両足のない子どもの母親は、できるだけ一人で

やらせる。工夫して道具を作って、シャツを一人で着られるように何度も何度も練習させ、

階段も一人で上り下りするように何度も何度も練習させる。そして、ほとんど何もかも自分

でできるように育てるのだそうです。すごいです。まだ両手、両足がない小さい子どもが服

を着る姿を映像で見て、本当に感動します。 

  ほとんどの障がいを持つ子どもの親が一番に心配するのが親亡き後のことです。現在は障

がい福祉サービスなどが充実しておりますけれども、やはり一人でできる、自立をできるよ

うになってほしいと思います。だから、できるだけほかの障がいのない人たちと同じように

暮らしていけるように、保育園や学校、それに通常学校に通わせるようにできるようにして

ほしい。できれば、ぜひ親が安心して、障がいを持っている子どもでも通常学級を選択でき

るようにしてほしい。そして、支援学級の子どももできるだけみんなと一緒に学べるように

してほしいと思います。 

  ですが、なかなか中学校の場合、支援学級から出られないでいる状況がありました。それ

でもみんなに一生懸命学べるようにしてほしいと思うのですけれども、これがインクルーシ

ブ教育なのではないかなと思うのですけれども、いかがでしょうか。 

〇議長（藤原由巳議員） 和田教育長。 

〇教育長（和田 修君） 自分自身が中学校、小学校の校長として現場にいたとき、やはりそ

ういうふうな形で特別支援学級だけでの生活ではなくて、普通学級で通級という形も様々あ

りますけれども、いろんな行事を通したりとか、様々なイベントを使ったりというふうなこ

とで、何とか取り組んできました。ただ、その子どもの特性によっては、どうしてもそうい

うところになじめない、そういうところに行くと、もう体がこわばって動けなくなってしま

う、そういう子どももいました。様々な子どもの特性に合わせながら、できるところから各

学校現場でやっていってほしいなと、そういうふうに指導してまいりたいと思います。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問。 

  昆秀一議員。 

〇10番（昆 秀一議員） できるだけ障がいがある、なしにかかわらず希望すれば、差別がな

くというのが理想であろうと思います。ただ、本当にどうしてもサポートがなければ、学習

もできない方もいます。そこのところはしっかりサポートしてほしいと思います。 

  できれば、障がいを持っていることが気にならないような社会、ノーマライゼーションの
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要らない町となってほしい。そうすれば、私もこのようなことを話さなくても済むわけです

けれども、どんどん、どんどん障がいを持っている方々が学校はもとより町、矢巾町の町に

出て、それが当たり前の風景になるようになってほしいと思います。 

  矢巾町は、医大、療育センターも支援学校もありますし、病院、福祉施設が多数あります。

県内のお手本となれるように、これからも大げさな言い方で言えば、日本中にノーマライゼ

ーションの要らない町として発信してほしいと願うわけですけれども、いかがでしょうか。 

〇議長（藤原由巳議員） 高橋町長。 

〇町長（高橋昌造君） お答えをさせていただきますが、まずこの間社会福祉協議会が「星に

語りて」と、松本動監督の。その中で差別と偏見のこと、そのときにやはり涙したのは何か

というと、５人しか乗れない車に家族が６人だと、そのときにここの地域に誰が残る、その

障がいの方が、自分が残ればいいのではないかと、その場面を映画で見たときに、涙が出て

止まらなかったのですが、私、何を言いたいかということは、今矢巾町ではいろんな方々が

いろんな立場で、それぞれ障がい者の支援のために、この間も視覚障がいの方ともお会いし

て、いろいろ直接お聞きしたのですが、やっぱり視覚障がいの方にも、いろんなやはりこう

いうことを町にやってほしいと要望もいただきました。それはもうごもっともなことなわけ

でございまして。 

  だから、まず視点を障がい者の立場からの視点でこれから考えていかなければならないと

いうことの思いを最近思い知らされたことがたくさんあるわけです。その中で、岩手医大の

附属病院、先ほどからいろんな、盛岡となん支援学校、療育センター、それから今これから

何よりも難病の方々、私も難病連の県のあれには関係して、いろんな難病の方々ともお話し

する機会があるのですが、矢巾町はそういった意味で立ち位置が非常にいいところにあるわ

けですので、そういったことをこれから矢巾の地からしっかり発信していくことが私らに課

せられた課題ではないのかなと思っておりますので、そこのところはひとつご理解をいただ

きたいと思います。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問。 

  昆秀一議員。 

〇10番（昆 秀一議員） そこでですけれども、矢巾町の就業の支援についてなのですけれど

も、現在障がい者雇用率制度にて、民間企業の法定雇用率は2.3％で、地方公共団体が2.6％

などと、段階的に毎年0.1％ずつ上げていくということなのですけれども、もちろん矢巾町

役場の職員の障がい者枠というのも守られているとは思うのですけれども、町内民間企業に
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おいても同様だとは思いますけれども、ただ増やすだけではなく、しっかりと障がいに対す

る差別の禁止はもとより、先ほども申し上げました合理的配慮をしなければなりませんし、

障がい者を５人以上雇用する事業所においては、障害者職業生活相談員を選任しなければな

りません。 

  それから、障がい者の法定雇用率を適用される事業所の範囲も43.5％以上に広がっており

ます。その辺は、民間事業所であれば、ハローワークや労働局などが周知していると思うの

ですけれども、町としてはそこのところをどのような役割を担っているのかお伺いいたしま

す。 

〇議長（藤原由巳議員） 高橋町長。 

〇町長（高橋昌造君） お答えいたしますが、いわゆる地方公共団体における障がい者への合

理的な配慮、これは矢巾町役場でもやっておるわけです。今矢巾町役場でも視覚障がいの、

特にまぶしいとか、そういうふうなもので窓を閉めたりなんだり、いわゆる仕事をできやす

い環境、そういった合理的な配慮事例の事例集の中にも矢巾町の取組も紹介されておりまし

て、いずれ今後私どもといたしましては、公の機関だけではなく、民間も一緒になって、そ

ういった合理的配慮の事例集をしっかり一つ一つ読み解きながら対応していきたいなと、こ

う考えておりますので、そこのところはひとつご理解をいただきたいと思います。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  昆秀一議員。 

〇10番（昆 秀一議員） 具体的数字のほうなのですけれども、矢巾町の町長部局、教育委員

会の法定雇用率、県の公表された資料によりますと、本町は平成30年で160.5人に対して、

障がい者の数4.0人で2.49％と、その年、2.5％の目標にわずかに届いておりません。現在令

和３年ではどうなっているのか。また、それを公表して、町内事業所の法定雇用率も上昇さ

せていく必要があるのではないかなと思うのですけれども、この町長部局、教育委員会の障

がい者雇用の状況というのをお伺いしたいと思います。 

〇議長（藤原由巳議員） 藤原総務課長。 

〇総務課長兼防災安全室長（藤原道明君） 矢巾町役場としての現在の障がい者の方は５名雇

用しております。うち２人は正職員、３人は会計年度任用職員というふうになってございま

して、実雇用率ということになりますと2.94％という状況でございます。 

  なお、先ほど町長からもお話ししたとおり、配慮という部分については、我々としても心

を砕いておりまして、それぞれの方々と個別面談等をしながら、どういった配慮があるとい
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いのかというふうなことを確認しながら進めております。主に総務課の職員係のほうで対応

しておりますけれども、そういったことで優良事例ということで、何か紹介をいただくとい

うことになったということですが、今後とも同様に進めてまいりたいと思っております。 

  以上です。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問。 

  昆秀一議員。 

〇10番（昆 秀一議員） 2.94％、すばらしい数だとは思うのですけれども、まだまだこれか

らもそういうふうな活躍していただくようにしてほしいのですけれども、これはお隣の盛岡

市は2.88％、紫波町は令和２年度で2.45％と、本当に2.5％に届いていなかったのですけれ

ども、紫波町においては、そのためかどうかは分かりませんけれども、障害者活躍推進計画

というのを策定して進めているのですけれども、本町ではこのような計画で進めているのか、

そういう必要はないのかお伺いいたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 藤原総務課長。 

〇総務課長兼防災安全室長（藤原道明君） 具体的な計画策定までは至っていないところでご

ざいますが、当然に法定の率を守るというのは前提ですし、ぎりぎりではなくて、あと１人

くらいは雇用して、安定的に仕事をしていただく方を増やしていきたいというふうな考え方

は基本線として持っておりましたので、いずれ実際問題、ぎりぎりですと、何らかのご都合

でお辞めになったりするというケースもありますので、実際かつてもありましたので、その

ときに一時的に線を守れない話になりかねませんので、そういった意味でもプラス１人ぐら

いはというふうな考え方を基本にしております。 

  なお、今ですと、精神のほうの方も雇用することが義務づけられておりましたので、そち

らの方も積極的に採るようにしてございます。 

  以上、お答えとします。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問。 

  昆秀一議員。 

〇10番（昆 秀一議員） そこで、民間企業についてなのですけれども、この法定雇用率が未

達成の場合には、その企業を公表して、ペナルティーとして月額１人５万円を納付すること

となっておって、障がい者を雇うよりペナルティーを払ったほうがいいと思っているかどう

か分かりませんけれども、この障害者雇用促進法の法定雇用率が未達成の企業というのが、

調べたところ、矢巾町と関わりのある事業所もあるようでして、そういう企業もあるようで
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すので、町内の事業所で障がい者雇用の現状というのは把握されているのでしょうか、お伺

いいたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 佐藤産業観光課長。 

〇産業観光課長（佐藤健一君） 障がい者の実態というものを当方のほうでは把握しているわ

けではありませんので、そのうち何人雇用しているかということも当然把握しておりません。

ただ、企業によっては、やはり障がい者雇用が必要だということで、その辺を積極的に取り

入れている企業もございますし、先ほど町長のほうからもお話ありましたとおり、農福連携

ということで、農福連携につきましては令和元年度から本格的に取組を始めてございまして、

令和２年度については県の社会福祉協議会と連携いたしまして、認定農業者の方からアンケ

ートを取りまして、そういった障がい者の方を雇用できるような場面がないかどうかという

ことで、いろいろアンケートを実施した際に、興味を持った10件の企業さん、農業者の方と

県社協と相談をして、実際実現に結びついたのが３件ほどございました。 

  そして、今現在でも、今お話があったもののほかに、今年度は就労継続支援事業所という

ことで、町内にフォレストファーム、フォレスト百万石さんが営んでいるわけでございます

けれども、そういったところも今現在新生園とかと連携しながら、そういった障がい者雇用

を積極的に取り入れてやっていただいているということで、そういった面では農福連携が進

んでいるのかなというふうに思っていますし、これからも引き続き支援をしていきたいなと

いうふうに思っております。今のところ当方のほうで把握している部分はそのことでござい

ます。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問。 

  昆秀一議員。 

〇10番（昆 秀一議員） 分かりました。農福連携、もっともっと進むようにお願いしたいと

思います。 

  それで、ここの最後ですけれども、私、前々から学校で自閉症の方の授業をということを

何度も言っております。教育長もやると言ってくださったと思いますけれども、私としても

固い約束をしたと記憶しておるわけですけれども、コロナ禍もあったのですけれども、その

ような授業というのは行われているのでしょうか、お聞きします。 

〇議長（藤原由巳議員） 和田教育長。 

〇教育長（和田 修君） 確かにそういうふうなお話をしております。ただ、今議員お話しの

とおり、このコロナ禍の中で、なかなか外部から人を呼んでということができない状況があ
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りました。様々なことを踏まえて、できるところになりましたら、そういったことを学校の

ほうと一緒になって授業を進めてまいりたいと、そう思っておりますので、ということでご

質問のお答えとさせていただきます。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問。 

  昆秀一議員。 

〇10番（昆 秀一議員） 本当に小、中学生、今日の岩手日報の作文もそうですけれども、ス

ポンジのように吸収します。いいこと、悪いこともそうですけれども、特にこういうじかに

当事者と学べる機会というのはなかなかないものですから、矢巾町の未来をますます開いて

いくためにもお願いしたいと思いますので、最後に所感があれば、お伺いして終わります。 

〇議長（藤原由巳議員） 和田教育長。 

〇教育長（和田 修君） 様々な交流がございます。学区に住んでいらっしゃる特別支援学校

に行っている子どもたちが学校のほうに来て一緒になって学ぶ、そういう機会、そういうこ

とから学ぶこともありますし、それからじかにお話を聞く機会を設けること、それからそう

いった施設を訪問すること、体験、職業体験も含めて、そういったこともできるところから

やっていきたいと、そう思っておりますので、以上、お答えとさせていただきます。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

              （「ありません」の声あり） 

〇議長（藤原由巳議員） それでは次に、２問目の質問を許します。 

  昆秀一議員。 

〇10番（昆 秀一議員） 次に、シティプロモーションと特産品の開発、ブランド化について

お伺いいたします。 

  シティプロモーションとは、地方自治体による地域活性化のための全ての活動を意味しま

す。具体的には、地方自治体による広報活動、営業活動などのことであります。その広報、

営業活動の武器となり得ますものの一つが特産品ではないでしょうか。特産品については、

その開発や普及を目的として、委託等において、毎年予算を取ってきております。ですが、

特に特産品に対し、毎年毎年これだけ予算をかけてきても、これといった矢巾町ならではの

ものが、残念ながら、今までかけてきた予算に見合うだけの特産品が生まれていないという

のが多くの方々の正直な感想のようです。すなわち、これという特産品などの有効な武器を

持たずに、全国の市場に打って出ても、その市場で勝ち抜くことは難しくなってくるのでは

ないでしょうか。 
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  シティプロモーションは、地域のブランド化を通してイメージを向上し、移住、定住者な

どを増やすためのものでありますが、このシティプロモーションや特産品の開発、ブランド

化についても、今後担い手などの人材を含め、どのようにして進めていくつもりなのでしょ

うか。以下についてお伺いいたします。 

  １点目、今後のシティプロモーションのビジョンをどう持って、さらに進めていくつもり

なのでしょうか。 

  ２点目、特産品の開発、ブランド化について、今後の考え方と進め方をどのようにしてい

くつもりなのでしょうか。 

  ３点目、シティプロモーションや特産品開発、ブランド化について、子どもや若者の意見

の反映をさらに進めていくべきに思うのですが、いかがでしょうか。 

  ４点目、産学官連携による本町の特産を生かした商品開発として、どのようなことを行っ

てきているのでしょうか。 

  ５点目、今までの本町の農産物のブランド化として、販売ルートの確保、拡大をどう図っ

てきているのでしょうか。 

  ６点目、今までの本町の６次化による商品開発したものに何があるのでしょうか。そして、

今後どのように進めていくつもりなのでしょうか。 

  ７点目、シティプロモーションや特産品開発などを進めるための人材をどう養成、育成し

てきているのでしょうか。 

  以上でございます。 

〇議長（藤原由巳議員） 高橋町長。 

〇町長（高橋昌造君） シティプロモーションと特産品の開発、ブランド化についてのご質問

にお答えをいたします。 

  １点目についてですが、シティプロモーションの一つとして、観光分野においては、県内

でも知名度が高まり、定着してきている煙山ひまわりパークを中心に、町内全域で花と緑の

まちの推進事業を展開しております。近年岩手医科大学附属病院の開院等による交流人口が

増加している中で、これを契機として、相乗効果により、新しい町の価値を創出していくこ

とが本町における地域ブランド化につながるものと考えております。観光以外においても、

農業や食、健康づくりなど、様々な分野の資源を生かした取組を展開していき、町のＰＲに

つながるよう努めてまいります。 

  ２点目についてですが、現在食と健康のアンバサダーであります小野寺惠先生をお迎えし
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て、町内外の民間事業者とともに、山ブドウを用いた商品開発を進めております。年度内に

は商品発表を予定しており、本町の特産品が県内外に広く認知されるよう情報発信に努めて

まいります。 

  ３点目についてですが、昨年度に中学校の給食でさんさジュースを提供し、特産品をＰＲ

しており、パッケージをリニューアルしたことにより、生徒からの評価も好評でありました。

議員ご指摘のとおり、子どもや若者の目線でものづくりを行うことは、大変意義があるもの

と考えておりますので、児童生徒から特産品をテーマに意見を聞く機会の場の設定について、

教育委員会と協議してまいります。 

  ４点目についてですが、岩手大学と盛岡大学の協力により、平成28年度に減塩調味料を開

発しているほか、町内事業者との連携により、町内産の大豆を用いたみそや原木シイタケを

用いただししょうゆを商品化しており、これらの商品は現在でも県内のスーパーや産直等で

販売をされております。 

  ５点目についてですが、町では地産地消にも力を入れており、今年度は岩手医科大学の病

院食に矢巾町産の銀河のしずくを取り入れ、入院患者の皆様から好評をいただいております。

また、コロナ禍以前には、関東圏や大阪市内の大手スーパーにおいて、ズッキーニ等の野菜

や原木シイタケの販売会を開催しております。今後も関係機関と連携を図りながら販路拡大

や地産地消の推進を図ってまいります。 

  ６点目についてですが、六次産業化セミナーに参加した方が開発した商品として、３ちゃ

ん矢次工房のがんづきや丸ごと手づくり味噌、花とお菓子の喜助堂の喜助堂プリンなどがあ

り、今年度は３ちゃん矢次工房が茎わかめの味噌漬けを新商品として開発しております。そ

れぞれの商品は、町内産直等で販売されているほか、ふるさと納税の返礼品として活用され

ております。 

  現在コロナ禍により、六次産業化セミナーを開催しておりませんが、新たな商品を開発す

るために、今後も継続してセミナーを開催し、六次産業化事業の啓発に努めてまいります。 

  ７点目についてですが、シティプロモーションの人材につながる取組として、今年度から

岩手県立大学と地域課題研究ゼミを開催し、若者の視点や考え方を発信する事業を展開して

おります。また、特産品開発については、民間事業者への開発指導や補助金による支援を行

っているほか、やはばおでんのレトルト商品開発では、製造企業への訪問や視察研修を経て、

商品開発についての学びを行っております。今後は、まちづくりサポーターや地域おこし協

力隊を通じて、新しい視点とアイデアを生むような人材の発掘と育成に努めてまいります。 
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  以上、お答えとさせていただきます。 

〇議長（藤原由巳議員） 再質問ありますか。 

  昆秀一議員。 

〇10番（昆 秀一議員） 今答弁にありましたレトルトのやはばおでん、１袋約800円くらい、

この料金って安いでしょうか。これだけおいしいならこれぐらいは高くないという方もいる

かとは思うのですけれども、ほとんどの方は、このやはばおでんというものがまずどんなも

のか知らなかったという方が多くいます。この間の「のど自慢」でおでんのことを知ったと

いう方もいらっしゃいまして、おでんは、今やレトルトのもの、スーパーやコンビニなどで

もっともっと安く売られております。どれくらいの方がこのやはばおでんを認知されている

のか。これは売れているのでしょうか。このような声を聞くことはなかったのか。そして、

売上げ目標とか、そういうふうなものを持っているのか、そこら辺をお伺いします。 

〇議長（藤原由巳議員） 佐藤産業観光課長。 

〇産業観光課長（佐藤健一君） やはばおでんにつきましては、私が購入したときは600円で、

たしかずっと600円で通しているかと思いますけれども、800円、どこで買われたか、ちょっ

と分かりませんけれども、私の記憶では600円と思っておりました。確かに今お話がありま

したとおり、認知度がまだまだ広く浸透していないということは事実かと思います。 

  いろいろテレビなどのマスコミを通じながら宣伝はしてきておりますけれども、やはりお

でんというと、どこにでもあるような素材なわけでございまして、矢巾町、うちのほうでは、

その中に一つの特色としてやはばくだんということで、そういったものを作りながら、特徴

を何とか矢巾町らしさというものを出しながら、いろいろ開発をしてきたところでございま

すけれども、やはりやはばおでん、今ちょうど冬時期になりまして、おでんの時期にもなっ

てきてございますし、ＰＲの仕方とすると、今矢巾観光開発がまず中心になってやってきて

いるわけですが、やはりそれだけではなかなか情報発信力としては低いというものがありま

すので、そこは先ほど町長の答弁にもありましたとおり、ふるさと納税でもしかり、いろん

なところでこういったものを広めていきたいなというふうに考えてございますので、またい

ろいろ工夫すべき点ありましたならば、皆様のほうからもご指導いただきたいなというふう

に思っております。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  昆秀一議員。 

〇10番（昆 秀一議員） 600円ということで、随分ダンピングしていたのではないかなと思う
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のですけれども、私が購入したわけではないですけれども、値段を見たのは、やはばマルシ

ェのホームページで３個で2,422円だったので、ちょっと違うものなのかよく分からないの

ですけれども、先日予算決算常任委員会でも私、このやはばマルシェのホームページについ

てお伺いしたのですけれども、矢巾観光株式会社のホームページ、国民健康保養センターの

ほうのホームページなので、そこにも物産のページがありまして、さんさジュース、これい

つリニューアルしたのでしょうか。昔のパッケージで売っていて、それで在庫切れとなって

いたのですけれども、一体どういうふうにホームページというのの管理の仕方をしているの

か。 

  やはばマルシェにしても、観光開発にしても、どのようなコンセプトの下でホームページ

を作成して、多分そんなに安くはない制作費を支払ってホームページを作っていると思うの

ですけれども、私はインターネットのホームページやＳＮＳなどは、シティプロモーション、

それから特産品ＰＲの飛び道具だと思っておりますし、日本だけでなく、世界に向けて発信

できるものなので、もう少し研究してほしいと思いますし、せめて情報だけは新しく定期的

に更新していったりと、少しずつでも育てていってほしいと思うのですけれども、この更新

について、多分今のような物産のさんさジュースのようなページはできていなければいいの

ですけれども、そこら辺についてお伺いいたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 佐藤産業観光課長。 

〇産業観光課長（佐藤健一君） まずは、一言謝っておきたいと思いますけれども、私いつも

イベントのときに買っていますので、多分イベント価格で600円だったかもしれません。正

式には、今お話があったとおり１袋800円だったかもしれません。大変その辺は失礼いたし

ました。 

  今お話ございましたいろいろさんさジュースも２年ぐらい前にリニューアルいたしまして、

これは前の地域おこし協力隊の下町さんのほうにお願いしてリニューアルを図ったところ、

かなり人気があるというか、好評を得たわけでございますけれども、残念ながらさんさジュ

ースにつきましても、特産品を長く続けてきたわけでございますが、それを中心にやってい

る矢巾観光開発のほうから撤退したいというふうな申出がございまして、残念ではございま

すけれども、一度撤退して、また新たにこういった飲料関係、新たな取組で進めていければ

いいなというふうに考えてございます。 

  また、今ホームページの更新の話ございました。ちょっと私、確認はしっかりしていませ

んけれども、内容を確認しまして、正しいものにそこは直していきたいというふうに思いま
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すので、またお気づきの点ありましたならば、よろしくお願いしたいと思います。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問。 

  昆秀一議員。 

〇10番（昆 秀一議員） それから、同じように、予算決算で話題になっていたのですけれど

も、ふるさとＣＭ大賞のことが話題になっていましたけれども、私2017年のときに制作する

立場で応募して、ＣＭの意見を出したりしながらつくった一人でありまして、そのときは、

どんなＣＭがいいだろうなと、知恵を出し合って、それで結果、見事マギー賞という賞をい

ただきました。そのＣＭは何もないと言いながら、実はいろいろあるのだよというのを逆説

的に表現したものなのですけれども、そういうユーモアを持ったことが賞につながったのだ

と思っています。そして、翌年の2018年も、私また制作に携わっているわけですけれども、

私としてはいいＣＭに仕上がったなと思ったのですけれども、賞にはかすりもしませんでし

た。そのＣＭ大賞で賞を取ると、賞ごとに系列テレビ局で多くのＣＭを流してもらえるとい

うわけで、いろんな市町村がしのぎを削って、そのＣＭの賞を狙いにくるわけですけれども、

あえて賞を狙って、なおかつ矢巾町をうまくＰＲできれば一番いいわけですけれども、あま

りなかなか思っていたようにうまくいかないのが現状だと思います。 

  ですから、このＣＭに対してよくないと思われている方がいるならば、ぜひ一度ＣＭづく

りに携わって、いろいろ意見を出してみればいいと思うのですけれども、しかし現在予算も

なく、公募もしていないということで内輪でつくっているようですけれども、そこのところ

をどう考えてＣＭ制作をしているのか、今後についてもお伺いいたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 吉岡企画財政課長。 

〇企画財政課長兼未来戦略室長（吉岡律司君） お答えしたいと思います。 

  ＣＭ大賞につきましては、岩手朝日テレビの系列でということで、毎年行われているわけ

で、賞に入ったり、入らなかったりということがございます。毎年審査基準とかというのは、

あくまでも各市町村の出来上がったＣＭの出来栄えを見ながら審査員の方々が講評してい

るという話ですので、賞を狙いにいって取れるか取れないかというのは、全く未知数ではご

ざいますけれども、現在も予算というものにはないのですけれども、今回であれば、若い方

々が参加していただいて、意見を出し合って、ＣＭづくりをしていただいております。今回

の出来栄えもいいのではないかななんていうふうに個人的には思っているところなのです

けれども、そういった携わってくれる方々、固定するわけではなくて、様々な方が入ってい

ただいてＣＭづくりを進めていきたいなというのが私ども基本的に今考えているところで
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ございまして、至らない点については、様々意見を聞きながら考えて改善していきたいと思

いますが、現段階ではそのように考えているところでございます。 

  以上、お答えといたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  昆秀一議員。 

〇10番（昆 秀一議員） あとシティプロモーションについてですけれども、やっぱり特産品

開発、ブランド化は、まず矢巾町の資源を全部棚卸しするところから始まるように思います

し、そんなこと分かっているよと言うかもしれませんけれども、このことをワークショップ

などでも行われていたはずです。私も何度か参加したことがありますが、私のようなＸ世代

というのにもぎりぎり入らない、60歳も間近の頭の固くなった人間には決して思いつくこと

がない発想が、特にＺ世代と言われる若い人たちは持っているのだなと実感しております。 

  さらに、公務員だとか、冒険するようなアイデアがなかなか出てこない傾向があるようで

して、だからなるべく柔軟性を持って発想力の豊かな人に、アイデアからＰＲまでしてもら

えるような仕組みを行政側がつくる、あとはまず自由に発想を飛ばすなり、いろんなことを

試してもらって、挑戦してもらえるようにすることが、そのほとんどの人に、その人たちに

任せてみる。何でもそうですけれども、成功するか、失敗するかというのは分かりません。

しかし、そういう試みを重ねることが少なくとも若い方たちのまちづくりに関する関心を持

っていただくとか、基部の醸成が生まれてくるのだと思うのですけれども、そういう方法を

町としてはどのようにお考えなのかお伺いします。 

〇議長（藤原由巳議員） 吉岡企画財政課長。 

〇企画財政課長兼未来戦略室長（吉岡律司君） お答えしたいと思います。 

  今昆議員さんがおっしゃったとおりだと思います。まさにＺ世代と言われるような方々の

意識というのは、自分もそんな古い人間ではないつもりではいるのですけれども、かなりも

う古いのだなという感覚を受けておりまして、そういう方々の意見をぜひ投入するというの

は、全く同じ考えでございます。現在昆議員ご指摘のところにつきましては、私ども不足な

点だと思っておりまして、地域おこし協力隊につきまして、そのような発信ができる、いわ

ゆるミッション型の隊員を募集しているところでございます。そういった方々の募集に何と

かこぎ着けて、採用に至るような人物であればうれしいのですけれども、そういったところ

で広く全国から募集するなどして、今後も進めてまいりたいと思います。この点につきまし

ては、全く認識が同じところでございますので、引き続きよろしくお願いしたいと思います。 
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  以上、お答えといたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問。 

  昆秀一議員。 

〇10番（昆 秀一議員） 特産品開発を進めるためにも、やっぱり若い人、人づくりの重要性

を分かってほしいと思って言っているわけですけれども、その人づくりと漠然と言っても、

ただ理想を言っているだけでは前に進まないわけで、例えば学校は人を育てていると思うの

ですけれども、小学校、中学校、高校、大学と進んでいって、これらの教育を受けながら、

人をある面つくっているのですけれども、学校を卒業して、就職したら、あとは自分自身が

レベルアップを続けていかないと、日々の仕事で自分の学びを深めていけると思うのですけ

れども、仕事のほかにももっと広い視野を持って学んでいく強い意志を持っておかないと、

そういう向上心というのは学習できないと思いますし、そこである程度人をつくって、育て

ていくという仕組みをしっかりと構築していく必要があるのですけれども、例えばまちづく

り養成塾とか、特産品づくり養成塾とか、名前はどうでもいいのですけれども、何とか研究

所とか、プロジェクトとかお聞きしますけれども、それから今話題になった地域おこし協力

隊、元地域おこし協力隊の藤岡さんが人材育成ＹＹアカデミーとして活動しているように広

くさらに人材を育成、養成していく仕組みを自主的に、積極的につくっていってほしいので

すけれども、そのようなお考えはないでしょうか、お伺いします。 

〇議長（藤原由巳議員） 高橋町長。 

〇町長（高橋昌造君） 今昆秀一議員からは、特産品の開発、それで実はこの間、これも社協

で、「こんなやさしい町がすき」ということで、子ども川柳があったのです。その中に、や

っぱりおじいさん、おばあさん、それからお父さん、お母さんから聞いているのか、例えば

こういうのがあったのです。徳田米、本当においしいという、１つ事例を出せば、「徳田米 

みんな大好き おいしいよ」と、それから「ズッキーニ 矢巾の特産 おいしいよ」と。 

  そこで、今までは、例えば今私ども友好交流している普代村の黒崎荘のお米は、矢巾町か

ら行っているのです、おいしいということで。それから、お餅なんかも、矢巾町でつき上げ

た餅がおいしいと、そういう原材料で、そして例えば大手の米卸の武蔵野とか、それは徳田

米のそういったものを使いたいということで、今までどちらかというと、医大の病院食の銀

河のしずくもそうなのですが、二次加工にあまり本町では力を入れてこなかったと。原材料

でも引く手あまたという時代もあったわけです。だから、これからは、やっぱり発想を転換

してやっていかなければならないと。 
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  ＮＨＫの「のど自慢」で、私もやはばおでんを取り上げられてどきっとしたのです。これ

注文が来て、何だと、こんなに高いのかと。だって、今コンビニに行くと、おいしいおでん、

私も晩酌用でたまに買っていくのですが、本当におつゆから何からおいしいのです。だから、

そういったこと、やっぱり消費者の目線に立った商品開発をしていかなければならない。だ

から、そういった意味では、これまでは取組がいまいちであったということは、ご指摘のと

おりです。そこで、先ほども言ったような、いわゆる食と農、そういったのの観光も含めた

大使、アンバサダーをお願いして、これからのまちづくりにつなげていきたいと。だから、

それはいろんな発信の方法もあるし、そういったことでこれからは二次加工にもやっぱり力

を入れていかなければならないということで、ひとつご理解をしていただきたいなと。 

  特にも今矢巾観光開発でやっていただいているのですが、このことについてはやっぱり観

光開発だけではなく、農協とか、いろんな方々を巻き込んで、そして生産者だけの目線では

なく、消費者の方々、また製造する、今例えば煎餅の巖手屋の小松製菓、ここであればタル

トタタン、ああいうところにも私足を運んで、何とかいい商品開発をお願いしたいと。そし

て、近くのあれであれば白石食品とか、社長さんに行って、今いろいろ動いておりますので、

もうしばらくの間お待ちになっていただければ、皆さんのお口に合うような特産品の開発が

できます。そのときには、ぜひ試食をしていただくように、そういう機会をつくり上げてい

きたいと思いますので、ご理解をいただきたいと思います。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問。 

  昆秀一議員。 

〇10番（昆 秀一議員） 町長がもう少しお待ちいただければということで、楽しみに待って

おりますので、お願いしたいと思います。 

  そこで、特産品を考えるにして、こういうこともあるかと思うので、やっぱり矢巾町の歴

史、地域性などを加味していくことも大切だと思いますので、そこで昭和51年10月25日、議

会で議決されております町のシンボル、花、ユリ、鳥、カッコウ、木、松について、これ今

から45年前に決めたものです。この45年で矢巾町というのは大きく変わっていると思います。

この町のシンボル、そろそろ考え直してもいい時期に来ているのではないか。こういうもの

を子どもや若い人たちの視点で考えてもらったら、案外大人の思いつかない面白いものが出

てくるのではないでしょうか。 

  また、それから45年たてば、また変わってくると思います。特に町の花と言われるユリで

すが、ほとんどの人は、矢巾町の花は何だというと、ヒマワリだと思っている人が多くいま
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す。いいです、ユリで通すのであれば、それなりにユリのことを扱ってやらないと、町の花

がかわいそうです。ユリの花言葉のように純粋、無垢な矢巾町にふさわしいというならば、

それでもいいですけれども、私の意見を言わせていただければ、この際だから花はヒマワリ

にして、この矢巾町をさらにヒマワリでＰＲしていくというほうがいいのではないかなと。 

  ちなみに、ヒマワリの花言葉はあなただけを見つめる、崇拝、情熱なそうですけれども、

この町のシンボルの見直しについて検討してみる時期にあるのではないかと思うのですが、

いかがでしょうか。 

〇議長（藤原由巳議員） 高橋町長。 

〇町長（高橋昌造君） お答えいたしますが、これは先輩、先人たちが決めたことで、だから

といって固執するわけではないのですが、そのときには町民憲章もつくって、毎回皆さん議

会が始まるときには町民憲章、その町民憲章を各家庭には、松とかカッコウ、ユリの花、そ

れからやっぱり先人の先輩たちが南昌山にひっそり咲くユリの花、いいではないですか。ヒ

マワリは、今の時代を反映しておるわけですが、だからここで昆秀一議員さんと私が分かり

ましたと言って、すぐ取り組むことはできないわけで、これは幅広く町民の皆さん方からも

いろいろご意見をお聞きしながら考えていきたいと。 

  過去には、議会の中でもカッコウはカラスの巣に我の卵を産んでうまくないのではないか

と、こういう質問も出たことがあります。そのときも、まずカッコウはカッコウで、カッコ

ウが来れば、こういう農作業が始まるのだとか、そういう。だから、いろんな昆秀一議員の

ほうは、まだヒマワリの話でいいのですが、過去にはそういうカッコウを悪者にする話も、

そういうことを言うと、まだその方が存命中でございますので、聞こえればちょっとまずい

のですが、いずれここでお約束することはできませんので。 

  ただ、こういうお話あったということは、私もしっかり受け止めて検討していきたいと思

いますので、ここでやりますということは言いかねるということだけはご理解をいただきた

いと思います。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  昆秀一議員。 

〇10番（昆 秀一議員） それは大変分かるのですけれども、これからお話しすることをちょ

っとよく聞いていてほしいのですけれども、私、これ度々申し上げるのですけれども、東日

本大震災で被災した宮城県の女川町の復興連絡協議会の会長が、その会の発足時にこんなこ

とを話していたそうです。自分は、会長を務めるが、自分を含めた還暦以上は全員顧問にな
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って口を出さない。20年後に生きているか分からん我々が復興しても、たかが知れているし、

責任も持てない。だから、20年後も生きている若い人たちがやりなさい。君たちが企画やイ

ベントで資金が必要ならば、我々は金策もする。世の中から何か言われれば、我々がちゃん

と弾よけになってやる。だから、おまえらがやれと。 

  私は、まさにまちづくりにしても、シティプロモーションにしても、こうあるべきだと思

うのですけれども、町長、この言葉に対してどのようにお感じになられるでしょうか。 

〇議長（藤原由巳議員） 高橋町長。 

〇町長（高橋昌造君） このことについては、今うちのほうでは、フューチャーデザイン構想、

人生100年時代において、現役世代ばかりでなく、将来世代、いわゆるまさに今お話あった

のは、私らもそういった将来の未来の図案を、デザインをみんなで描いていくことは、これ

は非常に大事なことです。だから、そこのところは昆秀一議員さんと共鳴するところがあり

ますので、ただその中において、シティプロモーションとか、今県なんかは観光・プロモー

ション室とかとあるのですが、今日の答弁の中でも横文字が非常に多くなってきてあれなの

ですが、ただ今もうそういう時代の流れなのです。だから、今お話しするように、私らが次

の世代の方々のために一生懸命努力をして、そして後押しをしてやることは、私はそれはい

いことだと思いますので、どうかそういうふうなことは、昆秀一議員さんも高橋昌造も、そ

このところはもうぴたっと一致する、まさにへちょことへちょこの合うところでございます

ので、ひとつご理解をしていただきたいと思います。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。よろしいですか。 

              （「ありません」の声あり） 

〇議長（藤原由巳議員） それでは、昆秀一議員の一般質問のさなかではございますが、時間

も大分経過してきましたので、ここで暫時休憩といたします。 

  再開を２時15分といたします。よろしくお願いします。 

              午後 ２時０３分 休憩 

              ――――――――――― 

              午後 ２時１５分 再開 

〇議長（藤原由巳議員） それでは、再開します。 

  昆議員の３問目の質問に入ります前に、先ほどの２問目の質問の中で、総務課長の答弁に

一部訂正したいという申出がありましたので、発言を許します。 

  藤原総務課長。 
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〇総務課長兼防災安全室長（藤原道明君） 大変申し訳ございませんでした。私の答弁の中で、

障害者活躍推進計画を策定していないというふうにお答えしてしまったのですが、昨年の４

月に策定して、ホームページでも公表しておったところでございますが、大変申し訳ござい

ません。私失念しておりまして、ご迷惑をおかけしました。策定はしてありますので、よろ

しくお願いします。 

〇議長（藤原由巳議員） よろしいですね、昆議員。 

              （「はい」の声あり） 

〇議長（藤原由巳議員） それでは次に、３問目の質問を許します。 

  昆秀一議員。 

〇10番（昆 秀一議員） 次に、オーラルケア等の重要性についてお伺いいたします。 

  オーラルケアとは、虫歯や歯周病などを予防するために、口の中を清掃し、清潔な状態を

維持することであります。口は、全身の入り口であり、その健康は非常に重要であります。

口は、飲食物の入り口でもありますが、ほかにも言語を発する器官でもある喉や舌などを含

めて重要な器官でもあります。 

  口のトラブルの一つとしての歯周病は、脳梗塞、心筋梗塞、誤嚥性肺炎などの原因ともな

りますし、新型コロナウイルス感染症など、多くの病気が口を入り口として感染していきま

す。しかし、口は、全身の健康の入り口でもあります。また、よく歯を磨く人の口腔内でも

1,000から2,000億個もの菌が存在し、大便１グラムに含まれる菌の数は約100万個程度と言

われており、便よりも口の中のほうが圧倒的に菌が多いとされています。 

  それらのことから、オーラルケアでの口腔機能、環境を整え、維持することは、健康増進

を図り、ＱＯＬの向上にもつながり、子どもから大人、高齢者まで全ての世代の方にとって

大変重要であります。そこで、このオーラルケアについて、以下お伺いいたします。 

  １点目、各世代に対する口の健康維持のための予防意識の向上にどのように取り組んでい

るのでしょうか。 

  ２点目、歯の健康については、特に日常のケア、歯科医院での定期健診などが重要になっ

てきますが、これらをどのように町民に対して意識化して実践しているのでしょうか。 

  ３点目、町民の歯周病の現状、歯周病が引き起こす疾病に対する考えと、その対策をどの

ように行っているのでしょうか。 

  ４点目、障がいをお持ちの方々等や要介護者に対するオーラルケアの現状と、その対策を

どのように行っているのでしょうか。 
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  以上でございます。 

〇議長（藤原由巳議員） 高橋町長。 

〇町長（高橋昌造君） オーラルケア等の重要性についてのご質問にお答えをいたします。 

  １点目及び２点目についてですが、各世代を対象とした保健事業の中で、口の健康維持や

歯の健康意識の向上に取り組んでおります。母子保健事業では、妊婦には母子健康手帳交付

時に、１歳半、２歳半、３歳半では集団健診等の実施時に、妊婦及び保護者への口の健康維

持等も含めた保健指導を実施しており、歯科健診については矢巾デンタル会に委託し、妊産

婦、１歳半、２歳半、３歳半、５歳児を対象に歯科健診のほか、子どもにはブラッシング指

導とフッ化物の歯面塗布を実施するなど、妊娠期から乳幼児期を通じて、歯と口の健康づく

りに関する正しい知識の普及を図っております。 

  成人保健事業では、40歳、50歳、60歳、70歳を対象とした歯科健診を矢巾デンタル会に委

託して実施しており、口腔内診察のほか、歯周疾患の検査を実施し、結果の説明及び歯周病

疾患予防の指導等も行っております。 

  高齢者保健事業では、75歳を対象とした歯科健診を岩手県歯科医師会に委託して実施して

おり、口腔清内診察のほか、歯周疾患やオーラルフレイル予防のための検査も実施し、健診

結果に応じた指導を行っております。 

  また、本町においては、80代を迎えても20本以上の歯を維持している方について、8020健

康な歯表彰を行い、町民の皆様の口の健康維持、予防意識の向上を図っております。 

  ３点目についてですが、成人歯科健診の結果による歯周病の現状は、令和２年度受診者

211名に対して98名が精密検査が必要との結果となっております。歯周病は、口腔内だけで

はなく、糖尿病や動脈硬化など、多くの生活習慣病の原因にもなっており、心身の健康にも

影響があることから、今後も歯科健診と保健指導を継続し、歯周病を含めた生活習慣病予防

に取り組んでまいります。 

  ４点目についてですが、町内では、通院ができない在宅者について、訪問診療等を行って

いる歯科医療機関もございますので、その周知を行うとともに、矢巾デンタル会や各歯科医

療機関との連携を図り、障がいをお持ちの方や要介護者のオーラルケアに取り組んでまいり

ます。 

  以上、私のほうからのお答えとさせていただきます。 

〇議長（藤原由巳議員） 和田教育長。 

〇教育長（和田 修君） 引き続き、オーラルケア等の重要性についてのご質問にお答えいた
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します。 

  １点目についてですが、地域子育て支援拠点事業において、未就園の子育て親子を対象に、

歯科衛生士を講師とした歯科講習会を開催しており、親子で歯磨きの大切さを意識できる場

を設けております。また、町内の保育所等では、毎年６月４日の虫歯予防デーに合わせ、絵

本等を用いて歯の健康や歯磨きについて学んでいるほか、年１回歯科健診を実施し、虫歯予

防に努めております。 

  小中学校では、定期健康診断として年１回歯科健診を実施しており、就学前の就学児健康

診断においても歯科健診を実施しております。健診の結果、虫歯が見つかった場合には、保

護者に治療を勧めるほか、各学校の保健だより発行や学校掲示により、口の中の健康や歯磨

きの大切さについてお知らせを行い、予防意識の向上を図っております。 

  なお、不動小学校では、特に歯科保健に力を入れており、１年、３年、５年の児童を対象

に、虫歯予防や歯周病予防について、学校歯科医による指導を行っております。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇議長（藤原由巳議員） 再質問ありますか。 

  昆秀一議員。 

〇10番（昆 秀一議員） 岩手県では、平成25年に口腔の健康づくり推進条例というのを制定

しておりまして、その推進計画も策定しております。その基本方針としては、主体的な口腔

の健康づくりの推進が挙げられており、市町村の役割としては、地域の特性に応じて県、歯

科医師等及び保健医療等関係者と連携し、口腔の健康づくりの推進に関する施策を策定し、

及び実施するよう努めるとあります。この条例、町長が県議のときに制定した条例ではない

かと思うのですけれども、特に詳しいと思いますけれども、この県の条例で市町村の役割が

ありますけれども、矢巾町において、県で制定なされた条例について、どのように考えてい

るのか。その施策を策定し、実施するよう努めるとされていることについて、所見があれば

お伺いいたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 高橋町長。 

〇町長（高橋昌造君） お答えいたします。 

  実は、今昆秀一議員のご質問をお聞きして、過去のことを走馬灯のように思い出しておっ

たのです。実は、あのとき条例、確かにそのとおりなのです。あのときに真面目に歯を磨い

て、口腔をしっかりやっていると、心筋梗塞などにならなかったのです。それで、今反省し

ております。実は、あの条例をつくるときも、県議会でもいろいろ議論があったのです。県
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の医師会の当時会長さんたちにもおいでいただいて、私、時々議会でも発言させていただい

ておるのですが、口の中というのは、御飯を食べた後だからいいですが、お尻以上汚いもの

だと、そのときに教えていただいていたのです。だったら、ちゃんと歯磨きをやっていれば

いいのです。ところが、やっておらなかったのです。だから、今日の質問の中にも、いわゆ

る心筋梗塞とか動脈硬化。そして、いつか歯医者さんから細菌というか、うろうろしている

の、物すごいです。だから、平成25年のときの、今お話があったのですが、だからこれから

町民の皆さんには、私もそういった失敗しておりますので、私を例に出して、そして歯を磨

いてくださいと。 

  だから、よく御飯を食べてから磨くのもあるのですが、とにかく朝起きたら必ず磨けと言

うのです。昔の人は塩なんかで磨いておったのですが、御飯を食べてからではなく、朝は必

ず朝起きたら、すぐ歯を磨きなさいと。だから、こういうことを、歯のことについては保健

師より私のほうが詳しいと思うので、何かの機会があったら話をしていきたいと思いますが、

いずれ歯の治療だけはしっかりやっていく。 

  もう小さいときからそういう習慣をつけることが非常に大事だと思いますので、今質問さ

れて、ちょっとどきっとしたのですが、いずれこのことについてはいいことなので、私もし

っかり対応してまいりたいと思います。 

〇議長（藤原由巳議員） 担当課からは何かありませんか。 

  村松健康長寿課長。 

〇健康長寿課長（村松 徹君） お答えいたします。 

  本町の取組といたしましては、町長答弁でもありましたとおり、年齢別の歯科健診を行っ

ておるわけでございまして、町といたしまして、いわゆる口腔保健についての個別の計画は

ございませんけれども、町全体の健康やはば21という保健事業の活動の指針なるものがござ

いまして、こちらにつきましては来年度改定年度となっておりますので、その中でやはり口

腔ケアの重要性についても踏まえた計画を立てていきたいというふうに考えておりますし、

あとやはり高齢者の口腔ケアの重要性もご案内のとおりでございまして、えんじょいセンタ

ーにおきましては、介護予防教室の中で、いわゆる歯科衛生士を講師にお願いしながら口腔

ケアについての、そういったいろいろな伝達も行っておりますし、あとはいわゆる口腔ケア

のチェックリストなるものも参加者の方にご活用いただいて、日々での生活習慣の改善に向

けた取組を行っているところでございます。 

  以上、お答えといたします。 
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〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問。 

  昆秀一議員。 

〇10番（昆 秀一議員） 今課長のおっしゃったように、えんじょいセンターで、私調べたら、

今年の１月に口腔コースで全４回行われたようでして、これもっともっと広めていただきた

いなと、本当にいいことだと思うので。この健康教室というのは、どのくらいの方が参加さ

れて、どのような感想とかお持ちになって、効果があったのかお伺いしたいと思います。 

〇議長（藤原由巳議員） 村松健康長寿課長。 

〇健康長寿課長（村松 徹君） お答えいたします。 

  えんじょいセンターでの介護予防教室につきましては、地域包括支援センターが行うもの

と、社会福祉協議会が行うものと、町の健康長寿課が行うものとありまして、町のほうの部

分といたしましては、いわゆる医大のスポーツジムのほう、あちらのほうに委託しながら行

っておるものでございまして、その中でオーラルフレイルチェックという形で行っています。

人数といたしましては、１回当たり十数名ということで、ちょっと少人数ではあるのですけ

れども、こういった取組をもっと広げていかなければなというふうに考えております。 

  以上、お答えといたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問。 

  昆秀一議員。 

〇10番（昆 秀一議員） それから、妊産婦、乳幼児、１歳６か月から２歳６か月、３歳６か

月、５歳と歯科健診等が実施されていて、ブラッシング指導などもしているようですけれど

も、そこで歯の状態によっては、好ましい家庭環境ではなく過ごした被虐待児に生活環境の

乱れから歯科疾患が発症しやすいということが推察されるそうです。ですから、虫歯は自然

治癒のない不可逆性疾患でありますが、予防効果や長期維持管理ができるのが特徴なのであ

りまして、しっかりとそのようなことを周知して、正しい歯磨きの仕方の習慣をしてもらう

ようにしていただきたいと思います。 

  それで、答弁では、不動小学校では歯科保健に力を入れているようですけれども、これは

全小中学校にはできないものなのかお伺いしたいと思います。 

〇議長（藤原由巳議員） 田中舘学校教育課長。 

〇学校教育課長（田中舘和昭君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

  学校ごとにそれぞれ取組はあって、今回教育長答弁には入ってはいなかったのですが、矢

巾北中のほうでも別な取組をやっているところでございます。特別な取組をやっていない学
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校であっても、養護教諭を中心に様々な指導をしていただいているのですが、ちょっと現在

の小中学生の虫歯の状況をお話しさせていただきたいと思いますが、まず昨年度の結果で、

小学校でありますと、虫歯のない児童は67.83％ということで、過去６年の中で、どんどん

虫歯のない児童が上昇しております。６年前に比べると14％以上上昇しているところでござ

います。それから、中学校でございますけれども、多少浮き沈みはございますが、昨年度は

85.24％ということで、過去６年間の中では最高の数字となっております。 

  特にも昨年度、今年度は特別な取組もなかなかできないところではございますけれども、

それでもやはり指導をしておりますし、各ご家庭のほうで様々な取組をしていただいている

結果が、こうやって数字に表れているのかなと考えているところでございます。 

  以上でございます。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問。 

  昆秀一議員。 

〇10番（昆 秀一議員） この６年間で虫歯のない児童が増えたということは、すばらしいと

思います。それでも、子どもについてですけれども、特に障がいをお持ちの子どもさんの歯

科健診、ほかの疾病の治療が優先されるあまり、歯科のほうが後回しになる傾向があるとい

う声をお聞きしました。さらに、子どもでも、発達障がいや、その疑いがある子などは、な

かなか口の中の治療が難しいようでして、ですからそういう特性を踏まえた歯科医などにつ

なげるということも必要だろうと思うのですけれども、その場合の対応はどのように行って

いるのかお伺いします。 

〇議長（藤原由巳議員） 田中舘学校教育課長。 

〇学校教育課長（田中舘和昭君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

  各学校から具体的な取組に関して報告を受けているわけではございませんが、やはり歯科

に関してだけではなくて、様々な目線で子どもを見ていただいて、その中で、担任の教諭だ

けではなくて、養護教諭のほうも、その健康を含めて子どもたちを見て、様子がちょっと、

あれ、この子どもはもしかして何か様子が違うのではないかなというふうに見ていただいて、

教育委員会にも情報をいただいているというケースもございます。そして、そこから例えば

医療のほうにつなげたらいいのではないかというアドバイスをしたり、いろいろつながりが

できております。今議員がおっしゃったとおりの内容も含めて学校と連携して、いろんな対

応が可能になっていくことだなと考えているところでございます。 

  以上でございます。 
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〇議長（藤原由巳議員） 浅沼福祉課長。 

〇福祉課長（浅沼圭美君） ただいまのご質問にちょっと補足させていただきます。 

  障がいをお持ちの方、児、また大人の方もそうですが、やはり障がいの特徴によって、な

かなか歯科の、口腔のケアが難しいのは、本当に事実だと思っております。特にも症状を訴

えられないお子様、それから大人の方もいらっしゃると思います。そういう中で、やはり大

事なことは、学校に入ってからではなくて、やっぱりかかりつけの歯科医の先生を持ちなが

ら、体とお口の健康のところをトータルで見られるような相談できる体制も必要かなという

ふうに捉えております。 

  町内には、みちのく療育園、それから療育センター、また専門のところとなると岩手医大

のほうもありますので、そういう専門のところとかかりつけ医の相談できる体制を私どもの

ほうでも、ご相談があったとき、様々な連携を通してご支援させていただくことが大事かな

というふうに捉えております。 

  以上、お答えといたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問。 

  昆秀一議員。 

〇10番（昆 秀一議員） 私今まで要介護者の方たちの支援等をしてきた経験から、いろんな

ところで聞いたりした中で、本当に口のケアというのがどれだけ大事なのかというものを痛

感しておるわけですけれども、やはりＱＯＬの向上の面からも食の大事さ、おいしいものを

食べたときの高揚感だったり、幸福感、そういうものが感じられることによってつながって

いけるわけですから、しっかりと口のケアをし続けるという必要はあると思います。非常に

重要なことだと思いますし、そのためにも先ほど虫歯であったり、歯周病であったりの予防

治療が大事だということはお話ししたわけですけれども、オーラルというのは歯や歯茎のこ

とだけではなくて、嚥下、つまり食べ物だったりを飲み込む、そういう機能も含めて重要な

ので、資料でお示しているオーラルフレイル対策なのですが、そこでの対策としては、かか

りつけ医を持つ、歯科医を持つ、口のささいな衰えに気をつける、バランスの取れた食事を

するというのがポイントなそうですので、先ほどの資料の表の段階的に歯科医師会、矢巾デ

ンタル会、そういうところとの連携を取って、町の事業としてしっかりと取り組んでほしい

と思うのですけれども、見解のほうをお伺いします。 

〇議長（藤原由巳議員） 村松健康長寿課長。 

〇健康長寿課長（村松 徹君） お答えいたします。 



  

－ 90 － 

  そういう意味では、在宅の要介護者の方々の口腔ケア、オーラルケアといった部分では、

やはり訪問歯科診療が非常に重要になってくるかと思いますので、町内には幸いそういう歯

科医院が６か所ございますので、いずれ矢巾デンタル会あるいは各歯科医院との連携を行い

ながら、そういう嚥下の部分であるとか、認知症の防止の部分とか、そういった部分でも有

益だと思われますので、対応を検討してまいりたいと思います。 

  以上、お答えといたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問。 

  昆秀一議員。 

〇10番（昆 秀一議員） 今嚥下障害のことをお話ししましたけれども、嚥下障害でうまく飲

み込めなかったり、かめなかったりというところを医師や歯科医の指示の下、その訓練など

の手伝いをしてくれる方が言語聴覚士なのですけれども、こういう方が病院などではいるの

ですけれども、在宅の方で、訪問して、その訓練をしてという方があまりいらっしゃらない

というふうに感じております。それと、言語聴覚士もそうなのですけれども、ヘルパーさん

も、在宅ケアしてもらうには非常に職員が少ないと、探すのにも苦労しているという現状が

あります。この訪問職、特にもＳＴ、言語聴覚士の不足のところ、矢巾町内だけではなく、

盛岡圏内でもいいですので、連携して、その不足の解消を考えることができないものでしょ

うか。 

  政府では、介護職の働きに見合うだけの賃金の改善をということで、年度中に今年度の補

正や来年度の予算で対応するということですので、その辺も含めて介護職の待遇改善を進め

ていけるように町としても考えていただきたいのですが、お伺いします。 

〇議長（藤原由巳議員） 通告とちょっとずれていませんか。介護職の待遇は。 

〇10番（昆 秀一議員） 言語聴覚士は口の…… 

〇議長（藤原由巳議員） その待遇面は、ちょっと通告にはそういったあれがないのですけれ

ども、答弁できますか。 

  村松健康長寿課長。 

〇健康長寿課長（村松 徹君） お答えいたします。 

  先ほど再質問で答弁申し上げましたとおり、歯科医師会、さらには医師会、そして言語聴

覚士の団体とも、いずれ連携しながら、意思疎通の部分でのフォローのお力をいただけるよ

うに、矢巾町の、いわゆるそういう在宅の訪問医療あるいは訪問歯科診療という中で、あら

ゆるそういう社会資源なり、マンパワーを連携できるように、そういった働きかけを持って
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いきたいというふうに考えております。 

  以上、お答えといたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問。 

  昆秀一議員。 

〇10番（昆 秀一議員） 本当に言語聴覚士というのは、オーラルケアで非常に重要なポイン

トだと思いますので、それが訪問できないとなると、在宅で生活している人が非常に困るこ

とでありますので、そこは関係があるということでお願いしたいと思います。 

  今オーラルケアの予防に関しては、いろいろなところで取り組まれているのですけれども、

健康で長生きするための３つの柱の一つとして位置づけられています。１つは運動する、も

う一つは社会と関わる社会性、そして最後の１つがしっかりかんでしっかり食べることなそ

うです。それくらい歯や口の機能は大事だとされていますので、この３つのどれが欠けても、

本当に健康でいられないということなそうですので、専門家である歯科医師や歯科衛生士、

それから言語聴覚士等必要でありますので、セルフケアできるところはきちんとやる、この

習慣がとても大切になってきますので、その会話をしたり、歌を歌ったりというところが大

事だというところもありますので、健口体操というものもあるそうですので、このような体

操をしてみるのもいいかと思いますので、このようにふだんの生活で習慣づけていければい

いかと思いますので、ぜひそのようなことを町民の方々に周知していただきたいと思います

が、いかがでしょうか。 

〇議長（藤原由巳議員） 村松健康長寿課長。 

〇健康長寿課長（村松 徹君） お答えいたします。 

  貴重なご提言ありがとうございます。今月、シルバーリハビリ体操のまさしく創始者と言

われる茨城県の大田先生という方が、シルバーリハビリ体操の普及で何回も本町のほうに訪

れていただいてご指導をいただいているのですが、いずれシルバーリハビリ体操を中心とし

た介護予防事業の中でオーラルケアについても、若干ではございますが、取組を行っており

ますので、こうした取組をもっと町民の皆様に広げながら、やはり実際にお困りの要介護状

態の方への支援も今、先ほど答弁させていただいたのですが、やはり介護予防の部分でも非

常に重要になってまいりますので、いずれ力を入れて取り組んでまいりたいと思います。 

  以上、お答えといたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 高橋町長。 

〇町長（高橋昌造君） お答えしますが、先ほどから歯科診療は、町内にはまず歯医者さんが
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多いわけですので、また矢巾デンタル会というのもあるので、それで歯の重要性は、先ほど

お話あった嚥下の飲み込み、かむ力、それからかむ力が寝たきりの防止にもなるというので

す。だから、歯が全てにつながっていると。先ほど私、そういう県議会でいろいろ先生方か

らお聞きしたときに、寝たきりで入ってきて、帰るときは起きて帰っている、歩いて帰った

と。それ本当なのですかと聞いたら、いや、本当だと。だから、いかに歯の治療は大事かと。

あとは、一番あれなのは、私ら弱るところ、飲み込む力です。歯がしっかりしていれば、か

むことができるので、飲み込む力もあれだということで。 

  だから、これから私も、どちらかというと歯科よりも医科のほうに力を入れているのです

が、これはやっぱりセットでやっていかなければならないということで、まさにオーラルケ

アの、そしてダブルケアで対応を考えていかなければならないと思いますので、ひとつご理

解いただきたいと思います。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問。よろしいですか。 

              （「ありません」の声あり） 

〇議長（藤原由巳議員） それでは、以上で10番、昆秀一議員の質問を終わります。ご苦労さ

までした。 

  それでは次に、９番、赤丸秀雄議員。 

  それでは、１問目の質問を許します。 

              （９番 赤丸秀雄議員 登壇） 

〇９番（赤丸秀雄議員） 議席番号９番、一心会、赤丸秀雄です。 

  １問目の質問は、ＧＩＧＡスクール等運用の現状と課題についてです。昨年３月に新型コ

ロナウイルス感染拡大防止を目的に、全国一斉に学校閉鎖が実施されました。それにより、

小中学校へのＩＣＴ活用の授業が促進され、当町でも全児童生徒にタブレット型端末が貸与

され、情報化教育に導入、活用されています。 

  今年９月下旬以降、全国的にコロナ感染者数が減少傾向となり、対面による授業が主体と

なりましたが、ＩＣＴ授業によるメリット、デメリットがクローズアップされてきました。

特に負の部分の問題が深刻であるとメディアが伝えています。現代社会では、教育課程を終

えても、ますますＩＣＴを活用する社会環境となり、小中学生時に学ぶ情報教育は重要であ

ります。そこで、町内小中学校の運用状況や実態を共有した上で、早期対応を考える必要性

があることから以下について伺います。 

  １点目、利用、活用状況について伺います。学年ごとに週、月ごとの授業における活用時
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間はどれぐらいあるのか。また、端末は、容易に利用できるのか。利用は、校内のみとして

いるのか。利用に当たって、パスワード設定は個人ごとになっているのか。利用時のネット

ワーク環境に問題はないか。 

  ２点目、運用スキルについてです。教職員の研修実施とスキル向上の状況はどうなってい

るか。子どもの操作状況に問題はないか。教育委員会主導により実施された研修会について、

その活用状況の検証は行ったか。利用、活用による学校間格差が生じていないか。スキル向

上を目的にパソコンのプログラミングの部活動創設の考えはないか。 

  ３点目、運用問題、課題について。メール書き込みによる誹謗中傷はないか。その確認方

法は、どのように行っているか。家庭の通信環境の把握とスマホ、ゲームの利用状況の把握

を行っているか。また、不登校の原因となっていないか確認しているか。フィルタリング規

制を解除していないか。自治体間格差の解消のため、他市町の運用状況把握、情報収集を行

っているか。 

  １問目は以上です。 

〇議長（藤原由巳議員） 和田教育長。 

              （教育長 和田 修君 登壇） 

〇教育長（和田 修君） ９番、赤丸秀雄議員のＧＩＧＡスクール等運用の現状と課題につい

てのご質問にお答えいたします。 

  １点目についてですが、詳細な把握はしておりませんが、利用を開始してから10月末時点

で１クラス１日当たりの端末を利用した平均授業時数は、３時間が8.3％、２時間が41.7％、

１時間が50％となっており、平均で１日に１時間以上利用している状況となっております。 

  端末については、各教室に設置している充電保管庫に収納されており、登校してから下校

まで担任等の目が届く範囲において、いつでも利用することが可能となっております。利用

できる場所については、校内限定としておらず、校庭や校外学習に持ち出すことを許可して

おります。パスワードについては、個人ごとに設定し、配付しております。ネットワーク環

境については、利用が集中することにより、一時的な障害が発生することもありますが、そ

の都度報告を受け、解決方法を示しながら、おおむね問題なく運用されております。 

  ２点目についてですが、グーグル社が提供している研修プログラムのほか、ＧＩＧＡスク

ールサポーターや教育委員会事務局職員による基礎研修等を継続的に行っております。基礎

研修は、各学校を定期的に巡回し、現在は個別に相談に応じており、活用している中での困

り事への対応のほか、これまで行った研修の復習や苦手意識を持っている教職員への支援を
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行っております。児童生徒の操作に関しては、小学生がローマ字入力に不慣れな点以外は特

に支障がない状況となっております。利活用における検証及び学校間格差については、利用

時数に大きな差はありませんので、教職員の意見を集約しつつ、活用方法の支援や情報提供

に努めてまいります。 

  部活動創設については、小学校にはパソコンクラブがあり、端末を使う機会がありますが、

中学校においては人員体制的に部活動を新たに設けること自体難しい状況であり、プログラ

ミング能力を高めるために学ぶ機会を確保することは非常に有意義なことではあるものの、

現在のところ創設の考えはないところであります。 

  ３点目についてですが、児童生徒間でのメールやチャットなどのやり取りはできない設定

になっております。家庭の通信環境については、昨年度調査を実施しておりますが、今後持

ち帰りの運用を始める際には再度調査を行う予定としております。スマホ、ゲームの利用に

ついては、詳細な調査を実施しておりませんので、今後学校と協力して実施していく必要が

あると考えております。 

  不登校の原因については、各学校からの報告により把握しておりますが、現在のところ、

ＧＩＧＡスクール端末が不登校の原因となっている事例はないところであります。フィルタ

リング規制については、児童生徒や学校が設定を変更できない仕様となっており、教育委員

会において設定しております。他市町の運用状況については、具体的な状況を把握しており

ませんが、児童生徒が当たり前のように端末を使う環境となるように、引き続き各学校に支

援を行ってまいります。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇議長（藤原由巳議員） 再質問ありますか。 

  赤丸秀雄議員。 

〇９番（赤丸秀雄議員） 今の答弁によると、授業での利用時間は、平均ですが、１日１時間

以上、１時間強ということであります。それから、担任等の目の届く範囲で常に利用可能と。

また、個人ごとパスワード設定を行い、マスメディアで問題としている内容が当町では当て

はまらないようであり、まずは一安心しました。これは、町内の学校を含めたコロナ感染者

が少なく、学級、学校の閉鎖措置を取らずに済んだ結果と思われます。ただ、喜ぶことばか

りではないと思うことは、タブレットを使いこなすという点では、利用時間が少ない、メー

ルでの情報共有がない、自宅へ持ち帰れないことは、逆を言えば、ＩＣＴに関わる時間が非

常に少ないということであります。 
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  そこで質問ですが、小学校のパソコンクラブは何校で行っていて、どのような内容であり

ますか。また、調査によれば、全国的には35％以上が自宅に持ち帰る形を取ってＩＣＴ授業

に活用しているという部分がありますが、この辺についての見解をお伺いします。 

〇議長（藤原由巳議員） 田中舘学校教育課長。 

〇学校教育課長（田中舘和昭君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

  まず、パソコンクラブに関してですけれども、各小学校にあるのですけれども、主な活動

内容ですが、学校によって多少内容は違うようですけれども、例えばパソコンを使って絵を

描くですとか、プログラミングのゲーム、それからタイピングの練習ですとか、名刺を作っ

たりするとか、そういう活動を行っているようでございます。 

  それから、自宅への持ち帰りの部分でございます。今はまだ各校とも持ち帰りをやってい

ないのですが、教育委員会としては持ち帰りは駄目ですよと言っているわけではございませ

ん。持ち帰る状態になったならば、持ち帰って使ってもいいですよというお話はしているの

ですけれども、やはり各学校、どういうふうに児童生徒に自宅で使ってもらうか、どういう

学習をするか、そういったところをまだ検討中なところでもありますし、持ち帰りよりも先

に、まず授業の中でどういうふうに活用していくかというところが、特にも今年度初年度で

ございますので、そういったところが今最優先で学校のほうは取り組んでいる状況でござい

ます。 

  以上、お答えといたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  赤丸秀雄議員。 

〇９番（赤丸秀雄議員） 本格的に今年度という話なので、そこのところは徐々に、慣れも含

めてやっていただきたいなと思いますし、また午前中の議員の質問にもありましたプログラ

ミングの授業、どこまでという話の中で、クラブ活動として各学校でやっているというとこ

ろはやっぱりいいなと思っておりますので、ぜひこれも、当然ついて指導される教師の方は

大変かと思いますが、慣れが一番やっぱり今後の授業にも生かされると思いますので、よろ

しくお願いしたいところです。 

  質問ですが、私、令和元年まで教育振興活動に携わっていたときに、私の学区は煙山小学

校であります。保護者や教師からゲームやスマホの利用時間が長いと問題化しておりました。

また、ほかの小学校でも同様のことが問題として取り上げられていました。現在利用時間を

調査していないということでありましたので、これは改善になったから、そのような形にな
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っているのか。それとも、コロナ禍等で把握できなかったのか、その辺は把握しておるので

しょうか、お伺いします。 

〇議長（藤原由巳議員） 田中舘学校教育課長。 

〇学校教育課長（田中舘和昭君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

  まず、議員おっしゃったとおり、やはり２年ぐらい前から、このゲームの時間ですとか、

そういったものが各学校からの報告の中でも、例えばゲームをやり過ぎて昼夜逆転している

とか、そういった生活の乱れにつながっているという報告が出始めたのがちょうど２年ぐら

い前かなと記憶しております。今年度のコミュニティ・スクールの会議の中でも、やはりゲ

ームですとか、スマホとかの使用に関する、どうやっていったらいいかというのが議題に上

がりました。このことについて、特に今年度は取り組んでいこうというふうに取組の、重点

的に取り組もうという話をしているところであります。やはり各学校それぞれスマホをどれ

ぐらい持っているかとか、ゲーム時間を、では例えば何時間やっているかとか、詳細な調査

をやっていないので、これはちょっと今年度ぜひ取り組みたいなと思っているところでござ

いました。 

  あと２年くらい前ですと、基本的に矢巾町教育委員会では、スマホは持たせないようにし

ましょうというふうに保護者にお願いしているところでございます。これは、今でも続いて

おります。当時、やはり学校現場からすると、保護者のほうには持たせないようにという指

導をしているのだけれども、その中で、では何人持っているのですかというふうな調査をす

ることは、ちょっとなかなかジレンマがあったのが事実ですが、逆に、逆にといいますか、

この２年間のコロナ禍によって、これがスマホですとか、ゲームが子どもたちにすごく影響

しているというふうな状況に変わってきましたので、やはり今この調査をするという意義が

あるのではないかなと思っているところでございます。 

  以上、お答えといたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問。 

  赤丸秀雄議員。 

〇９番（赤丸秀雄議員） スマホの学校に持ち込まないという部分は、それぞれの教育委員会

の方針があるかと思います。ただ、今社会環境が変わりまして、ほとんどのご家庭が共働き

という形で、子どもとなかなか連絡が取れないという部分もあったりして、そういう保護者

からの要望もあって、どうしても教育委員会方針とは異なる形で許可せざるを得ないという

話も随分お聞きします。また、そういう調査も出ております。今課長がおっしゃったように、
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そういうところは同意の下にやっているかと思いますので、それはそれとしていいと思いま

す。コロナが収まったら、その辺も調査するということなので、そこには期待しております

ので、ぜひよろしくお願いします。 

  ＩＣＴ教育を活性化するためには、ほかで課題となっている端末を実際に運用、利用する

学校の担当者が管理責任者としたほうが、利用における学校間格差や自治体間格差を生まな

いと言われております。当町の現在は、教育委員会がＩＣＴ管理責任者となっているという

答弁でありますので、そこはそれなりにいいとは思いますが、全国的な調査によれば、教育

委員会はサポートに徹したほうがよいというのが実態調査、それから講習会等を開けば、必

ず懇談会で言われていることがそういう形になっております。というのは、実際にいろんな

カリキュラムの下、システムというのですか、カリキュラムにある、今電子教科書になって

いませんから、どうしてもそういう部分のものをもって授業に反映させなければならないと

いうところで、やっぱり実際に子どもに指導する方が使って不具合があると。すると、自分

で管理者ではないから判断できず、教育委員会に問い合わせる、もしくは情報処理担当課の

責任者に問い合わせる、そこでタイムラグができてしまっているというのが実態なそうです。

ここの教育委員会では、その辺は専任担当者がいるから問題ないよと言えばそれまでなので

すが、そういうところが今大きな課題になって、それがＩＣＴ教育の大きな推進につながら

ない、足かせになっているという部分の調査もありますので、その辺も検討していただきた

いのですが、この辺について見解があれば、お願いします。 

〇議長（藤原由巳議員） 田中舘学校教育課長。 

〇学校教育課長（田中舘和昭君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

  まず、ＧＩＧＡスクール構想が、当初は比較的５年ぐらいでゆっくりのペースで始まる予

定だったのが、コロナ禍ということで急遽たった１年で導入というふうになったところでご

ざいます。そういうのもありまして、本町では教育委員会主導で、ある程度整備を進めるこ

とによって学校の負担の軽減を図れるということで、このとおり進んできたところでありま

す。 

  昨年度でしたが、このＧＩＧＡスクール構想、今議員がおっしゃるとおり、どうやって活

用していくかということに関して、まず大体去年を含めて3.5か年くらいで、もうある程度

学校が自立といいますか、学校にある程度、学校が自由に、もう自分たちで使えるようにと

いうことで研修も含めて計画したところでございますので、やはり今はある程度、当課の職

員も各学校に赴いて操作に関して教えているのですが、それが当課の職員を呼ばなくても、
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各学校で自分たちで、各校には情報担当の教員もおりますので、そういう詳しい先生が中心

になって、それぞれ対応になっていけば理想かなというところを感じているところでありま

す。 

  以上でございます。 

〇議長（藤原由巳議員） 和田教育長。 

〇教育長（和田 修君） 私のほうからも少し補足させていただきます。 

  今年の夏休みにＩＣＴに関する研修会をリモートで開催をしました。そのときの講師の先

生が札幌から参加してくださいました。その方がおっしゃったのは、ＩＣＴのそれぞれは、

いつでも、ちょこっと、使えるということでのＩＣＴですと、そういうふうになることです

ということをおっしゃっていました。 

  授業の中で全部のときにその端末を使うのではなくて、このときに使えるというふうなこ

とで授業のある場面で使える、いつでも使える状況にあるということが大事だということだ

と思いますということが１つ。 

  それから、一人の百歩よりも百人の一歩だということもおっしゃっていました。一人の精

通した者をつくるよりも、みんなで一歩ずつ進んでいく、そういう環境づくりが大事だとい

うことです。これもそのとおりだと思います。ただ、今の現状からすると、各現場のところ

で精通している者もなかなか育てていないところはあります。そして、みんなで一歩ずつと

いっても、先導する者がなかなかいないというのも確かです。その部分、今教育委員会の事

務局のほうで精通している職員が本当に頑張っています。本当に申し訳ないぐらいです。そ

ういう負担を考えると、様々な方法を考えていかなければいけないというのは議員おっしゃ

るとおりだと思います。 

  いずれにしろ、私はみんなで一歩ずつと思いますし、いつでも、ちょこっと、使える、そ

ういうふうな環境づくりのために努力していきたいと、そう思っております。 

  以上、私のほうから補足させていただきます。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問。 

  赤丸秀雄議員。 

〇９番（赤丸秀雄議員） 今の見解を聞きますと、教育委員会では私が言わんとすることを認

識されて、当然矢巾町には小中学校６校のみでありますので、自分たちの目が届く、自分た

ちが即対応できるというスタンスの下にそういう形できちっとやられていると、そういう形

は理解しました。それはそれでぜひ今後も継続してほしいのですが、今課長、教育長からあ
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りました部分で、やっぱり一番現場で指導している、使っている教職員の方たちが不便を感

じたら、やっぱり改善する、すぐ改善に取り組む、その勇気はぜひ持っていていただきたい

なと思います。 

  次の質問ですが、ＳＤＧｓ17項目の第４項目めが教育項目であり、質の高い教育をみんな

にとのコンセプトで、「すべての人々に包摂的かつ公平で質の高い教育を提供し、生涯学習

の機会を促進する」とあります。そこで伺いますが、長期休みの方は、午前中の議員の質問

に対して、年間30日以上を長期休みといい、今該当する方が32名おりますと、これは小中学

校６校のトータルだと思います。その方々への遠隔による学習サポートを行う考えがあるか

どうかお伺いします。 

〇議長（藤原由巳議員） 田中舘学校教育課長。 

〇学校教育課長（田中舘和昭君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

  まず、ＧＩＧＡ端末を使って、例えばですけれども、なかなか学校に来られない子どもで

も学校に登校した際に、別室登校ということで、教室ではなくて違う部屋に来て学習するこ

とがあります。そういったときに、この端末に入っているデジタルドリルを使って学習した

りというのは、もう既に行っているところであります。あとは、自宅に持ち帰らせるかは、

先ほどお話ししたとおり、今後どのように学校が判断していくかにもよりますが、いずれ子

どもが、この端末を使って、もし学習に意欲を示してもらえるのだったら、それを活用して

いるというのがありますし、逆にこの端末を使って学習してもらおうと思ったら、逆にこれ

をちょっと使いたくないという子どもも中にはおります。ですので、学校では、やっぱりそ

こは子どもの特性に合わせて端末を使ったり、あるいは普通のペーパーを使ったりというと

ころで対応しているところでございます。 

  以上でございます。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  赤丸秀雄議員。 

〇９番（赤丸秀雄議員） 最後の質問になるかと思います。午前中にもお話ありましたが、今

電子教科書でないために、そのまま教科書のようにタブレットで教え込むという形が無理で、

どうしてもそれなりのカリキュラムのソフトなりにアクセスするような形で多分使われて

いるかと思います。そのソフトも無料のものから、有料のものからあるのですが、実態とし

て町内でそういう形で使っているソフト、これは小学校の場合４校あるのですが、ある程度

使う先生の判断に任せているのか、大体統一した形の中で使っているのか。それから、有料
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も使わせる形を取っているのか、いや、今無料を主体にしてやっていますと。その辺の答弁

をいただいて、この項の質問を終わります。 

〇議長（藤原由巳議員） 田中舘学校教育課長。 

〇学校教育課長（田中舘和昭君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

  まず、デジタル教科書、全てではないのですが、一部導入しているのもございます。これ

は、国の補助事業とかを使って導入している部分もありますので、そういう場合はこちらで

用意したデジタル教科書を使っているものがあります。 

  それから、先ほどちょっとお話ししましたデジタルドリルというのは、これは最初から全

学年分入れておりますので、これも活用しているところであります。特別全てがソフトを使

ってというわけではありません。例えばなのですが、英語の授業なんかですけれども、ふだ

んは書いて勉強しますが、逆に英字をタイプするというのにも使っております。鉛筆では書

けるけれども、逆にタイピングするとなると、ローマ字の配列が最初なかなか分からなくて

苦労するというのも、授業を見たときに子どもたちの様子を見ることができました。やはり

そういったところでも、キーボードに慣れるという部分でも、今回の端末の導入は有効だっ

たのではないかなと思っているところでございます。 

  以上、お答えといたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問。よろしいですか。 

              （「はい」の声あり） 

〇議長（藤原由巳議員） それでは、赤丸秀雄議員の一般質問のさなかではございますけれど

も、時間も１時間経過しました。ここで暫時休憩といたします。 

  再開を３時25分といたします。 

              午後 ３時１５分 休憩 

              ――――――――――― 

              午後 ３時２５分 再開 

〇議長（藤原由巳議員） それでは、再開いたします。 

  休憩前に引き続き、赤丸秀雄議員の一般質問を継続してまいります。 

  次に、２問目の質問を許します。 

  赤丸秀雄議員。 

〇９番（赤丸秀雄議員） ２つ目の質問は、小学校学区見直しと新たな開発区域の将来を見据

えたまちづくりです。 
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  現在町教育委員会で通学区域審議会が開催されております。会合１回目の報告書、２回目

の傍聴などを踏まえて、私が強く感じていることを述べますと、今でも４小学校の児童数で

学校間格差が生じていると思っていますが、審議会委員の中の複数の方は、小規模校のよさ

もあると言われる方がいます。確かにそれも当然考え方があるかと思いますが、十数年後を

想定した場合、今は１学級30人前後で構成されているので、その意見も尊重されると思いま

す。30年先以上の将来を見据えた場合、少子化がますます進み、全校で100人を割ることが

想定できます。それから、老朽化した校舎建て替えを踏まえて、現在の審議会にその辺の条

件提示が必要と考えます。また、令和４年には、３エリアの宅地開発が確定しています。住

宅地購入の最重要事項に、教育環境を挙げる方が多いことも周知の事実であります。開発と

並行して、宅地販売前に学区の再編、もしくは老朽化した校舎建て替え地等を明らかにする

ことが望ましいと考え、以下について伺います。 

  １、今回開発計画の３エリアのうち２エリア、田中、それから下花立地区には、現在居住

地がほとんど存在しないと思われるため、小学校区を通学距離の近い不動小学校と徳田小学

校に割り振る考えはないでしょうか。 

  また、町長が喫緊の課題とする老朽化した校舎の建て替えを踏まえた学区編成を前提とし

て、抜本的に見直す考えについて伺います。 

  ２点目、審議会の答申は、いつの時期を踏まえておるのでしょうか。その後は、どのよう

な過程を経て、学区見直しを確定するつもりであるのか伺います。 

  ３点目、開発計画地の販売は、学区が購入者意識の重要ポイントであると話しましたが、

当町はそれをどう捉えておるでしょうか、伺います。 

  ４点目、現在冬期間であり、スクールバス運行を行っています。通学路の安全確保の観点

から、歩道がない地区や2.5キロを超える地区、防犯灯が少なく、暗いエリアからの通学者

へのスクールバス運行を拡大する考えについて伺います。 

  以上です。 

〇議長（藤原由巳議員） 高橋町長。 

〇町長（高橋昌造君） 小学校学区見直しと新たな開発区域の将来を見据えたまちづくりにつ

いてのご質問にお答えをいたします。 

  １点目についてですが、老朽化した校舎の建て替えについては喫緊の課題として捉えてお

りますので、令和４年度中に予定されております教育委員会の方針決定を受け、速やかに建

設計画を策定し、建て替え事業に着手してまいります。 
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  ３点目についてですが、住宅地を購入する際において、子どもが通う学区は大変重要な要

素であると捉えておりますので、住宅地の販売に際し、学区に関する正しい情報を提供でき

るよう開発事業者と協議してまいります。 

  以上、私のほうからのお答えとさせていただきます。 

〇議長（藤原由巳議員） 和田教育長。 

〇教育長（和田 修君） 引き続き、小学校学区見直しと新たな開発区域の将来を見据えたま

ちづくりについてのご質問にお答えいたします。 

  １点目についてですが、新しい開発区域は、２地区が煙山小学校、１地区が矢巾東小学校

の学区となっており、特にも煙山小学校の児童数が増加した場合、教室数が不足する可能性

があることから、学区の見直しを行い、徳田小学校または不動小学校で受入れができないか、

矢巾町立学校通学区域審議会で審議しているところであります。 

  長期的な視野に立って、将来の小中学校の適正規模、適正配置の在り方についても、本町

の将来人口動態等や老朽化に伴う校舎の建て替え等も踏まえながら、引き続き審議会で審議

してまいります。 

  ２点目についてですが、今後の審議会において議論いただき、令和４年度前半を目途に教

育委員会への答申をいただき、令和４年度中には、教育委員会として学区の再編も含め、将

来の学校教育環境の姿を決定したいと考えております。 

  ３点目についてですが、住宅地を購入する際には、子どもが通う学区は重要な情報である

ものと捉えております。そのためにも、住宅地の販売が始まる前に学区を決定してお知らせ

できるように審議会における議論を優先しているところであります。 

  ４点目についてですが、スクールバス運行につきましては、昨年度と同様に、徳田、煙山、

不動小学校の３校において、11月から冬期間の運行を行っております。運行区域は、学校か

らおおむね２キロメートル以上の地域を目安としており、現段階においても、かなり広い範

囲となっていることから、拡大は難しいところではありますが、今後通学区域の再編が行わ

れる中で、児童が安全に通学できるようにスクールバス運行の拡大についても検討してまい

ります。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇議長（藤原由巳議員） 再質問ありますか。 

  赤丸秀雄議員。 

〇９番（赤丸秀雄議員） 町長及び教育長答弁では、令和４年度内に学校の老朽化対応も含め、
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学区再編の方針づけを行うとのことであります。ぜひ開発地区販売の時期には、パンフレッ

トに表示できるよう対応願いたいと思っております。 

  そこで質問ですが、審議会の資料には、私は口頭でしか聞いていないのですが、各エリア

のおおよその入学する人数を想定した形で算出しておりました。そこで聞くのは、各開発地

域の広さ、これも道路住宅課のほうから説明がありましたが、各区域ごとの見込み宅地区画

数はどの程度を想定しているのかお伺いします。 

〇議長（藤原由巳議員） 佐々木道路住宅課長。 

〇道路住宅課長兼まちづくり推進室長（佐々木芳満君） 開発予定地の区画数につきましては、

現在まだ開発業者のほうでいろいろ計画を練っている最中ですので、ちょっと数字について

は、はっきりのところは言えませんが、前後すると思います。以前の議会の中でも、トータ

ルで500戸程度というお話をさせていただいておりますが、各地区では、藤沢につきまして

は約150戸前後、不来方高校の南側の田中地区では約200戸前後、産業技術短期大学校の南側

では約150戸前後、トータルで500戸前後という戸数になっております。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問。 

  赤丸秀雄議員。 

〇９番（赤丸秀雄議員） 確かに今は煙山小学校のクラスが満杯で、60人、70人増えれば、当

然仮対応でも教室を増やさなければならないという形が審議会の中では検討されているよ

うですが、そこは今言いましたように、これから来年、多分私の想定ではお盆明けには、あ

る程度の開発計画の図面もできて、町としても協議が始まると思っていますので、その辺は

分かり次第、またお知らせ願いたいと思っております。 

  そして、まちづくりには欠かせないものがありまして、当然区画の中には公民館の用地と

か、それから私今年の春に、はっきり言えば、アルコの後ろのほうの住宅地のほうから３件

ほど雪捨て場がないとか、道路にはみ出して邪魔だとかという部分で、道路住宅課に対応し

ていただいた部分がありますので、この辺の新しい開発区域に、そういう雪捨て場の確保と

かも併せて、ぜひ、それは公園として雪が降らないとき使って、公園に捨てるとか、それは

致し方ないと思いますが、その辺も協議すると思われますが、その辺具体的に、私は勝手に

来年のお盆明け頃からと思ったのですが、その辺はどのように時期的に考え、先ほどの課長

の答弁にありますように、協議が春先から始まるのか、連休明けから始まるのか、私が言っ

たようにお盆明けから始まるのか、考えているのかちょっとお伺いします。 

〇議長（藤原由巳議員） 赤丸議員、今のは、ちょっと今日の２問目の質問表題とはかけ離れ
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て…… 

〇９番（赤丸秀雄議員） まちづくり推進で駄目ですか。 

〇議長（藤原由巳議員） まちづくりは分かりますが、どっちかといえば小学校学区の見直し

というのが一番の先頭にあります。こうなると、開発行為の質問になるでしょう。だから、

その辺が全く、ちょっとかけ離れているなという私の所感ですが、答弁できるのであればや

ってもらいますか。 

  佐々木道路住宅課長。 

〇道路住宅課長兼まちづくり推進室長（佐々木芳満君） 学区の見直しに関連するということ

で答弁させていただきたいと思いますが、ただいまの公園の配置、あるいは雪捨て場の配置、

こういった部分に関しましては、通常の開発行為などでも、当然公園を配置しながら開発行

為がされるわけなのですが、そういった部分を現在町内の各所でも、公園が地域の雪捨て場

という位置づけを取っている場所もありますので、そういったところを雪捨て場としては利

用する予定にしております。 

  学区の再編に関わる開発のスケジュールにつきましては、開発につきましては、現在まず

都市計画手続のほうを今進めているところになります。できれば年度内に都市計画決定とい

うような形で、市街化区域の拡大をはっきりさせたいなというところで今進んでおりまして、

その後開発協議が行われまして、実際開発許可が下りるのが今年の春、来年の３月の都市計

画決定であれば、来年の秋に開発許可が下りて、その後業者のほうで造成工事が始まって、

約１年くらいかけて。ですから、早ければ令和５年の夏から秋、その頃からはもしかすると

販売とかという時期になろうかと思います。それに間に合わせるように、教育委員会ともそ

ういったスケジュールの情報については連携してまいりたいと思います。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問。 

  赤丸秀雄議員。 

〇９番（赤丸秀雄議員） 今指摘を受けましたが、そういう形で、どうしても私的には関連が

あると思って聞いておるので、その辺。 

  もう一点ですが、通学路の話になります。学区再編で通学路、今でも南矢幅２区から通う

方は随分遠いなと、私自身も感じておりますが、またそこから若干なりとも南に300メート

ル、400メートル、遠いところでは500メートルぐらい離れるのかなという意識を持っていま

すが、やっぱり通学は安全にしていただかなければならないので、歩道が煙山小学校まで続

いていればいいし、それから例えば学区再編で不動小、徳田小に、もし編入とか考えるので
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あれば、やっぱりスクールバスの運行拡大が必要と考えられます、すぐに歩道は整備できな

いと想定されますので。 

  今回令和２年度の運行に係る経費は、決算書では283万円となっておりますが、通学の安全

と安心を考えれば、増額してでもスクールバス拡大を図っていただきたいと思いますが、そ

れについての所見を伺います。 

〇議長（藤原由巳議員） 田中舘学校教育課長。 

〇学校教育課長（田中舘和昭君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

  まず、先日第２回の審議会の中で、新しい開発区域についての学区についても審議いただ

いたところでございます。その中で、事務局として当方から説明した中で、まずは先ほど議

員もおっしゃったとおり、煙山小学校がもうかなり窮屈な状態ですという現状をお話ししま

した。それにプラスして、この新しい開発区域の２地区に関しては、煙山小学校学区ではあ

るけれども、現状、地理的に見ると、一番近いのは徳田小学校、その次が不動小学校という、

距離的にはそういう状況ですよと、これは客観的に見て、そういう状況ですというお話もし

ました。 

  それから、委員からの質問の中で、では、今議員のご質問にもありました歩道の状況はど

うかという質問もあったのでお答えしましたが、まず徳田小学校を考えた場合は、ほぼ歩道

が整備されております。ないのは、国道４号に接続する数十メートルだけかなというふうに

思います。それから、不動小学校に関しては、この開発区域から南の白沢方面に行く部分の

町道部分がないですし、そこから西のほうに上がったときに、ほとんどの小学生は県道のと

ころを歩かないで裏のほうを歩いてくるのですが、そこも歩道がないという状況をお話しし

ました。それから、煙山小学校に関しては、基本的には駅の周辺を歩いていけば、歩道はあ

る状況かなと思っております。そういったのも含めて、学区に関してはご審議いただきたい

なというのをお話ししております。 

  それから、スクールバスに関してもご質問出ました。教育長答弁にも入っておりますけれ

ども、なかなか厳しいというお話をしておりますので、それらを含めて新しい開発区域に関

しては審議していただければなと思っております。 

  あとは、現状、スクールバス、今４台で運行しております。結構時間的にも、特にも朝な

のですが、登校時間に意外とぎりぎりのところもありまして、これ以上ちょっと余裕がない

のが現状でございます。 

  以上、お答えといたします。 
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〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。よろしいですか。 

              （「ありません」の声あり） 

〇議長（藤原由巳議員） それでは次に、３問目の質問を許します。 

  赤丸秀雄議員。 

〇９番（赤丸秀雄議員） ３つ目の質問は、地域防災の取組及び町内Ｗi―Ｆi導入の現状につ

いてです。 

  先日防災士資格取得研修を受講する機会がありました。その内容は、とても勉強になり、

一人でも多くの方々が講習会に参加する機会があれば、全国あらゆるところで発生している

災害の犠牲者をもっと減らすことができると再認識しました。そこで、町で取り組んでいる

地域防災について、再確認と防災意識向上の観点から、以下について伺います。 

  １点目、各行政区には自主防災組織がありますが、地域全体での防災訓練の実施が十分と

は言えない状況です。また、住民の防災意識の向上のために訓練を繰り返すことが重要と考

えますので、町主導での巡回訓練実施の考えを伺います。 

  ２点目、自治公民館の消火器点検や消防規定に基づく設備点検経費等について、町負担で

充実する考えはないか伺います。 

  ３点目、避難所を設置した場合、家族ごとの間仕切り壁等やペット同伴者のスペース確保

の準備を計画したものとなっているのか伺います。 

  ４点目、自治公民館を避難所とすることも想定して、ＩＣＴ環境の整備や町内に格安利用

できるＷi―Ｆi環境を整備しましたが、現在の利用並びに準備状況はどうなっているのか伺

います。 

  以上です。 

〇議長（藤原由巳議員） 高橋町長。 

〇町長（高橋昌造君） 地域防災の取組及び町内Ｗi―Ｆi導入の現状についてのご質問にお答

えをいたします。 

  １点目についてですが、議員ご指摘のとおり、防災意識の向上と地域における防災体制を

今後も強化していくことが重要と捉えております。訓練の実施については、昨年度から地区

の公民館に出向き、自主防災組織を対象とした訓練を実施し、避難所開設やその運営、また

段ボールベッドの組立てなど、実践的な訓練を実施しております。今後も各地区に出向いて

訓練等を行い、防災意識の向上を図るとともに、地域防災力の強化に努めてまいります。 

  ２点目についてですが、消火器等の設置については、防火管理上、施設管理者等に課せら
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れる義務であることから、その経費を町が負担する考えはないところでありますが、火災予

防広報や屋外に設置しております消火栓など、消防水利の更新を順次図り、火災に即時対応

できる体制を引き続き整えてまいります。 

  ３点目についてですが、避難所のゾーニングを適切に行い、ご家族や要配慮者など、避難

した方の状況に応じた生活スペースの確保を図るとともに、パーティションの設置により、

プライバシーの確保と居住性を向上することとしております。 

  ペットの同行避難については、全国的にも課題として挙げられているところであり、他の

避難者への配慮が必要であることから、避難所施設外を基本としつつ、避難所の駐車場や別

施設等を活用したペット区画の設置を行うことや、避難所施設内においては努めて別室とす

ることなど、臨機応変な対応が必要と認識しております。 

  ４点目についてですが、現在アンテナ基地局の追加設置作業を継続して実施しており、今

年度においては現状24基の設置作業を進め、併せて自治公民館館内でインターネット接続が

可能な環境の整備を進めております。高速無線通信網の利用状況ですが、一部帯域を活用し

た民間事業の順次展開と行政活動における活用を一部始めております。 

  なお、民間開放により実施されているＷi―Ｆi事業等におきましては、事業者の協力によ

り、災害時における通信手段として無料で使えるフリーＷi―Ｆiの環境を提供する予定とし

ております。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇議長（藤原由巳議員） 再質問ありますか。 

  赤丸秀雄議員。 

〇９番（赤丸秀雄議員） 再質問の前に、大変有意義であった防災士研修について少々述べさ

せていただきます。 

  まず、特にこの研修で印象にあったのが、自助、共助、協働の原則であります。皆様もご

存じのとおり、自助、自分の命は自分で守ることです。共助、地域、職場で助け合い、被害

拡大を防ぐことであります。協働、市民、企業、自治体、防災機関等が協力し合って活動す

ることであります。研修の中で、この言葉を強く再認識できました。また、防災士研修対象

者に、役場防災室担当者のきめ細かなサポート体制がありました。祝日や夜の時間帯にもか

かわらず、学習補完と救急救命訓練、また研修当日は、土日の２日間でありましたが、会場

での一日中の対応やサポート、すばらしい対応でありました。その人に尽くすという精神が

防災に非常に役立つことと感じました。そのかいあって、今回当町からの受講者21人全員合
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格につながったと思い、感謝いたしております。 

  そこで再質問ですが、防災士の研修費は、１人当たりどの程度の経費であり、矢巾町安全

・安心の日を制定している当町は、これからも自分の命は自ら守り、地域は自分たちで守る

認識から、防災士研修とか、防災講習について、町はどのような方針であるのか伺います。 

〇議長（藤原由巳議員） 藤原総務課長。 

〇総務課長兼防災安全室長（藤原道明君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

  まず、直接的な経費という面で防災士養成講座にかかっている経費ですが、今回の場合は

受講者１名につき４万6,150円でございます。これは、県が主催してやっていて、まとめた

人数で県立大学を使ってやっているということから、言わば団体割引になっているものでご

ざいまして、本来１人単位で出せば６万1,900円です。今回は、そこが４万6,150円となりま

して、その費用負担の内訳なのですが、県が主催者としてこの養成を進めるという観点から、

２分の１を県が負担するということで、町の負担はその半分ということで２万3,075円とな

ってございます。 

  今後なのですが、県はまだまだこれを続けると、そういった情報が来ていましたので、何

年間かは恐らくこういった経費ぐらいで受けられるのかなと思われます。町としての今後の

考え方ですけれども、以前も行政区に２人ずつ防災士を養成したいというふうに答弁させて

いただきましたが、基本的にはその方針に変わりはございません。令和３年度、先日の分ま

でで31行政区が２人以上になったという状況でございますので、残り10行政区についても引

き続き防災士養成を、２人以上になるように進めてまいりたいと思っておりますし、加えて、

役場職員も受けたほうがよいというのは、私も実感しましたので、そういった方向でも考え

ております。そちらについては、町職員は仕事として避難所開設等とかに実際に携わること

になりますので、職場としてその経費を負担するという考え方の中で進めようと思っている

ところでございます。ですので、ここあと何年間かは同様に継続して進めたいと思っている

ところです。 

  以上です。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  赤丸秀雄議員。 

〇９番（赤丸秀雄議員） 県の補助があるにせよ、結構な経費もかかっていますし、課題提出

が、私の場合、毎日５時間やって４日間かかったという形で、補完まで入れると１週間丸々

研修にかかったという状況でありましたので、今述べていただいた課長と一緒に何とか合格
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できたのかなと思っております。 

  ちょっと時間もあれなので、はしょって、あと２つだけ質問させてください。１つは、矢

巾町の災害で私が危惧していることは、北上川の洪水で堤防を水が越えることが想定されて

おります。以前にもこのことについては質問しましたが、土橋地区の一部未整備の堤防構築

は現在どのような状況であるのか。昔は建設省、今国土交通省にどこまでお話ししているの

か、その辺の、一言でよろしいので、よろしくお願いします。 

〇議長（藤原由巳議員） 佐々木道路住宅課長。 

〇道路住宅課長兼まちづくり推進室長（佐々木芳満君） 紫波町との境の土橋地区の北上川に

かかる堤防について、約500メートルほどまだ無築堤のところがあります。これにつきまし

ては、国土交通省に要望あるいは各種団体への要望の際にも、毎回提出させていただいてい

るところです。具体的には、いつ頃とか、その回答はいただいておりませんが、北上川の整

備計画の中にまず盛り込んでいただいて、それから整備を行っていただくというような順番

になろうかと思いますが、その辺粘り強く国土交通省あるいは各関係団体のほうに要望して

いるところですし、これからも要望していきたいと思っております。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問。 

  赤丸秀雄議員。 

〇９番（赤丸秀雄議員） 大きな災害というと、あそこぐらいかなと私は今の時点では踏まえ

ていますので、ぜひ粘り強くよろしくお願いします。 

  最後の質問になろうかと思います。災害発生時に安否確認や避難支援を優先するか、個人

情報を守るかと、選択がいつも災害時に問題化しております。先日大阪府では、各市町村と

協議して、命を守ることを優先に個人情報保護を解除すると方針づけました。そのことを聞

きますが、当町は、ケース・バイ・ケースと多分答弁されそうですが、緊急時の判断ですの

で、どのようなスタンスで臨む姿勢であるか、町長に伺って最後の質問とします。 

〇議長（藤原由巳議員） 高橋町長。 

〇町長（高橋昌造君） お答えをいたします。 

  先ほどから自助、共助、公助のお話があったのですが、私らは公の立場に立ったときに、

やっぱり最後は公助なのです。これにしっかり取り組んでいかなければならない。そのとき、

やっぱり災害時に、人命を救助、そして守るのが私らの役割なのです。だから、いつも個人

情報と、どちらを優先するかということですが、人命優先を考えたときは、もう私からお答

えするまでもなく、そういう対応をさせていただくということで、あまりにも今個人情報、
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プライバシーの保護、しかし、されど災害時には、そのことはもう非常時でございますので、

非常時の対応にしっかり対応して、セーフティーネットの構築を図っていきたいと、こう考

えております。ひとつご理解をいただきたいと思います。 

〇議長（藤原由巳議員） 福祉課長、要援護者のことについて何か補足はありますか。 

  藤原総務課長、そういったプライバシーの問題。 

〇総務課長兼防災安全室長（藤原道明君） 町長の決意としては、申し述べたとおりだと思い

ますけれども、法律的な部分とかということもありますので、違法行為にならないようにす

るためにはどうしたらいいのかというふうな発想でも考えなければいけないと思っており

まして、そのためには、やはり基本的にはご本人方から、いざというときは出していいよと

いう、お一人お一人からの了解があればいい。それは、そのときに聞いているわけにはいか

ないので、やはりリスト化する段階で、本当にいざというときにはそういうふうにさせてい

ただきますけれども、いいですよねということを確認するというふうな過程を経て、何とか

違法にならないような形で整えていきたいと思っておりますが、正直申しますとそう簡単で

もないので、そこは今後段階的に何とかしていきたいと思います。 

  ただ、そう言っている間に何か起きたときには、当然腹をくくってやるしかないと思って

おります。 

              （何事か声あり） 

〇総務課長兼防災安全室長（藤原道明君） そのとおりで、いざというときは腹をくくってや

る。法律は法律というふうになると考えております。 

  以上です。 

〇議長（藤原由巳議員） よろしいですね。 

              （「はい」の声あり） 

〇議長（藤原由巳議員） それでは、以上で９番、赤丸秀雄議員の質問を終わります。ご苦労

さまでした。 

  それでは次に、１番、藤原信悦議員。 

  １問目の質問を許します。 

              （１番 藤原信悦議員 登壇） 

〇１番（藤原信悦議員） 議席番号、１番、町民の会、藤原信悦でございます。 

  １問目は、人生会議の取組についてです。人生会議とは、厚生労働省が、それまでの人生

の最終段階における医療の決定プロセスに関するガイドラインを見直し、高齢多死社会の進
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行に伴う地域包括ケアシステムの構築に対応するものとして、新たに策定した施策の愛称で

ございます。 

  この経緯は、平成18年にありました病院での医療事故というか、まだ生きていらっしゃる

方の人工呼吸器を外したという例の一件、この病院が基になってできたガイドラインでござ

いまして、このガイドラインは平成19年に作成されて、平成27年に名称を変えております。

その施策の中で特に言えるのは、医療からケアという部分についての部分が加味されており

ます。平成30年に新たにできたガイドラインの名称は、人生の最終段階における医療・ケア

の決定プロセスに関するガイドラインになっていまして、施策の愛称です。アドバンス・ケ

ア・プランニングと海外では呼ばれているところでございます。 

  具体的には、人生最終段階の医療・ケアについて、本人が家族等や介護従事者を含めた医

療・ケアチームと事前に繰り返し話し合い、共有する取組です。ポイントは、本人の意思は

変わってまいりますので、本人の意思が変わる都度、何度でも話し合うということです。ま

た、この会議は、年齢は関係ありません。命の危険は、突然やってくるからです。人生会議

の普及啓発に当たって、国は地方自治体の役割として、啓発用リーフレットの配布と住民向

けのセミナーの開催を定めています。しかし、具体的にどのような方法、内容でやればいい

のかについては、具体的には示されておりません。 

  今回添付いたしましたリーフレット、これはその流れなんかを書いているのですけれども、

ちょっと見てみますと、このリーフレットの上のところに「人生の終わりまで、あなたは、

どのように、過ごしたいですか？」というのが最終時のことを言っているわけです。そして、

約７割の方は、倒れたときにはもう自分で決めることができないと。残った遺族は何も聞い

ていなかったと後悔することのないようにしようというのが、このアドバンス・ケア・プラ

ンニングの意味でございます。 

  国は、医療機関等で医師を集めた多職種チームを対象に、2014年以降、何回か繰り返して

研修はやったようです。それから、本人や家族、住民への普及啓発については、2017年に市

民講座で人を集めて何かやったようですけれども、それ以降の流れについては確認できませ

んでした。どうやったらいいのだという話になりますと、何かの例を取らなければならない

ということで、ここに書きましたとおり、具体的な事例として、紫波町の一般社団法人みん

なの健康らぼがカードを使って、やっぱりこういうなかなか難しい案件でございますので、

さしこまってはなかなか話しにくい部分があるので、カードを使ったゲーム方式で人生会議

を進めておるようでございます。この法人のシニア・フェローの杉山賢明さんは、あちこち
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でいろいろな活動をされているようでございます。 

  人生会議についての町の取組を以下のように伺います。 

  １つ目、人生会議の普及啓発について、町はこれまでどのような取組をなされてきたのか。 

  ２つ目、みんなの健康らぼのホームページには、ケアセンター南昌で介護職員を対象に、

このカードを使った人生会議の進め方の研修をしたとの掲載がありました。いろんな事例を

参考に、住民向けのセミナーやコミュニティ活動での取組を進められてはどうか、この点に

ついて伺います。 

〇議長（藤原由巳議員） 高橋町長。 

              （町長 高橋昌造君 登壇） 

〇町長（高橋昌造君） １番、藤原信悦議員の人生会議の取組についてのご質問にお答えをい

たします。 

  １点目及び２点目についてですが、人生会議の普及啓発につきましては、紫波町と本町が

共同設置しております紫波郡地域包括ケア推進支援センターが主体となり、医療機関職員や

介護従事者、行政職員を対象としたアドバンス・ケア・プランニング研修を実施しておりま

す。昨年度は、９月にケアセンター南昌において開催し、今年度は10月に開催を予定してお

りましたが、新型コロナウイルス感染症感染防止のために延期として、年明けの開催に向け

て検討を進めております。 

  町民の皆様への周知啓発につきましては、ケアマネジャーを通じて県が県医師会に委託し、

作成いたしました「わたしの生きるノート」を介護サービス利用者に周知しております。今

後は、町民向けのセミナーなどの取組も有効でありますことから、医療や介護の職員向けと

併せて、えんじょいセンターなどでの活動を通じて、町民の皆様への普及啓発を図ってまい

ります。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇議長（藤原由巳議員） 再質問ありますか。 

  藤原信悦議員。 

〇１番（藤原信悦議員） 人生会議の件ですけれども、当然本人と、これは家族がどちらかと

いうと主体になり、それに医療関係者、介護の方々がくっつくような格好になると私は認識

しております。町は、医療関係機関の方々とか、介護ケアで働く方々にはしていますけれど

も、これから町民の方々にやると。その町民のグループ、本人と家族等と医療機関との接点

をどこかで取らないと、全体が回らないような気がするのです。その点について、どのよう
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にお考えかお尋ねいたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 村松健康長寿課長。 

〇健康長寿課長（村松 徹君） お答えいたします。 

  アドバンス・ケア・プランニングと利用者との接点につきましては、介護事業所あるいは

ケアマネジャーを通じてということで、そこの部分では対応は可能であるし、今も運用はな

されていると思いますし、そもそもこのアドバンス・ケア・プランニングについては、ター

ミナルケアというか、末期がん患者さんの最後のみとりの部分でスタートしている部分もご

ざいますので、そういう部分で医療的な部分は、実際岩手県の取組状況として、わたしの生

きるノートの作成は県から県医師会に委託して作成して、それが郡市医師会あるいは市町村

のほうに流れてきているような状況ですので、そういった部分で、今々最後の人生における

選択の判断という部分ではつながっているかとは思いますけれども、要はふだん元気なうち

から、そういう自分の人生の今後について、やはりどのように意思決定をしていくか。誰し

も元気なうちはあまり考えたくないし、そういう部分ではなかなか取り組みづらい部分はあ

ろうかと思いますけれども、町長答弁でもありましたように、えんじょいセンターでの活動

もありますし、あと地区でエン（縁）ジョイ活動、いわゆる元気な高齢者の方から子どもま

でということで、そういう中でもこういうアドバンス・ケア・プランニング、地域のほうに

考えいただくようなきっかけを町として取り組んでまいりたいというふうに考えておりま

す。 

  以上、お答えといたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問。 

  藤原信悦議員。 

〇１番（藤原信悦議員） なかなか話しづらい部分なのですけれども、やはり私も父親をがん

で亡くして、膵臓に移転して医者に１年と言われまして、それをおやじと私がお医者さんか

ら聞いて、さあどうするかということで、おやじは、父親は身辺整理を当然始めますし、俺

が死んだらこうしてくれと言ってくれたので、私はおやじを、父親を後悔なく送れた経験が

あるので、こういうことはあまり考えたくないことではあるけれども、やっぱりお互いに考

えておかなければいけないなということで、今回取り上げたわけです。 

  ２つ目の質問になりますけれども、住民への周知について、研修もありますけれども、こ

のようなリーフレットはいろんなところに置けるわけです。これ下の１階のところにあるか

なと思ってのぞいてみたのですけれども、ございませんでした。病院とか、こういう公共施
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設のどこかにこういうものを置いて、面と向かっては言えなくても、ああ、こういうのもあ

るなということを周知徹底されたほうが、もっと人生会議がうまく回るのではないかと思っ

ていますけれども、ご意見を伺います。 

〇議長（藤原由巳議員） 村松健康長寿課長。 

〇健康長寿課長（村松 徹君） お答えいたします。 

  わたしの生きるノートにつきましては、当事者、ご本人さん向けのものと、あとは医療関

係者あるいはケアマネジャー等支援者向けのと２種類あるのですが、通常であればこういう

啓発用パンフレットというのは、国なり県から市町村に大量に送られてきて、いわゆる窓口

とか、様々なところでご紹介できるのですが、なぜかこれは岩手県医師会のホームページか

らダウンロードしないとできないような、だからといって置かなくていいということではな

いのですけれども、やはりこれを町民の皆さんに対して、まず印刷は幾らでも私どものほう

でできますので、それをどのような形で、お手に取っていただいたときに、やっぱり町民の

方に対して、改めてアドバンス・ケア・プランニングというか、人生会議について、やっぱ

り自分自身のこと、我が事として捉えていただくために、どういうお伝え方をしたらいいか、

ちょっと工夫しながら、いずれこのままダウンロードだけということではなくて、ちゃんと

分かりやすく周知してまいりたいと思います。 

  以上、お答えといたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 高橋町長。 

〇町長（高橋昌造君） お答えいたしますが、藤原信悦議員、恥ずかしい話ですが、この人生

会議については、私も勉強不足でした。実は、これは大事なことなのです、いろいろ調べて

みたら。それで、まさに時宜を得たご質問で、11月30日、いい看取りの日、みとられる日だ

と。そして、これから人生100年時代です。今日、答弁これは担当課があれしたので、いわ

ゆるケアマネジメントだけのときではなく、やはりもう人生100年時代の中で、高齢者にな

ったら、このことはしっかり考えていかなければならないということを勉強させていただき

ました。それで、まず今大家族、昔であったら大家族だったから、亡くなっても、後のこと

も誰かが考えてやってくれた。今核家族、高齢者２人世帯、もしあれであれば単身世帯です。

そのときに、自分が医療をどうするかとか、介護をどうするかとか、やはりそういうことは

きちんと決めておかなければならないと。 

  そこで、いろんな取組、だから厚生労働省のホームページからダウンロードしてみたので

すが、ここのことが大事なのです。まず、私にとってあれなのは、あなたが信頼できる人は
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誰ですかと。一応家内です。その信頼できる人や医療・ケアチームと話合いをしましたかと。

今人生相談なんか、私も毎日新聞を見ているのですが、身につまされるようなことがいっぱ

いあるわけです。こういうことなのです、まさに。そして最後に、この話合いの結果を大切

な人たちに伝えて共有しておるのかと。だから、これからこのことについては、例えば老人

クラブであれ、高齢者の何か集まりがあるときに、この人生ノート、人生会議のことをどん

どんこれから発信してやっていかなければならない。 

  私は、今地域包括ケアシステムは、介護のことだけなのですが、生まれたときから亡くな

るまで、介護まで、やっぱりこういった人生会議、こういうことを一つ一つ丁寧にやってい

くことが大事だと。だから、今日のところは、これは高齢者の方々のことを言っているので

すが、生まれたときから亡くなるまでの人生会議と、これをしっかり共有した体制整備して

いくことが大事だなと、こう思っております。 

  そういったことで、今後このことについて情報発信して、そして共有して、そしてお一人

お一人が真剣に考えていく体制整備を考えていきたいと、こう思っております。本当にこの

ことについては、もう感謝の言葉しかありません。本当にありがとうございます。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。よろしいですか。 

              （「ありません」の声あり） 

〇議長（藤原由巳議員） それでは次に、２問目の質問を許します。 

  藤原信悦議員。 

〇１番（藤原信悦議員） ２問目は、産業振興についてでございます。 

  これまで産業振興について幾度か質問し、産学官と連携し、進めるとの回答はいただいて

おりましたけれども、その後具体的な施策、具体的には示されていないように思われます。

一方、長引くコロナ禍で企業の業績は低迷し、業績回復までにはこれまで以上に多くの問題

を解決しなければならないと思います。資金力もその一つとは思いますが、それ以前に事業

の再構築が間に合うかということが問題だと考えております。 

  なぜなら、これまでのやり方では時間がかかり過ぎて、回復以前に倒産に陥る可能性が高

いと思われるからです。今までにない経営能力や発想が求められます。具体的にどうすれば

いいのか悩まれている事業者さんも多いと思います。 

  そこで、一つの事例として、静岡県富士市に始まるビズモデルというのがございます。一

線を離れた敏腕とは書きましたけれども、一流の経営者を支援者とし、いろいろな助言、指

導をいただきながら業績改善を図るというもので、新聞でもこのことは紹介されております。
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近くでは、気仙沼市でも気仙沼ビズとして取り組んでいるそうでございます。 

  このモデルでの自治体の役割は、運営費の負担と支援者との契約です。事業主は、無料で

１回60分、何回でも相談できます。そして、その指導に行かれた方は、どういうレベルかと

いう問題は出てくるのですけれども、結果を出せない支援者は翌年契約打切りなそうです。

そういう厳しい、本当に真剣勝負なのですけれども、それだけ真剣でなければ、産業振興は

できないのが今の状況ではないかと思います。改めて産業振興に対するお考えを伺います。 

  １つ、産学官金での産業振興として、現在どのような取組がなされていますか。具体的な

成果は何かありますか。 

  ２つ目、産業振興がなかなか進まない本当の原因は何であるのか、またそれを解決するた

めに必要なことは何か。 

  ３つ目、今後ビズモデルのような民間の知見を活用する考えはあるのか。産学官もその一

つだとは思いますけれども、特定のそういう一流経営者ですとか、そういう方々を活用する

気はあるのかということをお尋ねいたします。 

〇議長（藤原由巳議員） その前に、今の地震の情報、どなたか入りましたか。 

  藤原総務課長。 

〇総務課長兼防災安全室長（藤原道明君） 地震の情報ですけれども、福島県沖マグニチュー

ド4.9、深さ50キロメートル、最大予想震度３というふうになってございます。まだ津波関

係の情報は流れてきておりません。 

〇議長（藤原由巳議員） ということで、では。 

  高橋町長。 

〇町長（高橋昌造君） 産業振興についてのご質問にお答えをいたします。 

  １点目についてですが、今年６月に矢巾町中小企業振興基本条例を制定し、来年度は中小

企業振興基本計画の策定を予定しており、矢巾町商工会等関係団体、経営者、金融機関及び

教育機関の委員で構成する円卓会議では、事業者の現状や課題を十分に把握するためのアン

ケート実施をはじめ、今後の展望を見据えた具体的な事業の取組について、現在協議を進め

ております。具体的な成果についても、短期的なものから長期的なものまで段階的に、この

円卓会議の中から生み出してまいりたいと考えております。 

  ２点目についてですが、産業振興における取組が行政主導で進む限り、事業者が主体とな

って取り組む意識が希薄になり、他人事、よそ事と捉えられてしまうことが産業振興が進ま

ない要因であると捉えております。その解決策として、産業振興への当事者意識の醸成を図
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るため、事業者が中心となって計画策定の段階から積極的に参画し、中心的な役割を担うこ

とが必要と考えております。円卓会議が中小企業振興の新たな地域プラットフォームとなり、

事業者の学びの場を開設し、地元の学生など広く町民の皆様を巻き込みながら、地域企業の

経営者と関わり、学び合い、地元の企業の振興に取り組んでまいります。 

  ３点目についてですが、今後はビズモデルのような民間の知見を最大限に生かせるよう、

ソーシャルビジネスや住民の視点を加えた勉強会の開催、事業者同士の情報交換やビジネス

マッチングもできる場を構築し、民間主体の導入事例や成功事例を共有できる仕組みづくり

に努めてまいります。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇議長（藤原由巳議員） 再質問はあろうかと思いますが、ここで時間が１時間以上経過いた

しましたので、暫時休憩といたします。 

  再開を４時40分とします。よろしくお願いします。 

              午後 ４時２８分 休憩 

              ――――――――――― 

              午後 ４時４０分 再開 

〇議長（藤原由巳議員） それでは、再開します。 

  休憩前に引き続き、藤原信悦議員の２問目の一般質問を続けます。 

  再質問ありますか。 

  藤原信悦議員。 

〇１番（藤原信悦議員） １問目の質問のところで、事業者の現状や課題を十分に把握するた

めにアンケート実施をはじめということでございますけれども、これらについては何か主立

った回答というのはあるのでしょうか。あと傾向的なものというのはあるのでしょうか、伺

います。 

〇議長（藤原由巳議員） 佐藤産業観光課長。 

〇産業観光課長（佐藤健一君） 今円卓会議のほうでは、内容の詰め方をしている最中でござ

いまして、アンケート実施につきましてはまだ具体的に、これから始めようとするところで

ありまして、まだその結果を集計しているところではございませんので、ご理解いただきた

いと思います。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  藤原信悦議員。 
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〇１番（藤原信悦議員） そうしますと、これは今年度中に大体終わられて、次年度の事業活

動の中に組み込むというふうに考えてよろしいのでしょうか。 

〇議長（藤原由巳議員） 佐藤産業観光課長。 

〇産業観光課長（佐藤健一君） 今円卓会議で話し合われている内容につきましては、中小企

業振興基本条例の次に計画を立てて、具体的な施策を組み立てて、予算等にも生かしていく

というようなタイムスケジュールになりますけれども、その主な部分については４年度中に

計画を策定することになってございます。ということですので、アンケートにつきましては、

できる限り令和３年度中、今年度中にアンケートを実施しまして、令和４年度の計画策定に

生かしていきたいというふうに考えてございます。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  藤原信悦議員。 

〇１番（藤原信悦議員） 質問の２つ目のところで、なかなか振興が進まない理由をお尋ねし

ましたところ、行政主導で進む限り、事業者が主体となって取り組む意識が希薄になり、他

人事と捉えられてしまうとありますけれども、これはなぜなのでしょうか。事業主さんも主

体者であろうし、それから町当局、円卓会議を進行している当局も対等の事業者で、担当者、

当事者であるだろうし、双方が当事者同士対等にお話をすれば、こういうことがないような

気がするのですけれども、その辺何か理由があるのでしょうか。 

〇議長（藤原由巳議員） 佐藤産業観光課長。 

〇産業観光課長（佐藤健一君） これは個人的な考えもあるのですけれども、こちらの地域性

というか、この辺の土壌というか、ほかの地域だと積極的に自ら産業振興というか、まちお

こしをしようというような人材が、いろいろなところで豊富に出てくるわけでございますけ

れども、矢巾町内につきましては、恵まれた地域ということもあるのでしょうけれども、そ

ういったなかなかぽっと出てきた人材、目を見張るような人材というのが生まれにくい土壌

にあるのかなということで、今までもそういったことから、町の側から、行政の側から仕掛

けてやってきた部分が多いかと思います。 

  ただ、そういった人材を発掘できない部分については、町の責任でもありますので、中に

はいろんな活動をして、例えば廣瀬愼さんのように南部鉄器のほうで全国はもとより世界的

に有名な方もいらっしゃいますけれども、そういった方の発掘をして広めると、それをサポ

ートしていくと、そういったことも必要なのかなというふうに思います。紫波町なんかでは、

よんりん舎とか、そういった形でまちおこしに関しまして積極的にやられている人材も豊富
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なわけでございますけれども、矢巾町に限っては、今考えているのは、地域おこし協力隊で

おりました藤岡裕子さん、彼女が今カダルというものを立ち上げまして、これからそういっ

たまちおこし、産業振興に関わる部分ですけれども、やろうとしておりましたので、そちら

を全面的にサポートしてやっていきたいなというふうに思ってございます。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  藤原信悦議員。 

〇１番（藤原信悦議員） なぜこのような質問をしたかというと、紫波町さんの事例が結構新

聞紙上をにぎわしておりまして、どうして紫波町だけそういう人材がいるのでしょうねと、

町名を出して大変失礼なのですけれども、矢巾町にだっていると私は思っているので、やは

り行政側のほうももう少し、１つずつでいいですから、そういうやり手というか、やる気の

ある人の人材の発掘も積極的に行ったらどうかと思いますけれども、その点伺います。 

〇議長（藤原由巳議員） 佐藤産業観光課長。 

〇産業観光課長（佐藤健一君） 全くそのとおりだと思っております。肝に銘じまして、そう

いった人材発掘に精進してまいりたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。よろしいですか。 

              （「ありません」の声あり） 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

     会議時間の延長 

〇議長（藤原由巳議員） それでは、ここで皆様方にあらかじめ申し上げておきます。 

  矢巾町議会会議規則第９条第１項の規定により、会議時間は午後５時までとなっておりま

すが、午後５時を過ぎることが予想されますので、同条第２項の規定により延長することを

あらかじめ宣告しておきます。 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

〇議長（藤原由巳議員） 次に、３問目の質問を許します。 

  藤原信悦議員。 

〇１番（藤原信悦議員） それでは、質問の３つ目でございます。ＩＣＴ教育の取組状況につ

いてということで、先ほど赤丸議員さんからもお話がありましたが、違った角度でちょっと

質問させてもらいたいと思います。 

  国のＧＩＧＡスクール構想に基づき、昨年度児童生徒１人に１台のタブレットとネットワ

ーク環境を学校に整備し、ＩＣＴ教育に向けた環境整備はできました。校務ネットワーク集
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約化、タブレット購入、Ｗi―Ｆi環境の整備で約２億円のお金を使っております。また、今

年度の予算を見ると、機種保守、ＩＣＴサポート業務料等で660万円ほどの予算を計上して

おります。今年度から具体的な取組が進められているわけですが、以下について伺います。 

  これは再確認でございます。１つ目、ＩＣＴ教育で町が目指す目標は何でございましょう

か。 

  そして、２つ目です。デジタルドリルやデジタル教科書を使う授業は、教科によって差が

あるのか。 

  ３つ目、デジタルデバイス、要するにデジタル機器と紙ベースの授業で、児童生徒の理解

度に違いはあるのか。 

  ４つ目、紙ベースと違い、タブレットの操作が未習熟で、授業が遅れるといった問題は発

生していないのか。 

  以上、４つについて伺います。よろしくお願いします。 

〇議長（藤原由巳議員） 和田教育長。 

              （教育長 和田 修君 登壇） 

〇教育長（和田 修君） ＩＣＴ教育の取組状況についてのご質問にお答えいたします。 

  １点目についてですが、日本が世界的に遅れている教育でのＩＣＴ利活用を図るためのＧ

ＩＧＡスクール構想を基に、本町においても、誰一人取り残すことなく、全児童生徒それぞ

れに個別最適化された学びを学校現場で持続的に実現することを目的とし、機器の操作、情

報の収集、整理、比較のほか、情報モラルやプログラミング的思考といった情報活用能力を

身につけさせることを目標に取り組んでおります。 

  ２点目についてですが、デジタルドリルの活用としては、いわゆる５教科の授業において、

学習の振り返りの際に使用しており、体育、音楽、家庭科の実技系教科の利用が少ない状況

となっております。デジタル教科書の導入は、国のモデル事業を活用し、小学校５、６年生

の算数及び中学校の数学で導入しており、図形やグラフの変化など、紙媒体の教科書でイメ

ージしづらいものを動的、視覚的に効果のある場面で主に活用しております。 

  ３点目についてですが、各教科や学習内容、児童生徒それぞれの状況に応じてデジタルデ

バイスでの学びが適している場面と紙ベースでの学びが適している場面がありますので、適

宜判断しながら使い分けております。数値的に集計しておりませんが、共同編集や情報共有

を瞬時に行うことができ、いろいろな情報や考え方に触れながら学ぶことで理解を深めるこ

とが可能となりますので、デジタルデバイスを用いることにより、学習の理解度は増してい
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るものと感じております。 

  ４点目についてですが、今年度から端末を活用した授業に取り組んでおり、教師及び児童

生徒が不慣れなところはありますが、授業が遅れているという問題は発生していないところ

であります。各学校においても、どのように活用していくのか、引き続き校内研修を行いな

がらブラッシュアップに努めてまいります。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇議長（藤原由巳議員） 再質問ありますか。 

  藤原信悦議員。 

〇１番（藤原信悦議員） １つ目の質問にあります目指す目標については、情報活用の能力を

身につけるということですけれども、これは具体的にどのような状態を指しているのかお伺

いします。 

〇議長（藤原由巳議員） 田中舘学校教育課長。 

〇学校教育課長（田中舘和昭君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

  まず、この端末をふだんの文房具に、これまでは鉛筆、消しゴム、ノートと同じように、

ふだん使いするようになるのが、もう最終形態かなと思っております。そこで、その中で、

ノートとかにはないものをやっぱり情報収集することができるのがこの端末だと思ってお

ります。今でも、例えば修学旅行前であれば、インターネットは全部見られるわけではあり

ませんが、インターネットで調べられる範囲で調べて、学習に役立てるとか、他の教科でも

行っておりますが、そういった意味で、この端末を使って子どもたちがふだんから様々な教

科に役立てるための情報収集ができるといったのは、まさにこのＧＩＧＡスクール構想が目

指しているものだと思っております。 

  以上、お答えといたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問。 

  藤原信悦議員。 

〇１番（藤原信悦議員） 今のお答えに対してですけれども、情報活用能力が学習の基盤とな

る資質・能力と位置づけられるというふうに学習指導要領には書いてありまして、そこには

３つの場面、そして10のその内容が記載されています。これを指導するようになっていると

いうことで理解してよろしいのでしょうか。 

  具体的に申しますと、場面としては一斉学習というのがあります。それから、個別学習、

共同学習があります。一斉学習というのが教員による教材を提示、電子黒板等を用いた分か
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りやすい課題の提示とかと、具体的にこういうふうにそれぞれ書いています。これらを取り

組まれているということと理解してよろしいのでしょうか。 

〇議長（藤原由巳議員） 田中舘学校教育課長。 

〇学校教育課長（田中舘和昭君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

  ただいま議員がおっしゃったとおりのものでございます。一斉あるいは共同とかについて

も、教員が教えるだけではなく、やはりこの機能があるのですけれども、一つの画面をほか

の児童生徒が同時に見るという機能もございますので、それを基に議論し合うということも、

今回この端末でできる大きな要素だと思っております。 

  以上、お答えといたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  藤原信悦議員。 

〇１番（藤原信悦議員） ３点目のお答えの中での件ですけれども、デジタルデバイスでの学

びが適している場面と紙ベースでの学びが適している場面がありますので、適宜判断しなが

ら使い分けておりますとなっていますけれども、これは誰かが判断して、あるいは個々の先

生方が判断されて使い分けているのか、教材は事前にあって。それとも、教育委員会さんの

ほうで、いろいろ出てきたものを、ではこれやってねという形でやられているのか、その辺

を教えてください。 

〇議長（藤原由巳議員） 田中舘学校教育課長。 

〇学校教育課長（田中舘和昭君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

  教育委員会のほうでこういうふうにしてくださいというのは特に示しておりませんので、

各学校、それから各教科の担当の先生が個々に工夫して行っているところでございます。こ

れは、一つの例としてなのですけれども、例えば円の面積を求める場合に円周率がございま

す。私たちのときは、たしか3.14というふうに習ったのですが、ではその3.14というのを出

すためには、何で3.14なのというのを考えるときに、私たちが小学生の頃ってそういうこと

はあまり考えなかったのですが、円を扇形にどんどん、どんどん細分化して、長方形に変化

していきますというのを画面で見せると。それによって元の面積は遠目には長方形になって

いくと、3.14倍なのだよというふうな形とか、そういったものをできるのが、やはり紙ベー

スではできない部分かなと思っております。 

  以上、お答えといたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 



  

－ 123 － 

  藤原信悦議員。 

〇１番（藤原信悦議員） ４つ目の質問で、未習熟で授業が遅れるといった問題はないかとい

う問いに対して、問題はないとの回答でした。どうしても、皆さんも多分人にパソコンを使

って教えるときに、変な話、キーボードの打ち方、立ち上げ方とかとやりながら、個々、個

人によって操作のレベルは違います。30人いると30通りの時間があるから、あらかじめそれ

は想定されて時間配分で教えているのか、それとも何か違う方法を使われて教えているのか。

意外と機械操作については、非常にばらつきが出ます。私も社内研修で平成元年あたりにば

んと機械持ち込んで、いろいろと勉強会をやったことがあるのですけれども、早い人は早い

し、遅い人は遅い。でも、全体に教えなければならないとなると、教えるほうは今度慌てる

という状態でしたので、そういうことが現場で起きていなければいいなということでご質問

でございます。 

〇議長（藤原由巳議員） 田中舘学校教育課長。 

〇学校教育課長（田中舘和昭君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

  やはり最初の頃は、小学校の低学年を中心に立ち上げるときは手間取った部分はあるかな

と思っていますが、最初から、まず立ち上げのときに、パスワードは個々の児童生徒ごとに

割り振ったのですけれども、特にも低学年はすぐにこのパスワードを打つということができ

ない可能性もあるということで、ＱＲコードでログインできるようにという配慮をして、各

学校のほうに通知したところでございますので、それらを活用して、立ち上げは比較的スム

ーズにやっているところでございます。 

  今だんだんとこれを使うことによって、むしろ子どもたちのほうが、どんどん、どんどん

使っていると、正直ある意味教員よりも使いこなしている子もいるのではないかなと思って

いるところでございます。 

  以上、お答えといたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  藤原信悦議員。 

〇１番（藤原信悦議員） そうであれば安心でございます。 

  最後に、ＩＣＴ教育と学力向上の関係についてちょっとお尋ねしたいのですけれども、９

月でしたか、せいわ病院の智田先生が来て、本を紹介しているやつ、私読んだのです。そう

したら、あまりのめり込み過ぎると、はっきり言ってばかになると書いているのです。とい

うのは、学習そのものは長期記憶をしなければならないということで、自分でやっぱりしっ
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かり覚えない限りは難しい。脳にただただ画面が出てきて、整理しないままに頭に入れよう

とするけれども、入らないと、学習にならないという話がちょっとあったり、また上智大の

先生なんかは、やっぱり長い時間使用するのはちょっと弊害が出るよというお話も聞いてお

ります。その辺、使い方の時間とかについて、何か想定されているものはあるのでしょうか。 

〇議長（藤原由巳議員） 田中舘学校教育課長。 

〇学校教育課長（田中舘和昭君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

  やはりＧＩＧＡスクール構想で端末を導入するという当初から、全てが例えば端末に置き

換わるというふうには我々も想定しておりません。先ほども教育長答弁にもございましたけ

れども、やはり紙よりもいい部分は、この端末を使うというのが基本姿勢でございます。そ

の中で、使用する時間の部分ですけれども、やはり視力の件もございますので、できるだけ

そこは例えば休憩を挟むようにとか、そういった部分は学校のほうにもお願いしているとこ

ろでございます。今後例えば持ち帰りで宿題もやるとなった場合は、その辺もトータルの時

間数というのを考えなければなりませんが、今ちょっとこちらで考えているのは、持ち帰っ

た場合も使用できる時間を設定することができますので、実際そうなったときは学校と協議

しながら、宿題としてもこの端末を使ってできる時間は何時までというふうなルール決めと

かをして使ってもらいたいなと思っているところでございます。 

  以上でございます。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。よろしいですか。 

              （「ありません」の声あり） 

〇議長（藤原由巳議員） それでは、以上で１番、藤原信悦議員の質問を終わります。ご苦労

さまでした。 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

〇議長（藤原由巳議員） 以上で本日の議事日程は全部終了しましたので、これにて散会いた

します。 

  なお、明日は引き続き一般質問を行いますので、午前10時に本議場にご参集願います。 

  今日は大変ご苦労さまでした。 

              午後 ５時００分 散会 
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 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

              午前１０時００分 開議 

〇議長（藤原由巳議員） ただいまの出席議員は17名であります。定足数に達しておりますの

で、会議は成立しました。 

  なお、16番、廣田光男議員は、都合により欠席する旨の通告がありました。 

  直ちに本日の会議を開きます。 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

     議事日程の報告 

〇議長（藤原由巳議員） 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。 

  これより本日の議事日程に入ります。 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

     日程第１ 一般質問 

〇議長（藤原由巳議員） 日程第１、一般質問を行います。 

  質問の通告がありますので、順次質問を許します。 

  最初に、３番、小笠原佳子議員。 

  １問目の質問を許します。 

              （３番 小笠原佳子議員 登壇） 

〇３番（小笠原佳子議員） ３番、公明党、小笠原佳子でございます。子宮頸がん予防ワクチ

ンの積極的勧奨再開について質問いたします。 

  子宮頸がんの原因であるヒトパピローマウイルス、ＨＰＶの感染を防ぐＨＰＶワクチンは、

2013年に定期接種になり、小学６年生から高校１年生相当の女子は、接種を希望すれば、無

料で接種が可能となっております。一方で2013年６月より、国は、接種後に体の痛みなどを

訴える声が相次いだことにより、積極的勧奨を差し控えるとしたため、多くの自治体が対象

者への通知をやめてしまいました。７割近くあった接種率が１％未満にまで激減しておりま

した。本年10月１日に開催された厚生労働省の専門部会では、ＨＰＶワクチンの安全性や効

果などを検討し、勧奨を妨げる要素はないと結論づけ、積極的勧奨の再開を了承いたしまし

た。このことから、以下お伺いいたします。 

  ①、積極的勧奨が再開され、本町での情報提供の方法について、どのような周知を予定し

ているのでしょうか。周知対象、周知方法についてお伺いいたします。 

  ②、キャッチアップ制度が導入された場合の本町での情報提供の方法について、どのよう
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な周知を予定しているか。周知対象、周知方法についてお伺いいたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 高橋町長。 

              （町長 高橋昌造君 登壇） 

〇町長（高橋昌造君） ３番、小笠原佳子議員の子宮頸がん予防ワクチンの積極的勧奨再開に

ついてのご質問にお答えをいたします。 

  １点目についてですが、積極的勧奨の再開の時期については、現在審議中であり、情報提

供のためのリーフレットの改訂も行われている状況でありますことから、国の動向により、

勧奨の再開を視野に入れて準備を進めてまいります。 

  積極的勧奨が再開された際には、標準的な接種期間であります中学１年生のほか、中学２

年生から高校１年生までの定期接種対象者への個別通知を行い、必要な情報提供を行うとと

もに、接種に向けた相談に応じてまいります。 

  ２点目についてですが、積極的勧奨の差し控えの間に、接種機会を逃された方々を対象と

したキャッチアップ接種について実施する方向性は決まったものの、対象者、実施時期及び

周知方法などは、現在審議継続中でありますことから、国の動向を注視し、実施する際には

対象となる方に個別通知を行い、必要な情報提供を行うとともに、接種に向けた相談に応じ

てまいります。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇議長（藤原由巳議員） 再質問ありますか。 

  小笠原佳子議員。 

〇３番（小笠原佳子議員） それでは、私は、子宮頸がん予防ワクチンについては今回３回目

の質問になりますが、ＨＰＶワクチンの積極的勧奨が再開され、この制度の趣旨を踏まえ、

これまで個別通知をしていた世代も含めた全ての定期接種対象者に対し、国の方針が変わっ

たこと、及び積極的に接種をお勧めする旨の分かりやすい訂正案内を速やかに個別通知でお

届けするべきと考えております。ワクチンの認知度も接種率も非常に低い状態が続いており

ます。一度接種率が下がってしまうと、ワクチンの信頼回復や接種率の向上には、丁寧な周

知と説明が必要となります。命に関わるがんを予防できるワクチンです。しっかり接種期間

内に接種いただけるよう丁寧な周知と町民の疑問等に寄り添った対応を要望いたします。お

考えをお伺いいたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 村松健康長寿課長。 

〇健康長寿課長（村松 徹君） お答えいたします。 



  

－ 129 － 

  まさしく小笠原議員が今おっしゃったとおり、１回中断したものを改めてまた必要性をお

伝えするというのは、非常な説得力のある、しかも分かりやすく、不安も解消できるような、

そのような寄り添いの対応が必要だと思っていますので、いずれ通り一辺倒の周知というこ

とではなくて、きめ細かく丁寧に、医療機関に対しても、そこら辺の協力要請もお願いしな

ければなりませんし、いずれそういうしっかりした対応を行ってまいりたいと思いますので、

また助言のほうもいただければと思います。ありがとうございます。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  小笠原佳子議員。 

〇３番（小笠原佳子議員） それでは、このことについてですが、2013年の６月以降、積極的

勧奨の差し控えにより、多くの対象者が必要な情報を得ることもできずに、接種機会を逃し

てまいりました。昨年10月、大阪大学の研究チームが発表しました積極的勧奨差し控えによ

る影響に関する推計によりますと、2000年から2003年生まれの女子のほとんどが接種しない

まま定期接種対象年齢を超えており、これらの世代がこのまま接種機会を失ったままでは、

子宮頸がんの患者は、約１万7,000人、死亡者は約4,000人増加するということが示唆されて

おります。積極的勧奨差し控えによって、勧奨を受けられず、十分な接種機会が与えられな

かった世代は、何の過失もないのに不利益を被ることになっております。その責任の一端は、

情報提供を実施してこなかった市町村にも当然あると考えております。このことについてお

考えをお伺いいたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 村松健康長寿課長。 

〇健康長寿課長（村松 徹君） お答えいたします。 

  いずれにせよ接種機会が失われた皆様、各年代の方々に対する丁寧な説明と対応を行って

まいりたいと思います。 

  以上、お答えといたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  小笠原佳子議員。 

〇３番（小笠原佳子議員） 今の時点では、ほぼタイム的なこと、この時期にこのことをとか

というようなことが全く分からないのでしょうか。 

〇議長（藤原由巳議員） 村松健康長寿課長。 

〇健康長寿課長（村松 徹君） お答えいたします。 

  国のほうでは、いずれ令和４年４月以降ということで、詳細については、決定後示すとい
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うことですので、いずれそういった、コロナもそうですけれども、めまぐるしくそういった

通知がなされることと思いますので、適切に遺漏なく対応してまいりたいと思います。 

  以上、お答えといたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問。 

  小笠原佳子議員。 

〇３番（小笠原佳子議員） それでは、そういう個別通知をしなかった市町村の責任というこ

とで町長からもお話を伺いたいと思います。 

〇議長（藤原由巳議員） 高橋町長。 

〇町長（高橋昌造君） お答えをさせていただきますが、今村松課長のほう、先ほどのご質問

の中にも厚生労働省の専門部会では、もうオーケーを出されたわけです。ただ、その上にこ

の審議会もあるわけでございます。そういったことで、専門部会の意向、これはもう変わる

ことがないわけですので、そういったことをしっかり受け止めながら、準備を進めていきた

いと。 

  それから、私、町長の責任はと。予防接種は、予防接種法という法律に基づいて進められ

ておるわけでございます。そこには、いろいろな接種の方法があるのですけれども、今予防

接種で私、町長の責任において、一番問題になるのは、予防接種事故です。予防接種をした

後の、こういった補償とか何か、そのためにもいろいろ委員会とか、今回のコロナ禍の中で

のワクチン接種でもそうなのですが、ただ実施しなかったことによって、私の責任を問われ

るということは、まずないと思うのですが、ただその中で、国で決められた、厚生労働省で

決められたことは、速やかに対象者の方々に通知をして、そしていつでも、いわゆる接種で

きるような体制、特にも子宮頸がんというのは、今もうマスコミでも報道されておりまして、

女性の方々にとっては、やはり本当に大変なことなわけでございます。そういったことで町

としては、今後もそういう情報をしっかり踏まえながら対応してまいりたいということで、

私の責任ということになると、ちょっとあれなのですが、ここでは国の動向を見極めながら

対応していくということでご理解をいただきたいと思います。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。よろしいですか。 

              （「ありません」の声あり） 

〇議長（藤原由巳議員） それでは次に、２問目の質問を許します。 

  小笠原佳子議員。 

〇３番（小笠原佳子議員） それでは、質問２番目は、子育て支援についてお伺いいたします。 
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  子育ての中で抱えている悩みは、個々の置かれた立場で様々でございます。少子化や核家

族化、また地域における人とのつながりが希薄化する中で、頑張るお母さんをフォローする

仕組みを構築する必要性を強く感じるところであります。子育て支援施策について、以下お

伺いいたします。 

  ①、産後ケア事業は、厚生労働省のガイドラインでは、出産後１年以内の母親及び乳児に

対し、心身のケアや育児のサポートなど、産後も安心して子育てができる支援体制を確保す

る取組として実施するものであります。実施類型としては、短期入所の宿泊型、通所のデイ

サービス型、居宅訪問のアウトリーチ型があり、市町村に実施の努力義務が規定されており

ます。当町での状況についてお伺いいたします。 

  ②、民間企業の手本となるよう、まずは矢巾町の男性職員が育児休暇を取得しやすい職場

環境づくりを進める必要があると考えております。当町の男性職員の育児休業の取得目標に

ついてお伺いいたします。 

  あわせて、当町の女性職員の育児休業の取得率の現状と育児休業取得時のキャリアロス対

策の現状についてもお伺いいたします。 

  ③、祖父母手帳の発行について、近年共働き世代が増加し、特に30代、40代では、５割以

上を占めております。子育て世代にとって身近で頼りになるのが祖父母です。しかし、育児

の方法や考え方が時代とともに変化する中、孫を預かる祖父、祖母も戸惑う場面も多くある

とお聞きしております。子育て情報を共有し、育児の世代間ギャップを埋めることで良好な

関係が築かれるものと思います。その有効なツールとして、祖父母手帳を提案させていただ

きます。孫育てを応援する祖父母手帳の発行についてお伺いいたします。 

  ④、特定妊婦について、３月14日付の岩手日報に、厚生労働省の調査によると、特定妊婦

の件数が、制度が始まった平成21年度から現在までの10年間で７倍の7,233人に増加したと

報道されておりました。特定妊婦とは、児童福祉法において、出産後の養育について、出産

前に支援を行うことが特に必要と認められる妊婦と定義されております。近年虐待などで、

生まれたばかりの新生児が死亡するケースが相次ぎ、それまでは行政介入の対象外とされて

いた妊婦への支援が改正児童福祉法に定められました。リスクを抱えている妊婦を把握する

ために、産婦人科医との連携など把握についての当町の現状と養育支援訪問事業との連携は、

どのような体制になっているのか。また、課題と今後の取組についてお伺いいたします。 

  ⑤、多胎の妊娠や出産は、単胎の妊娠に比べ、普通の生活でも個人差はありますが、妊娠

高血圧症候群や早産が起こるリスクが高いため、かなり負担が大きいと考えます。多胎妊産
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婦の支援の取組と課題についてお伺いいたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 高橋町長。 

〇町長（高橋昌造君） 子育て支援についてのご質問にお答えをいたします。 

  １点目についてですが、本町の産後ケア事業は、赤ちゃん相談という名称で実施しており、

通所のデイサービス型と居宅訪問のアウトリーチ型を併用しております。また、新たな事業

として、町内のホテルを活用した通所のデイサービスとヘルパーが居宅訪問して家事支援を

行うアウトリーチ型に取り組むこととしており、実施に向け、委託事業者との調整を行うと

ともに、妊産婦への周知等を行ってまいります。 

  ２点目についてですが、本町の男性職員の育児休業の取得目標は、特定事業主行動計画に

おいて、育児休業が取得可能となった職員のうち、実際に取得した職員の割合が示す取得率

としており、目標を10％としております。これまで取得実績はございませんでしたが、今年

度本町で初めて男性職員が育児休業を取得しており、11月末現在における取得率は50％とな

っております。 

  女性職員の育児休業の取得率については、昨年度実績、今年度は11月末現在において、い

ずれも100％となっております。また、育児休業取得時のキャリアロス対策の現状につきま

しては、育児休業を取得していない職員と同様に昇格等の人事を行っており、育児休業後も

平等に研修を受ける機会を確保するため、今年度育児休業取得後である職員１名を外部へ派

遣しております。 

  ５点目についてですが、本町の多胎妊産婦は、例年５組以下の届出となっており、母子健

康手帳交付時に、妊婦の健康状態や産後の育児支援の状況を確認するとともに、多胎に関わ

る身体的負担等や母性健康管理指導事項連絡カードの使用について説明をしております。ま

た、妊婦健診の状況を確認するとともに、体調の相談等に応じております。 

  産後については、１点目と同様の支援となりますが、いずれも産後の母体と赤ちゃんの体

調等に配慮しながら、安心して子育てができるよう支援をしてまいります。 

  以上、私のほうからのお答えとさせていただきます。 

〇議長（藤原由巳議員） 和田教育長。 

              （教育長 和田 修君 登壇） 

〇教育長（和田 修君） 引き続き、子育て支援についてのご質問にお答えいたします。 

  ３点目についてですが、近年核家族化が進み、さらに共働き家庭が増加し、一番身近な祖

父母は、父母世代にとって子育ての心強い支援者でありますが、祖父母が育児をしていた頃
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に比べ、育児方法が大きく変化しております。祖父母手帳は、祖父母が現在の育児方法を学

び、父母との関係を円滑にするとともに、子育ての担い手となることが期待できることから、

有効なツール、方法でありますので、先進事例を調査、研究し、導入に向けて検討してまい

ります。 

  ４点目についてですが、母子手帳交付時に、妊婦の心身や生活状況、身近な支援者の有無

等の聞き取りを行い、特定妊婦の早期発見に努めております。特定妊婦の心配がある場合に

は、町要保護児童対策地域協議会において、チェックリストによる評価、分析を行い、関係

機関が連携し、妊娠期から出産、産後の養育に係る相談や養育支援訪問を行い、きめ細やか

な支援を行っております。また、産婦人科医療機関においても、妊婦健診でリスクを抱える

妊婦を把握した場合には、町へ情報提供をいただいております。引き続き、特定妊婦の早期

発見に努め、対象者に寄り添った支援に取り組んでまいります。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇議長（藤原由巳議員） 再質問ありますか。 

  小笠原佳子議員。 

〇３番（小笠原佳子議員） それでは、特定妊婦のことについてですけれども、妊婦健診でリ

スクを抱える妊婦を把握した場合には、医療機関から町へ情報提供をいただくとありますが、

また町要保護児童対策地域協議会、どのぐらいの方がいらっしゃるのかお聞きしたいと思い

ます。 

〇議長（藤原由巳議員） 田村子ども課長。 

〇子ども課長（田村昭弘君） 要保護地域、要対協ですけれども、今正確な数字を持ち合わせ

ていませんけれども、30機関、関係機関、30になります。昨日も村松信一議員の質問でお答

えしたわけですけれども、警察とか、あとは保育所等、小中学校、児童館とか、構成員にな

っております。 

  以上、お答えといたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問。 

  小笠原佳子議員。 

〇３番（小笠原佳子議員） すみません、機関のことは、昨日村松議員への答弁で聞いたので

すけれども、そういう対象になる方が何人ぐらい矢巾町でいらっしゃるのかということをお

聞きしたかったです。 

〇議長（藤原由巳議員） 田村子ども課長。 
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〇子ども課長（田村昭弘君） 失礼しました。ただいまのご質問にお答えさせていただきます。 

  過去５年間を申し上げますけれども、平成29年度５件、平成30年度９件、令和元年度17件、

令和２年度11件、今年度は11月末時点で７件というふうになっております。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  小笠原佳子議員。 

〇３番（小笠原佳子議員） 特定妊婦について、本当に７年の間で10倍になっているという記

事を見まして、どうなのかなと思ったのですけれども、産後ケア事業についてお伺いしたい

と思います。初めて出産した母親にとって、最も支援が必要な時期は、産科医療機関から家

庭に戻り、子育てに対する不安を感じる分娩後１か月から２か月だと言われております。そ

して、出産後の心身のストレスが高まる時期に周囲や行政が適切に関わることが重要であり、

支援によって産後鬱や新生児虐待の予防が可能となるとも言われております。 

  当町での赤ちゃん相談につきまして、デイサービス型の利用者数と居宅訪問のアウトリー

チ型の訪問人数と、どのような実施内容なのかをお聞かせください。 

〇議長（藤原由巳議員） 村松健康長寿課長。 

〇健康長寿課長（村松 徹君） お答えいたします。 

  まず、産後ケア事業の２つの新規事業についてのご質問でございましたけれども、デイサ

ービス…… 

              （「赤ちゃん相談」の声あり） 

〇健康長寿課長（村松 徹君） 赤ちゃん相談については、いずれ毎年出産される方が、今200を

切って180ぐらいなのですけれども、いずれそういった方々は、全てそういう健診とかもご

ざいますし、その中でも特にいろいろな産後鬱までいかなくても、様々な出産、育児の相談

がございますので、そういった方が約２割という状況でございまして、そちらに実際うちの

助産師が訪問しながら、様々な支援とかも行っておりますし、さらには新規事業としまして、

新たにヘルパー派遣ということで、これは12月から始めるという状況でございます。 

  以上、お答えといたします。 

〇議長（藤原由巳議員） それでは、他に再質問。 

  小笠原佳子議員。 

〇３番（小笠原佳子議員） では、新規事業はまた後で聞こうと思ったのですけれども、今村

松課長が赤ちゃん相談の中でおっしゃったのですけれども、昨日村松議員が４か月乳児の全
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戸訪問のことを聞かれたのですけれども、私は、この４か月乳児の全戸訪問で声をかけたお

母さん方がさわやかハウスに月２回赤ちゃんを連れて、いろんな催しに来てくださるところ

の子育て支援に行っているのですけれども、先日赤ちゃんがすごく重くて、お母さんが腱鞘

炎になってサポートされて、膝にも何か当てられて、すごくつらそうにして来られたお母さ

んがいらしていたら、帰り際に専門職の方がちょっと声をかけていたりとかして、すごくい

い取組だなということは、すごく思ったのですけれども、この４か月乳児の全戸訪問という

のは、全ての対象者に会えるものなのでしょうか、お聞きしたいと思います。 

〇議長（藤原由巳議員） 村松健康長寿課長。 

〇健康長寿課長（村松 徹君） お答えいたします。 

  うちの助産師が訪問を行っていますが、場合によっては、会えないご家庭も一部にござい

ますので、いずれそういった方々には、なぜお会いできないのか、そこら辺の理由も分析し

ながら、ややもすると何か重大なことに発展しかねないこともなきにしもあらずだと思いま

す。いずれそういう丁寧な対応を心がけておるところでございます。 

  以上、お答えといたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  小笠原佳子議員。 

〇３番（小笠原佳子議員） よろしくお願いいたします。 

  新たな事業として、先ほどちょっと課長が言いかけたのですけれども、今月の12月１日か

ら産後の家事支援事業は始まっていて、ああ、すごい、始まっているのだと、このことを質

問したいと思って調べたときに、ああ、すごいなと思ったのですけれども、産後家事支援事

業が始まっていて、あとホテルを活用した通所のデイサービス等については、どういう内容

で、またもう始まっているのか、そこら辺についてお聞きしたいと思います。 

〇議長（藤原由巳議員） 村松健康長寿課長。 

〇健康長寿課長（村松 徹君） お答えいたします。 

  新規事業２つの事業につきましては、まず今月からホームヘルパーの派遣ということで、

こちらについては、出産から１年未満の産婦または、その配偶者の方に対して、生後１年未

満の乳児を養育して、家事支援を行う内容でございまして、お一人、いずれ１年間という期

間の中で、最大10回までということで、１回当たり２時間以内ということで、様々な家事支

援を行うものでございまして、こちらについては、利用料が、個人負担が１時間500円、あ

とは町のほうで１時間当たり3,000円の委託料を支払うという内容になってございます。 
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  ホテルを活用したレスパイトケア的な事業でございますが、こちらは今作業をしていまし

て、何とか早めに実施したいというふうに考えておりますが、年明けに実施できるように、

今準備を進めておるところでございます。こちらは、ホテルを２室借り上げて、１部屋でお

母さんが、産婦さんがまず休んでいただきながら、お隣の部屋でうちのスタッフが赤ちゃん

を預かるという、そして預かっている間休んでいただくというような事業を想定しておりま

す。 

  以上、お答えといたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  小笠原佳子議員。 

〇３番（小笠原佳子議員） ホテルを利用する通所のデイサービスについても早期の新設を希

望いたしますが、宿泊型のショートステイということもございまして、多分産院等での利用

になるのではないかと思うのですが、このことについてのお考えをお伺いします。 

〇議長（藤原由巳議員） 村松健康長寿課長。 

〇健康長寿課長（村松 徹君） お答えいたします。 

  行く行くは、そういう専門の施設にお願いしてショートステイということも発展した形の

中では考えられるかと思います。まずは、町といたしましては、新規事業のホームヘルパー

派遣とデイサービス型のホテルでの産後ケア、この２つに心血を注いで取り組ませていただ

いて、その後のやはりそういうニーズとかもあろうかと思いますので、今後検討してまいり

たいというふうに考えております。 

  以上、お答えといたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問。 

  小笠原佳子議員。 

〇３番（小笠原佳子議員） それでは、前に谷上議員よりも矢巾町の国民保養センター利用に

ついての要望を議会でありましたが、本当に１歳未満児のお母さんたちが集まったところで、

時間があって、赤ちゃんと離れてご自分で何をしたいですかというようなことを聞いたとき、

10人ぐらいいらしたお母さんのうち８人ぐらいがゆっくり温泉に入りたいと、ほぼ全員がそ

ういう話をされたのです。私もそんなに温泉っていいのかなと思ったのですけれども、その

とき思ったのが、やはりお母さん方、同じ年ぐらいのお子さんを連れてきているのですけれ

ども、あまり他者と交流がそんなにないというのですか、だからやっぱり矢巾温泉で何人か

集まって、それで赤ちゃんはどんぐりっことか、ボランティアの方で預かっていただいて、
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三、四人でもお母さん方がゆっくりお風呂に入って、お昼なんか食べるようなことというの

が、やっぱりすごくいいのかなとそのとき感じました。このことについてお考えをお伺いし

たいと思います。 

〇議長（藤原由巳議員） 村松健康長寿課長。 

〇健康長寿課長（村松 徹君） お答えいたします。 

  まず、宿泊施設を活用したデイサービス事業につきましては、町内には、いわゆる大きな

ホテルが２つ新しいところができましたし、あと従前の保養センターもあるわけで、まさし

く小笠原議員ご指摘のとおり、やはり温泉の効能というか、日本人独特のゆったりとした安

心感とか、そういうリフレッシュとか、そういった効果もありますので、いずれ町内にあり

ますそういう保養センターもひっくるめて、いわゆるデイサービスの場として活用させてい

ただくことを進めてまいりたいというふうに考えております。 

  以上、お答えといたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  小笠原佳子議員。 

〇３番（小笠原佳子議員） 限られた財源等の人的資源の中で最大限の努力をされておられて、

関係部署の職員の皆様には改めまして敬意を表する次第でございます。 

  続いて、祖父母手帳についてお聞きしたいです。私は、祖父母、赤ちゃんのお母さん、両

方からこのことについての要望をいただきました。子育ての今と昔では、例えば抱っこ一つ

にしても、昔は抱き癖がつくから抱くことによってしょっちゅう泣くような子になるという

ことで、抱っこすることを否定的でありましたが、今は抱っこは自己肯定感や人への安心感、

信頼感を育てる心の成長に大切なことだから、抱き癖は気にしないでどんどん抱いてくださ

いとか、例えばお風呂上がりに白湯を飲ませると私たち言われたのですけれども、今のお母

さん、そういうことは絶対されないというふうにも伺っております。 

  そのように、祖父母は、育児の様子が変わっていることについて心配だと、特に娘が出産

した場合、お母さんがおっしゃって、またそういうふうに変わっていることについて、夫の

両親にはそういうことをちょっと言いづらいというお母さん側の思いもお聞きすることが

ありました。祖父母を対象とした子育て講座などの実施と併せて、祖父母手帳導入について

のお考えをお伺いしたいと思います。 

〇議長（藤原由巳議員） 田村子ども課長。 

〇子ども課長（田村昭弘君） ただいまのご質問にお答えさせていただきます。 
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  正直に言いまして、祖父母手帳なるものは、一般質問が来るまで自分は知りませんでした

ので、まず勉強することから始めて、非常に有効な手段だというふうに認識しておりますの

で、答弁にもあるとおり、先行事例を研究しまして、まず最初にホームページに子育てガイ

ドブックというのが載っているのですけれども、その子育てガイドブックに含めたらいいの

か、それとも単体で載せたらいいのか、まず最初はホームページに掲載することを検討させ

ていただきます。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇議長（藤原由巳議員） 当初教育長の答弁にもありましたように、検討してまいりますと、

こういうことなそうですので、ひとつご理解いただきます。 

  他に再質問ありますか。 

  小笠原佳子議員。 

〇３番（小笠原佳子議員） それでは、妊産婦健康診査について、今年の４月より多胎妊産婦

については、単胎の妊娠の場合より頻回に受診することになり、多胎妊婦は14回の助成では

必要分が賄い切れないということで、受診に伴う経済的な負担が大きい現状を受け、５回加

えるということを、ちょっとこのことで調べたら出たのですけれども、私はそういうふうに

多胎児の妊娠とか出産はリスクが高いのではないかというような質問をしたのですけれど

も、答弁にはそのことについて、５回加わっていますよ、今年の４月からというような答弁

はなかったのですけれども、矢巾町でも多胎児妊娠の場合、14回プラス５回になっているの

かお聞きしたいと思います。 

〇議長（藤原由巳議員） 村松健康長寿課長。 

〇健康長寿課長（村松 徹君） 14回プラス５回ということで認識してございます。 

  以上、お答えといたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 再質問ありますか。 

  小笠原佳子議員。 

〇３番（小笠原佳子議員） それでは、よかったなと思います。リスクが高いからどうなので

すかという質問をしたので、何かそういうことが返ってくるのかなと思ったのですけれども、

それではそういうふうに多胎児に対する支援は、特に産後ケアに関しては、普通の方と一緒

ですという返答だったのですけれども、さっきの家事支援については、１人につき10回利用

できるということで、双子さんだったら20回というふうに認識してもよろしいのでしょうか。 

〇議長（藤原由巳議員） 村松健康長寿課長。 
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〇健康長寿課長（村松 徹君） お答えいたします。 

  この対象者については、産婦さん、またはその配偶者ということになっていますので、多

胎の場合は、その分倍になるわけでは、子どもさんは倍ですけれども、ちょっとそこら辺は

運用上の課題かなと思います。新規事業でもありますので、そういった意味で、本当にかゆ

いところに手が届く、あるいはリスクが高い方へ支援が充実するという観点から、まずそう

いうご家庭に対しては、まず通り一遍の対応ではなく、どのような支援が望ましいかといっ

た観点で支援をしてまいりたいというふうに考えます。 

  以上、お答えといたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 高橋町長。 

〇町長（高橋昌造君） お答えさせていただきますが、今通り一遍の答弁であれなのですが、

今小笠原佳子議員のご質問をお聞きして、なるほどなと。なかなか本質を突いた質問だとい

うことは、例えば今保養センターの話もしたのですが、今高齢者福祉のためのあれなのです

が、例えばそういったお母さんと子どもたちが保養センターを利用してもらうこと、これは

ありがたいことなわけです。そういった子育ての中で保養センターをいかに利活用してもら

えるか。それから、おじいさん、おばあさんも巻き込んで、２世代、３世代が一緒になって

保養センターを利用して、いわゆるコミュニケーションを図ると。 

  だから、こういうことについては、私、今小笠原佳子議員の質問をずっと聞いて、ぜひそ

ういう殻を破ってほしいというののご質問ではないのかなということで、だから保養センタ

ーは一つのこれからの利活用、私も今社長の立場で、非常に苦しい立場にあるのですが、も

う高齢者だけではなく、そういった全世帯の方々に使っていただくようなこともやはり考え

ていかなければならないと。その中の一つとして、いろいろできることから。 

  今デイサービスの話も出たのですが、子育てのそういったデイサービス的な考え方、家事

支援とか、いろいろあっていいわけですので、だからこのことについては、いわゆる内部で

もう少し検討させていただきたいと。 

  それから、こういうことを言うと、家庭内の問題なのであれなのですが、私の場合、ひ孫

までおるのですが、なかなか抱かせてもらえないのです。汚いからとか、今特にコロナ禍な

ので、だからそういうコミュニケーション、おじいさん、おばあさんとのコミュニケーショ

ンもなくなってきているので、そういうことも考えながら、保養センターとか、それは例え

ば町内には、大きなホテルが２つあるので、そういうところを開放していただいて進めるこ

とも一つの考え方ではないかなと思うので、そこのところを今後内部でいろいろ検討させて
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いただきたいと思います。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  小笠原佳子議員。 

〇３番（小笠原佳子議員） すみません、あと２つありますので、そこで双子の女の子の11か

月ぐらいの赤ちゃんのお母さんからこの間お聞きした話なのですけれども、小学校のお姉ち

ゃんがいて、いつも我慢させているから、その双子の子をやはぱーくのどんぐりっこに預け

て、小学校のお姉ちゃんと出かけたそうなのです。それで、ちびっこ保育ルームは、最初の

１時間が300円で、次30分200円で、決して高額ではないのですけれども、やっぱり２人分と

なると、そうそう利用できないということをおっしゃっているのを聞いて、本当に多子出産

の方って本当に何人もいらっしゃらないと思うのです。ですから、本当に双子が生まれて頑

張っていらっしゃるお母さんの応援のためにも、どんぐりっこの利用料の減免等をぜひお考

え、伺いたいと思います。 

〇議長（藤原由巳議員） 佐々木道路住宅課長。 

〇道路住宅課長兼まちづくり推進室長（佐々木芳満君） 確かにそういう事例もあるやに聞い

ておりますので、ちょっとこれについては、今後どんぐりっこの運営方法も今ちょっと見直

しをかけているところですので、そこも一緒に検討させていただきたいと思います。 

  ありがとうございます。 

〇議長（藤原由巳議員） 村松健康長寿課長。 

〇健康長寿課長（村松 徹君） お時間をいただきまして、ありがとうございます。大変申し

訳ございません。先ほど多胎の妊産婦健診の回数、14回プラス５回になっているはずだとい

うことで答弁させていただいたのですが、14回までになっておりましたので、ですからいず

れ対応について今後取り急ぎ検討しながら充足につなげられるようにちょっと検討してま

いりたいと思いますので、訂正しておわび申し上げます。申し訳ございませんでした。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問。 

  小笠原佳子議員。 

〇３番（小笠原佳子議員） すみません、最後の質問ですが、家庭保育の支援策につきまして、

令和元年の10月から幼児教育・保育の無償化が開始されております。子育て世代の経済的負

担の軽減を図る少子化対策の観点から評価するものでありますが、一方、保育園を利用しな

い親に対する支援が乏しく、平等性に欠けるとの指摘もあります。保育施設を利用する児童

１人当たりに係る公費負担に比べ、家庭での保育への公費負担は少なく、経済的な支援を行
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うことにより、平等性が確保されるものと考えます。 

  和歌山市では、在宅育児支援事業を実施しておりまして、生後２か月から満１歳に満たな

い乳児を家庭で養育する方に在宅保育給付金として、月額１万5,000円を最大10か月支援す

るような事業があります。支給を受けることができる要件は、市内に住民登録があること、

育児休業給付金を受給していないこと、保育園等に入所していないこととなっております。

在宅育児支援事業についてのお考えをお伺いしたいと思います。 

〇議長（藤原由巳議員） 高橋町長。 

〇町長（高橋昌造君） お答えをさせていただきますが、今在宅の育児とか、医療介護、これ

はもう今ご指摘のとおりでございまして、このことについては、内部でもこれから、特にも

例えば在宅介護の場合は、総合事業の支援の在り方とか、そういった在宅の子育て、医療、

介護、これを総合的にまとめ上げて、そして全世帯に対しての中での在宅の在り方。そして、

どういう人を対象にして考えていくかということは、これは内部でちょっと議論をさせてい

ただいて、前向きに検討していきたいと思いますので、ご理解をいただきたいと思います。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問は。よろしいですか。 

              （「ありません」の声あり） 

〇議長（藤原由巳議員） それでは次に、３問目の質問を許します。 

  小笠原佳子議員。 

〇３番（小笠原佳子議員） ３問目は、デジタル田園都市構想と本町の政策の方向性について。 

  デジタル田園都市構想と本町の政策の方向性について、岸田政権は、去る11月11日に、デ

ジタル田園都市国家構想実現会議を開催いたしました。デジタル田園都市国家構想は、地域

の暮らしや社会、教育や研究開発、産業や経済をデジタル基盤の力で変革していくものであ

ります。今後の持続可能な環境、社会、経済を実現していくためのビジョンであり、そのア

プローチが例示されておりますが、矢巾町として、そうした内容に取り組む考えがあるかお

伺いいたします。 

  ①、スマートヘルスケア先行型として、スマートヘルス、スマート農業、生体認証などを

積極的に組み合わせ、高齢者が働きながら安心して暮らせるまちづくりが例示されておりま

す。岩手医大があり、医療と防災の町としての評価が高い矢巾町は、スマートヘルスに取り

組む予定があるのでしょうか。 

  また、基幹産業である農業について、スマート農業について取り組む予定はあるのかお伺

いいたします。 
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  ②、防災、レジリエンス先行型として、多様化する災害時の対応に最適なサービスやデー

タ連携基盤の設計から、緊急時に強い生活サービスの改善、再設計を目指すことが例示され

ておりますが、今後防災対策のデジタル化をどのように進めていくのかお考えをお伺いいた

します。 

  ③、地域経済循環モデル型としてのサステーナビリティーの観点から、生活サービスの再

編を目指すとあり、蓄電池を活用した新たなエネルギー需給管理やサーキュラーエコノミー

を意識した新事業モデルの創出が例示されておりますが、脱炭素に向けた取組としての蓄電

池の活用を視野に入れるなど、矢巾町新エネルギービジョンを現状に合わせて改定し、取組

をする必要があると考えます。その考えはありますでしょうか。 

  また、サーキュラーエコノミーは、矢巾町が強く推進しているリサイクルの延長にあり、

環境と経済を考えた場合に、推進していく必要があると思います。産学官で協力体制を構築

して進めていく考えはありますでしょうか。また、研究開発、産業や経済をデジタル基盤の

力で変革していくもので、今後の持続可能な環境、社会、経済を実現していくためのビジョ

ンであり、そのアプローチが例示されておりますが、矢巾町として、そうした内容に取り組

む考えがあるかお伺いいたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 高橋町長。 

〇町長（高橋昌造君） デジタル田園都市構想と本町の政策の方向性についてのご質問にお答

えをいたします。 

  １点目についてですが、高齢者が働きながら安心して暮らせるまちづくりとして、岩手医

科大学と各種協定に基づき、認知症コホート研究や地域課題解決演習などの取組を行ってま

いりました。今後さらに同大学や紫波郡医師会との連携を図りながら、町民の皆様の健康寿

命の延伸に向けて、スマートヘルスケアの導入を検討してまいります。 

  また、スマート農業については、町内では水稲のカメムシ防除作業にドローンが活用され

ているほか、畜産分野では分娩監視システムが活用されており、町では導入に係る経費への

補助事業を実施し、支援をしております。今後は、トラクター等の自動操舵システムや田ん

ぼダムの取組にも関連した水管理システムの導入に向けて研究を進めてまいります。 

  ２点目についてですが、本町で既に取り組んでおります事例として、ウェブ版ハザードマ

ップや災害発生時における情報収集や行方不明者の捜索に活用可能なドローンなどが挙げ

られます。改良や訓練を重ね、より使いやすいものとなるように努めるとともに、他自治体

の導入事例や先進技術等の情報収集を行い、新たな手段の導入を検討してまいります。 
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  ３点目についてですが、蓄電池の活用普及施策については、矢巾町新エネルギービジョン

の改定を行い、推進していくよう検討してまいります。 

  町が強く推進しておりますリサイクル事業は、サーキュラーエコノミーの重要な役割を担

っておりますので、今後さらに発展させていくため、専門的な知識や技術が必要であること

から、産学官による連携を推進し、施策を展開してまいります。 

  町においても、産業や経済、研究開発をデジタル基盤の力で変革させていくことが不可欠

であると考えており、各デジタルサービス、民間主導の共助のビジネスモデルの確立など、

今後の新技術等に注視し、取組を検討してまいります。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇議長（藤原由巳議員） 再質問があろうかと思いますが、ここで時間も大分経過してきてご

ざいますので、暫時休憩を取りたいと思います。 

  再開を11時５分といたします。よろしくお願いします。 

              午前１０時５５分 休憩 

              ――――――――――― 

              午前１１時０５分 再開 

〇議長（藤原由巳議員） それでは、再開をいたします。 

  休憩前に引き続きまして、小笠原佳子議員の一般質問を行います。 

  再質問ありますか。 

  小笠原佳子議員。 

〇３番（小笠原佳子議員） それでは、まず地域でのデジタル化で大事なのは、誰もが参加で

きることだと考えております。デジタルが苦手な方が、いつでも使いたいときに使うことが

できるようデジタル推進員をはじめ、地域でデジタルリテラシー、利用する能力を支える体

制の整備ということも、こちらのデジタル田園都市構想の中で掲げてありますが、よくやは

ぱーくとかでドコモのお店の方が出張してきて、デジタル推進員ということでなさっている

のもありますが、それ以外の取組で当町の状況とかありますようでしたら、教えてください。 

〇議長（藤原由巳議員） 吉岡企画財政課長。 

〇企画財政課長兼未来戦略室長（吉岡律司君） お答えいたします。 

  やはぱーくさんとかで特定のキャリアがスマホ教室なんかをしているというのは、情報と

してはいただいております。実は、この流れ、多くの携帯電話会社のほうでそういう取組を

したいですという話をしています。どこのキャリア、例えばドコモさんを使っていないのだ
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けれども、ドコモさんの教室に行っていいですかとか、ａｕを使っているのですけれども、

他のキャリアの方が行っていいですかというようなところでも、皆さん今受け入れるような

状況がありまして、そういうものを広げたいという申入れがたくさんございます。早晩そう

いった環境が加速度的に進んでいくと思われますので、本町といたしましても、そういう企

業の方々と連動しながら、そういう取組を進めていきたいなというふうに今考えているとこ

ろでございますので、もう少しお時間をいただきながら、そういう枠組みを整えていきたい

と考えております。 

  以上、お答えといたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 佐藤産業観光課長。 

〇産業観光課長（佐藤健一君） 参考までにお話しさせていただきたいと思いますけれども、

つい先日、やはぱーくのほうで、今デジタル推進員ということはお話ありましたけれども、

キャッシュレスサービス決済、こちらのサービスが12月１日からコロナ対策ということで、

事業者を応援するためのキャッシュレス決済の推進ということで進めておりますけれども、

それの操作の仕方、要はアプリを入れて、どうやればキャッシュレス決済ができるかといっ

たような取組も行ってございます。 

  参考までにお知らせいたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  小笠原佳子議員。 

〇３番（小笠原佳子議員） 本当に自分も使えない人の一人なので、本当にスマホ一つにして

も使えるようになっていきたいなということは考えております。 

  この答弁書の中に、認知症コホート研究ということがございまして、矢巾町を含む全国８

地域において、収集された匿名化後の個人データを統合することにより、地域高齢者１万人

から成る大規模な研究をされたということが出ておりますが、さらに最新の生命科学の研究

手法と知見を融合させ、認知症危険因子、防御因子を同定するとともに、その病態を解明す

ることを目的として、我が国の高齢者における認知症、鬱病の予防対策の確立に寄与した研

究をして、このことによって国民の保健とか、医療、福祉の向上につながることが期待され

るというようなものをされたと聞いているのですけれども、矢巾町がこれに参加して、何か

成果等があられるのか、あるようでしたらお伺いしたいと思います。 

〇議長（藤原由巳議員） 村松健康長寿課長。 

〇健康長寿課長（村松 徹君） お答えいたします。 
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  認知症コホート研究事業につきましては、平成29年度からおよそ３年にかけまして、町内

の高齢者の方、約1,000人の方の、いわゆるＭＲＩを撮ったりとか、そういう研究を行った

ところでございまして、まず町内の全行政区というわけにいきませんので、高齢化率の高い

行政区、上から10か所選定して、希望される方をコホート研究のほうに参加していただきま

した。 

  研究成果については、今まさしく小笠原議員がおっしゃったとおり、全国８か所の、南は

九州大学、北は弘前大学というところで、岩手医大もその中で参加して、前田教授さんとい

う方が、その成果とかをいろいろ講演とかをされて、私も伺ったことがありますけれども、

いずれそういう専門的な分析をされて、今年度もまた認知症コホート研究を再開するので、

また町民の皆様にもご活用いただくこととなりますけれども、町民の皆様からもＭＲＩとい

うのは、まず通常で受診すると、非常に自己負担も高く、それを研究の中でやっていただい

て、しかも画像診断で動脈瘤が見つかって、本当に九死に一生を得たという感謝のお声等も

寄せられておりますので、今後も身近な健康面でのセルフチェックにもつながりますし、あ

と研究の成果についても、岩手医大様からもいろいろ今後発信があろうかと思いますので、

連携しながら町としても取り組んでまいりたいというふうに考えてございます。 

  以上、お答えといたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  小笠原佳子議員。 

〇３番（小笠原佳子議員） それに関連して、スマートヘルスケアについてお聞きしたいので

すが、メリットとしまして、病院での待ち時間が短くなる、無駄な検査を何回もせずに医療

費が削減できる、診療内容が共有できる等ありますが、反対に病院での検査が少なくなるこ

とで、医療機関にとっては減収になるとか、医者が自分の見立てをほかの医者と共有するこ

とを必ずしも歓迎しない等ということ、この間「クローズアップ現代＋」でやっていまして、

ああ、そういうことがあるのだなということで見たのですけれども、矢巾町において、人口

減少とか、少子高齢化が進む中で、デジタル技術を活用した予防医療の推進、健康寿命の延

伸にとって不可欠なスマートヘルスだと思うのですが、これについて、もう少し具体的にど

んなことをされるのか、再度お聞きしたいと思います。 

〇議長（藤原由巳議員） 吉岡企画財政課長。 

〇企画財政課長兼未来戦略室長（吉岡律司君） 少し横断的な話になるので、私のほうから答

弁をさせていただきたいと思います。 



  

－ 146 － 

  まず、今ご質問あったように、先日の「クローズアップ現代＋」、私も非常に興味深く拝

見させていただきました。ここでポイントになるのが、医療、介護の連携であるとか、地域

包括や、そういった部分全てに絡んでくる考え方になろうかと思います。そうした中で、デ

ジタルがどのように活躍できていくのかというと、まさに情報を共有することの基盤になっ

ていくということが言えるのではないかなと思っておりまして、そういった基盤は、矢巾町

においても、そういう機運はございますので、引き続き関係者と連携いたしまして、町民の

皆様が安心して暮らせるサービスの構築に向けて取り組んでまいりたいなというふうに考

えています。 

  また、そういったことによって受診機会、他の医師の方の診察、診療内容は見られたくな

いといったようなものにつきましては、共通のトレーシングレポートというようなものを作

成することによりまして、要は使用者自ら、町民の皆さん自らが、私はこうしたいというよ

うな意思表示ができるような形の共通の様式を活用することによりまして、解決できるので

はないかなというふうな意見もございます。そういったところ、個人の診療の自由をどのよ

うに選択していくのかということと、医師の診療の在り方といったものが、一方的になるの

ではなくて、双方向になるようなものに、なおかつデジタルの力を加えた形が今後の形にな

っていくのではないかなと思っておりまして、本町におきましても、今そのような考えで、

いろいろ検討を進めているところでございます。 

  以上、お答えといたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  小笠原佳子議員。 

〇３番（小笠原佳子議員） そこでなのですが、マイナンバーカードが保険証として使えなけ

れば、このことはできないのでしょうか、お聞きしたいです。 

〇議長（藤原由巳議員） 吉岡企画財政課長。 

〇企画財政課長兼未来戦略室長（吉岡律司君） お答えいたします。 

  マイナンバーカードの活用につきましては、国が推進しておりますので、保険証としての

活用の範囲には、どんどん広がっていくのかなというふうに考えておりますが、必ずしもマ

イナンバーカードがなくても、そういう制度設計はできるものというふうに認識しておりま

す。 

  いずれにしましても、全ての方を取り残さないという形の中では、マイナンバーカードの

普及を推進していくのは当然のことなのですけれども、そうでない方も、きちんとした形で
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サービスに乗れるといったようなところは、その全てがフルで活用できるかどうかというこ

とは別といたしましても、できるだけ取りこぼしのないような形になっていけばいいのかな

というふうに個人的には考えているところでございます。 

  以上、お答えといたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  小笠原佳子議員。 

〇３番（小笠原佳子議員） それでは、スマート農業ということも出ておりまして、答弁のほ

うには、田んぼダムについて、そのスマート農業に活用したいというようなことが書いてあ

りまして、水田の水位とか水温をスマートフォンやパソコンで確認して、水門とか、バルブ

をタイマーや遠隔で開閉したりするようなことが、スマート水田システムということがある

というふうにお聞きしました。これについて、多分水田ダムというぐらいだから、１つや２

つの水田ではないと思うのですが、どのぐらいの、つけるとしたときに、購入するとしたら、

どのぐらいの金額になり、また補助等があるのかをお聞きしたいと思います。 

〇議長（藤原由巳議員） 佐藤産業観光課長。 

〇産業観光課長（佐藤健一君） 金額の算定については、ちょっとうちのほうでまだ勉強中で

ございますので、はっきりした金額を申し上げることはできませんけれども、いずれ遠隔操

作になりますので、そういったデジタル機器の購入は、当然必要かと思いますし、あとは水

位を稼働させるための当然費用もかかるのかなというふうに思っております。 

  今もスマート農業につきましては、国の補助等を使いながら、先ほど町長答弁にもありま

したとおり、ドローンとか、あとは分娩監視システムとか、そういったものを既に導入はさ

れてございますけれども、今お話がありました水管理システムについても、令和４年度から

みどりの食料システム戦略というのが、新たにこういった国の取組が始まりますので、それ

も含めながら、これまでの補助事業も含めながら、どの補助を使えば一番効率的で活用に結

びつくかどうか、その辺もうちのほうで検討しながら町で取り組めるように進めてまいりた

いというふうに思っております。 

〇議長（藤原由巳議員） 田んぼダム、試験的にスタートしていなかったか、そこもちょっと。 

〇産業観光課長（佐藤健一君） 今年度認定農業者のお二方にご協力をいただきながら、田ん

ぼダムにつきましては、取り組んでございます。ただ、手動でやるものでございまして、ス

マート農業にすぐ結びつけられるものではございませんけれども、まずは田んぼダムを徐々

に拡大していきまして、できるだけ農家さんの皆さんにご協力いただけるような形で持って
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いって、災害を未然に防ぐようなやり方で進めていきたいというふうに思ってございます。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  小笠原佳子議員。 

〇３番（小笠原佳子議員） それでは、防災、減災についての考え方なのですけれども、従来

の予防力に加えて、災害を乗り越える力のレジリエンスというのですか、回復力を加えた総

合的な力を災害レジリエンスということで、このデジタル田園都市構想の中にもこのことが

掲げてありますが、矢巾町の取組として、答弁にはまだ具体的なことは何もなかったのです

が、どういうことが理想というか、考えとしてどういうお考えなのかお伺いしたいと思いま

す。 

〇議長（藤原由巳議員） 藤原総務課長。 

〇総務課長兼防災安全室長（藤原道明君） その点につきましてですが、私も資料を見まして、

私なりには内容を理解したつもりなのですけれども、ここで掲げられているレジリエンスは、

基本的に現在の防災とかの在り方とかという制度とか、それから情報をどういうふうに持っ

ているかということについてのお話から、レジリエンスを意識した、要は本当に被災したと

きに、いち早く復興とかにつなげられるようにするために現在のものが本当にそれでいいの

かというところを見直して、極端なことを言うと、現時点ではもうちょっと改良して、いざ

というときにバックアップがちゃんと速やかに機能するような形で、システムを最初からそ

ういう前提で考え直すと、そういったことを目指すという意味合いで提案されているものと

読み取りましたけれども、さりとて、では今どういうことを考えていけばいいのかといいま

すのは、まずはデジタル化されていないことには話にならないので、そういった部分を可能

な限りデジタル化の恩恵が得られるところについてはやっておいて、そこから、では本当に

被災したときに、これがやはり有効に機能するようにするためには、最初から前提としてど

うしましょうかということを考えていくという内容なのかなと思っていました。 

  端的に言いますと、構想にもありましたが、クラウド型のシステムということにすること

で、まずはこの役場の中にあるコンピューターサーバーがダウンしても、データ自体はクラ

ウドにありますとか、それぞれ相互にバックアップを取っていますので、いざというときは

復旧していけますとか。 

  それから、防災関係の情報につきましては、明らかに、例えば無線とかのやり取りでもっ

て、もしくはインターネットのやり取りでもって、いろんな情報経路が寸断されたとしても、

何らかの形で情報共有ができるということが、まさしく必要とされるもので、実際そういう
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ふうに既に皆さんも間接的かもしれませんが、昨日私も地震情報を速やかにお伝えしました

けれども、まさしくあれデジタル化されていて、インターネットで情報入手できるからすぐ

できることです。ああいう世界にもうなっているので、それをより発展的に、なおかついざ

というときにうまく機能できるように持っていくというふうなことなのかなと思っていま

すが、矢巾町としてどうするかは、まずはデジタル化をいろいろできるところから進めてい

くという考え方でおります。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  小笠原佳子議員。 

〇３番（小笠原佳子議員） それでは、最後になりますけれども、サーキュラーエコノミーと

いうことで、日本語に訳すと、循環経済ということなのですが、大量生産、大量消費、大量

廃棄を基本とする従来の経済を転換いたしまして、３Ｒ、削減、リデュース、再利用、リユ

ース、再生、リサイクルを基本としながら、技術革新などを通じて新たな価値を生む経済活

動のことを指します。サーキュラーエコノミー、矢巾町の取組が昨日村松議員がお聞きにな

られた紙おむつのリサイクルも、まさしくそのことなのだろうと思うのですが、昨日町長が

話された以外に担当課のほうで何かございましたら、お聞きしたいと思っております。 

〇議長（藤原由巳議員） 町長が全てお答えするそうです。 

  高橋町長。 

〇町長（高橋昌造君） お答えをさせていただきます。 

  今ちょっとメモ書きを見たら、このサーキュラーエコノミーと、いいことを書いているの

です。資源をできるだけ長く循環させながら利用すること、そして廃棄物などの無駄を富に

変える循環型の経済モデルということで、まさにこれから求められる大きな時代の流れでは

ないのかなと。 

  そこで、先ほどデジタルと田園都市と、もう先輩たちが矢巾町は田園都市の町だと、それ

にデジタルを組み合わせて、今度いろいろ考えていくのですが、やっぱり私、国家戦略とい

うよりも、矢巾町の戦略として、今度のサーキュラーエコノミーもデジタルの、いわゆる田

園都市についても、まずいろんな専門の分野の方々にも入っていただく。それから、町民の

皆さん方にも公募して、そしてこれからのやっぱりデジタル田園都市の中の仕組みの中で考

えていったら、私らはうまく成功するのではないのかなということで、だから今日３番目の

質問についても、これからいろんな方々、または特にデジタルなんかであれば、専門のコン

サルタントからもいろんな知恵を拝借しなければならないと。だから、コンサルにもいろん
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なところがあるので、やはりしっかり情報提供をしてくれるようなところをメンバーに入れ

て、国では実現会議と言っているのですが、私らにすれば、そういった実現できる委員会み

たいなものを立ち上げて、そして今内部の機構改革も走りながらやっているのですが、機構

改革と併せてやっていきたいと。その中で、リサイクルのことをしっかり取り組んでいきた

いと。 

  それで、私、盛岡・紫波地区環境施設組合で長くお世話になってあれしたのが、今鹿児島

に行って花が咲いているのです。今鹿児島の志布志市とか、そういうところが全国のリサイ

クル率の市町村のナンバーワンなのです。その原形は、私らのところだったのです。だから、

これからはそういった、それは大きく花咲くことはいいので、情報発信をやっていきたいと

いうことで、廃棄物の循環を通して富に変えていくというシステムづくりをぜひ考えていき

たいと。 

  この間、それこそ村松信一議員の答弁にもあれなのですが、いわゆる環福連携の取組を今

月から始めますので、そのリサイクルの輪を広げていきたいなと、こう思っておりますので、

ご理解をいただきたいと思います。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問は。よろしいですか。 

              （「はい」の声あり） 

〇議長（藤原由巳議員） それでは、ふるさと鹿児島のお褒めもありましたので、ひとつこれ

からもよろしく頑張ってお願いします。 

  以上で３番、小笠原佳子議員の質問を終わります。ご苦労さまでした。 

  それでは次に、７番、高橋安子議員。 

  それでは、１問目の質問を許します。 

              （７番 高橋安子議員 登壇） 

〇７番（高橋安子議員） 議席番号７番、町民の会、高橋安子でございます。 

  １問目の質問に入らせていただきます。矢幅駅舎の有効利活用についてお伺いいたします。 

  令和元年９月に岩手医科大学附属病院が本町に移転してから２年が経過いたしました。矢

幅駅は、岩手医科大学や岩手県立産業技術短期大学校、岩手県立不来方高等学校の通学に加

えて、病院が移転したことから、交流人口が増加し、令和元年は１日平均3,145人の利用が

あり、ＪＲ東日本盛岡支社管内駅別乗車人員で第８位の成績を矢幅駅が占めました。令和２

年には、新型コロナウイルス感染症の影響で乗降客の移動が減少し、１日平均2,830人だっ

たにもかかわらず、管内で第５位となりました。今後コロナが収束した場合、病院への通院
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だけでなく、お見舞いの方が訪れることもありますし、春の入学、そして卒業シーズンには

保護者など、多くの方が電車で来町されることが予想されます。 

  しかし、本町の玄関である矢幅駅に降り立った際、案内所やコンビニ、休憩所もなく、駅

で迷う方も多いのではないかと危惧されます。実際駅周辺の住民の方は、岩手医科大学病院

までの道を聞かれることも多く、特に高齢の方は、帰りの電車時間まで近いところで休憩し

たいが、駅の中に休憩場所があるか聞かれることがあるとの声が出ております。町外からの

来町者が多い矢幅駅東口に現在イベントがあるときのみ使用している多目的ホールを利活

用するべきではとの考えから、以下お伺いいたします。 

  １点目、矢幅駅東口多目的ホールの今後の活用についての計画があるかお伺いいたします。 

  ２点目、ホールに案内所や土産品の販売、軽食喫茶などを計画する考えがないかお伺いい

たします。 

  ３点目、モニターなどを設置し、本町の観光やイベント、音楽のまちにふさわしい日本一

の合唱などの魅力をＰＲする考えがないかお伺いいたします。 

  ４点目、駅にレンタル自転車などを整備し、観光にも活用する考えがないか。 

  以上、４点お伺いいたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 高橋町長。 

              （町長 高橋昌造君 登壇） 

〇町長（高橋昌造君） ７番、高橋安子議員の矢幅駅舎の有効利用についてのご質問にお答え

をいたします。 

  １点目についてですが、矢幅駅を利用する乗車人数は、令和２年度のＪＲ東日本盛岡支社

管内の駅別乗車人員数によりますと、岩手県内では、盛岡駅、一関駅、花巻駅に次ぐ乗車人

数となっており、駅周辺及び観光等の情報に関する様々な問合せがあるところであります。

矢幅駅多目的ホールの今後の活用計画ですが、コンビニエンスストア跡地の内外装及び設備

を改修し、インフォメーションコーナーとの差別化を図り、矢幅駅を利用する乗降客及び町

民の皆さんが交流できる駅東口の新しい情報発信の場の構築を検討しております。 

  ２点目についてですが、駅構内の案内所設置はかねてから要望があったことから、今年度

は矢巾町観光協会の事業として案内所を試験運用し、利用者数や、その問合せ内容の把握を

行っておるところであります。来年度は、案内所の機能を持たせた情報発信スポットとして

空間を創出し、特産品や六次産業化商品の販売を行うほか、軽喫茶の設置についても検討し

ております。町の玄関口であります駅構内において、主要イベントや特産品等の情報が集約
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された新たなスポットの創設を目指し、その取組を進めてまいります。 

  ３点目についてですが、これまでは写真や文字により情報発信しておりましたが、新たな

ツールとして、プロモーション映像をモニター等に映し、にぎわいと臨場感のあふれる映像

と音によるＰＲを積極的に行ってまいります。 

  ４点目についてですが、矢巾町観光協会では現在やはぱーくにおいて、レンタル自転車の

取組を実施しております。利用者は、月平均25人程度であり、岩手医科大学附属病院周辺へ

の移動のほか、最近は煙山ひまわりパークをはじめとする西部地区への利用者も増えており

ます。今後貸出し場所の増設について、矢幅駅を含め検討し、利用者へのサービス向上を目

指し、観光振興につながるようＰＲに努めてまいります。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇議長（藤原由巳議員） 再質問ありますか。 

  高橋安子議員。 

〇７番（高橋安子議員） 矢幅駅多目的ホールは、今後乗降客や町民が交流できる情報発信の

場を検討中ということでございますが、いつ頃をめどに開始する予定かお伺いいたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 佐々木道路住宅課長。 

〇道路住宅課長兼まちづくり推進室長（佐々木芳満君） 時期についてですが、まず今予算編

成ということで、来年度予算を組んでというところで今検討しておりますが、その中で予算

につきましては、町単独というのは、ちょっとなかなか難しいので、地方創生とか、そうい

ったものを使いながらできないかということで、今県あるいは国とやり取りしている最中で

ございます。 

  その予算が成立した後には、来年度早い時期に何とか持っていきたいなというふうに考え

ておりますが、まず４月、５月の工事発注、そして７月、８月の開業というようなところを

目指して、今いろいろ検討している最中でございます。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  高橋安子議員。 

〇７番（高橋安子議員） 地方創生等の国の予算をということなのですけれども、駅というの

は、矢巾町の顔でもあります。私は、昔から旅行が好きで、今みたいにスマホを持っていな

かった頃から、遠くに出たときに、駅に行けば何でも分かるということがあって、駅にまず

一番先に寄ったのです。そこから観光地とか、おいしい食事ができるところとか探して歩い

た経緯があります。私が感じるのに、その駅、今矢幅駅には本当に何もない状況なのです。
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寄っても、カダルさんの事務所があるということで、私たちも更生保護女性の会で、その場

所をお借りして会員の寄附をもらって、野菜などを販売する駅ナカ産直を７月に４回、11月

に３回開催させていただきました。そのときに、やっぱり人の流れを見ていると、階段を下

りて、真っすぐ南側のほうに下りてしまうのです。本当にそこの中央のホールのところを通

ってくるのは、エレベーターを利用した人、ほとんどそういう方なのです。あとは、駅の正

面のほうから入ってくる地元の方が多く見られました。 

  それで、ここをもう少し大きな看板等を設置して、ここに寄ればいいことがあるよという

ふうな場所にしていただきたいなと思っているのですが、いろいろ計画があるということな

のですけれども、この計画の中身について、少し詳細を教えていただきたいと思います。 

〇議長（藤原由巳議員） 佐々木道路住宅課長。 

〇道路住宅課長兼まちづくり推進室長（佐々木芳満君） やはり今高橋議員仰せのとおり、人

の流れ、動線につきましては、どうしても南側のほうが主流になって、今現在カダルが入っ

ている場所とか、あと前のコンビニとの間の通路というのは、それこそトイレに行く方とか、

そういうふうなことでちょっと暗いイメージがあるということで、そのスポットを開業する

際には、それなりに看板を設置して、人の流れをここに流れてくるように考えていきたいと

いうふうに考えておりますし、駅の通路には不自由な方への配慮として手すりとかもありま

すので、壁についている部分があります。そういった部分も配慮しながら看板とか、そうい

ったものも設置するような形で何とか動線を持ってきたいなというふうに考えております。 

  今いろいろ検討しているものについては、前のコンビニエンスストアがあった場所の中を

改修して、少し人の流れをそこに持ってくるというところで考えております。どうしても、

矢巾更生保護女性の会の方々にも産直として利用していただいたときとか、今現在ハバター

クが、カダルがいる場所、そういったところに問合せが多いのが、やはりタクシーの呼び方

とか、あとバスの確認、改札はどこかとか、お土産を売っているところはないのですかとか、

あと町内の場所の問合せとかあるような形で、実は駅を清掃しているおばさんといいますか、

清掃員の方にも、バスの時刻だとか、電車の時刻だとか、そういったものも問合せがあると

いうことで、そういった部分の細かい部分にも何とか手が届くようにやっていきたいなとい

うふうに考えておりまして、あそこの中を改修してインフォメーションのようなものを設置、

そして大きく矢巾町の形のテーブルのようなものも置いて、そこで町内で何のイベントが行

われているのか、あるいは今後イベントが予定されているとか、そういったものを置きなが

ら、あとは各種企業さんとか、いろんな商店とか、そういったもののチラシとか、パンフレ
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ットとか、そういったものも置けるスペースを設けたい。そして、当然お土産、あとは先ほ

ど答弁にもありましたけれども、六次産業のものとか、そういったものを置きます。そして、

あとは、大人数ではないのですが、椅子を適当に置きまして、そこで気軽に休んでいただけ

る、バスの時間とか、電車の時間を気軽に待っていただける。そこにコーヒーとか、そうい

ったものを気軽に買えるようなものも置きたいなというふうに考えております。 

  さらに、そこで休んでいるときに、先ほどありましたように、壁にモニターとか、矢巾町

のＰＲ動画を流して自由に見られるというようなイメージでつくり込んでいきたいなとい

うふうに考えております。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問。 

  高橋安子議員。 

〇７番（高橋安子議員） 本当にそれが早く実現してほしいなと思うのですけれども、今カダ

ルさんの話が出ましたけれども、カダルさんの事務所には、たまにぽろっぽろっと人が入る

のです。カダルという意味は、人と語る、それから仲間に入るというような意味です。その

方言だと思うのです。であれば、そこの中央ホールのところも、本当に人と語れるような場

所、バスの時間までちょっとお話ししようというような場所にしたり、あとはせっかくプロ

モーション映像をモニター等に映し、映像と音によるＰＲを積極的にということなのですが、

これは本町は音楽の町宣言をしています。いつでも、どこからともなく音楽が聞こえるよう

な町にと町長がよくおっしゃっています。でも、今の状況では、イベントのときしか音楽を

聞くことがないような気がしています。せっかく映像モニターをつけるのであれば、小学校

の吹奏楽、全国的に有名になった賞を取っている北中学校とか、不来方高校の合唱をそのモ

ニターに常に流して、初めて矢巾町に来た人、それから病院に通っている人は、どうしても

心が沈みがちです。そのときに音楽を聞いて、少しでも心が安らげるような場所にしていた

だければいいのではないでしょうか。 

  それと、その音楽に合わせて本町の観光地である徳丹城、それから伝説の松並木とか、清

水野の桜並木、城内の花菖蒲園、夏のひまわりパーク、それから夏祭りとか、スミつけ祭り

など、いろいろな観光が本町にございます。それも、そのモニターを使ってＰＲすることも

大事なことではないかと思っております。その考えについてお伺いしたいと思います。 

〇議長（藤原由巳議員） 佐々木道路住宅課長。 

〇道路住宅課長兼まちづくり推進室長（佐々木芳満君） やはり観光地であったり、矢巾町を

ＰＲする小中学校あるいは高校、そういった優秀な方々で賞を取ったものとか、例えばオリ



  

－ 155 － 

ンピックとか、そういう矢巾町にちなんだものをメインにその動画を構成して作って、映像

を流せればいいなというふうに我々も、そのイメージでいます。あまり大音量にならない程

度に音も流しながら、ぜひ気軽に立ち寄っていただけるようなスポットにつくっていきたい

なと。それによって子どもさんたちとか、ご父兄さんとか、そういった方々もちらっと何か

流れているっけよということで見に来ていただけることも期待できますので、そういった部

分で駅のにぎわいを創出するというようなことにつながりますので、ぜひそういうふうなも

のにつくり込んでいきたいなと思っております。 

  先ほどどういった施設かというところの中で、一番大事な矢巾の観光のパンフレットとか、

そういったものも当然置きながら、ぜひ矢巾町内をコマーシャルしていきたいというふうに

考えております。 

〇議長（藤原由巳議員） 佐藤産業観光課長。 

〇産業観光課長（佐藤健一君） 今道路住宅課長からもお話があったわけでございますけれど

も、観光につきましては、道路住宅課並びに文化スポーツ課と連携して進めてまいりたい、

ぜひＰＲを進めてまいりたいと思います。よろしくお願いいいたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 田村文化スポーツ課長。 

〇文化スポーツ課長（田村英典君） お答えいたします。 

  様々なご意見、本当にありがとうございます。現在インフォメーションセンター、南の動

線になってしまうのですけれども、ストリートピアノということでピアノを置かせていただ

いておりまして、弾いた方とか、聞いている方に感想を書いていただいているのですが、そ

の感想を聞きますと、本当だと思うのですが、県外から来ましたとか、滝沢から来ましたと

か、ぜひこのピアノを弾きたいということで矢巾町を訪れましたというような意見がたくさ

んありまして、本当に好評なのだなと。あと学校の帰りに不来方高校の生徒がたくさん使っ

ていただいて、周りの皆様、心を癒やされているのかなということで、こういった活動はし

っかり続けていきたいというふうに思っております。 

  それから、モニター等で音楽のまちの活動を流せばいいのではないかということでござい

ますが、ちょっとお話が逆流するかもしれませんが、小中学生の歌っているところの映像を

流すというのは、ちょっと駄目らしいのです。不特定多数の方にお顔をさらすという言い方

はあれなのですけれども、なので、音源については問題ないのですけれども、そういったと

ころは教育委員会、学校と、そこらを詰めながら、流せる分については可能な限り努力して

まいりますので、よろしくお願いいたします。 
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  以上、お答えいたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  高橋安子議員。 

〇７番（高橋安子議員） ぜひにぎわいのある町にしていただきたいと思います。 

  それから、レンタサイクルのことについてちょっとお伺いいたします。今やはぱーくのほ

うにレンタサイクルがあるということなのですけれども、これはやはぱーくのほうまで歩い

ていくというのは、雨が降ったときなんかは、ちょっと大変なのです。それで、駅に東口ま

たは西口にレンタサイクルを置く考えはないでしょうか。 

〇議長（藤原由巳議員） 佐藤産業観光課長。 

〇産業観光課長（佐藤健一君） 雨が降ったときは、あまり自転車というのもちょっとどうか

なとも思うのですけれども、今やはぱーくに置いているのは、やはり管理上、やはぱーくに

常時人がいるということで、貸出しができるということで今やっております。お話がありま

した令和４年度からそういった形で駅ナカでも活用が進めば、常時人がいるので、管理運営

もできるだろうということで、そういったことも併せて検討させていただきたいと思います。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  高橋安子議員。 

〇７番（高橋安子議員） そうですね、雨が降ると使わないですね。いずれにしても、この中

央ホールを改修するというのは、物すごい財源が必要ではないかと思います。先ほど課長の

話でも、地方創生とか、そういう予算を使いながらということだったのですけれども、本町

は、これほど多くの交流人口があります。そうであれば、一つ提案なのですけれども、企業

さんとか、商店会さんのほうの協力をいただいて、手をかけていただく、あるいは寄附して

いただくというようなことは考えていらっしゃらないのでしょうかお伺いいたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 佐々木道路住宅課長。 

〇道路住宅課長兼まちづくり推進室長（佐々木芳満君） ご提案、ありがとうございます。ぜ

ひ今回の施設については、駅につくるということで、矢巾町の中で生まれたものを、ぜひそ

こに使いたいなというふうに考えております。そこで、町内の各種業種の方々にも協力いた

だけるような形で、寄附までいけるかどうかもあるのですけれども、そういう方々につくっ

ていただくとか、そういうふうなものもぜひ今回の場所には、そういうつくり込みで考えて

いきたいというふうに考えております。 

  ただいまの提案につきましては、ぜひそういうふうな方向で矢巾町でつくり上げたものと
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いう形で持っていきたいというふうに考えております。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問。 

  高橋安子議員。 

〇７番（高橋安子議員） ぜひ協賛事業者を募集して検討していく、自分たちでつくったとこ

ろに自分たちの会社のネーミングを入れるとか、そういうことも可能だと思いますので、で

きるだけ早く、３月になると、もう卒業式が始まります。４月には入学式です。そして、病

院に来る方もどんどん、どんどん多くなってきますので、ぜひ早く進めていっていただきた

いと思いますので、よろしくお願いします。 

  それで最後に、もう一点お伺いいたします。東口のほうは、いろいろなそういうピアノを

置いたり、あるいはそういう喫茶になったりとか、いろいろな構想が進められているのです

けれども、私は、西口のほうに住んでいます。町長も西部のほうに住んでおります。それで、

いつも気になるのは、駅西口のほうの駅の今後の使い方については、何か計画があるのでし

ょうか、最後にお伺いいたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 高橋町長。 

〇町長（高橋昌造君） お答えいたしますが、まずそれこそ今企業の方々もうまく巻き込んで

と、これからは民間活力の時代、民間であれば、寄附だけではなく、お金のほかにも人なり、

いろんなものでも協力していただけると。それから、町の観光協会ももう少し中身を精査し

て、今なかなかちょっと活動が鈍い状況なので、もう一度町の観光協会の在り方、このこと

も含めて、それからもう先ほどからお話があるように、矢巾町にはいろんな光がある。その

光を見ていただくために、ぜひいろんなことを考えてほしいということが今高橋安子議員の

ご質問だと思うのです。 

  それで、点と線と面的で考えたときに、それぞれいいものはあるけれども、それを線で結

ばない、面的な対応をしない、やっぱりこれからは、私もこの間平泉で町村会の行政視察、

あそこに失礼だけれども、限られているのです。金色堂と中尊寺、あと庭園、でも世界遺産

になって。だから、矢巾町には何といっても徳丹城があるのです。だから、私は、今回徳丹

城に、今担当課長にも言っているのですが、地方創生の拠点整備交付金、これを使って、あ

そこにちょっとお金を投資すると、矢巾町のイメージががらりと変わります。それから、流

通センターもあるのですが、保養センターとか、南昌山、こういうふうな地方創生の拠点整

備交付金、こういうふうなものをうまく使えない、いわゆる作文なのです。だから、それを

今財政担当課長に、ちゃんとやれと、作文を書けと今指示しておりますので。 
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  それで、今日、言われていることはみんなごもっともなのです。駅東だけではなく、駅西

も、あそこのスペース、利活用、どういうふうにしてやっていったらいいか。あとは、昔は

徳田倉庫とかもあったわけです。だから、そういう映像なんかも、先ほどお話あるように、

それは西口なら西口。それから、今文化スポーツ課長は、映像を流すの、何か消極的な、音

声も大事なのですが、何も学校を映したり、個人を映さなければいいわけです。だから、何

かやらないというようなことに、もう前向きに考えて。 

  そして、よそに行くと、見たいところのボタンを押せば見られるのです。平泉だってそう

なのです。資料館に入ると、自分の見たいところをボタンを押すと、音声と映像が出るので

す。それをやったら、矢巾町、がらりと変わります。そして、何よりも観光の強みは、医大

があることなのです。これを強みにして、弱いところを補ってやっていくと。 

  だから、もうこれは観光振興は、ビジョンもつくっておるのですが、あとはもうやり切る

と。この間も県の商工労働観光部、あと担当課長たちが今度行ってくることにしております

が、とにかく観光振興は、動かなければ前に進まないわけですので、そういった意味で今後

しっかり高橋安子議員の意を体してやってまいりたいと思いますので、ご理解をいただきま

す。 

〇議長（藤原由巳議員） 佐々木道路住宅課長。 

〇道路住宅課長兼まちづくり推進室長（佐々木芳満君） 西口につきましても、いろいろ構想

は練っております。ちょっと来年とか、再来年ですぐできるものではないような形なのです

けれども、そういったものも、また町民の皆様からもご意見をいただきながら、もうちょっ

と西側にも、大分ショッピングセンターができたことによって西側も光が出てきたところで

ありますが、さらに西側にもう少し光を当てたいなというふうなことで、今まちづくりとし

て考えていますので、こういったところにつきましては、町民の皆様あるいは議員の皆様方

からもご意見を頂戴しながら、いろいろ構想を練っていきたいなというふうに思っておりま

す。 

  その中で、東口の今回のコンビニ跡地の部分、多目的ホールの利用の際に、ＪＲともいろ

いろ協議を今進めております。その中では、ＪＲもぜひそういった部分に協力して入ってい

きたいなということのお話も頂戴しておりますので、そういった部分も一緒になって共同で

いろいろ考えてにぎわいを創出していきたいなと思っておりますので、いろいろご指導いた

だければと思います。よろしくお願いいたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。よろしいですか。 
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              （「はい」の声あり） 

〇議長（藤原由巳議員） それでは、一般質問の最中ではございますが、正午にならんとして

ございますので、ここで昼食のために休憩といたします。 

  再開を午後１時、13時といたしますので、よろしくお願いします。 

              午前１１時５８分 休憩 

              ――――――――――― 

              午後 １時００分 再開 

〇議長（藤原由巳議員） 再開します。 

  休憩前に引き続き、高橋安子議員の一般質問を行います。 

  次に、２問目の質問を許します。 

  高橋安子議員。 

〇７番（高橋安子議員） ２問目の質問は、放課後キッズクラブについて質問させていただき

ます。 

  煙山キッズクラブを矢巾町社会福祉協議会に、矢巾東キッズクラブを特定非営利活動法人

矢巾ゆりかごに委託し、働く親への支援として、留守家庭児童に放課後の生活と遊びの場を

提供することを目的に、学童保育に加えて各小学校の教室を利用した放課後キッズクラブを

平成30年度から開始いたしました。キッズクラブを開始してから３年余りが経過しましたが、

利用状況及び問題点について、以下お伺いいたします。 

  １点目、煙山キッズクラブ及び矢巾東キッズクラブの利用児童数は、どのくらいかお伺い

します。 

  ２点目、利用時間は19時までとのことでございますが、その時間まで利用する児童はどの

ぐらいいるのかお伺いいたします。 

  ３点目、職員はそれぞれ何人で対応しているのでしょうか。 

  ４点目、県内では利用料金の徴収や最終時間に間に合わない場合、追加料金を請求すると

ころもあると聞いております。本町では、今後その考えがあるのかお伺いいたします。 

  ５点目、煙山キッズクラブが使用している教室は、煙山小学校校舎西側のプレハブで、手

洗いの水道やトイレがなく不便だとの声があります。コロナ等の感染症が蔓延する中、早急

に整備が必要と思いますが、その計画があるのかお伺いいたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 和田教育長。 

              （教育長 和田 修君 登壇） 
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〇教育長（和田 修君） 放課後キッズクラブについてのご質問にお答えいたします。 

  １点目についてですが、令和３年度における１日当たりの平均利用児童数は、煙山キッズ

クラブは約45人、矢巾東キッズクラブは約16人となっております。 

  ２点目についてですが、午後７時まで利用する児童数は、日によって変動がありますが、

両キッズクラブともに平均三、四人となっております。 

  ３点目についてですが、職員体制につきましては、両キッズクラブともに常勤児童厚生員

２名及び非常勤児童厚生員１名の計３名で対応しております。 

  ４点目についてですが、キッズクラブの利用料金及び時間外の追加料金につきましては、

現時点では料金を徴収する予定はありませんが、利用者へのサービスの向上や事業者の新規

参入を進める上で、費用対効果と併せながら検討する必要があるものと考えております。 

  ５点目についてですが、煙山キッズクラブが使用しているプレハブ校舎内には、トイレや

手洗い場がないため、指定管理者からは不便との声もありますが、煙山小学校の１階にはト

イレや手洗い場があり、利用児童はそちらを使用しておりますので、現在のところ整備する

予定はございませんが、状況を見極めつつ、学校と検討してまいります。 

  また、新型コロナウイルス感染症につきましても、引き続きこれまでと同様に小まめな換

気と手指消毒等により、感染防止に努めてまいります。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇議長（藤原由巳議員） 再質問ありますか。 

  高橋安子議員。 

〇７番（高橋安子議員） 再質問に入る前に、１問目のところでちょっと言い忘れたことが１

つありますので、よろしいでしょうか。今矢幅駅東口のほうには、音源があるということで、

先ほど文化スポーツ課長が動画を出すのは無理だということだったので、ＢＧＭだけでも流

してもらえればと思いますので、それだけよろしくお願いいたします。 

  それでは、再質問に入らせていただきます。１日当たりの平均利用児童数は、煙山45名、

矢巾東16名とのことですが、キッズクラブは登録制になっているのでしょうか、それとも自

由に利用できるのでしょうかお伺いいたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 田村子ども課長。 

〇子ども課長（田村昭弘君） ただいまのご質問にお答えさせていただきます。 

  議員おっしゃる登録制度と自由来館制度と２つ併用で運用しております。 

  以上、お答えとさせていただきます。 
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〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  高橋安子議員。 

〇７番（高橋安子議員） 登録制であれば、登録者数はどのぐらいいらっしゃるのでしょうか、

分かったら教えていただきたいと思いますが。 

〇議長（藤原由巳議員） 田村子ども課長。 

〇子ども課長（田村昭弘君） 申し訳ございません。手元に資料を持ち合わせておりませんの

で、すみません、煙山キッズクラブですけれども、154名、東キッズクラブですけれども、

70名になります。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  高橋安子議員。 

〇７番（高橋安子議員） 登録者数とか自由来館を合わせると、随分多くの子どもたちが利用

しているのですね。長期休業中、夏休み、冬休みになると、１日当たりの平均45名、16名と

いうことなのですけれども、どっと人が増えたりするのではないかなと思います。先日煙山

キッズクラブを訪問してみました。子どもたちが、地域のおじいちゃんでしょうか、ボラン

ティアの方だと思うのですけれども、将棋をしておりました。藤井聡太さんの影響なのか、

その周りを数名の子どもたちが囲んで、楽しそうにやっていました。ちょっと聞いてみたと

ころ、やっぱりボランティアの方が時々訪問して、一緒に遊んでくださるという話を聞きま

した。核家族が多い中で、おじいちゃん、おばあちゃんの優しさに触れることができる時間

です。このような交流は、矢巾東小学校のほうでも実施されているのでしょうかお伺いいた

します。 

〇議長（藤原由巳議員） 田村子ども課長。 

〇子ども課長（田村昭弘君） ただいまのご質問にお答えさせていただきます。 

  自分も煙山キッズクラブのほうに行ってみたとき、確かに高齢者の方がボランティアで子

どもたちと遊んでいるという場面を見ましたけれども、東キッズクラブのほうに行った際は、

そのような方はおりませんでした。 

  以上、お答えさせていただきます。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問。 

  高橋安子議員。 

〇７番（高橋安子議員） 見た感じだと、とてもいい雰囲気でしたし、子どもたちが集まると
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ころに、高齢者の元気の源ともなるのではないかなと思いますので、ぜひ勧めていただけれ

ばと思います。 

  それで、煙山キッズクラブが利用しているプレハブ校舎について質問させていただきます。

トイレや手洗い場を整備する予定はないとの答弁でございました。小学校１階のトイレまで

は、かなり距離があるのです。私も歩いてみました。プレハブから校舎までは吹き抜けにな

っておりまして、冬の雪や風のときなどには滑ってけがをするようなことはないのでしょう

か。子どもたちは、行くところを見たのですけれども、廊下を走らないように先生方に指導

されております。ただ、廊下は確かに走らないのです。でも、その渡り廊下のところまでは、

すっ飛んで来るのです。ちょっと危ないなと思って見たのですけれども、そういう状況でし

た。私が訪問したときには、天気のいい日でしたので、転んだり、何もしませんでした。そ

のトイレが遠いということが間に合わなくなって、いじめの対象になってしまうこともある

のではないかなという心配もございます。 

  また、コロナは、大分落ち着いてきましたが、感染症予防の手洗いや手指消毒は必要不可

欠になっております。答弁書にもそのように書いてありました。コロナやインフルエンザ等

感染症予防のためにも、手洗い場とか、トイレを至急設置するべきではないかなと思うので

すけれども、もう一度その辺のところについてお伺いいたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 田村子ども課長。 

〇子ども課長（田村昭弘君） ただいまのご質問にお答えさせていただきます。 

  トイレ、水道があるのは、理想かと思いますけれども、今建て替えの話も出たりしている

ところですので、状況を見ながら、今はできないということで、以上お答えとさせていただ

きます。 

〇議長（藤原由巳議員） 田中舘学校教育課長。 

〇学校教育課長（田中舘和昭君） 追加で学校を担当している学校教育課のほうからもちょっ

とお話しさせていただきたいと思います。議員おっしゃるとおり、児童用のトイレは、ちょ

っと校舎の中央付近にありますので、確かにプレハブ校舎のところから行くと、少し遠いな

というのは、そのとおりだと思います。今回このお話の中で、やはり職員用トイレがどちら

かというと、西側のほうにありますので、職員用トイレを、例えばキッズクラブの子たちが

使っては駄目だという話は私ないと思いますので、やはりこういう近いところを、既にある

ものですから、そういったのを使ってもらうというのは、一つ運用として全然あることでは

ないかなと思っておりますので、そういったところも児童館側と協議させていただきたいと
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思います。 

  以上、お答えといたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問。 

  高橋安子議員。 

〇７番（高橋安子議員） 職員トイレを使うというのは、すごく児童にとっては抵抗があるの

ではないかなと思っています。なかなか、いいよと言っても、入りにくいのかなという気持

ちはあります。 

  それで、ちょっと外側のほうも見たのですけれども、トイレは、まず早めに行くというこ

とで、そういう対応でも致し方ないのかなと思うのですけれども、手洗いについては、去年、

今年、コロナがすごく流行しました。今は落ち着いてきているとはいうものの、今度新型の

オミクロン株とか、去年で４名確認、そういう話も出ております。これから冬休み、それか

ら正月に向かって、人流も多くなると思うのですけれども、またコロナの感染者数が多くな

ってこないとも限りません。それで、手洗い、必ず手を洗ってねということを各家庭でも、

学校でも指導していると思うのですけれども、この手洗いについて、何か応急の処置ができ

ないものでしょうかお伺いします。 

〇議長（藤原由巳議員） 和田教育長。 

〇教育長（和田 修君） 私のほうからお答えさせていただきます。 

  まず、子どもたちへの指導ということで、緊急の場合は職員トイレを使っていいよという

ことは、これは学校現場でよくやっていることでございます。それから、トイレについては、

やっぱり自分で気がつく前に、そういうふうになる前に時間を決めて、それはこのキッズク

ラブの中でも、そういうことをされている。時間になったから、みんなトイレに行きましょ

うねというふうなこともやっています。 

  それから、手洗いについては、確かにそのとおり、そこにはありません。そのためのもの

を、例えば職員トイレのところにはあります。というふうなことも先ほどうちの学校教育課

の田中舘課長が言いましたけれども、学校のほうと、ちょっと職員トイレの付近も含めて調

整をさせていただきたいと思います。 

  いずれ議員お話しのとおり、コロナ禍の中で、手洗いの有効性も出てきておりますし、そ

れからコロナだけではなくていろんなウイルスも発生してきます。そういうものについても

手洗いが有効だということも出てきておりますので、そういった意味でも検討させていただ

きたいと思います。 
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  以上、お答えとさせていただきます。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  高橋安子議員。 

〇７番（高橋安子議員） もう一点お伺いしたいのですけれども、費用対効果ももちろんそう

でございますけれども、子どもたちの安全が優先だと思うことから、もう一点だけお伺いし

ます。プレハブから校舎までの間が吹き抜けになっております。そこに先日行ったときには、

保護柵も何もなかったのですけれども、これから冬になって、去年も１回はすごい大雪が降

りました。今年は何か気象予報では、雪が多いのではないかという話もございます。あそこ

に何か措置を施す予定はあるのでしょうかお伺いします。 

〇議長（藤原由巳議員） 田中舘学校教育課長。 

〇学校教育課長（田中舘和昭君） お答えいたします。 

  確かにあそこ渡り廊下の部分、側壁がない状態なのですけれども、ちょっと煙山小学校の

構造上、どうしても正面玄関が南側にありまして、駐車場は北側にあるということで、来客

の方、北側のほうに車を置いて、あそこの渡り廊下のところを回って正面玄関に来てもらう

ということをしていただいておりますので、今議員ご提案の部分、ちょっとすぐには厳しい

かなというのが今印象として持っているところでございます。 

  以上、お答えといたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  高橋安子議員。 

〇７番（高橋安子議員） 本当にこの間歩いてみて、これは滑って転んだら、大けがになる可

能性もあるのかなと思って見てまいりましたので、ぜひ早急に処置していただければと思い

ますので、よろしくお願いいたします。 

  それから、子どもたち、すごく元気よく遊んでいたのですけれども、今からは暗くなるの

が、今からというか、もうそろそろ明るくなるのですけれども、暗くなる時期なのですけれ

ども、今そこを利用している子どもたちについては、スクールバスは利用していないわけで

すね、お伺いします。 

〇議長（藤原由巳議員） 田中舘学校教育課長。 

〇学校教育課長（田中舘和昭君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

  状況によってスクールバスを申請する場合もあるかと思うのですが、基本的には、やはり

帰る時間次第ですので、お家に帰って、例えば保護者の方がいない家庭であれば、児童館の
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ほうを利用するという、それで例えば高学年の子どもさんとかがいれば、留守番ができます

ので、そういった場合は、一緒にスクールバスで帰るということも可能で、そのご家庭の事

情によって様々なところでございます。 

  以上、お答えといたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。よろしいですか。 

              （「はい」の声あり） 

〇議長（藤原由巳議員） それでは次に、３問目の質問を許します。 

  高橋安子議員。 

〇７番（高橋安子議員） それでは、３問目の質問に入らせていただきます。男性の育児・介

護休暇取得についてお伺いいたします。 

  企業が男性社員に育児・介護休暇を働きかけることを義務づけた改正育児・介護休暇法が

令和４年４月１日から３段階で施行されます。令和２年度における男性の育児休暇取得率は、

全国で12.65％と初めて10％を超えたものの、依然として低い状況にあります。フィンラン

ドやスウェーデンなどでは、男性の育児休暇率は70％を超しているとのことでございます。

もう育児休暇が当たり前になっているという状況なそうです。 

  ６年前に一般質問をした際、全国平均では5.14％の取得率、本町ではゼロという答えであ

り、今後周知を図り、取得しやすい環境をつくっていくとの答弁でございましたが、その後

の状況はどうなっているのでしょうか。また、本町にも男性育児休暇を後押しするくるみん

認定企業等も少しずつ増えてきたことから、以下お伺いいたします。 

  １点目、町職員の男性育児・介護休暇の取得実績があるのかお伺いします。 

  ２点目、男性育児休暇取得への雇用環境整備について、具体的に何か実施したのかお伺い

します。 

  ３点目、本町にある企業で男性の育児休暇取得状況を把握しているのかお伺いします。ま

た、くるみんの認定を受けている企業についてはどうか、お伺いいたします。 

  ４点目、今後町職員や町内企業等への指導をどのように考えているのかお伺いいたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 高橋町長。 

〇町長（高橋昌造君） 男性の育児・介護休暇取得についてのご質問にお答えをいたします。 

  １点目についてですが、町職員の男性による育児休業の実績は、これまでありませんでし

たが、今年度本町で初めて男性職員が育児休業を取得しております。介護休暇については、

正職員の取得実績はないところでありますが、今年度会計年度任用職員１名が取得をしてお
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ります。 

  ２点目についてですが、男性職員に積極的な育児休業取得の呼びかけを行い、それに加え、

今年度から子どもが生まれることが分かった職員が速やかに申出を行い、人事担当や職場の

上司と相談しながら育児休業計画の作成に取り組んでおります。この結果、周囲の理解と協

力を得ながら、職員が安心して制度を利用することができているものと捉えております。 

  ３点目についてですが、町内企業における男性の育児休暇の取得状況は把握しておりませ

んが、町内のくるみん認定企業制度利用状況や取組状況についての詳細は把握しておるとこ

ろであります。 

  ４点目についてですが、今後は職員が子育ての喜びと責任を認識できるよう、職場全体に

対する制度の周知と意識啓発の指導を行うことが必要であると考えております。 

  特にも初めて子育てを行う職員に対して、育児経験がある職員が面談を通してサポートす

る仕組みを構築し、職場全体で仕事と子育てを両立できる職場環境を整備してまいります。 

  また、町内の企業等については、今後積極的に制度の周知を図り、町内の認定企業を町ホ

ームページで優良企業として紹介することで、将来的な人材確保や優秀な人材定着に寄与で

きるよう制度の推進を図ってまいります。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇議長（藤原由巳議員） 再質問ありますか。 

  高橋安子議員。 

〇７番（高橋安子議員） 何か本町でも会計年度任用職員、初めて介護休暇を取得したという

ことでございます。また、男性職員に積極的な育児休業取得の呼びかけや育児休業計画の策

定に取り組んでいるとのこと、計画だけでなく、実際に実現することを期待したいと思いま

す。 

  ここで今年、来年の対象者は何人ぐらいかという質問をしたかったのですが、先ほど小笠

原議員が質問した際に、２人のうち１人で50％の取得率だということをお聞きいたしました

ので、それでは今までに、介護休暇についてなのですけれども、育児休暇よりも介護休暇を

取って、おしゅうとさんやお父さん、お母さんの面倒を見なければいけないという年代の方

がとても多いと思うのですけれども、それは今現在だと１人だけ会計年度任用職員の方が取

られたということなのですけれども、職員の方が取るということは、去年から今年にかけて

は一人もいなかったのでしょうかお伺いします。 

〇議長（藤原由巳議員） 藤原総務課長。 
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〇総務課長兼防災安全室長（藤原道明君） おっしゃるとおりでございまして、正職員で取得

した者はおりません。 

  以上です。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  高橋安子議員。 

〇７番（高橋安子議員） 施設のほうでも、今何か待機の方がすごく増えているということで、

これからは自宅で介護をされる家も多いと思いますので、もしできれば誰かが一番先に取る

と、次の方も取りやすくなると思いますので、率先して取っていただければなと思いますの

で、よろしくお願いいたします。 

  何でもそうなのですけれども、育児休暇でも介護休暇でも、最初に取得するというのは相

当な勇気が必要だと思います。ただ、今年某放送局のアナウンサーの方や、それから国会議

員の方も育児休暇を取られました。あれが結構励みになるのではないかと思いますので、そ

ういうことに直面した際には堂々と取っていただければ、また先輩の方々のフォローをよろ

しくお願いしたいと思います。 

  ２点目の再質問に入りますが、一般企業での育児休暇はもっとハードルが高いと思います。

何か社員数が少ないところは、なかなか取れないという話もよく聞きます。町内のくるみん

認定企業の制度利用状況、取組について把握しているとのことでございます。私がちょっと

ネットで見た限りでは、業種では金融、障害者福祉や情報通信の割合が高いということでご

ざいますが、本町ではどのような状況でしょうかお伺いします。 

〇議長（藤原由巳議員） 佐藤産業観光課長。 

〇産業観光課長（佐藤健一君） 今のお話のとおり、町内では本社を置いている事業所もしく

は通常の店舗等を置いている事業所を含めまして８事業所となってございます。建設業が１

か所、あとは情報通信１か所、あと金融業が３か所と、あとビルメンサービス業、あとは障

害者福祉施設ということで８事業所となってございます。 

  そのうち、これは名称を出してもいいかと思いますけれども、新生会につきましては積極

的に取り組まれているようでございまして、その内容についてもいろいろなところで、岩手

労働局のホームページのほうで紹介されておりますので、ご紹介させていただきます。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  高橋安子議員。 

〇７番（高橋安子議員） 矢巾町では８事業所ということなのですけれども、やっぱりこの８
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事業所については、社員数が多いところが多いわけです。なかなか30人以下の社員数では取

りにくいということを聞いております。今後町内の企業に制度の周知を図り、男性の育児、

介護に積極的に取り組む優しい町として発展してはどうかと思いますが、最後に今後の見通

し、あるいは今後の決心をお伺いしたいと思います。 

〇議長（藤原由巳議員） 佐藤産業観光課長。 

〇産業観光課長（佐藤健一君） 今回の質問があるまで、私もこの辺については大分勉強させ

ていただきました。ありがとうございます。確かに、こういった企業が積極的に取り入れて

いるところを紹介することは、非常に有意義なことだと思います。町内の企業にもこういっ

た厚生的な部分で進んでいくことが非常に活性化にもつながりますし、ぜひ機会を捉えて、

こういった事業所が自ら、会社ではこういう取組をしているのだというようなことを紹介で

きるような場も、例えば企業連絡会とか、そういうところで設けて、うちも負けていられな

いと、男性が育児休業を取りやすいような環境をつくっていかなければならないといったよ

うな雰囲気を醸成できるようにやっていきたいと思いますので、今回のご質問、大変ありが

とうございました。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。よろしいですか。 

              （「はい」の声あり） 

〇議長（藤原由巳議員） 以上で７番、高橋安子議員の質問を終わります。ご苦労さまでした。 

  それでは次に、11番、藤原梅昭議員。 

  １問目の質問を許します。 

              （11番 藤原梅昭議員 登壇） 

〇11番（藤原梅昭議員） 議席番号11番、一心会、藤原梅昭です。まず、始まる前に、昨日12月

８日、80年前の1941年、真珠湾攻撃、日米開戦の日、太平洋戦争勃発という、非常に悲しい

一日だったわけですけれども、なぜ戦争は起きたのかということを考えさせられました一日

でした。その中で、アインシュタインは言っているわけですけれども、悪い行いをする者が

世界を滅ぼすのではないと、それを見ながら何もしない者たちが滅ぼすのだというようなこ

とを言っております。この言葉を肝に銘じながら私も是々非々の立場で、精神で行動したい

と思っている観点から、令和３年度施政方針よりお伺いしたい。よろしくお願いします。 

  質問１番ですが、脱炭素・ＳＤＧｓの実現についてと、これから質問したいと思いますが、

ＳＤＧｓというのは、皆さんご存知のとおり、持続可能な開発、誰一人取り残さない、持続

可能な開発可能な社会の実現を目指す世界共通の目標です。2015年の国連サミットにおいて、
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全ての加盟国が合意した「持続可能な開発のための2030アジェンダ（実施計画）」の中で取

り上げられました。2030年を達成年限とし、17の目標と169のターゲットから構成されてい

ることは皆さんご存じのとおりでございます。これは、17の目標というのは、貧困、飢餓か

ら始まって、気候変動とか、海洋資源、陸上資源、いろんな項目が入っておりまして、最後

は誰一人残さない方法で達成しようというような内容になるわけです。 

  本年イギリス北部で開かれた国連気候変動枠組条約、ＣＯＰ26にて温暖化対策の強化や途

上国への資金援助を表明しました。ただし、地球温暖化対策に後ろ向きの国に贈る化石賞に、

また日本が選ばれました。大変不名誉な賞であるわけです。理由は、二酸化炭素の排出が多

い、石炭火力発電の廃止の道筋を示さなかったということが大きな理由になるわけですけれ

ども、日本の若者たちもイギリスのグラスゴーまで行って、温暖化対策をごまかさないでと

岸田首相に直接抗議活動を行っているけれども、何も答えはなかったと。僕らは、温暖化で

深刻な被害を受ける世代、日本政府にはがっかりの連続で絶望しかないと若者は抗議してい

るわけです。国ができないのならば、矢巾町として何ができるのか、これをまず伺いたいと、

そう思います。 

  ①、ＳＤＧｓ目標の気候変動として、矢巾町気候非常事態宣言に対する具体的な取組、進

捗状況並びに町全体の新エネルギー比率及び取組状況をお伺いします。 

  ②、ＳＤＧｓに対する県内企業の理解度は70％を超しております。推進に前向きな企業は

約４割、昨年からほぼ倍増したそうです。規模別では、大企業が47％と、小規模企業は26.1％

にとどまっていると。規模が小さくなるほど取組や理解がまだまだ乏しいと、そのような状

況になるわけです。官民一体で取り組む価値や事例を効果的に発信していくことが肝要であ

る。このことから、当町の取組状況をお伺いします。 

  ③、不動小学校において、地球温暖化と海洋問題を考える講演をオンラインで聴講したそ

うですが、町内小中学校でのＳＤＧｓに対する取組状況をお伺いします。 

  以上です。 

〇議長（藤原由巳議員） 高橋町長。 

              （町長 高橋昌造君 登壇） 

〇町長（高橋昌造君） 11番、藤原梅昭議員の脱炭素・ＳＤＧｓの実現についてのご質問にお

答えをいたします。 

  １点目についてですが、矢巾町気候非常事態宣言後には町内野球スポーツ少年団との植樹

事業や、ごみの分別説明会の際にお一人お一人が取り組める温暖化対策について啓発してき
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たほか、ごみの分別や資源化に関しても温暖化対策につながるものとして回収施設の拡充な

どの推進に取り組んでまいりました。国では、昨年2050年に向けてカーボンニュートラルを

目指すことを掲げており、グリーントランスフォーメーションといった新たな取組などの情

報や国の動向を注視しながら、本町としても温暖化や気候変動対策に取り組んでまいります。

また、町全体の新エネルギー比率については、電力の自由化などもあり、需要量などの把握

が困難なことから、比率に関しても把握はしておらないところであります。取組に関しては、

新エネルギー導入事業費補助を継続し、太陽光発電の設置を誘導するとともに、今後蓄電池

等の普及策も検討してまいります。 

  ２点目についてですが、ＳＤＧｓの推進に際しては、議員ご指摘のとおり、官民が連携し

て取組を発信していくことが効果的と考えており、まずは役場のＳＤＧｓに関する取組を各

種メディアを通じて町内外に発信するとともに、職員、議員向けの研修会や町民の皆さんが

気軽に参加できるやはばＳＤＧｓカフェなどの事業を開催しながら、幅広く皆様への周知や

働きかけを進めております。 

  今後これらの取組を通じて関心を持っていただいた方々に賛同を呼びかけながら、行政を

はじめ町内でＳＤＧｓに取り組んでいる企業や団体、個人など、様々な主体が日常的につな

がり、学習会やオンラインを通じて情報交換や意見交換を行うことができる矢巾町ＳＤＧｓ

プラットフォームを年度末を目途に立ち上げ、官民連携でスクラムを組みながらＳＤＧｓの

取組を加速してまいりたいと考えております。 

  以上、私のほうからのお答えとさせていただきます。 

〇議長（藤原由巳議員） 和田教育長。 

              （教育長 和田 修君 登壇） 

〇教育長（和田 修君） 引き続き、脱炭素・ＳＤＧｓの実現についてのご質問にお答えいた

します。 

  ３点目についてですが、小学校では社会科の授業の中でＳＤＧｓについて学習する機会が

あるほか、児童会活動や委員会活動においても募金活動や環境活動を継続して行っているこ

とがＳＤＧｓにつながるものであります。また、矢巾北中学校では、今年度の生徒会活動と

して、ＳＤＧｓ認知度アンケートを実施し、17の目標からクラスごとに重要視する目標を設

定し、残食を減らす、小まめに電気を消すなど、生徒自らがふだんの生活の中からＳＤＧｓ

に関わることへ積極的に取り組むこととしております。 

  さらに、来年１月に新たな取組として、矢巾中学校において、ＳＤＧｓの視点を通して、
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自分たちで課題を発見し、町の問題点や夢の提言について町長と語り、政治や地域に対する

関心を深めるとともに、まちづくりに参画する意識を高め、郷土を愛する心を育てることを

目的に、「新春、町長と語る会」を開催することとしております。 

  なお、教育委員会といたしましても、児童生徒一人一人にとって最適な教育を誰一人とし

て取り残さないの理念を実現するため、ＧＩＧＡスクール構想による教育現場でのＩＣＴ活

用により、ＳＤＧｓの目標である質の高い教育をみんなにを、町内各小中学校と連携しなが

ら、引き続き取り組んでまいります。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇議長（藤原由巳議員） 再質問ありますか。 

  藤原梅昭議員。 

〇11番（藤原梅昭議員） 子どもたちは、大分学習、勉強しているようで、非常に大人たちが

負けているなという感覚を受けていますが、ＳＤＧｓはなぜ生まれたかというところから一

緒に考えていかなければいけないわけですけれども、これは皆さんご存じのとおり、今の地

球は持続不能な世界だと、これを変革しなくてはいけないということから始まったわけです。

このままでは地球は駄目になるという考え方の下に始まったわけですけれども、それを

2030年までに一つのターゲットとして何とかしようということで始まったわけですけれど

も、気候非常事態宣言の後の各種の取組については分かりましたが、政府は2030年までに

13年度比26％、これをさらに46％まで、昨年度目標値を上げました。それだけ大変な状況に

なっていると。 

  それをさらに2050年までにカーボンニュートラルを目指すには、町の現状のエネルギー消

費量と新エネルギーの比率、何にどれだけ使われているかと、そういうことを把握できない

で、町として対応ができないのではないかと、目標値がはっきりしない、とにかくできると

ころからやりましょうということで進めているようですけれども、元々必要なのは、どれだ

け使っていて、どれだけ改善すれば、この政府の目標について対応できるのか、必要だと思

いますので、その辺の考え方について改めて確認したいと思います。 

〇議長（藤原由巳議員） 吉岡企画財政課長。 

〇企画財政課長兼未来戦略室長（吉岡律司君） 私のほうからちょっとお答えをさせていただ

きたいと思います。 

  まず、こちらの点、まさに藤原議員ご指摘のとおりだと思います。どれだけ出していて、

どれだけ吸収源があって、なおかつ再生可能エネルギーがどれだけあるのかといったことが
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分からずカーボンニュートラルの話というのは、全くすることができないわけでございます。

現状をちょっと把握ができていない状況でございますけれども、こちらにつきましては、改

正地球温暖化対策推進法という法律に基づきまして、村松信一議員の質問にもお答えしまし

たけれども、可能性調査を実施いたしまして、しかるべきカーボンニュートラルに向けての

アクションプランにつなげていきたいと考えているところでございます。早ければ今年度内

に環境省のそのような事業の募集はあるというふうに伺っておりますので、そういった機会

を逃さず、こういったものも現在国がパイロット的に先行的に取り組む自治体を選んでいる

ところでございますので、しっかりそういった波に乗りながら、今おっしゃいましたような

取組につきまして進めていきたいと考えているところでございます。 

  以上、お答えといたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  藤原梅昭議員。 

〇11番（藤原梅昭議員） いずれ５Ｗ１Ｈではないですけれども、何を、いつまでに、どれだ

けするかと、そういうところがはっきりしないと、役場も、町民も、それこそ我々議員も、

どこまでに、何をどうすればいいのか分からないという状況ですので、ひとつその辺のとこ

ろを明確にするということが肝要かと思いますので、お願いしたいと思います。 

  ＳＤＧｓには17の目標、それぞれにキャッチフレーズとアイコン、これがあるわけですけ

れども、矢巾町も第７次総合計画の後期基本計画、この中にアイコン、キャッチフレーズが

きちっと表れております。これは、非常に対比させて理解しやすいというふうに私は評価し

ているわけですけれども、先週たまたま12月１日、職員の方々と一緒に我々議員もＳＤＧｓ

の研修会をさせていただきました。大変有意義な時間を過ごさせていただきました。その中

で、講師は村井淳さんと言って、何かニックネームはむらちゃんと言っていましたけれども、

何とやはラヂ！の村井沙織さんのお父さんと、私は兄貴かと思いましたけれども、それだけ

若々しい方でしたけれども、やはラヂ！というのは、前回も話しましたけれども、非常に最

近特に内容が充実して、私も毎日聞かせてもらっています。矢巾の情報が非常に分かりやす

いと、「昌造さんの部屋」もありますし、「各課リレートーク」、「ザ・仕事人！」とか、

これは店を紹介する内容ですけれども、それから「ＪＡ便り」、必ず耳にするのは慶弔連絡

ということで、これはユニークだなと、これからもよい企画を立てながら頑張っていただき

たいわけですけれども、それこそ前回台数の話もしましたけれども、ぜひこの輪を広げて、

矢巾の情報を隅々まで伝えてほしいなと、それをひとつお願いしておきたいと思います。 
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  まず、研修に参加して、職員の方々と一緒だったわけですけれども、そこで職員の方々の

コメントをいろいろお聞きしたわけですけれども、非常に感じたのは、１つは中途採用の方

が非常に多くなったなという感じを受けながら、非常に今まで培ってきた自分たちの持ち味

をそれぞれ生かしてもらっているのかなというふうに感じました。もう一つは、やっぱり町

民のために頑張りたいと、そういう意気込みを若い人たちから非常に感じましたので、ぜひ

そこのところは、頼もしく感じましたので、これからも培っていただきたいなというふうに

思っています。 

  ＳＤＧｓ導入のメリットということで６つほど挙げていました。これは、ここでいろいろ

６つ言うと、時間がどんどんたってしまいますのであれですけれども、一番大事なのは行政、

企業、市民の間で共通言語を持つことができると、共通の認識ができるということです。何

のために、いつまでに、何をすればいいかということが共通に認識できると、これが一番の

メリットではないかなと。あとは、魅力の再認識とか、連携パートナーシップとか、いろい

ろありましたけれども、それをひとつ感じました。 

  それから、ＳＤＧｓの３要素という話をしていました。これはバックキャスト、地球規模

誰一人置き去りにしないと、バックキャストというのは、それこそ研修した方は分かります

けれども、先の状況を見て、それでその間に、何をいつまでにどのようにするかということ

を逆算していくと。フォーキャストというのは、今から頑張れるだけ頑張ろうと、そういう

ような形になると思うのですけれども、それが明確に表されていると。だから、2030年まで

に46％とか、あるいは2050年までにカーボンニュートラルにしましょうということが明確に

なっていると思うのです。やっぱりそれをするためには、現状をきちっとつかまないと分か

らないということになるわけですけれども、そういうことが大事だと。 

  それから、推進宣言の中に、昨日も町長の口から六方よし、６つのＰという話をされてい

ました。まさに六方よしというのは、売手、買手、作り手はそのとおりですけれども、これ

は近江商人の三方よしなのですけれども、さらに３つ入っているのは世間よし、地球よし、

最後に未来よしなのです。未来も持続可能性の地球にしようよと、そういう六方よしの中に

その３つが、さらに三方よしプラス３つが加わっていると、これもすばらしいと。すごく分

かりやすい内容でした。 

  それから、６つのＰに関しては、これは言いませんけれども、昨日パッションとか町長は

言っていましたけれども、町長、本当は横文字嫌いと言いながら好きなのではないですか。

しょっちゅう横文字がどんどん出てきますし、３Ｓとか、そういうことで、本当は好きだけ
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れども、嫌いなふりしているのかなと思って、いつも聞いていましたけれども、もしかした

ら嫌いと言ったら好き、好きと言ったら嫌いというふうに取ればいいのかなと思ったりしな

がら聞いているわけです。 

  いずれそういう分かりやすい形で、官民一体で進めるということが必要なのではないかと

いうことで、私から提案したいのは、とにかくどこに行っても常にアイコンとキャッチフレ

ーズがあると、議場に来れば議場にあると、あるいは入り口に行けば入り口にあると、そう

いうのをぜひ常に目に触れていると、常に聞こえると、そういう環境をつくるのがまず大事

なのではないかと。そうすると、分からなくてもそのうち分かってくると、一緒にこのこと

を言っているのだなということが分かってくるはずだということで、まず公共施設にはぜひ

アイコンとキャッチフレーズ、これはどこかの農協で始めているらしいのです。そうすると、

常にどこに行っても、トイレに行ったらトイレに行ったで何かあるのではないですか、私見

ていないですけれども、そういう環境づくりが必要なのではないかと。それから、町内にご

み置場あります。そこに行くと、看板のところに何かどんと、ごみは何でしたか、いわゆる

そのアイコンがあるという環境。 

  それから、ＳＤＧｓの参加企業、これはどのぐらい参加企業があるか分かりませんけれど

も、参加企業とか、あるいは飲食店、こういうところの入り口あるいは中に何か認定バッジ

なり認定マークみたいなのが、アイコンマークであるとか、何か矢巾のどこに行ってもＳＤ

Ｇｓのマークがあるなと、そういう認識を持たせながら、ぜひ目に触れさせていただきたい

なと。 

  それから、昨日防災士、赤丸さん、それから藤原課長、受かったそうですけれども、おめ

でとうございました。私は、去年ですから先輩ですので、あえておめでとうございますと言

いたいのですけれども、本当にこれを受けると、やっぱりいろんな考え方が、また違う角度

から考えられるようになってくるわけですけれども、例えば防災士に対して、ＳＤＧｓの研

修をさらに受けさせるとか、そういうやっぱり興味あるというか、そういう意識のある集団

ですので、大体100人ぐらいになったのです、100人超えたのかな。あと、研修参加者、そう

いう人たちには、皆さんつけている、立派なＳＤバッジをつけていますけれども、それに匹

敵するようなものをつけてもらうとか、やっぱりいろんなところでそういう目に触れる機会、

耳に触れる機会、触れるというのかな、機会をつくっていただきたいのですが、その考え方

を少し取り入れていただきたいのですが、ちょっと考え方をお聞きしたいと思います。 

〇議長（藤原由巳議員） 吉岡企画財政課長。 
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〇企画財政課長兼未来戦略室長（吉岡律司君） 私のほうからお答えしたいと思います。 

  まず、藤原議員のご指摘のとおり、ＳＤＧｓを導入して何が一番いいことなのかというこ

とは、私も共通言語を持つことができるということだと思います。世の中には様々な課題が

ありますけれども、それをどのように解決していこうかといったところで、共通認識を持つ

ことができる、その言葉がＳＤＧｓであるということは非常に意義深いことだと思っており

ます。そういう意味からも、今議員からございました提案につきましては、私も非常にとて

もいいことだと思います。そのような形で取り入れていきたいなと思っております。 

  全ての方々が、やはりこれに関心を持ち、意識が変わっていくというプロセスを踏んでい

ただく必要があると思うのですけれども、やはりそのときには、しつこいまでに、何か、何

だろうな、これと言われるくらいのＰＲが必要なのだろうなと改めて感じたところでござい

ますので、こちらにつきましては、取組に向けて検討するというよりは、実施してまいりた

いと思います。 

  以上、お答えといたします。 

〇議長（藤原由巳議員） まだまだ再質問があろうかと思いますけれども、ちょうど切りのい

い時間に近づいてまいりましたので、ここで暫時休憩をいたしたいと思います。 

  再開を２時10分といたします。よろしくお願いします。 

              午後 １時５７分 休憩 

              ――――――――――― 

              午後 ２時１０分 再開 

〇議長（藤原由巳議員） 再開をいたします。 

  休憩前に引き続き、藤原梅昭議員の一般質問を続けます。 

  他に再質問ありますか。 

  藤原梅昭議員。 

〇11番（藤原梅昭議員） 先ほど小中学校関係の答弁ございましたけれども、非常に各学校と

も取り組んでくれているなと感心しておりましたけれども、不動小学校の講演の…… 

              （何事か声あり） 

〇11番（藤原梅昭議員） 失礼しました。不動小学校の講師は、仙台出身で2000年にキリバス

国籍を取得したケンタロ・オノさんという方だったそうです。全ての川は海につながってい

ると、矢巾とキリバスもつながっていると、地球温暖化は自分に関係ないと思わないでと呼

びかけたそうなのですが、今まで想像したこともないような高波、雨、暴風が起こっている
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と。地下水に海水が混じって、飲み水がしょっぱくなっていると、いろんな問題が発生して

おります。海洋プラスチックごみの問題では、2050年には魚よりもごみが増えてしまうとい

うふうに言われております。最近の調査でも、海の魚の56％ぐらいがもうプラスチックで何

らかの汚染をされていると。プラスチックを飲み込んだ魚もいれば、そのプラスチックから

出た害によって変形したり、いろんな症状が出ているそうです。日本からのごみがキリバス

に流れていると言っておりましたので、キリバスというのはどの辺にあるのかということで、

私も地図で見ました。ようやく探したら、オーストラリアのちょっと上のほうに、太平洋の

ど真ん中にあるのです。ハワイがあって、キリバスがあって、オーストラリアと、そんな感

じの位置にあって、諸島、島国なのです。その中で、日本のごみもそこまで漂っていると。

もちろんこれは、大震災のときにはアメリカの海岸まで漂着していますので、それはあまり

驚くことではないのですけれども、そのようにいろんなところでつながっていると、よくて

も、悪くても、それを改めて感じたところなのですけれども。 

  ここで何を言っているかというと、人間が起こしたことは解決できるはずであるというこ

とで、今まで地球を破壊してきた人間なのだから、これから再生あるいはそれ以上悪くなら

ないような対応ができるはずだと、普通の生活の中で、それが本当に必要か考えてみてくだ

さいというようなことを訴えてお帰りになったそうなのですけれども、さらに一言言ってい

るのは、愛の反対、これは無知と無関心というところまで言っていまして、誰もが取り残さ

ないようにするためにはどうしたらよいかと、これも一緒に考えましょうということまで言

って帰られたそうですけれども。 

  昨日も和田教育長がＩＣＴとかけて何と解くと、いつでも、ちょこっと、使うと、そうい

えばＩとＣとＴが入っているなと思って、こういうセンスも教育長にあるのだなと思って感

心して聞きましたけれども、その際に「一人の百歩より、百人の一歩」と、このことも申し

ていました。これは、まさに今のＧＩＧＡスクール構想の落ちこぼれのないように一緒に頑

張ろうという意味で言ったと思うのですけれども、ＳＤＧｓもまさに一人の百歩より百人の

一歩ということで、誰一人取り残さないようにみんなでやっていこうよということを強く訴

えているわけです。そういうようないろんないいことをおっしゃっていたことを、ＳＤＧｓ

というのは人材育成が非常に大きな鍵だなと思って私も聞きましたけれども、このような大

事な講演等々は全ての子どもたちにぜひ聞かせていただきたい、そう思うわけですが、これ

は何か機会をつくるのか、あるいは別な形で対応していくのか、その辺の考えをまずお聞き

しておきたいと思います。 
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〇議長（藤原由巳議員） 田中舘学校教育課長。 

〇学校教育課長（田中舘和昭君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

  海洋教育学習につきましては、議員ご承知のとおり、昨年度から不動小学校、２か年連続

でやったところでございます。今ちょっと予定しているのは、来年度は不動小学校は一旦お

休みしようかと思っていました。今こちらの団体のほうに申請を予定しているのですが、矢

巾中学校のほうで取り組んでみようかなと思いまして、もうすぐ申請の時期なので、こちら

の海洋教育学習のほうを申請したいなと思っておりますので、やはり取り組める学校から取

り組んでいくようにして、できるだけいろんな子どもたちに機会を与えたいなと思っており

ます。 

  以上、お答えといたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  藤原梅昭議員。 

〇11番（藤原梅昭議員） いずれ子どもたちからそういうふうな認識を大いに持ってもらうの

が最も重要だと思っていますので、ぜひ育てていただきたいなというふうに思っています。

答弁の中では、「新春、町長と語る会」と、すごい企画を、我々も語ったことがないのに、

企画をつくっていただいているなというふうに、非常に感謝するわけですけれども、ぜひ町

長の意見あるいは子どもたちの意見等々を取り入れながら、矢巾というのは世代あるいはジ

ェンダーに関係ない、いろんな取組をしている町だということで進めていただければいいの

かなと。 

  それで、農業分野なのですけれども、これもやっぱり温暖化防止ということで、いろいろ

取組が始まっております。それで、まだ具体的にどうのこうのではないですけれども、温室

効果ガスというのは、二酸化炭素というのがかなりのウエートを占めているわけですけれど

も、ただメタンガスというのも全体の４％ぐらいは占めているという数字が出ております。

これも世界とか日本のメタンガスの排出量、これも一つのターゲットになっています。

2030年度までに2020年比、３割削減を目標とすると。2020年ですから、去年、昨年です。2020年

比３割削減ということで、ようやく農業分野も動き出したと。メタンというのは、二酸化炭

素の25倍も、やっぱり温室効果が高いというふうに言われているらしいです。メタンという

のは、農業がかなり排出源の一つになっているということで、農業の稲作で42％、牛のげっ

ぷ、家畜のげっぷ、これで27％、家畜の排せつ物で８％と、やっぱりかなり農業分野のメタ

ンの排出が高いということで、ターゲットに上がってきているわけですけれども、もちろん
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日本は地球全体からいえば微々たる量なのですけれども、アメリカに比べれば23分の１とか、

ヨーロッパの15分の１、それが今日本の立ち位置なそうなのですけれども、これは、１つは

水田に水を張ったときに、その土壌の中の酸素が少なくなると、微生物で稲わらを分解して

メタンが発生すると、これは１つあるらしいのです。では、何をすればいいのだと。そうし

たら、水を抜けばいいわけです。水がなくなれば、止まるわけですから。だから、できるだ

け水を、干す時期があるのです、中干し期間、中干しをすることによって、柔らかくなって

いる土壌を固くしながら根張りをよくすると、それが中干しの効果なのですけれども、その

期間を少しでも長くすることによって、そのメタンの排出量が減少されるという効果がある

のです、私も初めて知りましたけれども。それから、牛のげっぷ、これは今餌とか、あと胃

の中にそれなりの細菌を埋め込むと、あるいはメタンを出さない、少ない牛を育てると、そ

ういうことに今取り組んでいると、これが今のまだ農業の実態なそうです。 

  そういうことも含めながら、農業分野でも改善しようという動きがかかっておりますが、

これに対して何か考え方、もしあればお聞きしたいと思います。 

〇議長（藤原由巳議員） 佐藤産業観光課長。 

〇産業観光課長（佐藤健一君） 今ＳＤＧｓの農業に関わるいろいろなご提言があったわけで

ございますけれども、矢巾町だけではなかなかこういうことは取り組めない事案でございま

すので、やはり国、県、その辺周辺の自治体と一体となった形でこういったメタン排出量の

減少なり、そういった取組が必要かというふうに思っております。 

  今具体的なお話もあったわけでございますけれども、それらにつきましても、矢巾町も積

極的に研究なり、勉強をさせていただきながら、農家の経営、収入につながるような形で、

阻害しないような形でこういった取組ができるように進めてまいりたいと思いますので、ま

たいろいろとご指導いただきたいと思います。ありがとうございます。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  藤原梅昭議員。 

〇11番（藤原梅昭議員） ＳＤＧｓの話ばかりしていると時間がなくなりますのであれですけ

れども、ＳＤＧｓというのは17の目標ということで何回も出てくるわけですけれども、要は

目標が分かると行動が変わると言われます。何かが目標ができれば、今度はあそこに行って

何かを取ってくると、あるいはスポーツであれば優勝するとか、そういうような目標ができ

れば行動が変わると、そういうふうに言われております。行動が変われば未来が変わると、

これが一番のＳＤＧｓの大事な部分になってくるのです。 
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  未来の矢巾町、未来の日本、未来の地球と、そのために今何ができるかということをみん

なでこれから考えていきたいと思うのですが、そこで最後に提案をしたいと思いますが、子

ども議会でもＳＤＧｓの子ども議会宣言がされております。それで、矢巾町も官民一体とな

ったＳＤＧｓのまち矢巾と、すごく響きがよくなるわけですけれども、町長また悩んで、う

ーんなんてうなっていますけれども、それをすることによって、ＳＤＧｓは全てのものにつ

ながっているのです。そういう町をやっぱり矢巾町が岩手県で率先して、あるいは日本で率

先して、あるいは世界で率先してつくっていこうではないかということを含めた提案をした

いと思いますが、矢巾町の未来を担う人材育成を兼ねて、官民一体で推進していくために、

ぜひ検討していただきたいと思うのですが、いかがでしょうか。 

〇議長（藤原由巳議員） 高橋町長。 

〇町長（高橋昌造君） お答えをさせていただきますが、実は最近私批判されているのは、何

々のまち矢巾と、もうそういうことを言って、本当にみんなそんなことを振りまいて実現で

きるのかというお叱りも受けておるのです、正直なところ。ただ、なせば成るということで、

スポーツであっても、音楽でも、実現できたわけです。だから、ＳＤＧｓのまち矢巾、これ

また響きがいいではないですか。 

  それで、今ずっと藤原梅昭議員のご質問の内容をお聞きして、例えば今脱カーボンとか、

脱炭素とか、その前はごみとか、公害とか、それから例えば自然の動植物をどうするかとか、

そういうことだったのですが、やはり最終的にＳＤＧｓというのは、そんなものを全部まと

めて築き上げてきたのではないのかなと。 

  今日ちょっと横文字でネットゼロ、エネルギーハウスとか、いろんな、またはネットゼロ、

エネルギービルディングとかあるのです。もう今私どもがＳＤＧｓについていけないくらい

どんどん世界が進んでおるのです。だから、岸田総理もこの間ＣＯＰに行って、化石賞を頂

戴してきたと。何か何のために行ってきたのかということの国民からの批判もあったのです

が、ただ日本に帰れば、いろんな事情もあるわけでございまして、だから今の、いわゆる脱

炭素のことで公害のこととか、それからもっと分かりやすく言うのであれば、オゾン層の破

壊とか、いろいろあるわけです。 

  だから、そういうものをやっぱり一つ一つ解決していくためには、ＳＤＧｓの実現、推進

をしていかなければならないということで、まさに皆さんが勉強会であれした六方よしの仕

組みに入っていかなければならないと思いますので、もしこれのことについては、議会から

も、町民の皆さん方からもご理解、そして協力いただけるのであれば、そういったＳＤＧｓ
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のまち矢巾の推進宣言を高らかにやってまいりたいと、こう思いますので、ひとつよろしく

お願いをいたしたいと思います。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。よろしいですか。 

              （「はい」の声あり） 

〇議長（藤原由巳議員） それでは次に、２問目の質問を許します。 

  藤原梅昭議員。 

〇11番（藤原梅昭議員） それでは、２問目に入りますが、ぜひＳＤＧｓ、一緒に頑張りまし

ょう。 

  それでは、２問目は、定住人口、交流人口、関係人口の創出についてお伺いします。 

  １、定住人口創出策として、積極的な空き家対策に取り組むとありますが、進捗状況をお

伺いします。 

  また、定住を進めるには雇用の場を確保することが大前提と考えますが、企業誘致への取

組状況をお伺いします。 

  ２、交流人口創出策として、西部地域城内山の整備と活用に取り組むとしておりますが、

周辺を含めた進捗状況をお伺いします。 

  ３、関係人口創出策として、ふるさと納税を通じた魅力、文化スポーツ、観光面の進捗状

況をお伺いします。 

  以上です。 

〇議長（藤原由巳議員） 高橋町長。 

〇町長（高橋昌造君） 定住人口、交流人口、関係人口の創出についてのご質問にお答えをい

たします。 

  １点目についてですが、今年度は、空き家所有者の一斉調査は行っておりませんが、所有

者や地域から受けた相談に対し、その詳細について個別に調査をしております。その過程に

おいて、逐次所有者から今後の利活用の有無について聞き取りを行っておりますが、空き家

状態と見られる家屋でも今後利活用したいという意向を伺うこともあり、対応としては多様

化をしておるところであります。その中で、農地付空き家については、今年度１件の解消実

績となっております。 

  なお、売買による処分等の意向がある所有者に対しては、全国空き家バンク登録を促し、

年度末に向け、引き続き必要な指示等を行ってまいります。また、来年度も継続して個別案

件の解消に取り組むとともに、継続して空き家調査を行ってまいります。 
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  企業誘致の取組状況は、町内空き用地の情報収集を行い、事業者からの立地相談に随時対

応しているほか、例えば新規立地事業者における地域住民への説明機会の確保と個別案件に

も町として積極的に協力しているところであります。今後は、コロナ禍以前のように、首都

圏でのセミナー開催やトップセールスでの誘致活動を推進するほか、来年度は盛岡広域の特

性を生かした産業集積や成長を図るため、新たな協議会の設置を予定しており、企業誘致活

動を活発に行い、雇用の確保を図ってまいります。 

  ２点目についてですが、城内山の整備について、新たな散策道の検討として、ルートの現

地踏査を行っているところでありますが、まだ決定には至っておりません。また、展望台か

らの眺望を確保するための環境整備については、地権者で組織する各里山協議会に相談の上、

整備を進めております。既存の散策道沿いに咲くヤマユリの保全も３年目を迎え、初年度に

採取した種苗の育成についても、矢巾温泉振興協会の協力を得て、取組を行っております。 

  交流人口に直接つながるイベント等の各種事業は、コロナ禍の影響で実施を見送っており

ますが、今年度はＰＲと看板等の設置を実施し、新年度には散策事業等を計画してまいりま

す。 

  ３点目についてですが、関係人口の創出策としては、昨年度ふるさと納税件数が２万

8,500件であり、令和元年度と比較すると約２割増えております。今年度も昨年度より増え

ている状況であり、ふるさと納税を通じて当町に関心を持っていただいていると考えており

ます。この関心を交流につなげられるように、体験型返礼品の創出に努めてまいります。 

  文化スポーツ面については、貴重な文化財の保護や活用を通じて、町内外にさらに情報を

発信しながら、歴史的価値の再認識や魅力の発信などを行うため、観光分野と連携しながら、

徳丹城跡第２次史跡整備事業などにより、様々な情報の発信を進めてまいります。 

  加えて芸術文化団体の活動の支援及び継承、町民の皆さんが気軽に音楽を楽しみ、音楽を

通じて交流ができるように実施いたしました矢巾町音楽祭や矢巾町芸術祭などを通して、町

内外の方々との交流を促進するなど、公民館や田園ホールを中心とした活動についても、交

流を図るため、積極的に推進してまいります。 

  また、スポーツ分野につきましては、新たな体育施設の整備なども念頭に置きまして、プ

ロスポーツ団体も誘致しております。この活動を生かした新たな人の流れ、人流や新たなス

ポーツ活動及び団体の誘致などを視野に入れることにより、関係人口の増加を図ってまいり

ます。 

  観光面においては、10月から岩手県立大学との連携によります地域課題解決事業において、
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矢巾温泉郷の活性化についての取組をスタートさせていただきました。学生が若者視点で地

域外から人を呼び込むため、地域関係者とともに、周辺のにぎわいにつなげるための施策を

検討するもので、来年度にはイベント等を実施する現地活動も想定し、準備を進めておりま

す。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇議長（藤原由巳議員） 再質問ありますか。 

  藤原梅昭議員。 

〇11番（藤原梅昭議員） 国勢調査では、矢巾町の人口が２万8,000人を超えたというふうにお

聞きしておりますが、人口増加は矢巾町、滝沢市だけと、そのような状況なようです。県内

では一番住みたい町、矢巾とも言われているようですが、いろんな意味で矢巾町は注目され

ております。 

  そこで、空き家状況については、昨日も議論されていましたが、農地付空き家が１件でも

解消されたということは、条件変更等々の努力のたまものかなというふうに感じております。

定住人口の創出には、宅地開発も大事なのですが、それ以上に住み続けるための雇用の創出

がさらに重要であるというふうに思われます。これの事業者からの相談件数及び相談内容が

あったということなのですが、どのような内容なのかもう少し詳しく知りたいと思いますの

で、お伺いします。 

〇議長（藤原由巳議員） 佐藤産業観光課長。 

〇産業観光課長（佐藤健一君） 今相談をいろいろ受けているのは、プロロジスがみちのくコ

カコーラの跡に今立地を進めようとして、盛んと今開発を行っているわけでございますけれ

ども、それに絡んでいろいろな業者が矢巾町にぜひ進出したいといったような相談が来てご

ざいます。町内においては、そういった大きな事業者が立地するような場所というのが、都

市計画法上なかなか厳しいところはありますけれども、先日も町有地を流通センター、広宮

沢のほうに公募いたしまして、今決まりつつあるところではございますけれども、そこにつ

いても新たな企業がこういう運輸なり、環境なり、そういった面で矢巾町に進出したいとい

ったような相談も来てございます。 

  今進めている部分につきましては、１つは国道４号沿いの市街化調整区域で地区計画を利

用するもので、今般岩手日野自動車が立地することにはなってございますけれども、そうい

った一つの事例を参考にして、今後はさらに国道４号沿いの市街化調整区域を利用できるよ

うな事業者が、立地できる事業者があれば、そういった部分も紹介していきたいなというふ
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うに思ってございます。 

  これからまだ矢巾町は伸びゆく町として注目されているところが多々あるわけでございま

すので、それに見合ったような土地の紹介なり、空き地の紹介なり、そういった部分を進め

ていきたいというふうに考えてございます。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問。 

  藤原梅昭議員。 

〇11番（藤原梅昭議員） いろんな意味で魅力が満載だというふうに私も矢巾については感じ

ておりますが、高速道も通っている、それこそ新幹線も、駅はないですけれども、町長、駅

は造るのですか、造らないのですか。そういう話も以前ありましたけれども、いろんな意味

で注目を集めているわけですけれども、いずれ今東京圏の一極集中という形で、あそこには

どんどん若者が集まっているわけですけれども、これを早く是正しない限り、日本は危ない

というふうに私は感じています。 

  これは、災害の面からいっても、南海トラフとか、関東大震災、これはそれこそ防災士の

ときに勉強させてもらいましたけれども、日本にはプレートが４枚重なっているのです。そ

れが関東に集中しているのです。４枚ともあそこにいって、それで関東大震災が発生してい

ると、これはいつ起きるか分からないと。それとさっき言った南海トラフ、こっちの北海道

のほうには日本海溝の危険性はあるのですけれども、いろんな形で関東は、非常に今のうち

から手を加えていかないと危ないというふうに私は思っています。 

  それを解消するためにも、もちろん矢巾町に来てくれるのは大変ありがたいですが、盛岡

広域圏という考え方の中で、矢巾町のすぐ隣町と、そこに雇用があれば、矢巾町に住めると、

そういういろんな見方をしながら矢巾町、矢巾町ということで、ここだけに集中するだけで

はなく、いろんなやっぱり広域圏という考え方をすることが私は肝要かなと。そこでここで

新しい協議会が発足すると、そのようなことを言っていますので、これは非常にそういう意

味ではいい方向に考え方としていくのかなというふうに感じております。 

  ただ、いずれそのためにも盛岡広域圏のトップ、矢巾町でいえば町長、副町長のトップセ

ールスが大変重要になってくるというふうに私は感じています。何であれば、常駐してもら

ってでも、２人とも常駐してもらうのは、ちょっとしんどいかもしれないですけれども、そ

ういうことも考えながら、やっぱり常に向こうと連携が取れるという場所が必要なのではな

いかなというふうに感じていますので、そこのところについて何か考えがあればお伺いした

いと思います。 
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〇議長（藤原由巳議員） 佐藤産業観光課長。 

〇産業観光課長（佐藤健一君） 今お話がありました新たな協議会の設置というふうなことで

ございますけれども、今活動しているのが、平成19年に設立いたしました盛岡地域産業活性

化協議会というのがございます。これは、県とも協働しまして、在京盛岡広域産業人会と一

緒に企業立地セミナーを開催したりとかして、首都圏にある企業をこちらのほうに誘致でき

ないかということでのいろいろな催物等をやりまして、進めてきたわけでございますけれど

も、どうしてもなかなか偏ってしまうところもありますし、なかなか前のほうに進んでこな

いと、では実績どうなのかといったときに、なかなか実績が上がってこなかった事実がござ

います。 

  そこで、町長の答弁にもありましたとおり、新たな協議会の設置をしたことによって発展

的な解消になりますけれども、設置をしたことによって、もう少し手広く、柔らかな場をも

って、柔軟な形で企業が盛岡広域に来ていただいて、その雇用を生んだ中で、矢巾町に住ん

でいただくと、先ほど議員お話があったとおり、そういったものも一つの理想型なのかなと

いうふうに考えてございます。 

  いずれ今後今コロナ禍でこういった状況で、そういったセミナー等を開催できないでおる

わけでございますけれども、ご指摘のとおり、町長自らトップセールスをしていただいて、

もちろん我々もかばん持ちでついていきますけれども、やっていくことを目標として、コロ

ナが落ち着きましたならば頑張ってまいりたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問。 

  藤原梅昭議員。 

〇11番（藤原梅昭議員） コロナが落ち着いていますので、明日にでも行けますので、ぜひ頑

張っていただきたいなと思います。 

  さて、西部地区なのですけれども、城内山を含めた整備ということで進めていただいてい

るわけですけれども、キャンプ場が非常ににぎわっているということで、この前条例も出ま

したけれども、そこで保養センターとの連携の中で、私はいつもゲートボール場とか、あの

辺の周辺の広場を何か活用できないかなというふうに感じておりました。そのほかにも駐車

場みたいなところもあるのですけれども、そこのところに何かオートキャンプ場とか、ある

いは銀河鉄道の看板があるので、これはできるかできないか分かりませんけれども、ＳＬで

も持ってきて、そこに止めるとか、例えばです。そういうような夢を持ちながら、それを展

示しながら、そこでレストランをするとか、あるいは宿泊にするとか、そうすると保養セン
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ターも潤うという一連の流れをやっぱり考えていかないと。あと煙山ダムとか、グリーンハ

イツとか、そういう周辺の施設もあるわけですので、ぜひ検討していただきたいなと。 

  その中で、10月から県大との矢巾温泉郷の活性化ということで取り組んでいるということ

で、非常にこれは期待をしておりますが、今どんなような進行状況なのかお伺いしたいなと

思います。 

〇議長（藤原由巳議員） 佐藤産業観光課長。 

〇産業観光課長（佐藤健一君） 今年の７月から活性化検討会というものを岩手県立大学の学

生とともに進めてございまして、つい先日、12月８日、昨日、雫石町のほうに、鶯宿のほう

に行って、あそこも温泉街があるわけでございますけれども、そういったところで雫石の観

光協会の石﨑事務局長さんを講師に迎えまして、いろんな共通するような課題等あるわけで

ございますので、いろいろ勉強を行ってきたようでございます。 

  その中、何点かご紹介させていただきますと、やはり飲食店の充実が必要なのではないか

と。あそこは保養センターの中に食堂があるわけでございますけれども、内向きな食堂なわ

けでございます。例えば雫石町の松ぼっくりみたいに外からいっぱい来て、ジェラートを食

べて帰ってくるような雰囲気は、今のところは矢巾町にはないといったところがございます

し、その辺の飲食店の充実のことが話し合われたようでございます。もちろん県外から来ら

れた方、こういったものも対応するためには、やはり看板も必要ですし、そういったアイテ

ムというか、例えばレンタサイクルをやるとか、矢巾温泉でレンタサイクルをやるとか、あ

あいったものを使って、例えばダムとか、城内山とか、そういったｊａｍｐａｌａｎｄとか、

そういったものも周遊できるような仕掛けが必要なのではないかなと。いろいろこういった

学生らしい、やはり我々が固い頭で考えているようなことではなくて、そういった柔軟な発

想も出てきているようでございますので、そういったものを生かしながら、今後ソフト面、

ハード面で生かしていきたいというふうに考えてございます。 

  また、先ほどオートキャンプ場の話もご提案の中であったわけでございますけれども、我

々のほうも矢巾温泉とオートキャンプ場が密接につながって、相乗効果になればいいなとい

うふうに考えてございまして、今補助事業が、国なり、いろいろ補助事業が何かありそうだ

というふうなことで、今いろいろとそういった識者の方からご指導いただきながら検討して

いる最中でございますので、日の目を見るようになりましたならば、皆さんのほうにご紹介

したいなというふうに思っております。よろしくお願いいたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問。 
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  藤原梅昭議員。 

〇11番（藤原梅昭議員） 課長も大分頭が柔らかいですから、まだまだ頑張ってください。県

大の生徒たちには、本当に期待をしてみたいなというふうに思っていました。 

  ふるさと納税が２万8,500件ということで、令和元年から２割も増えたと、今年度も増えて

いるということで大変力を入れてもらっているなと思っております。そこで、この２万8,500、

今年は何人になるか分かりませんけれども、この２万8,500人の方々をもっと有効にやっぱ

り活用するべきではないかと、これを誰か１人に声をかければ、その倍になるし、２人に声

をかければ３倍になるしと、そういうことで、それをまずどんどん輪を広げていくというこ

とが非常に重要なのではないかなと思うのですが、もちろん頭の柔らかい皆さんですので、

その辺のところは考えていると思いますけれども、何か考えがあればお伺いしたいなと思っ

ています。 

〇議長（藤原由巳議員） 吉岡企画財政課長。 

〇企画財政課長兼未来戦略室長（吉岡律司君） 関係人口の創出といった点で答弁をさせてい

ただきたいと思いますけれども、まず体験型という形の中では、現在対がん協会の人間ドッ

クをふるさと納税に対応させていただいておりますが、せっかくできているホテルがござい

ますので、今後はホテルを絡めた宿泊プランなんかも検討して、矢巾町のほうに来ていただ

く、あるいは最終的には、対がん協会ではなくて岩手医大本体との健康診断、医療ツーリズ

ムのようなものに展開させていったらいいのかなと思っておりますし、またアイデアベース

でございますけれども、ｊａｍｐａｌａｎｄあるいはウェルベースなどといったところでの

体験、あるいは果物狩りなんかもいいのかななんて思っていますが、そういった形で、この

２万8,500人の方々、今は物を送っているというのが大半になってはございますけれども、

関係人口獲得といった意味では、来ていただくという流れをどのようにつくっていくのかと

いうのは大きな課題だと思っておりますので、今言ったようなアイデアを一つずつ進めてま

いりたいと考えているところでございます。 

  以上、お答えといたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  藤原梅昭議員。 

〇11番（藤原梅昭議員） さすがにいろいろ考えていただいているようですけれども、以前、

昔聞いた話では、医療あるいは人間ドックみたいなことをやると、韓国とか中国から大分押

し寄せてくるという話も聞いていますけれども、国内もそうなのですけれども、今コロナで
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いろいろ問題はあるのですけれども、そういうところも視野に入れながら進めていくと、も

っともっと拡大できるかなというふうに感じます。 

  最後になりますが、トップセールスを含めた定住人口、交流人口、関係人口の創出につい

て、町長のお考えがあれば、あるいは決意があればお聞きして終わりにしたいと思います。 

〇議長（藤原由巳議員） 高橋町長。 

〇町長（高橋昌造君） お答えをさせていただきます。 

  まず、このトップセールスのことについては、例えばみちのくコカコーラの跡地にプロロ

ジス、世界的な規模の物流会社、第２弾、第３弾、やはり矢巾町でやっていきたいと、そう

いうふうなこととか、今東京には行けないのですが、いろんな人脈を通してお願いをしてお

るところでございまして、後から道路住宅課長からお叱りを受けてもまずいので、今１つ大

きな案件、何とか誘致したいということで動いておるのですが、なかなかハードルが高くて

あれなのですが、でもいずれトップセールスということは挑戦することなのです。だから、

その挑戦することは、これからやっぱり私のポリシーとしてしっかり取り組んでいきたいな

と。 

  それから、今産業観光課長も答弁したのですが、例えば、私、町政のことよりも、今保養

センターで頭が痛いのです。これどうしたらいいかと。そこで、もう指定管理者制度をやめ

て、もう民間の活力を導入しなければうまくいかないのではないかと。ところが、抵抗勢力

がおりまして、佐藤課長には反対されているのですが、でも、いずれ、なぜ私がそういうこ

とを言うかというと、今あそこをキーステーションにして、いいではないですか、水辺の里

とか、城内山とか南昌山とか、あそこを一つのキーステーションにすると、いろんな観光振

興にも取り組むことができるのです。だから、今の状況であれば、そのことができないとい

うことで。 

  水辺の里にも、今、昨日朝８時に私のところに来て、昌造さん、里山構想で３年間でもい

いからやるべじゃと、そういう話。だから、動けば必ず何かアクションを起こすことができ

るのです。それで、今月の21日までに、いわゆる計画書、事業計画を出しなさいと、そして

採択してもらえるかどうかと。 

  それから、森林管理署、盛岡の宮沢署長さんなんかは、私以上に、宮沢賢治と藤原健次郎

が南昌山に登ったときは岩手山も見えたそうでして、これは私もちょっと誇張なこと、いや、

いいではないですかと。だから、あそこの頂上を借りてくださいと、町で。そうしたならば、

町が使い勝手いいようにいいですよと。今までは、木を伐採すること自体も駄目、駄目とい
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うことだったのです。だから、動いて、いろんな情報をお聞きして、宮沢署長さんは、自分

自ら南昌山を中心に紫波三山を縦走しているのです。そして、こういうふうにやったならば

いいのではないですかと。そこで、ケアセンター南昌からのバス、今南昌病院で出している、

そういうふうなものも使わせていただくとか。 

  だから、動けば、必ず解決できることが出てくるのです。だから、そういった外に出るト

ップセールスだけではなく、町内にいても、そういったトップセールス、トップダウンでや

っていかなければならないものも当然ありますので、今後職員たちはついてくるのに青息吐

息かもしれませんが、町民の皆さんのためにしっかりやっていかなければならないと、こう

思っておりますので、ひとつご理解をいただきたいと思います。 

〇議長（藤原由巳議員） 決意が述べられましたが、他に再質問ありますか。よろしいですね。 

              （「ありません」の声あり） 

〇議長（藤原由巳議員） 以上で11番、藤原梅昭議員の質問を終わります。ご苦労さまでした。 

  それでは次に、２番、吉田喜博議員。 

  １問目の質問を許します。 

              （２番 吉田喜博議員 登壇） 

〇２番（吉田喜博議員） ２番、町民の会、吉田喜博でございます。今日は、本当に大雪も終

わりまして、北側を見れば、すごく岩手山がきれいでございます。何せ、今12月９日にこの

ような天気なんかあり得ないところでございます。やはりこれも私のためにと思って感じて

おります。そしてまた、皇后さまの誕生日でもございます。そういうわけで、第１問の質問

に入ります。 

  矢巾町国民保養センターの今後について。昭和44年10月に落成した矢巾町国民保養センタ

ーは、現在矢巾観光開発株式会社が町の指定を受けて、指定管理者として管理運営を行って

おります。これまで施設の整備を行ってきているものの、経年劣化による施設を維持してい

く上で、補修に係る経費は年々膨らんでいる状況のほか、民間の温泉入浴、宿泊施設の閉鎖

や廃業により、矢巾温泉郷エリア内では当保養センターのみの営業となります。町では、矢

巾町国民保養センターをはじめ矢巾温泉郷の活性化を図り、かつ観光振興を推進するに当た

り、矢巾温泉郷活性化検討委員会を設置され、今後最終提案が示される流れになると思われ

ますが、特に矢巾町国民保養センターは、公営保養施設として、今後の運営をしていくため

にも、施設や環境面の整備をはじめ、様々な課題の解決が必要と考えることから、以下につ

いて所見を伺います。 
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  １番目、令和２年度決算額で国民保養センター運営事業費の指定管理料は、補正予算で増

額となりましたが、今年度の見込みについて伺います。 

  ２問目、矢巾観光開発株式会社の取締役員会で経営方針が決定され、施設が管理運営をさ

れていると思いますが、委託者である矢巾町が、その運営等に対して、どのような内容の指

導をしているのか伺います。 

  ３点目、矢巾温泉郷活性化検討委員会からの最終提案を待って、国民保養センターの今後

の方向を検討されると思いますが、提案として、矢巾温泉郷の環境整備には時間と経費がか

かること、国民保養センターは施設の維持管理に多額の経費が見込まれ、観光振興による経

済効果に結びつかないように思うことから、民間の介護施設として活用させ、周辺を医療、

福祉エリアにすることについてのご所見を伺います。 

  以上です。 

〇議長（藤原由巳議員） 高橋町長。 

              （町長 高橋昌造君 登壇） 

〇町長（高橋昌造君） ２番、吉田喜博議員の矢巾町国民保養センターの今後についてのご質

問にお答えをいたします。 

  １点目についてですが、９月末現在の矢巾町国民保養センターの損益のうち、当期純利益

はマイナス778万945円となっております。コロナ禍に伴う宿泊及び日帰り入浴利用者の減少

による売上げの減が主な原因です。岩手緊急事態宣言の解除に伴い、利用客は微増しており

ますが、今後も厳しい状況が見込まれることから、サービス内容の見直しのほか、食堂部門

におけるテークアウト品や弁当の外販等の事業も積極的に取り組み、冬期間の収入増につな

げるよう働きかけを行ってまいります。 

  ２点目についてですが、矢巾観光開発株式会社は平成18年から指定管理による運営を行い、

現在に至りますが、その間、様々な要因により経営健全化に支障を来たし、補正予算の対応

を行ってまいりました。このようなことが常態化していることから、改めて経営改善を求め、

11月からは支配人を置き、運営体制の見直しを実施しております。今後は、利用客のニーズ

に合わせたサービス向上と施設利用料金の見直しを行いながら、運営改善を進めてまいりま

す。 

  ３点目についてですが、矢巾温泉郷活性化検討委員会は８月に設置し、同エリアの活性化

を目的に西部地区における観光振興を推進するために意見をまとめる組織であり、９月には

中間報告としての意見書を町に対し、提出しております。厳しい財政状況を考慮し、極力経
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費をかけない振興策を検討しております。 

  周辺には、医療、福祉に関する拠点施設等も充実しているほか、南昌病院で所有する裏山

は、四季折々の景観が楽しめる空間が広がっており、こちらの観光利用についても双方で現

在検討しているところであります。 

  今後観光と医療、福祉の連携を見据えたエリア構想は重要な施策となることから、議員の

ご意見も参考にしながら検討を行ってまいります。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇議長（藤原由巳議員） 再質問はあろうかと思いますが、おおむね１時間を経過いたしまし

たので、ここで暫時休憩といたします。 

  再開を３時15分といたします。よろしくお願いします。 

              午後 ３時０４分 休憩 

              ――――――――――― 

              午後 ３時１５分 再開 

〇議長（藤原由巳議員） それでは、再開します。 

  休憩前に引き続き、吉田喜博議員の一般質問を行います。 

  再質問ありますか。 

  吉田喜博議員。 

〇２番（吉田喜博議員） 先ほど町長答弁いただきましてありがとうございます。 

  先ほどよりのいろんな方々の質問でいろんな話が、矢巾温泉関係の話がありました。何か

私が話すことがないような気もしますけれども、まず１点目をひとつお聞きください。 

  現況及び対応についてご説明いただきましたが、現在は閉館されているパストラルバーデ

ンも開館当初は指定管理者制度にはありませんでしたが、矢巾観光開発株式会社が管理運営

を町から委託を受けて経営されており、途中で民間企業に売却した経緯もあります。国民保

養センターも、このままだと厳しい経営状態、運営状態が続くような思いをしていることか

ら伺います。 

  指定管理者制度の目的の一つとして、係る経費の節減を図ることを目的として制度が設け

られており、指定を受けた指定管理者の運営計画により、公の施設の管理運営を委ねており

ますが、国民保養センターの場合、ここ数年は指定管理料金が増額の傾向にあり、指定管理

者制度の目的の一つである経費の節減には結びついていない状況にあると思われます。この

ような状況において、所見を伺います。 
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〇議長（藤原由巳議員） 佐藤産業観光課長。 

〇産業観光課長（佐藤健一君） 今お話ありました指定管理者制度の目的というものは、まさ

しく経費の節減、もしくは民間のノウハウの活用によって、その施設をいかに活性化に結び

つけるかというふうなことだというふうに思っております。今お話がありましたとおり、矢

巾観光開発さんが運営している保養センターにつきましては、毎年平均で4,000万円ほどの

指定管理料を支払いつつ、さらにマイナスになった部分、コロナとか、いろいろな要因でマ

イナスになった部分については、今まで補填をしてきたところでございます。 

  これまでいろいろパストラルバーデンの運営とかも矢巾観光開発は行ってきておりまして、

そこからというわけではありませんけれども、矢巾町の第三セクターとして、ちょっと長年

培われてきた企業体質というか、そういう悪い意味での体質があるのかなというふうに思っ

ておりまして、まさしく今回のことでもそういったものが、体質が浮き彫りになってきたの

かなということで、今般、今年町長が矢巾観光開発の社長に返り咲いたわけでございますけ

れども、その辺は今当課と町長とで一生懸命協議しながら、何とか保養センターの経営が上

向きになるような形で今努力をしているところでございます。 

  今ご指摘ありましたことにつきましては肝に銘じながら、経営が何とか上向きに上がるよ

うに努力していくということしか言えませんが、よろしくお願いしたいと思います。また、

ご指導のほどよろしくお願いいたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  吉田喜博議員。 

〇２番（吉田喜博議員） そのとおりではございますけれども、一つの例えで申しましても、

いろいろやり方ございます。その辺は、いろいろ考えていただきたいと思います。 

  もう一つ行きます。町の第三セクターである矢巾観光開発株式会社は、町特産品の取扱い

をはじめ経営業務体系のスリム化、効率化を進めておりますが、経営状況はここに来て、コ

ロナ禍の影響などもあり、厳しさを増している現況にあると思われることから、町として国

民保養センターの今後の管理運営に関し、経営コンサルタント専門分野からの助言や指導を

いただくなど、矢巾観光開発株式会社と連携して業務の改善に取り組む考えについて伺いま

す。 

  なお、既に取り組まれている場合は、その内容についても伺います。 

〇議長（藤原由巳議員） 佐藤産業観光課長。 

〇産業観光課長（佐藤健一君） 今お話がありましたことにつきましては、先ほどの町長答弁
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の中にもありましたとおり、矢巾温泉郷活性化検討委員会、３点目で触れさせていただいて

おりますけれども、この中で中間報告がされてございます。その中で、中間報告の何点かあ

るわけでございますけれども、今の経営コンサルタントの話も、保養センターの運営、経営

についてというところで提言がされてございます。 

  その中で、運営、経営については、もう一つ、支配人を置いて、事務決済、経理の適正化

を図る必要があるのではないかということのご提言もいただいてございます。実際、11月か

ら支配人、これは常時ではないのですけれども、臨時の支配人を急遽１人雇用いたしまして、

今盛んと経営の見直しというか、内部に入っていただいて、早速でありますけれども、進め

させていただいてございます。 

  そのほか、中間報告においては施設の利用料金の見直しとか、あとは宿泊事業については

採算がなかなか取れないわけでございますけれども、プロスポーツチームへの営業活動を行

って宿泊施設を増やしたらいいのではないかとか、こういった提言もいただいており、早速

この辺も今ブルズのリトルチームというか、そういった部分ありますので、そういったのに

宿泊をご利用させていただきながら、早速提言を実行させていただいているところでござい

ます。 

  あと先ほど日帰り客へのサービスというふうなことで、一般質問でもありましたけれども、

育児デイサービスということで、その辺もお話があったものですから、これは検討をさせて

いただきたいなというふうに思ってございます。 

  あと中間報告の中では、食堂事業における訪問販売とか、あとは周遊バスの運行、先ほど

町長のほうからもありましたけれども、ケアセンター南昌が南昌病院まで定時運行していま

すけれども、それを利活用できないかということで、これも既に南昌病院と実務的な検討を

してございまして、それも生かしながら、あとは個別にツアーを組んで、町のバスを使用し

ながら、そういったツアーもやれないかということで検討をさせていただいてございます。 

  以上、中間報告も含めて今お話しさせていただいておりますけれども、今後の管理運営に

つきましては、今お話ししました矢巾温泉郷活性化検討委員会、こういったものの提言、ま

た最終報告もこれから出てこようかと思いますけれども、そういった提言あるいは議員皆様

のご指導、いろいろアドバイスをいただきながら、何とか保養センターを周辺の施設と一緒

に盛り上げていただくように頑張っていきたいと思いますので、今後ともよろしくお願いい

たします。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 



  

－ 193 － 

  吉田喜博議員。 

〇２番（吉田喜博議員） 指定期間も３年から５年の固定的な指定管理料での運営が基本であ

りますが、矢巾観光開発株式会社の場合、管理運営の状況によっては指定管理料を都度都度

増額しており、令和４年度以降も同様な考えで増額に対応するものなのか。 

  もう一つ、先ほどお話ありましたけれども、矢巾温泉郷活性化検討委員会から９月に中間

提言を受けて、その内容に対する町の所感もちょっとお伺いします。 

〇議長（藤原由巳議員） 佐藤産業観光課長。 

〇産業観光課長（佐藤健一君） ただいま指定管理につきましては、矢巾観光開発、３年間で

決めてございまして、あと１年ちょっと残っているわけでございますけれども、この金額に

つきましては通常であれば固定ということで進めておりまして、今回のコロナにつきまして

はリスク分担ということで、要は本来入るべき利用料金が入ってこなかったというようなこ

とがありまして、本来観光開発の経営努力ではどうしようもならないリスクということで、

今回、何回か、２年、ご提案をさせていただいておりますけれども、こういったコロナの影

響がなく、もしくはコロナの影響があっても企業努力で何とか経営を成り立たせることがで

きるようなことであれば、本当はそうあってほしいのですけれども、そういったもので増額

が対応できないような形で、こちらも矢巾観光開発と一体となって進めてまいりたいという

ふうに考えてございます。 

  活性化検討委員会の中間報告に当たりましては、先ほど答弁したとおりでございますので、

よろしくお願いいたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  吉田喜博議員。 

〇２番（吉田喜博議員） また、再度お伺いします。 

  矢巾温泉郷活性化検討委員会からの最終提案を待って、今後の方向を検討されると思いま

すが、今現在の矢巾町国民保養センター及び矢巾温泉郷の在り方について、町のビジョンを

お願いします。 

〇議長（藤原由巳議員） 佐藤産業観光課長。 

〇産業観光課長（佐藤健一君） 吉田議員もそうなのですけれども、ほかの議員からもいろい

ろと保養センター、西部地区の活性化の在り方について、今まで一般質問を受けて、答弁し

ているわけでありますけれども、そこと内容は変わらず、いずれ保養センターが一つの観光

施設の位置づけとして、周りの施設といろいろ波及効果を図りながら西部地域の活性化につ
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なげればいいなというふうに思ってございます。 

  先ほどお話がありました、今水辺の里にありました旧マレットゴルフ場、ここも今は土捨

て場になっているわけでございますけれども、そこに仮にオートキャンプ場を造った際には

どういった効果があるのかどうか、矢巾温泉と併せてどういった波及効果があるのかどうか

ということを今検討してございますし、あと周辺には弊懸の滝、あと道路を下がってくると

西部開拓線から下にｊａｍｐａｌａｎｄ、城内山、この度認めていただきましたキャンプ場

の施設利用料のほうも今度は使用料をいただくというふうになりますけれども、やはりその

辺、一体的な部分で、線と線をつなげながら面として、そういった一体的な観光の活性化が

できないかなというふうに思って考えてございますので、もちろん城内山の散策路の整備も

そうなのですけれども、なかなか町だけでは取り進めることが非常に厳しい部分があります

ので、里山協議会なり、あとは民間のｊａｍｐａｌａｎｄであれば、カヴァーロさんなり、

いろいろ周辺施設と協議しながら前向きに進めてまいりたいというふうに考えてございま

す。 

〇議長（藤原由巳議員） 藤原総務課長。 

〇総務課長兼防災安全室長（藤原道明君） 指定管理を所管しているという、手続的な部分で

すけれども、所管している立場でお話をさせていただきますが、どうして指定管理に頼むの

かという部分に関しましては、吉田議員おっしゃるとおりでございます。１点は、経済性の

波及ができるかどうかと、もう一点は民間活力を、アイデアとか、そういったものを入れて

いただいて、より目的を発展させるような維持管理ができるかどうか、それが期待できるか

どうかということでお願いしているところでございます。 

  現在コロナ禍という、ある種特殊な状況にあって、特に温泉といいますか、こういったも

のの経営というのは、行政のほう、第三セクターに限らず、民間も大変厳しい状況にあると

いう特殊な状況なのかなということはあるので、一概によしあしとかというふうな判断を簡

単に出すべきではない時期だということは、確かにそのとおりなのですが、これまでの確か

に余計かかった経費を追加で出しているという状況においては、決して正しい状況ではない

というふうには捉えておりますので、以前からいろいろ今後の在り方、指定管理とするのか、

極端なことを言うと売却とかということまで考えるのかとか、そういうふうなそういった根

本的なところまでの議論はしておるところですが、そういったコロナ禍という特殊な状況の

中で、あまり簡単に判断はできないのかなというふうなことで進めておるところでございま

すことをご理解いただきたいと思います。 
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〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  吉田喜博議員。 

〇２番（吉田喜博議員） お聞きすれば、みんなこれからが始まりかなというようなお話でご

ざいますけれども、私としましては、矢巾温泉、あれはもう３階建てのような感じなのです。

ですから、便利よさ、これから高齢者の方々もいますから、やはり便利のよさを考えて、一

旦あそこを解体して、一気に別の場所あるいは別の形の中で造ったらどうなのでしょうか。

そういうことも考えられます。 

  そして、やはり今後の、私、今言いましたけれども、あとは町としてのこれからの方向性

は、いつお示しになられるかお聞きします。 

〇議長（藤原由巳議員） 高橋町長。 

〇町長（高橋昌造君） お答えさせていただきますが、ひとつ切り離して考えていただきたい

と。矢巾観光開発株式会社、矢巾町国民保養センター、それから西部地域の活性化と。まず、

本体の矢巾観光開発だけであれば、これは黒字経営なのです。これをごっちゃにしているか

ら分からなくなってきているのです、観光開発と保養センターの管理運営。そこで、今私は、

11月から支配人を置いて、いろいろ調査をまずやって、情報の収集、何が原因でこれまでこ

ういうふうになってきたかと。これは、私も経営の一端を担っている一人として責任を感じ

ておるわけでございますが、だから矢巾観光開発そのものは問題ない。要は、矢巾町国民保

養センター、全員協議会でも皆さんにお話しされているのは、普通の事業だったならば、入

るを量りていずるを制すではないかと、何か出ていくのに、お金を町から出すのはおかしい

のではないかと、まさにそのとおりなのです。 

  ただ、保養センターをスタートしたのが、ご存じのとおり、当時高齢者福祉、お年寄りさ

んたちのことを考えての保養センターだったわけです。だから、そこのところをもう一度し

っかり整理をして、そして矢巾観光開発が指定管理者になるのがいいのか、それとも民間の、

いわゆる民間活力を導入して、お任せすると。そばにあるのであれば、分かりやすい事例で

あれば、ｊａｍｐａｌａｎｄなんかも、今うまく経営をやっているわけです。だから、そう

いうことを今精査させております。そして、こっちのほうの、いわゆる西部地域の活性化の

ほうは、これは当然いろんな投資もしなければならない、これは町でやっていかなければな

らないわけですので、ここを３つしっかり分けてやっていかなければならないということで。 

  私は、今もうパストラルバーデンがなくなったわけでございますので、何としても町民の

皆さんの保養の場としてのとりでとして、今日もいろいろ議論があったのですけれども、高
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齢者福祉だけではなく、いわゆる妊産婦の産後ケアとか、いいではないですか、そういうの

にも使っていただくということで、もっと使い方を皆さんと一緒になって考えて、どうした

らいいかと。 

  だから、そういったことで、今11月に支配人を入れて、これはあまり議会で言うことでは

ないのだけれども、社員のモチベーションというのはここまで落ちているのかと、もうびっ

くりしたと、本当に自分たちで自助努力をして、どういうふうにしてやっていくかという姿

が見えないというのです。だったならば、そこに幾らお金を投資しても、いいものは生まれ

るはずがないのです。 

  だから、私は、できればここ、まず遅くても１月ぐらいまでに、11月、12月、１月、そし

て議会にもお諮りして、これから来年４月以後の形で指定管理をしていくか、民活のあれを

導入していくか、そのことを協議していきたいなと。もう今このままやっておったら、取り

返しのつかないことになります。 

  だから、これは、またご存じかと思うのですけれども、パストラルバーデンの社員の方々

がそのまま来て、保養センターで仕事してきたと。だから、そういった意味では社員教育も

なっておらないところがあったのではないのかなということで、これは一つ一つ検証しなが

ら、早く結論を導き出して、そしてこれからの国民保養センターの運営の在り方について、

皆さん方とも協議していきたいと。ただ、その中に、先ほど申し上げているとおり、町民の

皆さんの保養の場ですので、そのとりでだけはなくしたくないということで。そして、その

保養センターを中心に西部地域の活性化に派生させるようなシステムにしていきたいなと、

こう考えております。 

  だから、遅くても１月頃までに、そしてたしか指定期間が来年度まで、その１年だけあれ

するか、それとも皆さんと相談して４月から変えていくか、それは協議をさせていただきた

いと。そのためには、観光開発の取締役会もありますし、そういった社員との懇談もありま

すし、そういった手続を丁寧に踏みながら進めていきたいなと、こう考えておりますので、

ご理解をいただきたいと思います。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  吉田喜博議員。 

〇２番（吉田喜博議員） 町長が弁明したわけですけれども、そういうわけで、昨日の町長答

弁でも、産業振興における取組が行政主導で進む限り、事業者が主体となって取り組む意識

が希薄になり、他人事と取られてしまうことが産業振興が進まない要因であると捉えており
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ますというような答弁をしております。ですから、今町長のおっしゃった、何か当てはまる

ような、これからの飛躍が出ているような気もします。 

  私、最後に、副町長にちょっとお尋ねしますけれども、質問期間中黙っているから、やっ

ぱり１回ぐらいはおっしゃっていただきたいと、そう考えております。今の矢巾観光開発、

そしてまた矢巾温泉と、これは本当に必要なのであるかどうか伺って終わります。 

〇議長（藤原由巳議員） 水本副町長。 

〇副町長（水本良則君） 指名されたので、お答えせざるを得ないわけであります。必要かど

うかということをここで言えと言われても、なかなか難しい面が、先ほど現在の状況におい

て、矢巾観光開発、それから保養センター、そこら辺の関係がどうかということを精査して

いる最中でもありますし、それを踏まえない限り、必要か必要でないかということの話は、

まずできないと思いますので、その辺でご勘弁いただきたいと思います。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問は、よろしいですね、最後と言いましたから。 

  それでは次に、２問目の質問を許します。 

  吉田喜博議員。 

〇２番（吉田喜博議員） ２問目に入ります。 

  矢巾町における有害野生鳥獣被害対策についてお伺いします。野生鳥獣による農作物被害

は深刻化しております。鳥獣被害が増加する背景として、農山村部の過疎化や高齢化の進行

による耕作放棄地が増加したことなどにより、生活環境が変化したことが考えられます。先

月は、町内の煙山地区において子熊が目撃され、町職員が対応したことが報道されました。

舘前地区では、熊による人的被害が発生しております。一方で、有害鳥獣の駆除を行う矢巾

町猟友会の会員の減少や高齢化も問題となっております。有害鳥獣による被害を防止するた

め、以下についてお伺いします。 

  １点目、有害獣類の駆除については、わなや猟銃で対応することになりますが、これらは

免許制度となっており、講習等により免許を取得する必要があります。また、免許の維持、

更新には費用がかかることから、狩猟を始めるために必要な費用の助成ができないか伺いま

す。 

  ２点目、有害鳥獣を駆除した場合、解体する施設、処分地の確保が必要と思われますが、

どのような対応をしているか伺います。 

  ３点目、猟友会の訓練を矢巾町総合射撃場で行っており、近隣市町からの申込みが多数あ

るということです。しかしながら、射撃場内には、飲料水、水洗式トイレがなく、これでは
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狩猟者の技術向上や捕獲技術向上の研修会に支障を来すと思われます。このインフラ対策を

早急に着工できないかを伺います。 

  以上です。 

〇議長（藤原由巳議員） 高橋町長。 

〇町長（高橋昌造君） 矢巾町における有害野生鳥獣被害対策についてのご質問にお答えをい

たします。 

  １点目についてですが、議員ご指摘のとおり、町猟友会の会員の減少や高齢化は課題と捉

えており、若い世代へ技術継承等を行うことが急務と考えております。有害鳥獣駆除の担い

手を育成するため、捕獲のための狩猟免許取得に係る費用の一部を助成するなど検討してお

り、今後進めてまいります。 

  ２点目についてですが、捕獲後は有害鳥獣の駆除を委託されております猟友会が埋設等に

より処分している状況であり、猟友会からは捕獲者の負担軽減のために解体処理場を整備し

てほしいとの要望をいただいております。今後関係機関との調整を図り、どのような施設が

必要となるかを検討していくこととして、猟友会と協議を行っているところであります。 

  ３点目についてですが、矢巾総合射撃場を指定管理しております特定非営利活動法人矢巾

総合射撃場から、飲料水及び水洗式トイレ設置の要望をいただいております。上水道の整備

には、宅外引込管の延長が長く、多額の事業費が見込まれることから、費用対効果を含め、

管理者と引き続き協議しながら検討してまいります。また、水洗式トイレにつきましては、

ライフル用射台やトラップ用放出機等がある場所には、簡易トイレのみとなっておりますが、

令和元年度に射撃場内に設置した研修施設には、更衣室と併せて整備をしておりますので、

こちらを活用していただきたいと考えております。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇議長（藤原由巳議員） 再質問ありますか。 

  吉田喜博議員。 

〇２番（吉田喜博議員） 狩猟免許取得に係る費用の助成を検討しているということでは安心

いたしました。答弁書にあった若い世代への技術継承についても重要になると思われます。

資格を取得した後のわなの仕掛け方や設置場所などの技術継承について、どのような方法で

継承していくのか。また、現状として広域圏での勉強会や実地訓練などは行われているのか

伺います。 

〇議長（藤原由巳議員） 佐藤産業観光課長。 
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〇産業観光課長（佐藤健一君） 町内のこういったわなとか、捕獲とか、そういった技術継承

につきましては、猟友会に任せっきりと言えば申し訳ないのですけれども、補助を出しなが

らやっているわけではございますけれども、今お話がありました広域内での研修等につきま

しては、先日もイオンの隣にある盛岡市内の研修施設のほうで、盛岡広域の職員、また猟友

会の会長さんなり、会員さんなりが集まっていただいて、わなの設置の方法、あとは昨今騒

いでおりますイノシシの対策ということで、イノシシがどういう性質というか、行動を起こ

すのかとか、それに合わせた対応の仕方とか、そういったものを研修をさせていただいてお

ります。 

  先日やったばかりでなくて、やっぱり昨年も広域で研修を、北海道から講師を呼んでやっ

てございまして、せっかく矢巾射撃場のほうに広域で建てた研修施設でもございますので、

そういった何とか鳥獣被害対策になるような研修ができればなということで、いろんな方面

から講師を、大槌町からも呼んだことがございますし、そういった講師先生を呼びながら、

技術の研さんに努めているところでございます。 

  また、引き続き広域ないし町の鳥獣対策協議会もあるものですから、こちらでの研修を含

めて研さんに努めてまいりたいというふうに考えてございます。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  吉田喜博議員。 

〇２番（吉田喜博議員） その辺は十分ご理解できます。具体的には、駆除した動物は、どの

ように処分しているのか。また、カラスの駆除も行っているようですが、どのようにしてい

るのか。特にも熊や鹿のような大型動物の処分について、現在どのように行っているのか。

そしてまた、処分した骨なんかは埋めていることと思われますが、環境に影響が出ないよう

な方法で行っているのかを伺います。 

〇議長（藤原由巳議員） 佐藤産業観光課長。 

〇産業観光課長（佐藤健一君） 先ほど町長が２点目で答弁したとおりでございますけれども、

今のところは猟友会にこういった捕獲したものの処分につきましてはお願いしているとこ

ろでございまして、現状につきましては猟友会の会員の敷地内に埋めているというふうに伺

ってございます。それがまた、やはり積み重なってくると、どうしても敷地内だけだとどう

しようもないですので、その辺は猟友会からも要望が出てきておりまして、何とかそういう

解体施設と併せて埋設施設というか、そういった処分したものを何とか対応できないかとい

うことで、今検討しているのは、矢巾射撃場内の一部の敷地を利用して、そういった解体施
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設と埋設施設、同時にできないかなということで検討をしてございますが、なかなかやはり

解体処分場には建屋というか、そういったものを建てながら考えていかなければならないと

いうことで、今その辺、協議を進めながらやっているところでございますので、一番猟友会

にとっても、町にとっても、いい方法ということで、そこをちょっとお時間をいただきなが

ら、前に進めてまいりたいというふうに思ってございます。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  吉田喜博議員。 

〇２番（吉田喜博議員） 町で駆除実施隊というのを編成しています。その隊員の任務と構成

員はどのようになっているのか。そしてまた、どのような体制で臨んでいるかちょっと伺い

ます。 

〇議長（藤原由巳議員） 佐藤産業観光課長。 

〇産業観光課長（佐藤健一君） ちょっと今正確な人数は、手元に資料がないわけでございま

すけれども、駆除実施隊も猟友会と人数はほぼ同じくらいでございまして、二、三十人実施

隊いるわけでございますけれども、実際動いていただいているのは、先日の熊ないしイノシ

シが出たときには１人ないし２人、３人ぐらいの部分でしか動いていただいていかないとこ

ろでございますので、なるべく技術継承も踏まえて、やはりその辺はもう少し拡大していき

ながら、みんなで対策を取って出ていくというふうな形を進めたいと思っておりますので、

よろしくお願いいたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  吉田喜博議員。 

〇２番（吉田喜博議員） せっかくの駆除実施隊もありますけれども、今年も不動のほうで、

もうすぐ稲刈りができるという前に、イノシシにお邪魔されまして、水田をぬた場にされる

というような被害が起きております。これはもうもみに獣臭、臭いがつくと、もう食べられ

ないというほどの臭いなのだそうです。私まだ食べたことがないのですけれども、そうした

水稲、畑作等の被害の対策は本町でもどのように考えているか。あとは、電気柵もいろいろ

な手段だと思います。電気柵もやはり長いですから、長ければ長いほどいろんな助成の措置

もあると思いますけれども、その辺をちょっとお聞かせください。 

〇議長（藤原由巳議員） 佐藤産業観光課長。 

〇産業観光課長（佐藤健一君） 稲刈りに限らず、麦も今年はやられたというふうな報告が入

ってございます。なかなか仕掛けわなをするにしても、そういった圃場については、くくり
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わなをつける支柱というか、柱というか、そういうものがないのがちょっとわなを仕掛ける

のが難しいところでございまして、また囲まれたくくりわなではなくて置きわな、ああいっ

たものも、なかなか入ってくれないというのが現状でございまして、やはり今後は電気柵が

有効なのではないかなということで、議員の皆さんも雫石町のほうに視察に行ったようでご

ざいますけれども、雫石町では電気柵に対していろいろ補助を出していらっしゃるというこ

とで、本町でも新年度予算の中で、そういった電気柵の部分、補助対象として進められるよ

うに今財政当局と検討しているところでございますけれども、その辺、イノシシが、特に最

近そういった食害として被害を受けている部分、多くなってございますので、農協、あとは

ＮＯＳＡＩさん、そこからもいろいろと協力をいただきながら、負担金という形になろうか

と思いますけれども、いただきながら、そういった対策を十分図られるようにやっていきた

いというふうに考えてございます。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  吉田喜博議員。 

〇２番（吉田喜博議員） 先ほどから射撃場内のインフラ対策とか、電気柵とか、いろいろな

話をお聞きしましたけれども、何か日付、あるいはどのように持っていく、ただ日付とか、

そういうのを、いつまでやるとか、そういうふうなのはお示しできないのでしょうか、お伺

いします。 

〇議長（藤原由巳議員） 佐藤産業観光課長。 

〇産業観光課長（佐藤健一君） 今ここでやるということを、令和４年度からでも速やかにや

ると言えればいいのですけれども、なかなか、財政的な部分が大きく関わってくるところで

ございますので、できない場合でも、それにとらわれない形で、予算でできない部分、そこ

は何とか知恵でやっていきたいというふうに思ってございますけれども、先ほどお話があっ

たインフラ部分、ここはかなり水道を引くのにお金がかかるというふうなことで町長答弁に

もあったわけでございますけれども、それに代わって、では水道を引けないのであれば、例

えば飲料水であれば、ウオーターサーバーを置けば、費用対効果的に十分ではないかなとい

うことも今検討してございますので、代替措置として何か考えられることがあれば、そちら

のほうでできるだけ進められるように配慮していきたいというふうに考えてございます。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。よろしいですか。 

              （「はい」の声あり） 

〇議長（藤原由巳議員） それでは次に、３問目の質問を許します。 
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  吉田喜博議員。 

〇２番（吉田喜博議員） 食品ロス削減についてをお聞きします。食べられる状態なのに捨て

られる食品ロスは、家庭、スーパー、ホテル、レストラン等で見受けられ、今年４月に環境

省と農水省が最新の食品廃棄物及び食品ロスの発生量の推計値を公表いたしましたが、平成

30年度の食品ロスは年間600万トンになっており、３年連続の減少となるが、減少傾向と言

えるかは今後の推移を注視する必要があるとしております。 

  また、東京オリンピック期間中には約13万食、１億1,600万円分が食品ロスで廃棄されたこ

とは記憶に新しく、発注量の管理に国民から批判が向けられたところであります。このこと

から、本町の学校、保育園の給食に係る食品ロス削減に向けての状況と取組等、以下につい

て所見を伺います。 

  １点目、町立小学校、保育園の給食の残菜状況、及びその要因について伺います。 

  ２点目、町立小中学校の食育、環境教育を通して、食品ロス削減のための啓発や指導をし

ているか伺います。 

  ３点目、食品ロスは需要と供給のバランスが崩れることが原因と考えられますが、残菜の

量により給食費に影響が出ないものか伺います。 

  ４点目、来年度から調理部門の民間委託を実施されますが、食品ロス削減に向けた対応ま

たは対策について、委託項目に盛り込まれるのかを伺います。 

〇議長（藤原由巳議員） 和田教育長。 

              （教育長 和田 修君 登壇） 

〇教育長（和田 修君） 食品ロスについてのご質問にお答えいたします。 

  １点目についてですが、町立保育園では令和３年４月から10月末までの１人１食当たりの

残菜量は１グラム弱となっており、ほとんどございません。その要因としては、当日の欠席

を反映させた調理が可能であることに加え、子どもたちが食べやすい献立を工夫し、職員が

子どもに合わせた盛りつけ量に配慮していることが考えられます。また、栄養士が子どもの

体調に合わせて食事を楽しめる環境づくりに努めております。 

  町立小中学校では、令和３年４月から10月末までの１人１食当たりの残菜量は、小学校の

平均が27グラムで昨年度より１グラム減少、中学校の平均が30グラムと昨年度より７グラム

減少しており、全体平均で28グラムと昨年度より３グラム減少している状況でございます。

その要因としては、栄養教諭が各学校を訪問し実施している食育指導により、低学年の頃か

ら学校給食に興味を持ち、食べ物を大切にすることを学んできていることも影響していると
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思われます。 

  また、調理の面においても和、洋、中と、味つけを工夫しながら時代に合わせた学校給食

を提供していることも要因と考えられます。 

  ２点目についてですが、１点目でお答えした食育の授業に加え、毎月児童生徒に配付して

おります給食予定献立表のひとくちメモの中で、食品、食材に関する知識を盛り込みながら、

給食を通じた食事の大切さについて広く伝えているところでございます。 

  ３点目についてですが、現在の状況では残菜の量による給食費への影響は出ないものと思

われます。 

  なお、学校給食共同調理場といたしましても、残菜量が増えることのないように、児童生

徒の得手、不得手なメニューに応じて食材の配分調整等を工夫しながら食品ロスの削減に取

り組んでまいります。 

  ４点目についてですが、来年度からの学校給食調理等業務委託は、調理、配送、洗浄等を

事業者へ委託するものであり、学校給食に関する献立の作成や食材の調達については今まで

どおり栄養教諭の業務としておりますので、食品ロスの削減に向けた対応及び対策は町が主

体となり、事業者の協力をいただきながら取り組んでまいります。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇議長（藤原由巳議員） 再質問ありますか。 

  吉田喜博議員。 

〇２番（吉田喜博議員） 給食は、栄養を取るだけではなく、食事に感謝することや楽しく食

べることの大切さが、給食の役割としての目標があると思います。今後の取組について何点

か質問させていただきます。 

  好き嫌いな食べ物によって、残菜量の状況が変わると思われますが、年に数回バイキング

方式による給食の提供は、楽しく食べる食育に結びつくほか、食品ロス削減にも効果がある

と考えますが、今後導入への考えについて伺います。 

〇議長（藤原由巳議員） 和田教育長。 

〇教育長（和田 修君） 共同調理場所長としてお答えいたします。 

  業務委託を来年度からさせていただきます。その業務委託先、様々なところで給食提供を

しております。その中に、バイキング形式のものがあるかどうかといったこともこれからの

検討になると思います。そして、それがニーズとしてあるか、あるいはそのことで逆に残る

ものが多くなるかというところも、ほかのところの視察に行ったりとか、情報を収集してい
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きたいと思います。そういった中で検討させていただきたいと思います。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  吉田喜博議員。 

〇２番（吉田喜博議員） やはり教育長とこういうふうな場でお話しするのは楽しいし、いろ

んな形の中でいろんなものが生まれるなと、そう考えております。 

  ２つ目ですが、児童生徒への食育、環境教育を通して食品ロス削減の取組状況は分かりま

したが、教職員や栄養教諭、調理員及び家庭への食品ロス削減の取組について、何か啓発活

動を教育委員会では実施されているのか、状況をお伺いします。特に食材が食卓に上るまで

の過程を伝えるなど、家庭での食育を見直すことで子どもの給食への意識を変えられ、給食

の食品ロス削減に結びつくものと考えますが、伺います。 

〇議長（藤原由巳議員） 和田教育長。 

〇教育長（和田 修君） まず、各家庭、それから各学校のほうに献立表が参ります。その献

立表の中に様々な情報が入っております。さらに、今手元にあります「すこやか」という給

食だより、これが各家庭、各学校に行きます。この中に、様々な情報が入っております。い

わゆる食品ロスについての取組だったり、それからこういった形で手洗いについてもやりま

しょうとか、あるいは今回の冬至、大晦日のそういうふうな年中の行事の食事はこんなのが

ありましたよとか、そういったことも書いてあります。それから、地産地消率についても書

いてあります。様々な情報がこれに入っております。ぜひ議員も御覧になっていただきたい

と思います。必要なときには、おっしゃってください。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  吉田喜博議員。 

〇２番（吉田喜博議員） 非常にありがたいものを見せていただきまして、私も非常に本当に

これからは給食を食べに行きたいなと、そう感じております。その節は、よろしくお願いし

ます。 

  もう一点、残菜の量により給食費は影響しないとの答弁でしたが、学校給食共同調理場に

おいて、給食調理の際のロス削減に取り組んでいる状況について伺います。 

〇議長（藤原由巳議員） 和田教育長。 

〇教育長（和田 修君） 私も現場におりましたので、学校の中で残菜が多いということは非
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常に心を痛めました。これがどうにかできないかということで、自分自身が教育委員会に入

り、そこでいろいろ考えました。そういう中で、共同調理場の中でいろんな調整をしていた

だいております。それは、やはり子どもたちの好きな献立と、ちょっと苦手な献立がありま

す。その好きな献立のときには、ちょっと量を多くする。それから、苦手な献立のときには、

ちょっと量を少なくする。これは、別に好き嫌いをさせることではなくて、ただ嫌いなもの

でも食べてもらいたいわけですから、その調理方法を変えるとか、そういったことでの調理

場での努力をしてもらっています。そのことによって、先ほど申し上げたとおり、残菜量が

減ってきているということにつながっていることだと思います。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  吉田喜博議員。 

〇２番（吉田喜博議員） 私たちも小さいとき、小学校の頃、その頃は、やはり親に米粒一つ

粗末にするなと、茶碗１つ残っても食えと、やはり物の大事さ、米を潰せば目が潰れるとい

うふうな親の教えもありました。その親はもういないけれども、今もその教えを守って、し

っかり御飯は残さずに食べています。やはりそれだけでは物が詰まるから、いろんなものも

混ぜながら食べますけれども、というわけで、最後の４つ目に入ります。 

  最後に、食品ロスの発生は、学校給食に限ったことではありませんが、義務教育の課程に

おいて、食の大切さを身につけることは、食事について正しい理解を深めるとともに、望ま

しい食習慣を養うことになることから、食育を通して食品ロス削減に結びつく指導を行うと

ころでありますが、一つの提案として、児童生徒から給食から出る食品ロスを減らすために

できることを描いたポスターを募集しまして、応募作品から何点かの作品を月のデザインに

使用して、全校児童生徒に配付するほか、応募のあった全ポスターについては公的施設等に

展示し、一般町民をはじめ多くの方に食品ロス削減の啓蒙をし、事業として実施してはいか

がでしょうかをお聞きします。 

〇議長（藤原由巳議員） 和田教育長。 

〇教育長（和田 修君） まず、アイデア、ありがとうございます。食品ロスを減らすために

どうしたらいいかというアイデアということで、ポスターあるいは子どもたちからのアイデ

アを募るということは、これはＳＤＧｓにもつながることですので、取組として、いろんな

形が変化するかもしれませんけれども、提案をしてみたいと、そう思います。 

  以上、お答えとさせていただきます。 
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〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問は、よろしいですね。 

              （「はい」の声あり） 

〇議長（藤原由巳議員） 以上で２番、吉田喜博議員の質問を終わります。ご苦労さまでした。 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

〇議長（藤原由巳議員） 以上で本日の議事日程は全部終了しましたので、これにて散会しま

す。 

  なお、明日10日は引き続き一般質問を行いますので、午前10時に本議場にご参集されます

ようお知らせいたします。 

  今日は大変ご苦労さまでした。 

              午後 ４時１０分 散会 
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 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

              午前１０時００分 開議 

〇議長（藤原由巳議員） ただいまの出席議員は18名であります。定足数に達しておりますの

で、会議は成立しました。 

  直ちに本日の会議を開きます。 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

     議事日程の報告 

〇議長（藤原由巳議員） 本日の会議日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。 

  これより本日の議事日程に入ります。 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

     日程第１ 一般質問 

〇議長（藤原由巳議員） 日程第１、一般質問を行います。 

  質問の通告がありますので、順次質問を許します。 

  最初に、15番、山﨑道夫議員。 

  １問目の質問を許します。 

              （15番 山﨑道夫議員 登壇） 

〇15番（山﨑道夫議員） 議席番号15番、一心会の山﨑道夫でございます。本日は、２問、町

長、そして１問目については、教育長にも質問させていただきます。 

  まず、１問目でございます。旧矢巾中学校敷地利活用方針についてお伺いをいたします。

町民の関心が高い旧矢巾中学校の敷地の利活用策について、３月29日に町の基本方針（案）

が示されました。民間に売却し、売却益を基金に積み立てるとした基本方針（案）の目的と

具体的な内容の確認などについて、６月と９月会議の２度にわたり一般質問を行いました。

答弁を聞いて感じましたのは、庁内検討委員会で基本方針を決めるに当たって、高橋町長が

諮問していた旧矢巾中学校敷地利用基本方針検討委員会から出された答申を十分に尊重し

た上で検討し、売却するのが最善の策という方針（案）を決定したのか、率直に疑問を感じ

たことから、以下についてお伺いをいたします。 

  １点目、旧矢巾中学校敷地利用基本方針検討委員会が平成28年３月23日から１年間、７回

にわたり委員会で検討し、出された基本方針では、当該地は役場、公民館、体育館、田園ホ

ール、岩手中央農協などに隣接する立地条件に恵まれ、多岐にわたる可能性を持ち合わせた

公共空間であるとともに、旧矢巾中学校で学び、部活動を共にした卒業生や父兄にとっては
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思い出深いシンボルでもあることから、次世代に継ぐ夢のある町有地として存続することが

望ましいとしております。また、町民の思いや矢巾町の現状を分析し、将来を見据えた上で

時間をかけて検討し出された、大変重みのある答申となっております。 

  したがって、旧矢巾中学校敷地の利活用策を検討するに当たって、この答申を最大限尊重

するべきであるはずの庁内検討委員会は、報告書を見る限り、答申について一言も触れてお

らず、利活用を先送りすることは、需要の低下や地価が下落していくことが想定されるため、

何か、特にも民間開発等を行うためには、今しかないとして売却するのが最善の策であると、

２回目の委員会で決定をしております。 

  つまり、答申を尊重し、その上に立って、十分に時間をかけて検討するのが庁内検討委員

会であるべきと思いますが、目的に沿った結論を短時間で導き出すために開催した委員会に

なっていたのではないかと勘ぐってしまうような内容になっております。答申について、誰

も全く気に留めず、一言も触れることがなかったのかお伺いいたします。 

  ２点目、ナイター設備を有するかっこうグラウンドは、多くの町民に親しまれ、利用され

ていることから、当面はスポーツ振興やレクリエーションを通じた健康づくりの場として存

続してくださいとしております。立地条件がよく、年間を通して約5,000人以上もの町民が

利用している使い勝手のよいかっこうグラウンドは、答申を尊重し、引き続き活用するべき

と思いますが、見解をお伺いいたします。 

  ３点目です。庁内検討委員会において、教育施設と社会教育施設について、大規模改修や

建て替えが必要になると想定し、民間に売却し、基金に積み立てるのが最善の策と決定した

としておりますが、方針（案）決定の主たる理由とした教育施設と社会教育施設の大規模改

修や建て替えを想定している施設とは、具体的にどの施設なのか。さらには、運動公園など

の新たな施設について、全く検討されなかったのか。また、大規模改修や建て替えなどにつ

いて、何年頃を想定し、改修費や建て替え費用などについて、どの程度必要と試算したのか

明らかにされたいと思います。 

  貴重な町有財産を売却する方針（案）であることから、あらゆる観点から検討した上に立

っての決定だと思われますが、今後議会として様々な観点から検討する際の参考資料とした

いと思います。したがって、具体的にお示しをされたい。 

  ４点目です。基金積立ての目標額をただすのは３度目になりますが、目標額が定まらなけ

れば、売却面積も決まらないのではないのでしょうか。約3.3ヘクタールのうち一部は空地

として残すとしておりますが、具体的にどこを残し、どこを売却する予定なのか。いまだに
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売却予定の面積も売却額も示そうとしない理由は何なのかお伺いいたします。 

  ５点目です。議会としての意見をお願いするとしておりますが、教育施設については、小

学校の統合再編が喫緊の課題であるとしているものの、計画立案の具体化には、まだまだ時

間を要する状況にあり、まして社会教育施設については、整備目標も構想も計画も曖昧なも

のでしかなく、議会における検討材料や判断材料が極めて乏しい状況にあることから、９月

会議でも提言したとおり、売却を前提とした方針（案）に対して、議会の意見を拙速に求め

るのではなく、町としての重要案件について、特にも現在学校通学区域審議会に諮問してい

る小学校の統合再編や町民総合体育館の建て替え、さらには防災空間として活用できる総合

運動公園の建設や多くの町民が集い、憩える都市公園の建設、火葬場の移転など、多くの課

題を町民目線で検討し、優先順位をつけて計画を組み立て、６月会議での町長答弁にあると

おり、第８次総合計画や都市計画マスタープランに反映し、その計画の実現に向けて、議会

を通じて真摯に議論を交わすことが、今やるべきことではないかと考えますが、見解をお伺

いをいたします。 

  以上、５点について質問いたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 高橋町長。 

              （町長 高橋昌造君 登壇） 

〇町長（高橋昌造君） 15番、山﨑道夫議員の旧矢巾中学校敷地利活用方針についてのご質問

にお答えをいたします。 

  １点目についてですが、令和２年度に２回開催した庁内検討委員会においては、平成28年

の旧矢巾中学校敷地利用基本方針検討委員会の答申及び令和元年度からの矢巾町公有財産

利活用等検討委員会での委員の意見を十分踏まえるため、内容の確認と各課での持ち帰って

の検討も行い、議論の中で答申等についても再確認しながら行ったところであります。その

上で、令和２年度時点で岩手医科大学附属病院の開院による影響を踏まえた基本方針として、

売却を行い、基金に積み立てるという案をお示ししたところであります。 

  しかしながら、庁内検討委員会において答申を尊重し、その上に立って、十分に時間をか

けるべきであるとの山﨑議員のご意見について、当局として説明が不十分であったものと真

摯に受け止め、このことを踏まえ、町民懇談会及び議会全員協議会の場で、基本方針につい

て丁寧に説明をさせていただき、責任を果たしてまいりたいと考えております。 

  ２点目についてですが、かっこうグラウンドは、近隣が住宅地内であることから、野球の

ファウルボールが住宅や車に接触する危険性があること、利用者の歓声や掛け声、声援が近
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隣にお住まいの方々への騒音となること、また夜間照明施設は、30年以上経過しており、老

朽化が進んでいることなど、状況が大きく変化していることから、現在の位置での継続的な

利用については、１点目でお答えしたとおり、今後ご意見を賜りながら検討してまいりたい

と考えております。 

  ３点目についてですが、庁内検討委員会において、学校教育施設については、徳田小学校、

不動小学校及び煙山小学校が建築されて、築40年を超えていることから、建て替えを想定い

たしました。これらについては、現在審議をお願いしております矢巾町立学校通学区域審議

会からの答申と、それに伴う町教育委員会での方針決定を踏まえて、第８次矢巾町総合計画

に反映させ、建設計画を策定してまいります。新たなる施設となる運動公園などの大規模な

施設については、庁内検討委員会において議論はしておりませんが、老朽化により建設が必

要と聞き及んでおります県営体育館の本町への新設、岩手県水泳連盟から要望がありました

本町への県営屋内温水プールの建設など、県の整備構想もありますので、関係団体と連携を

図りながら、県に対し、本町への誘致を推進してまいりたいと考えております。 

  なお、現在は矢巾町公共施設総合管理計画及び第８次矢巾町総合計画に反映させるべく、

町施設の建て替えの時期及び概算事業費の試算を始めておるところであります。 

  ４点目についてですが、町として、一部を防災拠点として残すという基本方針をお示しし

たところでありますが、町が被災した際に、支援を受ける拠点としては幾つかの欠点がある

こと、自衛隊等からの支援を受けるような状況を想定した場合、広域レベルでの対応となる

ことが見込まれることから、防災拠点としての空き地は設けないことといたします。 

  なお、売却に当たっては、民間のアイデアや活力を生かせる手法等とし、土地利用に関す

る町の意向の実現を担保し、その上で売却する方針としております。 

  ５点目についてですが、議員ご指摘のとおり、真摯に議論を交わすことが、今求められて

いることであると考えております。そのためには、まず基本的な考え方をお示しし、これを

土台として、今後真摯な議論を交わしながら結論を導きたいと考えております。 

  以上、私のほうからのお答えとさせていただきます。 

〇議長（藤原由巳議員） 和田教育長。 

              （教育長 和田 修君 登壇） 

〇教育長（和田 修君） 引き続き、旧矢巾中学校敷地利活用方針についてのご質問にお答え

いたします。 

  ３点目についてですが、現在本町の将来人口動態や学校施設の老朽化に伴う校舎の建て替
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え等も踏まえながら、町立小中学校の適正規模、適正配置について、矢巾町立学校通学区域

審議会で審議しているところでございます。今後審議会から答申をいただき、教育委員会で

町立学校の在り方を決定し、矢巾町として、学校建設の決定、建設工事等がなされたとして、

開校までに８年間ほど必要と考えております。 

  また、建設費用につきましては、学校規模が決定されたわけではありませんが、近隣市町

における直近の事例では、１学年３クラス規模の小学校の整備費用は三十数億円となってお

ります。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇議長（藤原由巳議員） 再質問ありますか。 

  山﨑道夫議員。 

〇15番（山﨑道夫議員） 旧矢巾中学校敷地利用基本方針検討委員会の答申における基本方針

では、前段でも述べましたが、次世代に継ぐ夢のある町有地として存続することが望ましい

としています。庁内検討委員会において、内容の確認と、各課に持ち帰っての検討も行い、

議論の中で、答申等についても再確認しながら検討を行ったとの答弁でございます。 

  次世代に継ぐ夢のある町有地として存続することが望ましいということについて、どのよ

うに受け止めて、売却するのが最善の策という基本方針（案）になったのか、私はちょっと

理解に窮しておりますけれども、再度その点についてご説明をいただきたいと思います。 

〇議長（藤原由巳議員） 藤原総務課長。 

〇総務課長兼防災安全室長（藤原道明君） 私からお答えさせていただきます。 

  この庁内検討委員会ですが、庁内検討委員会を開催する前に、前提としてこの答申なり、

それから各課、基本的には各課に今後のここの場所の利活用について具体的なプランが、も

しくは構想があるかという照会をしたところでございまして、そういったものを集約した後

に、庁内検討委員会を開催していったということがございます。 

  それと平成28年時点の答申につきましては、前文では山﨑議員がおっしゃったフレーズと

いいますか、文章のところがそのとおり書いてございますが、具体的な内容の部分には、や

はり岩手医科大学附属病院が開院した後の、その時点での矢巾町の状況を鑑みる必要がある

だろうということが前提にあるものですから、当面は存続しておくべきだと、その平成28年

時点で具体的なものを決定するのは、時期が早いというふうな趣旨で決まったということが、

私もここの平成28年時点の中で事務局でございましたので、そういった経緯が前提にござい

ましたので、やはり令和２年度時点で医大の影響も見えてきて、盛岡南道路が矢巾町内を通
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るというふうな状況も、正確な場所はともかく、分かってきた状況の中で、何が最適解なの

かと、残すことが最適解なのか、違う方法も考えた上で広い視点から考えて、答えを出すべ

きだということでああいった選択をしたということでございます。 

  なお、売却につきましては、外部委員会のほうからも、やはり客観的な意見として、有効

活用の一つの考え方として売却という答えもあると思うというふうな意見もございました

こともあり、広い視点で考えさせていただいたというところでございます。 

  以上です。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  山﨑道夫議員。 

〇15番（山﨑道夫議員） ここに旧矢巾中学校敷地利用基本方針を答申された中身がございま

す。基本方針は、私が申し上げたとおり、存続することが望ましいと考える。２番目には利

活用、１つにはナイター設備を有するかっこうグラウンドは、多くの町民に親しまれ、利用

されていることから、当面はスポーツ振興やレクリエーションを通じた健康づくりの場とし

て存続してくださいと。２つ目には、災害時には、隣接する公共施設等と一体的に機能させ

ることができることから、円滑かつ迅速な避難支援や罹災者救援などにつながる防災拠点と

して位置づけてください。３番目、間近に控えた岩手医科大学の開業やスマートインターチ

ェンジの開通、さらには国道46号、盛岡西バイパスの延伸や公共、民間の大規模な未利用地

の動向など、新たな町の姿の見極めが重要であることから、恒久的な施設の計画については、

慎重を期してください。４つ目には、現下において、将来の新たな行政需要に弾力的に対応

できるような利用形態を期待する町民の声が多く寄せられていることから、実現に向けた具

体的な計画の検討に努めてください。 

  今総務課長が言ったのは、３番と４番の部分を言っているわけですけれども、しかしこの

基本方針というのは、やっぱり敷地利活用の検討委員会の、いわゆる一番の思いなわけです。

それを利活用の検討を庁内検討委員会、２回のみです、これ１年かけてワークショップをや

ったり、アンケートを取ったり、様々な考えられる全てのことを検討委員会はやりました、

町長の諮問を受けて。そうして出されたこの答申であります。それの中の３番、４番の部分

だけを取り上げて、そういう結論に達しましたというのは、私はどうしても納得がいかない

のです。 

  少なくともそういった答申が出され、そしてワークショップとか、アンケートでも、やっ

ぱり貴重な財産だから町民が有効に活用できるような場にしてほしいという切実な声がか
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なりあるわけです。それが庁内検討委員会の中で、ここに庁内検討委員会の検討内容があり

ますが、これはタブレットで配信されたやつなのですが、既に跡地及びかっこうグラウンド

の周りは住宅地となっており、周辺用途と併せた利活用が望ましいと考える。もう宅地開発

に傾斜しているわけです。また、一定の利用者があるものの、既存のグラウンドは、そのま

ま残し、北側の跡地のみを宅地開発等の別途利用に利用するには、騒音やボールの飛び出し

対策を行う必要もあり、現実的ではないと判断する。もうグラウンドとしての利用はいいの

だと、全否定です。 

  また、地域住民、議員においても、それぞればらばらな意見や考えを持っており、過半数

以上が納得感が得られるように下記に配慮しながら行政課題の解決に使う方向性とするべ

きだと。これは配慮しながらというのは、その配慮の相手なのですが、１、かっこうグラウ

ンドの利用者、２つ目は町中での公園や広場の確保、この点も配慮は必要だと。それから、

矢巾中の卒業生のノスタルジー、これにも配慮は必要だと。そして、町としての防災拠点、

これにも使うべきだと、その辺の配慮がまず必要だということは言っています。 

  結論として、町の第７次総合計画における指標である人口３万人の実現のためにも、かっ

こうグラウンドも含め宅地開発を前提とした民間への売買を行うのがいいのではないかと。

２番目、かっこうグラウンドの代替として、矢巾中及び北中にナイター設備を新設し、一般

利用を行うようにするべきだと。そして、その建設費は土地の販売代金を充てる。設備は老

朽化してきており、移設しても長くもたないという判断もあると。移設は、３億円から４億

円かかる。３つ目として、全てを売却するのではなく、一定規模の公園、広場用地を残し、

災害時には、そこを防災拠点とする。想定としては、南東付近の旧校門があった箇所とし、

門の保存や桜の移植も考えるべきだと。 

  もうかなり売却するということを前提にした庁内検討委員会ではないかというふうに勘ぐ

ってしまうわけです、これを見ると。私は、そういった庁内検討委員会を立ち上げたとすれ

ば、やっぱり敷地利用検討委員会の出された方針をしっかりと全員がそれをそしゃくすると

いうのですか、受け止めるというのですか、その中で、将来こういう形にするべきではない

かという何点かの案を出すべきではなかったのか。そして、議会にも説明をし、提案をし、

そして町民にも懇談会等で説明をするという、そういう手順を踏まない限り、なかなかこれ

は理解が得られないというふうに私は思うのです。 

  そういうふうな状況の中で、今回は、私は、どこの部分を売却するのか、そろそろその場

所とか、あるいは売却益をどの程度見込んでいるのか、そして基金にどの程度積み立てるこ
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とを目標としているのか聞きました。そうしたら、その答弁は、いろいろ考えたけれども、

結局防災拠点として使うことはやめるという、そういう答弁です。これは、少なくとも全協

に説明をして、基本方針をこういうふうに変えざるを得ない、変えますという説明をするべ

きではないですか。それが議会の、いわゆる任務でもあるし、当局側の務めでもあると思う

のです。それが全くされていないと。聞いたから、それはもう方針から抜くよという、そう

いうやり方で今後の旧矢巾中学校の敷地の利活用を検討するというのは、あまりにも短兵急

で、あまりにもやり方とすれば、非常にまずいやり方だというふうに私は指摘せざるを得な

いわけです。 

  そういうふうな観点から、なぜ今回全協にも説明しないで、基本方針を変えて、一般質問

に対する答弁で終わろうとしているのか、まずそこをお聞きしたいと思います。 

〇議長（藤原由巳議員） 藤原総務課長。 

〇総務課長兼防災安全室長（藤原道明君） 私からお答えさせていただきますが、一般質問に

対する答弁と全協での説明という部分についての動きの捉え方というのは、我々としてもあ

るのですけれども、一応一般質問への答弁というものが正式な議場の場の中で公式に方針を

お示しするという意味に捉えていますので、全協で説明するよりは、はるかに重い答えだと

いうふうに認識しております。 

  あらかじめ全協に説明するべきであったのではないかという点に関しましては、議員おっ

しゃるところも分かるところでございますが、逆に言いますと、今回は、その点のみが基本

方針としては変更になっている部分でしたので、それだけを説明するということとして全員

協議会にかけるというふうには、すみません、正直そういったことよりは、一般質問で公式

にお答えするほうが筋だろうなと考えたところでございましたので、我々の考えとしては、

そういうことでございました。 

  以上です。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  山﨑道夫議員。 

〇15番（山﨑道夫議員） それは、はっきり言って勝手な思いです。私が質問しなければ、こ

れについては、全く明らかにならなかったわけです、今回の、いわゆる12月会議では。そう

でしょう。一般質問に答えるのが私は最も重いやり方だと、それは言い逃れにしかすぎない

と思います。少なくとも全員協議会で中学校の跡地の利活用について、当局側としては、こ

ういう基本方針で臨みたいという、そういう説明をしているわけです。そして、途中で変え
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て、一般質問は私がその部分を聞いたから出てきたのであって、聞かなければ、いつ出した

のですか、そうしたならば。そこはどうなのですか。 

〇議長（藤原由巳議員） 藤原総務課長。 

〇総務課長兼防災安全室長（藤原道明君） この矢中跡地の関係につきましては、我々として

も、いろんな方面からの検討を今やっている最中でございまして、一定程度のまとまったも

のができた時点で全員協議会にお示しするべきだというふうな考えを持っておりましたが、

今回につきましては、タイミング的に変更点が空地を取らないという部分だけでしたので、

そういった、ちょっとでもいいから全部説明するべきだと言われれば、そうなのかもしれな

いのですが、今回については、そういったことで一般質問への答弁のほうが先行したという

ことになります。 

  いつやるつもりだったのかということにつきましては、今時期をはっきりはさせられない

のですけれども、いずれもう少し各種大型事業等の概算事業費等を詰めた上でお示しするつ

もりではおったところでございます。 

  以上です。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  山﨑道夫議員。 

〇15番（山﨑道夫議員） 私は、検討委員会が出した、その活用策の、いわゆる防災拠点とし

て使うべきだという、それを今回の基本方針でも取り上げて、これは非常にそういった町長

諮問して、答申を受けて、それをかなり重要視して基本方針の中に入れたのだなという理解

をしておりました。それが、今回全く、いきなりですよね、全く説明もないまま答弁をして

いると。やっぱり大きな変更点です、これは。まだあるのではないですか、こうなれば。そ

ういうふうに思わざるを得ない。 

  したがって、私は非常に不信感を持たざるを得ないわけです。やっぱり真摯に討論して、

議論をして、一定の到達点を見いだそうとする、そういう思いで私もいます。恐らく多くの

議員もそう思っているでしょう。しかし、こういった状況が時々出てくるということは、本

当に矢巾中学校の跡地の利活用について、町民目線で多くの町民がいろいろな思いを持って

寄せている意見等に対して、真摯に向き合うという気持ちがないのではないですか。そうい

う意味からいって、とてもではないけれども、この議論をずっと続けていくということは、

私はほとんど、ある意味無駄なような気がします。やっぱりもっとしっかりと検討して、将

来10年後、20年後を見据えた、本当に矢巾町の将来をしっかりと見据えて、いわゆる何回も
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言いますけれども、グランドデザインをしっかり持って、そして計画を組む、構想を持って

計画を組む、そのことをやっていかない限りは、なかなかこれは前に進まないと思うのです。

結果的には、いつまでもどこかで交わらないまま空中戦だけやっているわけにはいきません

けれども、そういう状況をむしろあなたたちがつくり出しているということを指摘せざるを

得ません。 

  今後の進め方というのは、全協にも丁寧に説明をする、あるいは町民との懇談会で説明を

していく、そういう答弁です。今のこの状況で、本当に町民にしっかりと説明するというこ

とが言えるのですか。もう最初から跡地は売却するという、そういう思いを持って、結論あ

りきの検討委員会だったのではないかというふうに勘ぐらざるを得ません。そして、今後も

もしかしたら変わっていくかもしれない。そういうふうな現状では、とてもではありません

けれども、中学校の跡地についての、いわゆる議会としての検討というのも難しいだろうと

いうふうに思います。その辺についての見解をお聞きをしたいというふうに思います。 

〇議長（藤原由巳議員） 水本副町長。 

〇副町長（水本良則君） お答えいたします。 

  庁内の委員会でありますけれども、これは売却を前提としたものではございません。した

がいまして、先ほど課長のほうからも説明したとおり、今までの経緯の中で主なものとして、

１つは答申があるわけであります。それから、庁外の委員の方々からの意見もありました。

そういったものを十分踏まえた上で、その上で、現在対象となっております土地が町有地と

して、比較的近い、例えば次の第８次総あるいは第８次総からもう少しつながるあたりまで

を視野に入れた場合において、利用する計画があるのか、ないのかという観点から、委員会

としては２回ではありますが、委員会以外の部分で、当然出てくるに当たって、それぞれの

ところで検討はされてきたものが集約された形になるわけであります。 

  そのときに、具体的にどこまで詰められるかというのは、当然あるわけでありますけれど

も、先ほど出てきたとおり、防災拠点については、拠点のいろいろ考え方がある中において、

いろいろ考えた結果、中途半端な形のものにしかならない、あるいは必ずしも適切な場所で

はないということから、こういったことになったということでありますが、先ほどの全協に

かけるべき云々については、冒頭の１点目の町長答弁にあったとおり、基本方針については、

丁寧にご説明申し上げるということになっておりましたので、どこまでを説明の題材にする

のかというところで少し見解というか、思いの差があったということで、ちょっとご不信を

招いてしまったということについては、申し訳なく思っているところであります。 
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  いずれにいたしましても、先ほど来１点目で町長答弁にもあるとおり、これから懇談会あ

るいは地域懇談会、あるいは全協のほうにも適切な丁寧に説明していくという基本的なスタ

ンスには変わりはないところであります。 

  それから、売却するということも、実は町の持っております土地を有効利用するというこ

とも重要な一要素であると、所有したまま利用することも当然ありますが、売却して有効な

活用の仕方も、町有地でない形での有効の活用の仕方もあるということもございますので、

そういった選択をしたということであります。 

  しかしながら、どのような形で売却し、町の思いをどういった形で反映させるかというこ

とが今後の課題であります。この点につきましては、当然のことながら、節目節目で全協あ

るいは皆さん方のご意見を伺う場、そういったものは設けていくという趣旨は、当然踏まえ

ております。 

  以上でございます。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  山﨑道夫議員。 

〇15番（山﨑道夫議員） 副町長の立場ですので、それは今話されたことは、そのとおりかも

しれません。貴重な財産ではありますが、町にとっては、非常に有効に使える場所だという

のも当然あるわけです。それは、公有財産の利活用検討委員会の中でも議論になっています。

これは、総務課長もしゃべったとおりなのですが、ただ公有財産の利活用検討委員会は、ま

だ中間報告も出しておりません。そして、答申もないです。諮問している町長の立場で、中

間報告もなければ、最終答申もなければ、その中で、いわゆる無視をしてといいますか、検

討委員会に諮問して答申がないまま、庁内検討委員会で一定の方向性を出すというのは、私

はどうも順番としては反対のことをやっているのではないかというふうに捉えざるを得な

いのです。 

  検討委員会では、やっぱりいろいろな意見が出ています、委員ごとに。１人の委員さんは、

都市公園が必要だということも言っています。しかし、この方も、２回目の意見では、仮に

売却する場合、人口３万人を目指すためだけではなく、町が得る売却益の活用方法と併せた

町の将来像の議論が重要であると捉えると思っていると。結局その将来像がないままに、勝

手に売却するとかという結論を出すというのは問題があるだろうというふうに、この方は言

っているわけです。やっぱりいろんな意見が出されていると思うのです。そして、その答申

が出るはずなのです。それをなぜ待てなかったのかという、そこが私は非常に疑問を感じて
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いるのです。そこはどうなのですか。 

〇議長（藤原由巳議員） 藤原総務課長。 

〇総務課長兼防災安全室長（藤原道明君） 今山﨑議員からのお話を聞きながら、私も過去の

流れ等を反すうして思ったところなのですが、今気づいたのかと言われるとあれなのですが、

今回のこの矢中跡地の最終的な決定に向けて、それを決めるためのプロセスを早い段階から

議会の皆様にも問いかけながら、最終的に皆様の納得が得られるような答えを出したいとい

う思いがあって、我々はそういうつもりで、意思決定のプロセスに議会も大いに関わってい

ただいた上で結論を出したいという思いで、実はこういう流れで進めているということを今

初めてそういう言い方をしますけれども、だったということをお伝えできていなかったなと

いうことが今分かりました。すみません。 

  町としてこういうふうにやりたいから理解してくれだけではなくて、そういう考え方では

なく、なので今までもたたき台、基本方針という言い方をしてきたのですが、こういうとこ

ろで町としては考えているのですけれども、最終的な決定に至る途中の段階で、議会、いろ

んな方からのご意見を交えて、最終的な結論に導きたいのだということの、今まではあまり

そういうやり方をしていなかったように思いますが、この矢中の関係につきましては、やは

りそういった議論があった上で決めるべきだろうという考え方に立っておりますので、いわ

ゆる外部委員会からも、まずは率直な意見をいただいて、庁内検討委員会でたたき台を決め、

それを議会の皆様にもお知らせした上で、ご意見を頂戴しながら、そこから導き出されてく

るものを再度外部委員会に諮って、一定の、１本の柱なのか、３本の柱になるかは、それは

ちょっと今は分かりませんけれども、そういうふうにして決めていこうとしていたところで

ございますので、従来のように、町がこういう方針を決めたのだから分かってくださいとい

うふうなプロセスを取っていないということは、ご理解いただきたいと思います。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  山﨑道夫議員。 

〇15番（山﨑道夫議員） 私の質問に真摯に答えようとしていないというのは、まず第１点で

す。私は、公有財産の検討委員会の答申が出ないまま、なぜ庁内検討委員会でその方針を出

したのかということを聞いているのです。今のプロセスの話をすれば、もっともっとやっぱ

り私が言ったことに真摯に向き合うべきではないでしょうか。答申が出ないまま売却方針を

基本方針とするというのは、プロセスを大事にするという割には、あまりにも身勝手な今の

意見ではないでしょうか。どうなのですか、そこは。 
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〇議長（藤原由巳議員） 藤原総務課長。 

〇総務課長兼防災安全室長（藤原道明君） そういうふうに受け止められてしまうのであれな

のですが、いわば意見なりを束ねていって、最終的に結論を導き出すといったことの中で、

その外部委員会も庁内委員会も位置づけられていると。もちろん議会の皆様もそういった考

え方を取っておりましたので、なぜ外部委員会の結論を待たなかったのかというのは、言葉

足らずで申し訳ありませんが、そういう段取りではないものとして考えていたのでございま

すので、あくまで議会の皆様からのご意見も反映させた上で、それを外部委員会にかけてと

いうふうな考え方を取っておったものですから、外部委員会の答申の前に皆様にお示しした。

それから、何度も言っていますが、基本方針のたたき台ですので、たたかれれば形態が変わ

ってくるというのもあると。それは、いわゆる意思決定までのプロセスを皆さんと一緒にや

っていく過程において、そういったことはあり得るというふうに、ある意味そういう前提も

あっての、比較的早い時期に皆様にお示ししたというふうに、そのように我々は考えていま

したので、決してこれをごり押しして、それに何たってかんたって、それに持っていくのだ

というふうな考え方ではないということは、ご理解いただきたいと思います。山﨑議員、よ

ろしくお願いします。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  山﨑道夫議員。 

〇15番（山﨑道夫議員） いずれ何か言い訳にしか聞こえませんが、ブラッシュアップではな

く、いきなりばっさりのこのやり方というのは、基本方針も説明しない、一般質問がなけれ

ば、基本方針を変えたのも分からないまま私たちは検討していると。何かどこか違うのでは

ないですか、そのやり方が。どうもすっと入ってこないのです。これだけの、いわゆる平成

23年当時から私も矢巾中学校の跡地の利活用については、龍澤学館が平成25年には中学校を

建てたい、そして平成27年には看護学科にしたい。いろんなプロセスがあったのです、それ

こそ。それは、高橋町長は分かっているとおりですが、前町長は前のめりでした。しかも、

ほとんど無償、そして有償になる部分は簿価が基準。結果的には、どの程度貸すのだという、

その賃借料も分からないままに終わってしまったのですが。 

  そういう経緯の中で、今こうしてまた中学校跡地の利活用について議論をするわけですけ

れども、そういった経過を踏んで、私は、新しい住民は分からない人たちも結構いると思い

ます。それは町もそれだけ人が出入りして大きくなってきましたので、それはやむを得ない

として、やっぱり旧住民といいますか、昔からその経緯を分かっている方たちもいます。そ
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して、ここに傍聴に来られている方たちもいるわけです。そういう人たちがなるほどなと、

そういう使い道もあるなと、そういうふうな思いを持つような、やっぱり説得力といいます

か、どこかでお互いの意見が交わっていくというようなことを目指してやるというのが、こ

の場での議論だというふうに思います。一方的なやり方ではなく、そういった意味からいっ

ても、非常に私は、ここ６月、９月、そして今月、12月と一般質問で取り上げてきましたけ

れども、何かどんどん不信感が募っていくような気がしてならないのです。 

  私は、本当は、こんな気持ちでここに立ちたくないのですが、それは私の責任もあるかも

しれませんけれども、そこに座っている皆さんの責任も大きいだろうというふうに思います。

将来矢巾町にどういうふうな利活用をした土地を多くの町民に利用してもらうか、そして見

てもらうか、そういった構想がない中での議論ですので、非常にむなしくなりますけれども、

一つだけ確認しますが、ここに答弁では、町の財産、町の施設を町の公共施設総合管理計画

及び第８次総合計画に反映させるべく町施設の建て替えの時期及び概算事業費の試算を始

めていると、これは具体的にはどこを示しているのですか。小学校の再編統合は、これは答

弁にありますけれども、そのほかどこの施設を指しているのか、そこだけまず確認させてく

ださい。 

〇議長（藤原由巳議員） 藤原総務課長。 

〇総務課長兼防災安全室長（藤原道明君） まず、大前提としてやらなければなかったという

ことで一定の答えは出したのですが、人口の動態がどうなるのかをまず把握しなければなら

ないだろうということで、その積み上げをやってきて、小学校の再編にもその数字を生かし

ていけるようにやったところでございますし、それ以外、小学校以外については、第８次総

にどれをのせるのかというふうなことがあっての話だと思っておりますけれども、その可能

性がありそうな施設として幾つか挙げたものを今後その概算費用を出していくというふう

な考え方に立っております。 

  具体的には、まだ担当課とちゃんと詰められていないところもあるのですが、社会教育施

設の関係がそうだろうなというふうに思って、概算費用の積算までは至らない、概算費用を

試算しているというふうな状況でございます。まさしく第８次総にのせるためにも、当然に

これをやるために幾らかかるのですかということは、説明の資料としても必要でございます

ので、当然に進めていく。 

  それから、順番が決まれば、公共施設等総合管理計画において、継続するのか、廃止する

のか、立て替えるのかというふうなことも当然のせていかなければならなくなると思ってい
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ますので、そういった積算をしているというところでございます。 

  先ほど山﨑議員からのお話の中で、１点私も気づかされましたといいますか、20年先とか

を考えたビジョン、いわゆる、私はビジョンと言いますけれども、ビジョンがあって、それ

を議論していくべきだというふうなお話がありまして、私も全く同感でございます。これが

何か人ごとのように言っていますけれども、役場、今の行政、特に矢巾町役場において、総

合計画レベルまでは、つまりあと８年から10年にかけては、いろいろ具体的なものを表さな

ければならないということもあって、それを考え、それを何らかの形にするというふうな作

業をずっとこれまでもやってきたところなのですが、20年後というのは、うちの役場の内部

では、それこそ各担当課の中で、こうあったらいいなというふうなレベルのものはあっても、

具体的に形にできるようなものは、正直申しまして、ないというのが現状ですし、出さなけ

ればならない必然性というのもなかなかないということがあります。 

  今後そういうことでは駄目なのだとおっしゃっているのだと受け止めますし、私もその点

については、同感でございます。ただ、それはまさしくビジョンであって、どうも行政とい

うのは、具体的な実効性のないものは表に出さないと、それはやると言ったのにやらないの

ではないかということを恐れているからなのですけれども、当然ビジョンは、そうあったら

いいなというものであって、実行を担保するものではないという大前提の下で決めていくと

いうふうな姿勢でやるのであれば、そこに対して大いに行政の側で考えているビジョンと議

会をはじめ町民の方々が思い描くビジョンというものをすり合わせして、ではそれをどうや

って順番づけて実際に考えていくかというふうな議論が、まさしくこれから必要だと思いま

すので、その点については、何とか進めていきたいなと思っているところでございます。 

  以上です。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  山﨑道夫議員。 

〇15番（山﨑道夫議員） 公共施設、これは個々具体的には言えないというのは、そのとおり

かもしれましせんが、こっちから聞きますが、町民総合体育館は入っていますか。 

〇議長（藤原由巳議員） 藤原総務課長。 

〇総務課長兼防災安全室長（藤原道明君） 候補の一つとしては考えていると認識しておりま

す。ただ、継続的に…… 

              （「それでいいです」の声あり） 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問。 
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  山﨑道夫議員。 

〇15番（山﨑道夫議員） いろいろ議論をさせていただきました。私の中では、すんなり入っ

てくるものは、残念ながらない。まだまだこれは時間をかけてやらなければならない。これ

は、町長にも言いたいのですが、あまり急ぐなじゃと言いたいのです。急がば回れ、小学校

８年後ですよね、建設、うまくいっても。やっぱりじっくりと、じっくりといっても、４年

も５年もかける必要はないわけですけれども、やっぱりプロセスを大事にするという話、総

務課長も言っていますが、プロセスをやっぱり大事にするべきだと。というのは、議会に対

してもしっかりと胸襟を開いて、こういう形でやっていきたいと、何とか協力できないかと

いう、そういう形でやっぱりやるべきだろうというふうに思いますし、そして勝手に議員も

賛成するという判断をしているような、分析をしているようなことはやめてください。そう

いう問題ではないと思います。あとは、町民に対しての説明も、懇談会をやりながらやって

いくということですので、そこは最後に町長の考えを聞いて終わりにしたいと思います。 

〇議長（藤原由巳議員） 高橋町長。 

〇町長（高橋昌造君） 今山﨑道夫議員から急がば回れと、実は今日ここの答弁に立つときに、

急がば回れは何かの故事なのか、ちょっと調べてけろじゃということで、室町時代の恋歌な

のだそうですが、まさにご指摘のとおりでございます。そして、私は、この問題については、

今ご指摘があったとおり、平成23年からいろいろないきさつがあるということは、もう私も

重々分かっておりますし、そのために平成28年に検討委員会を立ち上げて、諮問して、答申

をいただいたと。 

  私、副町長なり、総務課長にも言っていることは、これは私の責任なのですが、全く場当

たり的な対応で、議会で聞かれたから、このことについてどういうふうに真摯に対応してい

くかということの方向性を示さなければ駄目なのだということで、これもっと私も強力に厳

しく指導しておればよかったのですが、いずれその意味では、私にも責任があるわけでござ

いまして、今後手続は丁寧に踏んでいきたいということの中におきまして、これからの私ど

もとしては、まず学校教育施設については、町立通学区域審議会、それからいわゆる社会教

育施設の運動施設については、町のスポーツ推進審議会がありますし、そして都市計画マス

タープランとか何かは、都市計画審議会もありますので、まずそういうところとしっかり、

いわゆる私どもの構想をお示しして、そしていろいろとご理解をいただく、またはご指導、

ご助言を賜りながら形づくりをしていきたいということで、まず手続としては、そういった

ことを踏まえて、そして議会にはもちろんご説明をさせていただく。それから、町民懇談会
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で、各自治会にも本町の町政課題も含めて丁寧な説明をしていきたいなと、こう考えており

ます。このことについては、私ももう少し厳しい指導をしておればよかったのですが、とに

かくどうなっているのかと、いいのかということの確認はしておったのですが、ここに来て

こういうような状況になって、また山﨑道夫議員からは厳しい叱責もあったのですが、まさ

にそのとおりでございますので、今後皆さんと、議員各位としっかりこのことは真摯に対応

しながらやっていきたいなと、こう考えております。 

  そして、何よりも、売ることだけではなく、いろんなことが考えられると思うのです、い

わゆる中学校の跡地の利活用も。だから、そういったことも、そしてこのことについては、

丁寧な手続を進めながらも、町民の理解をいただいて、早く方向性を皆さんにお示しできる

ようにやっていきたいなと、こう思っておりますので、ひとつご理解をいただきたいと思い

ます。 

  今まで、ここまで山﨑道夫議員に、それこそ何でもっと早く対応しなかったのかと言われ

ると、もうそのことについては、何も弁解の余地がございませんので、今後新たな気持ちで

しっかり取り組んでいく覚悟でございますので、ひとつご理解をいただきたいと思います。

よろしくお願いをいたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。よろしいですか。 

              （「ありません」の声あり） 

〇議長（藤原由巳議員） それでは、まだ一般質問の最中ではございますけれども、時間も１

時間を経過いたしました。ここで暫時休憩に入ります。 

  再開を、ちょっと短いのですが、11時10分再開といたします。よろしくお願いします。 

              午前１１時０２分 休憩 

              ――――――――――― 

              午前１１時１０分 再開 

〇議長（藤原由巳議員） それでは、再開をいたします。 

  休憩前に引き続き、山﨑道夫議員の一般質問を行います。 

  次に、２問目の質問を許します。 

  山﨑道夫議員。 

〇15番（山﨑道夫議員） それでは、２問目の質問を行います。農家の生産意欲向上に向けた

支援策について町長にお伺いをいたします。 

  全農県本部が示した2021年産米のＪＡ概算金は、１等米60キロ当たり、主力品種のひとめ



  

－ 226 － 

ぼれが前年比2,300円減の１万円で、２年連続の引下げとなりました。また、県オリジナル

品種の銀河のしずくは2,300円減の１万500円となり、あきたこまちは2,600円減の9,500円で、

６年ぶりに１万円割れとなったところであります。県内７農協は、ＪＡ概算金を踏まえ、販

売経費などを考慮して、生産者に支払う生産者概算金を決めることになりますが、岩手中央

農協を確認したところ、ひとめぼれは9,400円に決定したとのことであります。こうした中、

11月７日に公表された21年産米の検査結果によりますと、岩手県産の１等米比率は、全国平

均を14.4ポイント上回る97％で、東北では１位、全国では長野県に次いで２位となり、喜ば

しい結果となりました。10月における主食米の相対取引価格は、平均で前年比13％安となり、

岩手県産のひとめぼれは、昨年同月比で14.2％減の１万2,807円と２年連続の下落となりま

した。 

  米価の下落は、農家の経営を直撃し、さらには石油製品を原料とする生産資材や肥料、農

薬、飼料などの相次ぐ値上げにより、生産コストが増える一方で、このままでは耕作意欲が

減退し、離農者が増えるのではないかと危惧することから、以下についてお伺いいたします。 

  １点目、米価の大幅下落による本町農業における減収は、どの程度になると試算している

のか。 

  ２点目、県内の各自治体における農業者への支援が、それぞれ独自に行われているが、耕

作意欲を減退させないためにも、減収緩和対策として主食用米生産農家に対し、例えば出荷

米の検査料と入庫料の補助や肥料、農薬の購入補助などの支援を行い、生産意欲の下支えを

実施すべきと思うが、どうでしょうか。 

  ３点目、10年間の農政の指針となる新たな食料、農業、農村基本計画が令和２年４月から

スタートしました。この基本計画は、担い手について中小、家族農家など、多様な経営の営

農継続を重視して、経営規模の大小、条件に関わらず、農業経営を底上げするとし、具体的

には日本の農業生産の約４割を占める中小、零細農家の支援を強化すべきとしております。

しかし、矢巾町の現状は、そうした支援がほとんど見えない状況になっていると言わざるを

得ません。今後、家族農家や兼業農家、定年退職後の小規模農家などに対して使い勝手のよ

い支援策を検討し、経営規模に合った農業施設整備や機械導入などへの補助金制度等の支援

を創設すべきと考えますが、検討をいただきたいと思います。 

  以上でございます。 

〇議長（藤原由巳議員） 高橋町長。 

〇町長（高橋昌造君） 農家の生産意欲向上に向けた支援策についてのご質問にお答えいたし
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ます。 

  １点目についてですが、令和３年産の主食用米の出荷実績量は、おおむね6,000トン程度と

見込んでおります。農協系統外出荷者もあり、農業者ごとに状況が異なるものではあります

が、例年の２割程度の減収となるものと試算しております。収入保険制度や米、畑作物の収

入減少影響緩和交付金、いわゆるナラシ対策といったセーフティーネットへの加入により、

最大で、その９割が補填されるものと見込んでおります。 

  ２点目についてですが、農業は町の基幹産業であり、特にも主食用米生産農家の営農意欲

の下支えは、大変重要なことであるものと認識しております。町といたしましても、支援策

を検討しているところであり、単純な減収補填ではなく、セーフティーネットへの加入や高

収益作物への転換など、将来の営農意欲向上につながる支援の検討を行っているところであ

ります。 

  ３点目についてですが、議員ご指摘のとおり、中小、家族農家など、多様な担い手の重要

性については、認識しているところであります。しかしながら、町といたしましては、まず

は既に農業経営の目標を定めて営農を行っている認定農業者などへの支援を軸、いわゆる基

軸にしながら、これまで収益性としては厳しい状況にあった家族農家や兼業農家等について

も、新たな高収益作物等への意欲的な取組や定年退職後の地元集落営農等における活躍など

を営農相談を通じた地元組織とのマッチング等により、後押しすることができるように支援

し、地域の担い手として活躍いただきたいと考えております。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇議長（藤原由巳議員） 再質問ありますか。 

  山﨑道夫議員。 

〇15番（山﨑道夫議員） 本町においては、約７割を占める水稲作付農家なわけでございます

けれども、２年連続の米価の下落によって、かなり厳しい状況に立たされている。これは、

多くのことを言う必要もないと思いますが、いわゆる私の生産組合は、経費が、今年計算し

たところ、８万9,500円近い経費でございます。このままでは、もう当然再生産費も賄えな

いくらい厳しい状況になってきているということが、非常にひしひしと感じられるわけです

けれども、中央農協、私たちは概算金をまず大きな頼りにしているわけですけれども、花巻

農協は60キロ9,100円、中央農協9,400円、10月22日に産建の常任委員会でＪＡ中央の役員の

皆さん、課長も入っておりましたけれども、その方たちと意見交換しました。花巻より300円

高いわけですけれども、これは非常に大きな差であります。それは、なぜそうなったのか聞
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きましたところ、55％以上今、いわゆる全農を通さないで相対取引をやれるようになったと。

したがって、手数料も含め運搬賃、保管料、これは業者持ちにすることにしたと。これは、

それぞれの農協がいろいろな創意工夫して、それをやっているわけですけれども、大変あり

がたいなというふうにお聞きをしました。 

  しかし、現実には、大変な減収です。したがって、私は、時間もありませんが、まず端的

に申し上げますけれども、県内あちこちで、例えば盛岡市、八幡平市、滝沢市、紫波町、様

々なところで十二、三の市町村が直接農家に、例えば種もみ代とか、あるいは肥料代、農薬

代、検査代、入庫料、そういう支援を直接やっているわけです。答弁では、直接的なそうい

った補填ではなく、セーフティーネットへの加入とか、あるいは高収益作物、これはいつ聞

いても、私はむなしくなるのです。３月の議会でも質問しました。同じ答弁でした。今年に

限っては、やっぱり歩調を合わせて直接農家に、例えば検査料、これは30キロ、１袋25円で

す。そして、入庫料、１袋当たり95.6円、こういうものに対して全額補填でなくてもいいの

ですが、去年盛岡市ではやりましたけれども、やっぱりそういった目に見えるといいますか、

配慮したといいますか、支援という形でしっかりと取り組むべきだというふうに思います。 

  もう時間もありませんが、宮城県の大崎市は、10アール当たり4,000円支給するのです。こ

れは、いわゆるコロナ禍の対応に追われている状況の中で、大幅な減収で離農者が出ないよ

うにするべきだということで、地方創生の臨時交付金を充てるということなのです。やっぱ

りいろんなことを考えながら、果たしてセーフティーネットで、私が帰って皆さんにセーフ

ティーネットの加入を働きかけると言えないのです。現実にやっぱりそういうことを考えて

対応してもらうことを私はお願いしたいのですが、町長の考えをお聞かせ願いたいと思いま

す。 

〇議長（藤原由巳議員） 佐藤産業観光課長。 

〇産業観光課長（佐藤健一君） すみません、町長へのご指名でございましたけれども、私が

先にお話しさせていただきたいと思います。 

  ２点目の答弁でもお話ししていますとおり、主食用生産米農家については、下支えは大変

重要ということで、支援策を検討しているということで２点目で答弁させていただいており

ます。まさしく今検討している最中でございまして、もし、これから12月の追加補正の中で

提案をする予定で今進めてございますけれども、先ほどお話があった宮城県の場合は、１反

歩当たり4,000円、また県内の市町村でも30キロ当たり100円、何百円というような支援を行

っているということでございましたけれども、矢巾町の場合も、やはりそういった支援は重
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要かというふうに認識してございまして、今後それに取り組むよう、今鋭意財政とも協議し

ているところでございますが、ただお金をばらまくというか、あれですけれども、そうでは

なくて、矢巾町の場合、やはり特色を持った形で今までも進めてきているところでございま

して、９月補正の中では、２年連続収入保険の加入促進のために助成をしてございます。そ

れが米価下落の第１弾の施策であったわけでございますけれども、今度は第２弾ということ

で、直接そういった出荷部分に係る経費ということで、30キロ当たり100円ぐらいをめどに

今後支援をしてまいりたいというふうに考えてございますので、議員のご理解のほうもよろ

しくお願いしたいと思います。 

〇議長（藤原由巳議員） 高橋町長、締めの答弁をお願いします。 

〇町長（高橋昌造君） 佐藤課長にもういいところを全部あれされて、それで山﨑道夫議員、

実は今矢巾町で収入保険に助成を、ご存じかと思うのですが、まさか概算金がこのように下

がるのではない、いずれいつかは冷害が来るぞと。そこで、過去には平成５年とか、５年刻

みで冷害のときもあったので、だから収入保険に入っていただく、またナラシ対策もそうな

のですが、ということで、そういった推進をやったのです。そうしたら、全国の農業共済組

合から、矢巾町はよくやったということで、会長さんから表彰されたのですが、ところが青

色申告とか、いろいろあるわけでございまして、今回今月の14日の全員協議会でお願いする

のですが、地方創生臨時交付金も含めて、まず紫波町と盛岡市並みのあれはぜひやらなけれ

ばならないのだという、これはもう前からそう思っておったのです。 

  そして、今度の地方創生の臨時交付金が、まだ矢巾町にどのくらい配分になるか明らかに

されておらない。そこで、今回のあれは、農、商、工の関係で、農業と商工業、もしセーフ

ティーネットの構築で、できるのであれば基金に積み立てて、できるのであれば、そういう

ことを考えてやれと、今担当に指示しております。それで、例えば農家の場合であれば、い

わゆる要は米を作るなということなのです。ところが、農家の人たちは、何ぼそれを言われ

ても、おいしい米を作らなければならない、そして皆さんにおいしく食べていただくと。も

う私らの年代はそうなのです。 

  ところが、今もう米余りだということで、だから今２つ考えているのは、課長からもあっ

たのですが、高収益作物への転換、これをやっていかなければならないと。あともう一つは、

田んぼの汎用化をやって、そういったこととか、いろんなことを考えていかなければならな

いということで、それは１年限りではできないので、できるのであれば３年、長ければ５年

ぐらいのそれこそ中長期の考え方で対応できないか。今臨時交付金の状況を見極めながら対
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応していきたいと。 

  まず、盛岡市と紫波町ぐらいのことはやりますので、ただ、今後に生きたお金として皆さ

んにお使いになっていただきたいので、だからさっきお話があったのですけれども、お金の

あれで田んぼダムとか、そういうふうなものにもひとつ協力していただくとか、そういった

ことも双方向でコミュニケーションを図りながら、いずれ多面的な機能も含めて、底上げを

していきたいなと思っておりますので、ご理解をいただきたいと思います。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。よろしいですか。 

              （「ありません」の声あり） 

〇議長（藤原由巳議員） 以上で15番、山﨑道夫議員の質問を終わります。ご苦労さまでした。 

  それでは次に、４番、谷上知子議員。 

  １問目の質問を許します。 

              （４番 谷上知子議員 登壇） 

〇４番（谷上知子議員） 議席番号４番、谷上知子でございます。 

  質問の１に入ります。上水道の維持と簗川ダムの水利権の活用について。宅地開発により、

上下水道の使用量は増加することが予測されます。水は、人間活動と全ての生きとし生ける

ものの根源であります。水に対する施策が発展に関わる例は、歴史的事実からも数多く挙げ

られます。治水対策、農業用水対策が行われ、人々の暮らしを豊かにし、水を制する者は国

を制すとも言われてきました。岩手県内の水対策もかんがい、治水、飲料として、困難を乗

り越え施行されており、現在も変わりなく稼働しております。身近にある農業用水路鹿妻穴

堰や矢巾町の上下水道事業には、今でも恩恵を受けています。 

  特に今夏は、水の重要性を思わずには過ごせませんでした。コロナウイルス感染症への日

常の対策として、うがいと手洗いが有効であり、熱中症対策としての飲料水も同様です。入

浴、洗濯、清掃と水道水で清潔な暮らしを営み、感染を防ぎました。住みたい町に挙げられ

る矢巾町、生命の存続の源になる上水道事業について伺います。 

  １、町の水道は、おいしいと感じますが、工夫している点について伺います。 

  ２、水質検査を東部、西部浄水場で毎日行っていますが、どのような検査内容なのか伺い

ます。 

  ３、宅地開発が見込まれていますが、上水道の供給水量は不足しないか伺います。 

  ４、地下水をくみ上げていますが、水源がかれることはないか伺います。 

  ５、簗川ダムの水利権使用の期間と水量の限定はあるか伺います。 
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  ６、簗川ダムの水利権を使わざるを得ない場合は、どのような事態か。また、産業に活用

する予定はないか伺います。 

〇議長（藤原由巳議員） 高橋町長。 

              （町長 高橋昌造君 登壇） 

〇町長（高橋昌造君） ４番、谷上知子議員の上水道の維持と簗川ダムの水利権の活用につい

てのご質問にお答えをいたします。 

  １点目についてですが、本町では、地下水を水源としており、水道水に含まれるミネラル

分が多い中軟水であるため、おいしい水であると言われております。また、昭和59年に、当

時の厚生省が設立したおいしい水研究会によって示された要件を参考に、残留塩素濃度につ

きましては、水質管理目標値の40％程度と設定しており、この値を達成できるよう常に監視

することで確実な浄水処理を行うよう注力しております。 

  ２点目についてですが、毎日実施しております水質検査は、水道法で義務づけられており

ます色、濁り、残留塩素濃度の３項目であり、上下水道課の職員が検査を行っております。 

  ３点目についてですが、平成28年度の水道事業変更認可において、第７次矢巾町総合計画

に合わせた水道施設を計画しておりますので、今後見込まれる宅地開発や企業誘致において

も対応可能であると考えております。 

  ４点目についてですが、最新の揚水試験結果に基づく適正な水量の取水を行うとともに、

定期的な維持管理を実施し、今後も水源の長寿命化を図ってまいります。 

  ５点目についてですが、平成29年度に１日最大取水量700立方メートルの水利使用許可を国

から得ており、当該期間は10年間となっております。水利使用許可は、更新が可能で、使用

期間の限定はありませんが、１日最大取水量については、簗川ダムの建設負担金の割合に応

じて決定しており、700立方メートルが上限となっております。 

  ６点目についてですが、簗川ダム水利権の活用については、防災の観点より、多様な水道

水源の確保は必要であることから、今後水道施設における耐震性の向上を図った上で整備活

用を検討してまいります。また、東部系配水区と西部系配水区の相互融通を目的に、昨年度

までに東西連絡管を３か所整備しており、災害等により１日当たりの給水量が大きく増加し

た場合におきましても、当該連絡管を活用することで対応可能と捉えております。 

  なお、簗川ダム水利権は、水道事業の安定的な運営を目的に、その用途を水道用水として

使用許可を得ておりますので、現時点では、特定の産業振興のために活用する予定はないと

ころであります。 
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  以上、お答えとさせていただきます。 

〇議長（藤原由巳議員） 再質問ありますか。 

  谷上知子議員。 

〇４番（谷上知子議員） 何点かお伺いいたします。 

  第７次総合計画に合わせて水道施設の建設を予定しているということですが、施設の概要

について、分かる範囲でお聞きしたいと思います。 

〇議長（藤原由巳議員） 浅沼上下水道課長。 

〇上下水道課長（浅沼 亨君） ただいまのご質問にお答えします。 

  新たに整備するということも含まれますが、東部浄水場及び東部配水場におきましては、

１日で6,800トン浄水することが可能です。なお、西部浄水場においては、１日で8,710トン

浄水することが可能です。 

  なお、最近でいいますと、東部配水場、東小学校そばに1,600トンのタンクが２基、あとは

約1,000トンを取水するその施設を東部配水場として整備をいたしております。 

  以上、浄水施設に関して、簡単でありますが、回答といたします。以上です。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  谷上知子議員。 

〇４番（谷上知子議員） 水源の長寿命化は、具体的にどのようなことをしているかお伺いし

たいと思います。 

〇議長（藤原由巳議員） 浅沼上下水道課長。 

〇上下水道課長（浅沼 亨君） ただいまのご質問にお答えします。 

  まず、水源について、毎日浄水場に行って、色度、濁度、残留塩素等を検査しているので

すが、そのときに機器として、各取水井、井戸における水位のほうもチェックしております。

これというのは、例えば地上から40メートル、ポンプが動く前は40メートル、ポンプが動い

て50メートル、そのような積み重なったデータがありますので、その水位と併せて今がどの

ぐらいになっているか、または復元する能力というか、ポンプが止まって、元の水位40メー

トルに近づいているのが早いのか、遅いのか、そういうのを確認して、その水源が適切に稼

働しているかどうかというのをチェックしております。 

  実際的な水源の長寿命化をどうするのかというと、具体的に今年については、煙山公民館

そばで西部１号の取水井がありますが、その中では、井戸の取水井のポンプを引き揚げて、

あとはエアで、取水井の中で目詰まりすることもありますので、空気でエア洗浄をしたり、
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あとはそれこそ大きなブラシみたいなものでごしごし削って、その水が通るところ、ストレ

ーナといいますが、そこに付着しているごみ等を除去すると。それ等を行って、再度揚水試

験を行って既存の能力が回復するかどうか、それをチェックするというようなので、水道水

源についての長寿命化を行っております。 

  以上、お答えといたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  谷上知子議員。 

〇４番（谷上知子議員） おいしい水をできるだけ飲みたいと思いますが、こういうことは分

かるかどうか分かりませんが、現在の水源は、大体何年ぐらいまでもつか、そういうことま

で分かるのでしょうか。 

〇議長（藤原由巳議員） 浅沼上下水道課長。 

〇上下水道課長（浅沼 亨君） ちょっと答えに窮するところなのですが、まず地下水につい

ては、ちょっと大きな視点でいうと、海の水が蒸発して、それが冷えて雲になり、やがては

雨となって地表に降ってくると、それの多くが河川としてまた海に流れると。その河川に流

れないのが地下水に浸透、地下水涵養となって地下水源となると。一見して、水循環が形成

されていますので、このシステムが気候とかのシステムになるのですけれども、その循環が

適正に保たれているのであれば、基本的には長いのかなと考えております。ただ、今の知見

で、ここの水源があと何年もつかというのは、矢巾町でもちょっと分かりませんし、まだ日

本のレベルでもそこまでは分かりかねるかと思います。先ほど言った水循環システムが適正

に行われるように水道だけでなく、日本全体として環境等に配慮していけば、水道水源は保

たれるものと考えます。 

  回答になっているかどうかちょっと分かりませんが、以上でお答えといたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  谷上知子議員。 

〇４番（谷上知子議員） 何でも今ＳＤＧｓと、先般から先輩議員たちもご質問していますが、

何か私もちょっと調べたら、地球に降る水の量は、ずっとこれからも同じだろうと。ただ、

その場所によって渇水とか、地形によって、それから洪水で水があり過ぎるというところが

あるのですが、現在の水不足、ではなぜ水不足かというと、やはり都市化によって、それか

らライフスタイルによって、使う水の量、水道水が大幅に増えたということが水不足の大き

な原因だろうと。だから、地球そのものにたまる水の量は同じだけれども、水道水になる水
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の量は、くみ上げる分は同じだけれども、使う分が多過ぎて足りなくなるのではないかとい

うお話をちょっと聞いたことがあるのですが、でも今のお話を聞いて、まず飲み水は確保さ

れるのかなというので、私も何年も生きるわけではないのですが、ここから先50年のことを

考えて質問しましたけれども、ちょっと安心をしました。 

  続きですが、どこの自治体でも漏水は40％ぐらいあるのだと、そういうお話もちょっと調

べてみたら出ていましたが、水道管の破損や老朽化対策について、どのように考えているか

お伺いしたいと思います。 

〇議長（藤原由巳議員） 浅沼上下水道課長。 

〇上下水道課長（浅沼 亨君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

  まず、漏水の量ということで、今までもですけれども、有収率ということで回答してまい

りました。有収率というのは、例えば浄水場から皆様の家庭に100流したと、ただそのうち

料金として水道メーターをくぐったのが95だというと、100分の95で、95％が有収率です。

このようにお答えしています。厚生労働省でも有収率は90％以上というのが指標として出さ

れております。昨年度の矢巾町の有収率は95％ありました。県内においても、優秀なほうだ

というふうな位置づけとなっております。 

  実際的に、漏水の多くが宅内ということもありますが、矢巾町管理である配水管において

漏水があると想定されるものは、議会のほうでもよくお答えさせていただいておりますが、

耐震化の際に、今後耐震化を予定しているのは何の管がありますかということで、塩ビ管で

すと答えております。その塩ビ管については、昭和40年代、50年代の二次拡張期において主

に造られたものであり、塩ビ管については、配水管としてはたしか25キロ、導水管としては

約１キロ、これらが漏水が多いであろうという管に位置しております。耐震化については、

耐震化適合率ということで今までもお答えさせていただいていますが、40％を切っている状

態なのですが、それをその耐震化を行うべき塩ビ管がさっき言った26キロほどありますので、

それを更新していくことで有収率が95％、今はもうちょっと下がっていますけれども、それ

を維持するようにしていこうと考えております。 

  また、漏水については、ご存じのとおり、地上に水が噴いてきたならば、見て分かるので

すが、例えば配水量をチェックして、例えばある地区のほうがいつもより配水量が多いよと、

そうした場合が、そういう傾向が続く場合、そういうのは業者委託になることもあるのです

が、夜間等に各配水管が埋設されているところを歩いてみたり、または各戸の家のメーター、

それに音調棒、メーターに棒を当てて、それから振動してくる音、基本的に夜であれば、皆
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さん寝ていますので、基本的には寝ているときであれば、使用水量はゼロなはずです。ただ、

寝ているときでも、例えば水が流れている、そういうのであれば、そこの宅内のどこかで漏

水が生じていると、そういうようなことを積み重ねて漏水のほうを調べていると。 

  なお、今年については、流通センターが移管になって２年目になりますので、昨年度に引

き続き、流通センター地区においては、各戸のメーターでの音調、それを行っております。 

  以上、お答えといたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  谷上知子議員。 

〇４番（谷上知子議員） 今朝のやはラヂ！で水道課の南幅さんという方が大変丁寧な放送を

していまして、何だか私聞くことがなくなったなという感じでちょっとがっかりはしてきた

のですが、でも何度聞いてもいいことだと思いますので、ふだんから大変な仕事なのだなと

いうふうに思いますので、頑張ってください。 

  それから、次ですが、施設の改善や修繕にこれから大変かかるのだろうと思うのです。そ

の費用の対策というのは、やっぱりどこから捻出するのかなということもお聞きしたいと思

います。 

〇議長（藤原由巳議員） 浅沼上下水道課長。 

〇上下水道課長（浅沼 亨君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

  水道事業、下水道事業も含めてですが、財政的には独立した企業会計を取っております。

ですので、それぞれの使用料から、その維持、更新に関する費用を捻出するということで考

えておりますというか、そのようにしております。では、その捻出するのはどのようなもの

かということは、水道料金、下水道料金になるのですが、それについては、昨年度において

は、水道においてはアセットマネジメント、要は施設更新のための計画、それ等も行いまし

た。それによって、今後料金等においては、今後ではなくて、近い将来においては、今の料

金体系を維持できるであろうというふうには算定しております。 

  なお、そのアセットマネジメントというのは、以前からもお話しさせていただいていると

おり、資産更新の平準化、ある一年度だけぐっと飛び抜けて、あとは全くなしというわけで

はなくて、ある程度平準化することによって、トータルとしての更新費用を抑えると。その

ための費用としては、水道料金等の一部を活用させていただいて更新の財源とするというこ

とをしております。 

  以上、お答えといたします。 
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〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  谷上知子議員。 

〇４番（谷上知子議員） 何年か前にテレビで水道課の取組を拝見しましたけれども、一般町

民の方も参加して、水道料金等の適正化等も意見が通っているようなので、その点は安心し

ておりますが、特に近い将来は、水道料金の値上げがないということで、ますます安心いた

しました。 

  次に、簗川ダムの件ですけれども、簗川の水を利用する場合の水路について、水を引く、

どうやって矢巾町に引くのかなということをお聞きしたいと思います。特に災害のときには、

私も小学校６年生のときに、直接チリ地震津波に遭って、海の水を、真っ黒いアスファルト

のようなのが、うわっと押し寄せてくるのです。その中を母と兄の３人で逃げたのを思い出

すのですが、そのときやっぱり一番困ったことというのは、いろいろたくさんあるのですけ

れども、飲み水とトイレです。これは本当に困ったという記憶が今もあるのですけれども、

そのときに自衛隊の方が来て、飲み水を確保し、お風呂もつくってくれて、道路もきれいに

整備してくれたということで、この町何とかなるのではないかななんて、６年生のときです

けれども、鮮明な記憶が今でも残っております。 

  そのときに同僚の議員が手伝ってくれたということを自衛隊の中で後で聞いて、やっぱり

世の中は人情の繰り返しだなと、肝に銘じておりますが、その災害等の不測の事態が起きた

ときには、本当に水不足というのが怖いと思いますので、どうやってあの簗川の水を矢巾町

に引いてくるのかなということをお聞きしたいと思います。 

〇議長（藤原由巳議員） 浅沼上下水道課長。 

〇上下水道課長（浅沼 亨君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

  簗川ダムからの利水について、今の浄水場の認可上は、盛岡市と共同で簗川ダムの取水に

は参加しておりますので、盛岡市分については盛岡市のほうで整備することになります。で

は、矢巾町はどこからかというと、盛岡市さんのほうでは、東見前までは整備してきますの

で、それ以降、具体的に言うと、町道中央１号線、それに沿って東部配水場に入れるという

計画があります。 

  ただ、それを検討する際にも直接、例えば盛岡市から高田地区へ持ってくる方法とか、ま

たは全然違う流通センターへ持ってくる方法、それぞれについて検討をいたしました。その

中で、一長一短あります。確かに整備費用とか、何が効果的なのかを考えて、最終的にはど

の路線を選ぶのかを選択することになるかと思います。また、ではいつやるかとか、実際ど
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うなのだという話にはなるのですけれども、今の矢巾町に、先ほどの町長答弁にもありまし

たように、矢巾町では東部浄水場と西部浄水場、これらを連結する緊急時の連絡管がＪＲの

ところに３か所整備しております。まずは、これらの緊急時においては、その東部と西部の

間での水を融通するというか、水運用、そちらのほうを対応することで、災害時においても

対応できるものと考えております。 

  なお、では今の浄水場なりの稼働率はどのぐらいかというと、今年度の実績で見ますと、

東部系の配水区における平均的な稼働率というと、大体6,800トンの浄水能力に対して65％

から70％、西部浄水場に関しては、8,710トンの浄水能力があるところで今48％から52％で

す。トータルとして見ても、57％から60％ということで、この東西の連絡管を使って東部系

と西部系の水運用、エリア水運用することで、その両地域での水不足を防ぐということを考

えております。 

  矢巾町としては、簗川ダムが完成して、今すぐにでも活用するという方法は、確かにあり

ます。水源の多様性、多様化ということを考えると、それも一つの考えとしてはあるのです

けれども、この先にやるべきことは、東部と西部の水運用を確実に行えるような管路の整備、

管路の維持、そちらをすることが優先順位が高いのかなと判断しております。 

  なお、それらを確実に行って、他の事業も行った後で、優先順位を考えた上で簗川ダムか

らの取水については検討いたしたいと思います。 

  以上、お答えといたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  谷上知子議員。 

〇４番（谷上知子議員） 何か私調べた古い資料なので、ちょっとずれていると思うのですが、

平成23年度ですが、平成23年度の簗川ダム建設事業の検証に関わる資料（岩手県）によりま

すと、簗川は10年に１度ぐらいの割合で渇水するのではないかと検証されています。その簗

川渇水に対する対応がありましたら、お聞きしたいのですが。 

〇議長（藤原由巳議員） 今のところまだ簗川は取水の計画はないということで、考えていま

した。それでは、浅沼上下水道課長。 

〇上下水道課長（浅沼 亨君） 簗川ダムの渇水ということ…… 

〇議長（藤原由巳議員） そのときの対応。 

〇上下水道課長（浅沼 亨君） 対応ということですよね。簗川ダムについては、100分の１、

要は100年に１年の雨に耐え得るということで整備されております。では、渇水、議員がお
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っしゃるとおり渇水することもあるでしょうと、ではそのときはということは、正直ダムの

ほうでも検討事項の外かなと考えています。ダムそのものは、治水を目的として整備されて

おりますので、基本的には洪水を防ぐためのダムと。例えば農業用水のための、農業用のダ

ムであるというのであれば、渇水対策として、例えば容量を多くして、築造されるというこ

とだと思うのですけれども、簗川ダムに関しては、防災上のダムということで造られており

ます。かんがい用につきましても、建設当時は参加はされていたのですが、その後の検討に

よりかんがいのほうは、利水参加から降りていますので、渇水については、ちょっと私たち

としても、特にそこまでは考えていないというのが正直な話です。 

              （何事か声あり） 

〇上下水道課長（浅沼 亨君） 今までは、洪水に関して特に注目していたので、その逆の渇

水、確かに雨も降っていますけれども、無降水期間というのも増えていますので、そこはダ

ム管理者のほうから情報提供していただいて、お伝えすることができればなと思います。す

みませんでした。 

  以上、お答えいたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  谷上知子議員。 

〇４番（谷上知子議員） 古い資料でお聞きしまして、大変申し訳なかったですが、飲料水で

すが、どこの担当になるかというと、水道課ではないと思うのですが、矢巾町の庁舎に入っ

たときに、私は水が大好きで朝も２杯、夜は寝るとき１杯というふうにいつも飲んでいるの

ですが、どこでお水を飲んだらいいのかなといまだに迷っております。そこで、ここが水飲

み場だよという、トイレもあるし、蛇口もあるので、そこでいいと思うのですが、そういう

のが分かるような表示があればいいのかなというふうに思いますけれども、そのことについ

てお伺いします。 

〇議長（藤原由巳議員） 藤原総務課長。 

〇総務課長兼防災安全室長（藤原道明君） 役場の中で水飲み場ということですよね。それ用

には用意はされていないのが現状ですが、実際上は、湯沸かし室のものかなというふうに、

実際に職員とかは、ふだん来ている人は、そういう使い方をしています。日本の水道の話に

なるのですけれども、日本の水道というのは、飲むのも当然いいし、トイレにも同じものを

全部使っているのです。同じ１種類の水だけで全部運用している。唯一違うのは、工業用水

ぐらいなもので、なのでトイレから出てくるのも、湯沸かし室の水道から出てくるものも基
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本的には同じ水質なので、どちらでも飲んで構わないと思うのですが、コップがあるとか、

ないとか、そういうのがありますので、そうですね、水飲み場として表示、考えたいと思い

ます。 

〇議長（藤原由巳議員） ということで、前向きに検討すると、こういうことでございます。 

  他に再質問ありますか。 

  谷上知子議員。 

〇４番（谷上知子議員） 水が大好きで矢巾町に嫁いできましてから、水とお米と野菜とリン

ゴがすごくおいしいなと、おかげで随分丈夫に育ちましたけれども、この上下水道もそうな

のですが、旧都南村の下水道処理場に見学に行くと、最初からこういうふうになっていてと、

いろんなのを見せてもらって、最終的にこういうふうに下水がきれいになって北上川に流れ

ていくのだよというのが、とても分かりやすく見学するようにできているのです。最後に、

見る水は、そこに鯉が泳いでいるのです。 

  それで、これからやっぱり水を大切にしなければならないということを子どもたちも私た

ちも常に意識をして生活するためにも、どこかでいいですから、矢巾の水ができるまでみた

いな感じの、じゃじゃっと君みたいな表示があって、できれば水を安全だよと分かる実験装

置、こういうセンサーというのがあるそうですけれども、そんなのもたまに子どもたちにや

らせてみて、こういうふうにして水の安全性って分かるのだなというのを何かの機会に見せ

るようにすることによって、さらに上下水道事業も発展するのではないかなと思いますので、

その点についてお聞きします。 

〇議長（藤原由巳議員） 浅沼上下水道課長。 

〇上下水道課長（浅沼 亨君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

  今の議員のお話というのは、バイオアッセイということで、生物がその水のところにいて

も生きているかどうかということで、その水が大丈夫だということを示していることになり

ます。今は、下水道の話もされましたが、浄水場であれば、よく河川水を取って浄水してい

るところであれば、入り口のところに大きな水槽があって、その原水をそこの水槽に持って

きて、その水槽に魚が泳いでいると、そういうのを入り口で見ていただいて、今日の原水、

川の水も大丈夫だなというようなことを示しているものです。 

  下水道においては、ちょっと今は使われていないのですけれども、廃止した矢次の処理場

とか、間野々の浄化センター、それにおいて一部に最終の放流水を小さな池を造って、その

放流水をその池に流していると。そこに魚を泳がせたということはあったそうです。ただ、
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そうすると、鳥がその魚を食って逃げていくということがあったりしたとかで、ちょっと今

は稼働はさせてはいません。ただ、今年もできなかったのですが、秋まつり等で、浄水、水

道においても、下水のほうにおいても、最終的、作る前、作った後、それぞれにおいては、

どういう性能を持っていますか、水が安全ですよというようなのを実験なり、パネル等で来

ていただいた方に見ていただいて、矢巾町の水道、下水道については、全国どこでもですけ

れども、安全だよということを示すことができるようにＰＲを行いたいなと思います。 

  以上、お答えといたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。よろしいですか。 

              （「ありません」の声あり） 

〇議長（藤原由巳議員） それでは、谷上知子議員の一般質問のさなかではございますけれど

も、時間も正午を回りましたので、ここで昼食のための休憩といたします。 

  再開を午後１時、13時といたしますので、よろしくお願いいたします。 

              午後 ０時０５分 休憩 

              ――――――――――― 

              午後 １時００分 再開 

〇議長（藤原由巳議員） 再開します。 

  休憩前に引き続き、谷上知子議員の一般質問を行います。 

  次に、２問目の質問を許します。 

  谷上知子議員。 

〇４番（谷上知子議員） 質問２、読書活動について。 

  言語を話すことで癒やされ、いたわり合える生活が送れます。私たちの生活は、文字から

切り離されることはなく、世界有数の教育環境の日本人のリテラシー（識字率）は、道徳観

や倫理観を共有しやすく、例えば感染症対策も共通の生活習慣がすぐ理解し合える文化があ

るからとも言われます。コロナ感染の中で孤立しがちな生活が続きました。読書で満たされ、

不安と孤独が解消できます。手に取れば楽しめる読書の広がりについて伺います。 

  １、やはぱーくの図書センターの本の貸出し数は、近距離の地区が多い傾向にあります。

遠距離の地区への読書へのサービス対策について伺います。 

  ２、読書ボランティアグループが活躍しています。ボランティアの技能向上、意欲向上の

研修状況について伺います。 

  ３、小学校の長期休業中の学校図書室を隣接する児童館に開放してはどうか伺います。 
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  ４、生涯学習の活動として、高齢者への読書を普及させる考えについて伺います。 

〇議長（藤原由巳議員） 高橋町長。 

〇町長（高橋昌造君） 読書活動についてのご質問にお答えをいたします。 

  １点目についてですが、遠距離地区の方への利用については、自宅にいながら利用できる

電子図書の利用を進めております。利用者は、年々増えており、所蔵タイトル冊数について

も、令和２年度末で3,314冊と年々増やしておりますので、今後も広報等での周知により、

利用の促進を図ってまいります。 

  ２点目についてですが、読書ボランティアは、グループとして活動している町内各小学校

の団体と図書センターに登録しております個人の方がおります。技能向上、意欲向上を目的

とした研修については、県から送られてくる研修会の情報提供を行っておりますが、受講に

は至っておらないところであります。自身の技能向上には、研修会でのいろいろな情報が必

要と思われますので、今後も情報を提供してまいります。 

  ４点目についてですが、高齢者への読書の普及について、図書センターでは、大人のため

の朗読会を実施しております。朗読を行う書籍といたしましては、昔話、小説、絵本など、

幅広いジャンルにおいて、朗読会が行われており、最近では、朗読会に参加する高齢者の方

が多くなっております。図書センターによる様々なイベントなどの開催を通して、今まで以

上に子どもから、その保護者、ご家庭の皆さんや高齢者の皆さんが、さらに図書センターを

活用していただけるような魅力ある事業を実施し、これをきっかけに幅広い読書の普及を図

ってまいります。 

  以上、私のほうからのお答えとさせていただきます。 

〇議長（藤原由巳議員） 和田教育長。 

              （教育長 和田 修君 登壇） 

〇教育長（和田 修君） 引き続き、読書活動についてのご質問にお答えいたします。 

  ３点目についてですが、矢巾東キッズクラブは、矢巾東小学校の図書室がある多目的教室

で活動していることから、学校図書を利用した活動も行っております。各児童館でも独自に

図書をそろえておりますが、より多くの本がある学校図書室を長期休業中にも利用すること

は可能でありますので、具体的なことについては、児童館の指定管理者と協議してまいりま

す。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇議長（藤原由巳議員） 再質問ありますか。 
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  谷上知子議員。 

〇４番（谷上知子議員） 電子図書の取組は、全国的にも進みつつありますけれども、まだま

だ１％とか、１割とか、学校図書でも２％、それから自治体でも１割ぐらいで、予算がない

ので実行できないというふうな資料がありました。令和２年度の文科省の資料なので、まだ

新しいのだと思います。やはぱーくの電子図書での事業は、本当に全国的にも評価されるべ

き事業だなと思って感心しております。 

  ただ、遠距離地区へのサービスに戻りますけれども、資料にも挙げておきましたが、年代

は６歳から80歳までの合計なのですけれども、どうしてもやはぱーくから遠い地区には、貸

出し数が少ないということで、いっぱい読んだからどうのこうのという比較検討するもので

もないし、差別化するものでもないのですけれども、やはり私たちは、中央部といいますか、

駅周辺部にもなかなか来られない子どもたちにも、できるだけ同じサービスをして、特に義

務教育の期間は、どの子にもチャンスを与えるという観点から、ではどうしたらいいかなと、

自分でも考えてみて、いろいろ調べてはみたのですが、文科省で出している公立図書館と学

校図書館の施設の一体整備についてという法律が出ておりまして、詳しいことがいっぱいあ

るのですけれども、文言は、何々はいいけれども、でもこれは駄目だなんて、何だかちょっ

と難しいのが多いのですが、教育長さんが昨日タブレットで言った、いつでも、ちょこっと、

図書を、ＩＣＴ図書センターの開設は可能なのだなということを思いました。 

  それは、どういうことかというと、学校図書館の中に図書室、それにちょっとした一般の

図書室という名目で併設して、何もそれ立派にこさえることないのです、その法律によると。

カーテンで間仕切りして、ふだん開放する時間も決めて、学校に迷惑をかけないように、子

どもたちの活動にも迷惑をかけないように時間を決めて、一般図書としてそれを併設するこ

とは可能だということが載っていました。そこに学校図書の蔵書の予算というのは、もう大

体決められていて、昨年度の決算でも余すところなく、若干少なくなったようだなとは思い

ましたけれども、買っていることを考えると、一般図書として、そこに幾らか蔵書を増やす

ことで、周辺部の子どもたちにも図書センターみたいな機能を備えることが可能なのだなと

いうことを感じました。わざわざ遠くまで行かなければ借りられないというのを聞くと、ち

ょっとぐっときますので、そういった取組についてお聞きしたいと思います。 

〇議長（藤原由巳議員） 田中舘学校教育課長。 

〇学校教育課長（田中舘和昭君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

  今議員からご提言いただいた、そういうスタイルもあるのかと思いますが、まず今の現状
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でございますが、学校の夏休みですとか、冬休み期間中でも、図書室のほうは子どもたちに

開放して、日にちはある程度限定はありますが、来て、本を借りていくという、そしてまた

決められた日数のところで返していくという取組も実際今行っております。学校のほうでも

そのようにできるだけ子どもたちが本に親しめるような体制も整えておりますので、さらに

何か一工夫というのも今後考えていきたいなと思っております。 

  以上、お答えといたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  谷上知子議員。 

〇４番（谷上知子議員） 夏休み、冬休みは、前からそういう取組はしているのですが、要は

蔵書の数だと思います。例えばやはぱーくだと、新聞もあったり、様々な種類の図書がいっ

ぱいあるのですが、学校というと、なかなかそれもできないと思うので、そこで一般の公民

館としての考えを取り入れて、メディアセンターとして、例えばビデオとか、そういったも

のもあるようなのです。そういうものが周辺部の学校にもあれば、お父さん、お母さんがい

なくても、そこに行って、夏や冬の、暖かいとき、涼しいときにぼうっとした時間を本と一

緒に過ごせるということは、とてもいいことかなと思いまして、このことを質問し、提案し

てみました。いかがでしょうか。 

〇議長（藤原由巳議員） 和田教育長。 

〇教育長（和田 修君） 私のほうからお答えさせていただきます。 

  まず、そういうふうな事案については、私も斬新な考えだなと思いますし、今までちょっ

と考えなかった。各地区の公民館をそういうふうなセンターにして、そこにある程度の本を

置くということは、前から私もそういったこともあり得るし、そういったことを具体的にや

っている公民館さんもあるということも聞いております。ただ、学校をそういうふうなメデ

ィアセンターみたいな形にするというのは、なかなか今まで考えたことがございませんでし

た。いろんなものを検討させていただいて、可能かどうかも含めてちょっと検討させていた

だきたいと、そう思います。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  谷上知子議員。 

〇４番（谷上知子議員） 本好きの子どもたちの入り口として、小学校にあるボランティアの

読み聞かせの皆さんの活動は、すごく評価されるべきものだなと思っております。それで、
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その人たちの、やっぱり自分が実践していく中で、もっと上手になりたいとか、こういうふ

うなことをやってみたいとかということは、当然起こると思うのです。そこで、研修を年に

１回でもいいと思うのですが、そのボランティアさんたちを集めて研修会をぜひ実施してほ

しいなと思うのですが、いかがでしょうか。 

〇議長（藤原由巳議員） 田村文化スポーツ課長。 

〇文化スポーツ課長（田村英典君） お答えいたします。 

  読み聞かせボランティアにつきましては、やはぱーくでも一つの団体ございますし、それ

から各小学校区におきましても、例えば徳田小学校におきましては、おはなしさくらんぼの

会、それから煙山小学校区におきましては、おはなしちちんぷい、それから矢巾東小学校、

さわやかハウスにおきましては、おはなしポケット、それから不動小学校、おはなしまろん

会というふうに活動を取り組んでいただいております。それぞれの団体におきましては、読

み聞かせのほか、紙芝居とか、人形劇などのたくさんの事業を取り組んでいただいて、読み

聞かせにつなげていただいております。これらの皆様には、毎年盛岡教育事務所のほうから、

盛岡管内の読書ボランティアの研修会ということで、こういった集まりがございますので、

講習、演習、それから専門家の先生方のご指導なんかも得られる機会がございます。こうい

ったものは、逐次情報を流させていただいております。 

  ただ、答弁書にもございましたとおり、なかなか皆さんお忙しいお立場もございまして、

参加できないという場合もございますので、こういった情報はしっかり流させていただいて、

参加につなげられるように誘導させていただきたいと思っておりますので、よろしくお願い

いたします。 

  以上、お答えといたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  谷上知子議員。 

〇４番（谷上知子議員） 高齢化社会への生涯学習としての読書は、本人ばかりでなく、本を

読んだり、昔話をしたりということは、孫やひ孫にもよい影響を与えるという実績がありま

す。将来の人口減少と少子高齢化を見越した読書の実践です。現在孫たちの学力が向上した

のは、高齢者のそういった取組に関わりがあると予想されている地域があります。これは、

ある本からですけれども、秋田の読書活動です。100年前から巡回移動図書を実践した成果

が、現在の子どもの学力の向上に現れているのではないかと推測されるということです。 

  高齢者の読み聞かせ、配達、音読、オーディオブックの活用などですが、高齢者は間もな
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く少数派から多数派になります。ぜひ健康のためにも、シニアが子どもたちへの読み聞かせ

を推進している町もあります。図書館は、病院よりも安いお金で健康長寿社会をもたらしま

す。機能、空間、そして福祉へ、生涯学習としてはつらつとした高齢者が活動する読書活動

についてお伺いします。 

〇議長（藤原由巳議員） 田村文化スポーツ課長。 

〇文化スポーツ課長（田村英典君） お答えいたします。 

  巡回文庫のお話がございましたので、若干ご紹介させていただきたいと思います。当課に

おきましても、社会教育課の頃からですが、町内の各場所あるいは施設をお借りしまして、

巡回文庫をやらせていただいておりました。というのは、やはり図書センターだけに一極集

中というわけにもちょっと、おっしゃるとおり行けない方という方もいらっしゃるのかなと

いうことで、地域に本を職員が運びまして、例えば高齢者施設あるいは病院、あるいは公民

館の一角あるいは床屋さんの一角を借りて、実は２年前までずっと継続してやっておりまし

た。そして、毎月、毎月本の入替えもやっておりました。ただ、本については、図書センタ

ーから持ち出すわけにはいきませんので、職員の自宅にある本をみんなで持ち寄って提供さ

せていただいたという実績がございます。 

  ただ、なぜ２年前までやっていたのかというのは、２年前のコロナということで、飛沫が

もしも安全化する前に、どなたかの手にまた渡って感染する可能性も否定できないというこ

とで、残念ですが、２年前に中止させていただいたという状況でございます。そういった形

で、なるべく図書センターに、万が一いらっしゃれないというケースはまれだとは思うので

すが、地域で、近くで見たいという方については、こういった形でも実践はさせていただい

ていたという状況でございます。 

  それから、２点目でございますが、高齢者、それからこれからの読書活動の将来展望とい

うお話でございますが、ご指摘のとおり、読書というのは字を読むわけですから、脳を活性

化するということは、もちろんそのとおりでございます。脳を活性化するということは、当

然脳の神経系を刺激するわけですから、要するに認知症予防にもなるということで、これは

当然のことだと思っております。認知症は、加齢によって衰えるというのは、そういう説も

ございますが、使わないで衰えるという、そういった考え方もございますので、本を読むこ

とによって、脳を使って認知症予防、そして脳のトレーニングにもなると。それから、自分

の好きなもの、好きな興味のあるものを実践するということですから、脳の活性化にもつな

がるということで、読書は非常にいいものだということで、これらは、言わずもがなという
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感じでございますが、図書センターの利用、そして一生懸命我々といたしましても、皆様が

興味が持てる本、それから手に取っていただけるような本をしっかりご紹介できるように整

備して、高齢者の皆さん、それ以外の町民の皆様にしっかり本を読んでいただけるようにと

いうことで頑張っていきたいというふうに考えてございます。 

  以上、お答えといたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。よろしいですか。 

              （「はい」の声あり） 

〇議長（藤原由巳議員） それでは次に、３問目の質問を許します。 

  谷上知子議員。 

〇４番（谷上知子議員） ごみの減量と再資源化について。 

  ごみの減量と再資源化は、ごみを出す前の正しい分別によると思います。減量化と資源化

について伺います。 

  １、地区の資源回収コンクール参加地区数について伺います。 

  ２、燃えるごみは減っているか伺います。 

  ３、家電の不法投棄の取扱いについて伺います。 

  ４、資源ごみの収集により、ごみ収集に係る費用が増加していないか伺います。 

  ５、ごみ分別や指定日の周知啓発の現状について伺います。 

〇議長（藤原由巳議員） 高橋町長。 

〇町長（高橋昌造君） ごみの減量と再資源化についてのご質問にお答えをいたします。 

  １点目についてですが、地区の資源回収コンクール参加地区数につきましては、令和２年

度については、コロナ禍ということで実施しなかった地区が２つありますが、例年は、子ど

も会、老人クラブ等、同じ地区内の団体を１つの地区として見た場合、41地区が全て参加し

ております。 

  ２点目についてですが、燃えるごみは、多少の増減はあるものの、微増の状態となってお

ります。特に令和２年度は、コロナ禍の巣籠もり需要の影響で家庭ごみが増加になったと推

測しているところですが、今後ますますごみの減量、再資源化を推進していく必要があると

認識しております。 

  ３点目についてですが、住民からの通報または不法投棄未然防止パトロール事業において

発見したものは、回収して、指定の引取り場所へ持ち込み、処理を依頼しております。また、

山林では、森林管理署や県と共同で行った不法投棄防止クリーン活動でボランティア団体の
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協力の下、回収を行い、引取り先に処理を依頼しております。 

  ４点目についてですが、盛岡・紫波地区環境施設組合においては、収集運搬に関して、同

一の年額で複数年にわたる契約を交わしておりますが、契約期間終了後の更新時は、人件費

などの経費の上昇により、契約金額は上昇傾向にあります。資源ごみとして集積所に出され

た場合、他のごみと同様に、収集運搬の経費がかかるものであることから、集積所ではなく、

地域の資源回収や民間の店頭回収などへ出していただくよう、誘導策を展開し、経費削減に

務めてまいります。 

  ５点目についてですが、ごみの分別や指定日の周知啓発については、ごみの分別青空教室

において説明をしているほか、不動産管理会社等に対し、新たな入居者に対して、ホームペ

ージにあるごみの収集カレンダーの情報提供も依頼しております。 

  なお、ごみの分別辞典の改訂が予定されており、その配布に際し、改めて周知啓発に努め

てまいります。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇議長（藤原由巳議員） 再質問ありますか。 

  谷上知子議員。 

〇４番（谷上知子議員） 高田１区、私が住んでいるところですが、自治会が主体となって生

活問題のワークショップを実施いたしました。役場の職員の方にもご協力いただき、昆議員

さんと私が出て、とてもよい話合いが行われました。その中から、ごみの問題をいろいろ出

されましたので、そのことに特化してお聞きしたいなと思います。 

  資源コンクールにずっと高田１区は参加して、いつも上位成績を取っているわけですけれ

ども、一応自治会の役員ということにはなっているのですが、それを引き受けている方が高

齢化しているのです。それで、例えば新聞紙であれば、みんなそれぞれ協力して、その集積

所がありますので、そこに持っていくのですが、それができない人のためにまた地区内の集

積所を役員の方が回って、その新聞を集めて、また集積所に持っていくというようなことを、

もう熱心に活動していただいて、大変ありがたいのですが、高齢化が進んで、果たしてコン

クールに参加できるかなということを懸念しておりますが、その対策について、何かよいご

意見があれば、ご回答があれば、お聞きしたいのですけれども。 

〇議長（藤原由巳議員） 吉田町民環境課長。 

〇町民環境課長（吉田 徹君） ただいまの件についてお答えしたいと思います。 

  これは、あくまでも一つの例ということになると思いますが、私の住んでいる地元の話の
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例でさせていただきますれば、去年度は、コロナの関係もありまして、ちょっと活動が鈍っ

ている部分は確かにあるのですけれども、子ども会での活動を活用してございます。子ども

会のほうで各戸、家のほうの軒先に資源物を置いておいてもらえれば、子ども会の子どもと

父兄が行って回収して、公民館とかの場所に集めて、そして資源分別するという活動を行っ

てございます。そういう形で地域のみんなが月１回持ち寄る資源回収の活動並びに年に２回、

私どもの地区の場合は年に２回ですけれども、子ども会がそれぞれの軒先に行って集める活

動というふうな２つの段階でやっている例がありますので、ご参考にしていただければと思

います。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  谷上知子議員。 

〇４番（谷上知子議員） 町民環境課から頂いた資料、年度別の資源物出荷量は、やはり古紙

類というのですか、それが断トツに多いわけですけれども、その資源ごみの燃えるごみを減

らすという観点から考えたときに、一体どうしたらいいのかなと思って、私も１週間ばかり

自分のためたごみを集めたのを一回袋に入れたのをまた出して調べてみたら、やっぱり７対

３ぐらいの割合で燃えるごみは、ティッシュペーパーとか、そういったもう再生できないの

ではないかなと思うものが３ぐらいの割合で、あとは７ぐらいは、これ資源にできるのかも

しれないなというふうに感じました。 

  ただ、その家庭によって違うし、その判断もれそれぞれ違うと思うのですが、これから燃

えるごみを減らすといったときに、厳しくし過ぎると参加しない人が多くなるのか。それと

も、種類を増やすことで燃えるごみを減量化するのか、そのことについてちょっとお聞きし

たいと思います。 

  厳しくするというのは、種類、例えば納豆だと分かりやすいと思いますけれども、納豆で

本当に細かく分析すると、しょうゆとか、あれはしようがないのですが、あとはほとんど資

源ごみになるのです、中蓋もぴらっとなったのも使えるし、またプラスチックも使えるし、

中身の納豆は自分が食べますけれども、そうすると、燃えるごみの本当に減量化を本気に考

えるのであれば、本当に燃えるごみってなくなるのではないかなという感じをこの１週間実

践したのです、実は。割合でいうと、７対３ぐらいでしたけれども、そういうことについて、

これから燃えるごみの減量化を進めるに当たって、その内容というか、これは燃えるごみに

入れられないというふうな基準というか、判断というか、そのことについてどのようにお考
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えになっているかお聞きします。 

〇議長（藤原由巳議員） 吉田町民環境課長。 

〇町民環境課長（吉田 徹君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

  今例えば納豆のパッケージの件を例に出されてお話ししたので、同じような例で回答させ

ていただければと思いますが、一般的なお話になりますけれども、普通に青空教室とか、そ

ういうところでも説明しているところではありますけれども、汚れているもので、水とかで

流して洗っても汚れが取れないようなものは燃えるごみというふうに出していただくよう

に指導してございます。あまりきれいに洗いすぎると、そこに洗剤を使ったり、お湯を使っ

たり、水資源を使ったりということになってしまえば、別な面で資源を使ってしまう部分に

もなりますので、例えば納豆のパッケージのほかにでも、マヨネーズとかケチャップとかと

いったようなものの入れ物があるわけでございますけれども、ああいうのはなかなか洗うの

は難しいと思いますので、そういうのは燃えるごみで致し方ないのかなというふうに考えて

おるところでございます。それ以外のさっと洗ってきれいになるようなものは、資源物とし

て分けて出していただくというふうに思ってございます。 

  あとは、紙のこともちょっとお話あったわけでございますけれども、紙に関しても、例え

ばティッシュの箱とか、ああいった類いのものは、ビニールの部分を剥がして雑紙とかとい

うことで、雑誌とか一緒に折り混ぜたりしながら出していただければ、資源物として再使用

されることになってございますので、その辺もご協力いただければと思います。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  谷上知子議員。 

〇４番（谷上知子議員） 今度研修に行く予定ではおりますけれども、鹿児島県の大崎町で27種

類の分別というのがテレビのちょっと遅い時間帯だったのですが、ＮＨＫで放送されて、え

っと思って、27種類もと思って見たのですが、その内容については存じ上げませんが、その

分別とか、それからどうやってやっているかというのを見たときに、若い30代半ば頃のお母

さんが、こういったことを、27種類も分けて負担にならないかと質問されたら、何もならな

いと、小さいときからそうしているからだと聞いて、本当にびっくりしたことがありますの

で、これからのＳＤＧｓも含めて、資源というものに対して、それから燃えるごみとか、再

生できるものとかということについて、27種類って一体どうなのかなと思いますけれども、

その辺これからさらにまた厳しくする方向でいかなければいけないのかなというふうに私
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は考えますが、いかがなものでしょうかお聞きします。 

〇議長（藤原由巳議員） 高橋町長。 

〇町長（高橋昌造君） お答えさせていただきますが、私も毎日納豆を食べておりますが、そ

の容器、あれねばねばとしたのを洗って出せと、そういうことで、発砲のほうに。そうした

ら、さっきからお水のお話があるのですが、洗うのに逆にお金がかかるわけです。実は、今

日の読売新聞に来年の４月から家庭系ごみは、プラスチック分別をもうやりなさいという努

力義務です。そして、今もう盛岡・紫波地区環境施設組合では、プラスチックごみを分けて

やっているのです。いつか谷上議員さんに現場を見ていただければ、非常に分かるのですが、

プラスチックごみに、こういうことを言うと、盛岡に住んでいる人には失礼ですけれども、

矢巾町、紫波町にはそういう人はいないのですけれども、盛岡市のプラスチックごみに漬物

石を出してくるのです。ところが、プラスチックは軽いものですから、重いと思って収集す

る人たちが見ると、漬物石が入っていたり、異物です。 

  だから、私お話しさせていただきたいのは、今８市町での、いわゆるごみの広域化の話、

いずれ矢巾町は、今ＳＤＧｓというお話があったのですが、昨日の藤原梅昭議員にやりまし

ょうと。私は、今のところＳＤＧｓと、そしてできればフューチャーデザインを併せたまち

づくりをやっていきたいと。それは、ごみをごみと言わせないと、そういう取組をしていき

たいと。だから、リサイクルモア、今７月から11月までのデータを取ると、５か月であれす

ると、今平均値で出すと、いわゆる年間に出されるのが300トンになります。口で300トンと

言うのですが、そして今環境施設組合で資源ごみと大型ごみがどのくらい減っているのかと、

５か月で66トン減っているのです。そうしたならば、年間にすると150トン前後になるわけ

です。だから、もうリサイクルモアをやったことによって、資源、いわゆる300トン、そし

て実際搬入されるごみがその半分の150トン。だったならば、この150トンは、全体の、いわ

ゆる資源ごみと大型ごみの何割になるかというと、合わせると、大体800トンなのです、矢

巾町から出しているのは。そうするともう２割近いわけです。だから、私は、これを徹底し

ていきたいと。 

  昨日も答弁で環境と福祉の環福連携、新生会なんかにもオーケーいただいたので、もうや

ります。そして、資源ごみとか、大型ごみ、大型ごみでも使えるものは、福祉バンク、今盛

岡でやっているのですが、環境施設組合の、いわゆる大型ごみの中には、使えるものがかな

りあると。そこで、旧事務所を貸してほしいと、今交渉をやっているところなのです。 

  だから、もう今そういう時代です。だから、動かなければならないのです。数値化をして、
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実際やることによって、どのくらいごみが減らされている、資源回収されているかと。燃え

るごみは、簡単なのです。古紙は、あそこの組成分析をやると、少なく見積もっても５割か

ら６割は、古紙として回収できるのです。あとは、鼻紙とか何か、あと今は紙おむつとかも

今月スタートするところなのですが、いずれそして矢巾町からは、広域に持っていくごみを、

よりゼロに近づけるような努力をしていきたいと。どこまで町民の皆さん方に協力していた

だけるか、その落としどころをこれから見つけ出していかなければならない。 

  そして、私どもとすれば、分ければ分けるほどごみも出ないし、お金にもなるわけです。

これはもう誰しも分かっていること。ただ、その落としどころを何といっても、町民の皆さ

んから理解してもらわなければならない。そして、今ごみ集積所と言っているのですが、あ

そこをごみステーションとリサイクルステーションと、両方兼用できるようなことを矢巾町

から発信していきたいと。だから、ごみステーションではないと、あるときはリサイクルス

テーション、そして日中はごみステーションでも、夜はリサイクルステーションで使っても

らうこともできると、工夫なのです。これを担当に何ぼ話をしてもやらないので、今度私映

像を作って、皆さんにお示ししますので、そしてこういう取組をやっていきたいということ

をぜひ取り組んでまいりたいと思いますので。 

  それで、今日の読売新聞に億単位の費用、分別業務に負荷、プラごみ回収、国が支援をと

いうことが出されているので、後からお目通ししていただければなと。だから、もう本当に

ＳＤＧｓとＦＤ、フューチャーデザインのまちづくりの第一歩にいたしたいなと思いますの

で、ひとつよろしくお願いをいたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  谷上知子議員。 

〇４番（谷上知子議員） 質問に入る前に、何も分からない私ですが、納豆のねばねばは、私

の場合は、残った御飯をちょっと入れて、全く納豆の味が残らないようにして食べて洗わな

いで出しております。昔兄弟が多くて、最後のほうはそうやって食べさせられたものですか

ら、何も今気がついたわけではないのですが、そういった方法もありますので。 

  次に、矢巾町が人口が増加しているということは、大変喜ばしいことだなと思っておりま

す。町場に、集合住宅等の増加が結構増えておりまして、そうすると、どうしてもごみの分

別がうまくいかないのです。ちゃんと分けてはいるようですけれども、日にちをうまく何と

いうか、いつだり出すというか、変な言葉ですけれども、決められた日でないときに、いっ

ぱい出したり、そうすると、どうしても集積所が、結構な広さなのだけれども、満杯になっ
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て、指定日のものが入らないという状況が結構続いています。当番の人が、本当に困るよと

言って、ぷんぷん怒ってくるのですけれども、では私もそれを預かってというわけにもいか

ないし、そこで質問ですけれども、集合住宅のごみの集積所設置には、例えば10軒に１個必

要だとか、そういった規定はあるのでしょうかということをお聞きいたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 吉田町民環境課長。 

〇町民環境課長（吉田 徹君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

  集合住宅のごみの集積、集積所全般のことでお話しさせていただきたいと思いますけれど

も、集合住宅に関して特別な枠というか、そういう分け方はしていなくて、矢巾町の場合は、

盛岡・紫波地区環境施設組合の管内で一括してごみ集積所を管理しているわけでございます

けれども、大体30戸に１個くらいの割合でというめどで集積所というふうな形になってござ

います。一応その枠の中で集合住宅、アパートとか、そういうのができた場合、その地元に、

最近やっぱりそういう問題がかなり増えてきましたので、地元のほうで受け入れてもらえる

かどうかというのをまず確認してみてくださいということにしてございます。地元のほうで

受け入れる余地がないとか、そういうのであれば、集合住宅のほうで集積するボックスとか、

そういうのを用意してもらうように、一応誘導といいますか、そういうふうなことを要請し

ているような状況で進めているところでございます。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  谷上知子議員。 

〇４番（谷上知子議員） ごみの分別のルールがいろいろありまして、通りがかりの人が守ら

ないで、テレビとか、そういうのをばっと置いていくのです。前は、１回そういうことがあ

って、私がまず自分のお金を出して片づけたのですけれども、まずしばらく様子を見てみよ

うと思ったら、３年もそれが放置されたままなのです。今度私自治会のほうの小班の班長に

なるので、どうしたらいいかなと思って環境係の人に相談したら、班の自治会のお金で出さ

なければないから、総会のときまで待っていたほうがいいよと、なるほどなと思って、その

ままにしておりますが、そういった不法投棄という大きいものでもないのですが、通りがか

りにテレビだの何だのぼんぼん投げていく人が結構増えているのですが、班の自治会費も

2,000円か3,000円でいろんなところに納めたりしてないときに、何でそんなことまでしなけ

ればならないのだというふうな声もありますが、そういった不法投棄については、やはり小

班の高齢化社会に住んでいる私たちが始末しなければならないのでしょうか、お聞きします。 
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〇議長（藤原由巳議員） 吉田町民環境課長。 

〇町民環境課長（吉田 徹君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

  集積所に出されたテレビとかの件ということだったと思うのですけれども、その件に関し

ては、今谷上議員さんおっしゃったとおり、大変申し上げにくいところなのですけれども、

そこの地域のほうで処分していただくというのが一応原則にしてございます。そういうとこ

ろでございまして、そこの地域のほうにおいても、そういうごみが出されないように、いろ

いろ工夫されているところもあるみたいで、本当に行き着くところは、鍵をかけて管理して

いるところも中にはあるみたいなのですけれども、それまでいかなくても、いろいろ例えば

看板とか、貼り紙とか、そういうふうなのは犯罪行為ですよみたいな呼びかけになるような

ものとか貼ったりしている場合もありますし、そういう部分であれば、私どもでもご相談に

乗れると思いますので、ご相談いただければというふうに考えてございます。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。よろしいですか。 

              （「はい」の声あり） 

〇議長（藤原由巳議員） 以上で４番、谷上知子議員の質問を終わります。ご苦労さまでした。 

  次に、13番、川村よし子議員。 

  １問目の質問を許します。 

              （13番 川村よし子議員 登壇） 

〇13番（川村よし子議員） 議席番号13番、川村よし子でございます。ごみ処理についてお伺

いします。 

  気候危機打開へ、世界では、既に多くの国が動いております。2050年までに温室効果ガス

の排出を全体としてゼロにするカーボンニュートラルを宣言しましたが、具体策が示されな

い状況です。ごみ処理は、広域化ではなく、３Ｒと拡大生産責任、自治区内処理を基本に行

うことが求められていると考えているので、以下４点お伺いします。 

  １点目、ごみ処理施設広域化計画の広域化推進協議会では、意見として、分散処理がよい

と思っているが、県の方針が変わらない、これ以上延ばせない、また６施設から１施設にす

ることは、基本構想で決まっている。これまで数か所の施設を視察してきているが、不都合

や支障があったとは聞いていないなどの意見が出されましたが、協議を重ねて、盛岡市前潟

地区が候補地として決定されました。その要因は何でしょうか、お伺いします。 

  ２点目、ごみ減量化については、矢巾町での県内発のリサイクルモア設置や８市町を巻き
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込んでの紙おむつ処理先進地の対策についての講演などを開催し、積極的姿勢を示しており

ます。今後広域８市町の人口減が予測される中で、溶融炉式ごみ焼却施設の建設と維持に係

る費用を考えると、住民負担が増加するのではないかと思いますが、お伺いします。 

  ３点目、数年前から産業廃棄物の搬入が行われている地域がありますが、町では把握して

いるのかどうかお伺いします。 

  ４点目、町内の福祉施設が購入した土地において、以前と思われる産業廃棄物を埋めてい

たことが分かり、福祉施設、利用できない私有地がありますが、町はどう把握しているかお

伺いします。 

〇議長（藤原由巳議員） 高橋町長。 

              （町長 高橋昌造君 登壇） 

〇町長（高橋昌造君） 13番、川村よし子議員のごみ処理についてのご質問にお答えいたしま

す。 

  １点目についてですが、ごみ処理県央ブロックごみ・し尿処理広域化推進協議会では、基

本構想を掲げた後、数年にわたり様々な検討を重ね、各候補地で住民説明会を開催してきた

ほか、盛岡広域８市町における冊子の配布など、ごみ処理広域化に関する理解が図られるよ

う努めてまいりました。 

  以上のような説明や周知を経て、４か所の候補地の中で、整備等に係る経費等が最も低く

見込まれること。また、廃棄物エネルギーを利活用した地域振興、まちづくりに期待する地

域の意向を尊重すべきなどといった意見があったことを踏まえ、協議会において、盛岡イン

ターチェンジ付近を選定したものであります。 

  ２点目についてですが、新しい焼却施設につきましては、極力住民負担が軽減されるよう

努めるとともに、環境に配慮した施設とすべく、引き続き検討を進めいくこととしておりま

す。 

  ３点目についてですが、産業廃棄物の処分については、県の所管でありますことから、県

のほうから適正な対応について指導がされることとなっております。 

  ４点目についてですが、売買に関わった方々で協議が進められており、解決に向けて取り

組まれているものと聞き及んでおります。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇議長（藤原由巳議員） 再質問ありますか。 

  川村よし子議員。 
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〇13番（川村よし子議員） 何点か質問がありますが、まず１問ずつ質問させていただきます。 

  まず１点目は、私のことですが、一日の始まりとして、まず一番最初にごみ、今日は何を

出すのか考えます。そして、火曜日は燃えるごみ、水曜日は残飯というような、そういう毎

日が繰り返されておりますが、矢巾町民のごみは、盛岡・紫波環境施設組合で処理されてい

るわけですが、環境施設組合の建物がリサイクル施設をはじめ耐震補強をされました。それ

がまだ10年もたっていない中で、町民の大きな努力があるにもかかわらず、毎年４億円から

５億円前後の経費が一般会計から歳出されているわけです。人口の交流人口が増えれば増え

るほど、ごみの量が増えることは、私の経験で分かります。孫たちが来たときにも、よく、

随分こんなにごみを出すものだというのは、つくづくはっきり分かります。 

  県央ブロックごみ・し尿処理広域化協議会に年間700万円前後が支出されております。今回

の質問は、県の計画でごみ処理の中でも、広域化答弁では、各候補地で住民説明会を開催し

てきたほか、盛岡広域８市町における冊子の配布など、ごみ広域化に関する理解が図られる

よう努めてまいりましたとありました。私も含め矢巾町民の中では、紫波環境施設組合がど

こにあるのか、どこであるのかというのも分からない住民も出てきているのではないかとい

うことで、その点についての子どもたちも含め、大人たちの見解、役場に寄せられている声

はどうなのかお伺いします。 

〇議長（藤原由巳議員） 吉田町民環境課長。 

〇町民環境課長（吉田 徹君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

  例えば場所が分からないのではないかというような質問もありましたけれども、私たちの

ほうでは、特に環境施設組合の場所が分からないとか、そういうような問合せはあるとの認

識はないところでございますし、特に広域化に関しても、否定的な意見が聞こえてきたりと

かはない部分でございます。 

  あとは、今コロナの関係で今年度はたしかやらなかったのですが、環境施設組合のほうの

事業としましては、社会科見学ということで、管内の小学生を招待して、そこでの環境学習

なんかも行っているので、そういうところを含めても、少なくとも今の盛岡・紫波地区環境

施設組合の部分に関しては、場所があそこだという認識を持っている人が多いのではないか

なというふうに考えてございます。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  川村よし子議員。 
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〇13番（川村よし子議員） 先ほどの前の谷上議員の質問の中に、そこに住んでいる住民の方

が努力しても、集合住宅に住む方、全員ではないですけれども、いろいろなごみ処理につい

て、まだ分からない方もいて、そういう啓発運動がやっぱり必要なのだなというのが、私聞

いていて分かったのですけれども、やはり30戸に１個の集積所ということですけれども、集

合住宅を持っている経営者というか、所有者の方たちにも教育をしているとは思いますけれ

ども、どのようになっているのかなというのが、まず私話を聞いていて思ったのですけれど

も、どうなのでしょうかお伺いします。 

〇議長（藤原由巳議員） 吉田町民環境課長、集積所の設置から管理はこうなっていますよと、

きちっと、設置から説明をお願いします。 

  吉田町民環境課長。 

〇町民環境課長（吉田 徹君） すみません、集積所の設置については、そういう要望があり

ましたならば、環境施設組合の範疇なので、環境施設組合のほうに協議をした上で、向こう

のほうでそういう手配ができるというふうに認められれば、設置することになってございま

すので、あくまで環境施設組合のほうの判断する範疇となってございます。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇議長（藤原由巳議員） あと管理。 

〇町民環境課長（吉田 徹君） 管理に関しては、自治会のほうで管理ということになってご

ざいます。 

  以上です。 

〇議長（藤原由巳議員） ということで、町当局では、あまり関与していないということです

ので、別な角度で質問お願いします。 

  川村よし子議員。 

〇13番（川村よし子議員） 自治会には、役場から自治会に負担金というか、そういうのがご

み処理に関してもあるわけです。そういうことも考えて、そういう答弁をなさるのですか。

ごみ減量推進委員の方に責任があるということになるのですか。 

〇議長（藤原由巳議員） 吉田町民環境課長。 

〇町民環境課長（吉田 徹君） ごみ減量推進委員とかに出ている報酬とか、あとは各自治会

に出ている補助金というのは、今資源回収、ごみとして出す分ではなくて、ごみとして出す

前の資源回収に対する奨励金という形で出しているものでございますので、そこのところは

ごみを出すために係る経費ではないということをちょっとご理解いただきたいと思います。 
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〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  川村よし子議員。 

〇13番（川村よし子議員） では、違う観点から伺います。答弁では、極力住民負担が軽減さ

れるよう努めるとともに、環境に配慮した施設とすべく引き続き検討を進めていきますとい

うことで、住民負担について、計画どおり進めた場合は、西徳田地内にある今の盛岡・紫波

地区環境施設組合の建物、ふれあい館もありますけれども、残飯、コークスを利用した溶融

炉等建物、そういう廃棄のことは、どのように廃棄するときの経費とかは考えているのかど

うかお伺いします。 

〇議長（藤原由巳議員） 吉田町民環境課長。 

〇町民環境課長（吉田 徹君） そういった点についても、まさに今後広域化のほうで課題と

かをまとめて話し合うことになってございます。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇議長（藤原由巳議員） よし子議員、これは広域化の中での事業ですので、町当局では深い

ところまでの答弁はできないと思いますが、そこをわきまえて質問お願いします。 

  他に再質問ありますか。 

  川村よし子議員。 

〇13番（川村よし子議員） 矢巾町の町長は、ごみについては専門ということでしたので、そ

の８市町の県央ブロックごみし尿処理建設についても協議会には参加していると思います

けれども、そのことで矢巾町の町民のごみが、その県央ブロックごみ処理場に輸送されるわ

けですけれども、その経費とかは、矢巾町で負担しなければならないと思いますが、今まで

は、４億5,000万円ほど出ているわけですけれども、そういう経費は、どのように考えてい

るのかお伺いします。 

〇議長（藤原由巳議員） 吉田町民環境課長。 

〇町民環境課長（吉田 徹君） その辺りについても広域化のほうとの経費の絡みになります

ので、今後いろいろ課題とか、具体例とかをいろんなパターンを出しながら検討を行ってご

ざいますので、今具体的な数字は出せないところでございます。 

〇議長（藤原由巳議員） 報道等でご案内かと思いますが、全てが１年遅れなそうですので、

現段階では、今のような答弁しかできないだろうというふうに私は思いますが、再質問あり

ますか。 

  川村よし子議員。 
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〇13番（川村よし子議員） やっぱりごみは、その地域、地域で処理するのがいいと思います。

８市町ですので、八幡平市、葛巻町、岩手町、雫石町、滝沢市、盛岡市、紫波町、そして矢

巾町も入っています。そういうところから１か所に集めるということは、集めて今度は燃や

すわけですけれども、そこの地域に、今は前潟のインターチェンジの付近の住民、それから

商店街があるわけですけれども、そういう方たちの意見とかも、なかなか把握しないで造る

方向になっているわけで、あそこの商店街の人たちは、いずれはそういうごみ施設が来たと

きには、撤退したいというようなことも話があります。そういう中で、住民負担になる可能

性もある、そういう大型の溶融炉を使ったごみ処理施設は、時代に合わないと思います。こ

んなに矢巾町は、リサイクルに力を入れている、今後は人口も減るという可能性もあります。

そういう中で負担が増えることがはっきり分かっているのに参加している、反対の意見を言

えない何かがあると思います。そのことについては、どのようにお考えでしょうかお伺いし

ます。 

〇議長（藤原由巳議員） 吉田町民環境課長。 

〇町民環境課長（吉田 徹君） ただいまのご質問にお答えいたしますけれども、まずは、も

しかしたら、そういった声もあるのかもしれないですけれども、町長の答弁にありますとお

り、これからの新しいまちづくりに期待しながらというふうな方々もいるわけでございます。

そういうこともあれば、必ずしもみんなが反対しているというふうには捉えていないところ

でございますし、いずれにしても、広域化の中で決めていくことでございますので、町当局

の見解というのは、特にないわけでございますけれども、これから話合いを求めて、あとは

周辺の住民にも理解を深めながら進めていくということでございますので、ご理解を賜りた

いと思います。 

  あとは、もう一つ、溶融炉ということに何か決めつけているみたいですけれども、その辺

についても、今後またいろいろ検討が進められるものだと思ってございます。その辺は、解

釈を間違わないようにお願いしたいと思います。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇議長（藤原由巳議員） 先ほどから何回か言っていますが、先般の研修会でも勉強されたと

思うのですが、矢巾町議会ですので、矢巾町の町政に対しての質問を中心にお願いいたしま

す。 

  他に再質問ありますか。 

  川村よし子議員。 
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〇13番（川村よし子議員） 議長に注意されたのですけれども、私たちの議会では、一般会計

がありますから、その中で盛岡・紫波地区環境施設組合には、大体４億5,000万円出ていま

す。そういう中で、私たち、その４億5,000万円の中には、廃品回収の分とか、そういうと

ころは入っていないのです。ですので、税金に関わることです。今後の将来のＳＤＧｓもあ

りますので…… 

〇議長（藤原由巳議員） 将来のことはまだ決まっていないと何回も言っているのです。 

〇13番（川村よし子議員） ですので、でも経費は年々出ているわけです。 

〇議長（藤原由巳議員） そこは、今相談するための経費でしょう。ただ、さっきも言いまし

たが、当初の計画より全て１年遅れておりますと先般代表者の会議で決まったということが

報道されました。ですから、今のような答弁しかないと思います。 

〇13番（川村よし子議員） 決まっていないといっても、これからの輸送の経路とか…… 

〇議長（藤原由巳議員） いや、そういうのを、だから全然協議していない。まだ全く、これ

はこれからのことなのです、ほかの協議会の。私ども行政の、矢巾町役場の来年のことでは

ないのです。もちろん協議会長は、盛岡市長さんです。ですから、仮に町長が今答弁するわ

けにもいかないし、課長も会議の中での話し合われた部分の答弁しかできないと。 

〇13番（川村よし子議員） 議長さん、すみません。私、議員として質問している…… 

〇議長（藤原由巳議員） だから…… 

〇13番（川村よし子議員） 町民負担になるから…… 

〇議長（藤原由巳議員） そいつは、今の分はどうぞやってください。新たな部分は、まだ見

えないと。 

  再質問、どうぞ。川村よし子議員。 

〇13番（川村よし子議員） 私もごみのことをいろいろこの15年間、新しいというか、今ある

施設、盛岡・紫波地区環境施設組合の建設のときから関わっていて、97億円、それ以上プラ

スされて建設されたわけです。そして、今度は、リニューアルして、またお金がかかったわ

けです。町民負担がどんどん、どんどん膨らんでおります。そういう中で、私たち、先ほど

谷上議員も質問したように、自治会ですごく懸命に努力しているのです。そして、一人一人

もごみ減量をどうするか、特にも女性の人たちが頑張っております。そういう中で、燃える

ごみが増えることによって経費がかさむということに対して、町長はどのようにお考えか。 

  町長がやっていることは、すごくいいことです。私は、賛成して、トップが進めば、町民

の人たちもついてくる人もいます。しかし、集合住宅の全てではないですけれども、なかな
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か浸透しない面もあります。そういう中で、自治会に対しての支援、町としてのやり方があ

ると思うのですけれども、どのようにお考えでしょうか。 

〇議長（藤原由巳議員） 高橋町長。 

〇町長（高橋昌造君） お答えさせていただきますが、まずは川村よし子議員のおっしゃると

ころもよく分かります。しかし、これは８市町で、広域で協議会を立ち上げて、今議論して

おるところで、そして実は今度全員協議会にもお願いして、１年先送りになるということで、

これも皆さんに丁寧に協議会のあれを説明したいと思っておりますし、それからまた極端な

言い方をすれば、１年かけていろんなことを検討していくということで、今申合せをしてお

りますので、今ここで私が軽々しく発言した、または答弁したことによって、協議会に迷惑

がかかるようなことがあれば、これは大変なことになります。 

  ただ、恐らく、まだ一部事務組合が設立されたわけではないですので、当然負担割合の中

には均等割とか、利用割とか出てくると思うのです。そこで、矢巾町では極力利用割を少な

くするというふうに努力することは、これは私ら矢巾町単独でできることです。 

  だから、川村よし子議員、集合住宅のことなんかは、これは私らの責任なので、このこと

については、まず町民環境課には環境係もあるので、そういった人たちがしっかり対応して

まいりますので、だから今日は、広域のことについては、もうこれ以上の答弁ができないの

です。そこだけはご理解していただきたい。そして、ここで私が主観的なことを言ったこと

が広がったりすると、私協議会に行って、私の立場がなくなるわけですというのはお分かり

だと思うので、だからそういったことでご理解していただきたい。 

  ただ、矢巾町の内部のごみの減量化とか資源化のことについては、川村よし子議員と何ら

違うところはないわけですので、そのことについては、私は身命を賭してしっかり対応して

まいりますので、ご理解をしていただきたいと思います。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  川村よし子議員。 

〇13番（川村よし子議員） 私の独り言だと思って聞いてほしいのですけれども、この３年、

４年の間に、町長がいろんなことでごみのことを提案してまいりました。特にも残飯のバケ

ツコンテナの中にバークを入れるというときに、乾燥させて提出してくださいと言ったら、

そのときから３年ぐらいになるのですけれども、残飯を矢巾町に出さないことにしたのです。

どこに出しているかというと、実家の田んぼにコンポストを３つ並べて入れています。空き

家ですので、点検にもなりますので、コンポストに残飯を入れるようにしました。また、割
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り箸、スポンジということになったときには、その割り箸もスポンジも出すようにしました。

ですので、それだけでもかなり、私の一家の分だけでも減っていると思うのです。それなの

に、先ほどの谷上議員さんへの答弁の中に、まだ微増している。そして、そこが交流人口が

増えているからだと思いますけれども、その対策を今後考えていかなければならないと思い

ますが、岩手医大の学生さん、また高校生の方たちもいますが、そのところはどのようにお

考えなのかお伺いします。 

〇議長（藤原由巳議員） 高橋町長。 

〇町長（高橋昌造君） 川村よし子議員のことについては、もう私もこれから丁寧に説明をし

てまいります。今びっくりしたのは、実家に残飯を持ってコンポスト化していると。そこま

で協力していただいていることに私も胸が熱くなります。そういう思いで仕事をやっていた

だいているということで。 

  それで、ＳＤＧｓ、フューチャーデザインの第一歩は、今川村よし子議員のおっしゃって

いるような小さな声を私どもがすくい上げていくことが未来につながることなので、これか

らこういうことは議場ではなく、できればいろんな会合のときにお話ししていただければ、

私も今日議場ですので、やっぱり緊張しておりますので、思ったことを言えないところもあ

りますので、だからもし本当にこういった小さな声を一つ一つ丁寧に取り上げることが私ら

のこれからの環境行動の第一歩になるわけでございますので、そこのところをひとつご理解

していただきたいということで、このごみについては、いつ何どき町長室開けておりますか

ら、おいでになっていただければ、どんな議論でもできますので、ひとつよろしく。それは、

川村よし子議員さんだけでなく、町民の皆さん全てに開放したいと思いますので、よろしく

ひとつお願いいたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  川村よし子議員。 

〇13番（川村よし子議員） 盛岡のインターチェンジ付近にできる高温溶融炉式の県央ブロッ

クごみ処理場については、いろいろな資料を見させていただいて、そして反対する住民もい

て、ここ二、三日前にも協議会長である盛岡市長に提出したというニュースもありました。

でも、建設費は75億円ぐらいはかかるということなので、それまでプラス今度は道路の整備

とか、いろいろあると思うのです、人件費なんかも。ですので、私は、絶対今の時代にそぐ

わないと思います。このＳＤＧｓを掲げているさなかにこういう建設をするというのは、時

代遅れの建設だと思います。それは、やはり谷藤市長にあるかもしれませんけれども、参加
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している矢巾町長にもあると思いますので、どうぞ参加するときには、そういう意見もある

ということを発言していただきたいと思います。 

  それで、次に入らせていただきます。矢巾町内には、いつの時代からか建設業の方々が、

自分の土地に産業廃棄物を埋設するというところがあったみたいで、それは県の管轄だとい

う私の質問に対しての答弁でしたけれども、町内にはどのくらいぐらいあるのか把握してい

るかどうかお伺いします。 

〇議長（藤原由巳議員） 吉田町民環境課長。 

〇町民環境課長（吉田 徹君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

  産業廃棄物に関しては、答弁書にありますとおり、県の管轄でございますけれども、そう

いったご相談を特に受けていることはないので、把握していないといいますか、今はないの

ではないかなというふうに思ってございます。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  川村よし子議員。 

〇13番（川村よし子議員） 今回一般質問したのは、町民からの声で、たまたま景観がいい、

南昌山がよく見える景観のいい地域で、ごみ収集車が３台、４台と出入りして、地域のお年

寄りの方たちが日中は散歩できない、そういう状況を何とかしてほしい、そういうふうな意

見が私のところにありました。一般質問の通告を出した途端、そのトラックは二、三日で来

なくなって助かったという電話までいただきました。やっぱり環境法の第16条だったと思う

のですけれども、矢巾町内でも許可が必要だと思うのです。岩手県の環境課の中では、そう

いう情報とかは、矢巾町には来ないのでしょうか、連絡はないのでしょうかお伺いします。 

〇議長（藤原由巳議員） 吉田町民環境課長。 

〇町民環境課長（吉田 徹君） 県のほうで動いて、何かしかるべき処分とかあった場合は、

連絡があるということになってございます。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇議長（藤原由巳議員） ということで何もないという答弁なようです。 

  他に再質問ありますか。 

  川村よし子議員。 

〇13番（川村よし子議員） 町民が住んでいる身近なところに大型のトラックが出入りすると

いうのは、やっぱり異常だと思います。これで交通事故とかあった場合は、誰が責任を取る
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のでしょうか、そのことをお伺いします。 

〇議長（藤原由巳議員） あのね、運転者が…… 

  高橋町長。 

〇町長（高橋昌造君） 答弁させていただきますが、産業廃棄物は、私先ほどお答えしたとお

り、県の所管なのです。これは、一般廃棄物は、これは市町村です。産業廃棄物は県の所管。

それで、よし子議員のおっしゃるとおりなのです。例えば県境の産廃のときも、そういうと

ころからスタートして、だから今県は、そういった産業廃棄物には物すごく神経質になって

おるわけです。だから、そういうことがあったときは、早く通報していただいて、そして早

く処理して、そういうことを行わせないような、これは行政だけではなく、住んでいらっし

ゃる町民の方とか、みんな連携してやらなければならない。そのいい例が、青森県と岩手県

の県境の産廃。 

  だから、このことについては、よし子議員さんのおっしゃっていることは間違っておらな

いので、ただここで私は産廃のことについて、今町内に何か所そういう保管場所があるかと

か、違反の投棄場所は何か所あるかと聞かれても、お答えできないわけです。また、お答え

していいことと悪いことがあるわけです、県においても。だから、そこのところは、気持ち

はさっきからもう全てごみの広域のこと、産廃のこと、よし子議員さんのおっしゃることは

よく分かります。しかし、これ以上踏み込んだ答弁はできないということだけはご理解して

いただきたいということです。 

  だから、お互いそういうことがあったら、通報し合って、産廃の関係は、警察も絡むので

すから、これは一廃でもそうです、不法投棄は犯罪ですから。だから、そういうことを一緒

にやりましょう。誰それがしゃべっていたとかではなく、そういうことがあったら、もう市

町村にも、それから県にも、警察、不法投棄した、罰金の罪が重いのです。不法投棄は犯罪

ですから。そうやってみんなで矢巾町からそういうことがないようにやっていきたいと思い

ますので、そういった通報を川村よし子議員さんが町民環境課に情報提供しておられたとい

うことは、心から感謝申し上げます。ありがとうございます。 

〇議長（藤原由巳議員） ということでご理解いただいたと思いますが、他に再質問あります

か。よろしいですか。 

              （「ありません」の声あり） 

〇議長（藤原由巳議員） それでは、議論に熱心になりまして、時間が大分オーバーしており

ましたが、ここで暫時休憩といたします。 
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  再開を若干短いのですが、２時30分といたします。よろしくお願いします。 

              午後 ２時２１分 休憩 

              ――――――――――― 

              午後 ２時３０分 再開 

〇議長（藤原由巳議員） 再開します。 

  休憩前に引き続き、川村よし子議員の一般質問を行います。 

  次に、２問目の質問を許します。 

  川村よし子議員。 

〇13番（川村よし子議員） ２問目の質問に入らせていただきます。加齢性難聴者の補聴器購

入に対する支援制度の創設についてお伺いします。 

  年を取ると耳が遠くなり、不便を感じることが多くなります。聴力の低下は、鬱病や認知

症になる危険因子の一つに掲げられております。しかし、補聴器をつけるなどして、聴力の

低下に正しく対処し、さらに家族や友人とのコミュニケーションを楽しんでいれば、鬱病や

認知症の予防効果と発症を遅らせる可能性が高いと言われております。以下、２点をお伺い

します。 

  １点目、以前同僚議員から質問がありました補聴器購入に対する公的支援制度を創設する

ことについて、どのように検討されたのかお伺いします。 

  ２点目、加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的支援制度を創設するよう国に要望しては

どうかお伺いします。 

〇議長（藤原由巳議員） 高橋町長。 

〇町長（高橋昌造君） 加齢性難聴者の補聴器購入に対する支援制度の創設についてのご質問

にお答えをいたします。 

  １点目及び２点目についてですが、難聴により社会生活がしづらくなり、社交性が失われ

ますと、心身の虚弱や社会からの孤立が進み、フレイル状態となる可能性がありますので、

フレイル予防としての公的負担や介護保険制度により、補聴器の購入も対応できるよう振興

局、これは盛岡広域振興局、県に対して、そして町村会を通じて、国や県に要望を行ってい

るところでございます。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇議長（藤原由巳議員） 再質問ありますか。 

  川村よし子議員。 
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〇13番（川村よし子議員） 何点かありますので、順次質問させていただきます。 

  まず１点目は、補聴器は静かな環境での少人数の会話では効果がありますが、講演会や10人

以上の会合になると、周囲の雑音などで講師や発言者の話が聞き取りにくくなって、そうい

うのを補聴器拒否症候群というのだそうですけれども、集まりに参加しなくなる方が増える

傾向があります。矢巾町の議場の中でも2014年に日本の難聴者の団体が決めたマーク、ヒア

リングマークがありますが、ヒアリングループは設置されておりませんけれども、その設置

の費用とかは、ちょっと私勉強もしていないのですけれども、そのヒアリングループという

ものを設置したほうがいいと思うのですけれども、どのようにお考えでしょうかお伺いしま

す。 

〇議長（藤原由巳議員） 通告書にありますか、通告に。補聴器の購入、購入とありますが、

今のは施設の。 

  川村よし子議員。 

〇13番（川村よし子議員） 前の同僚議員の質問、小笠原佳子議員、そして小川文子議員の難

聴のときにも質問されていると思います。そのときには、検討するということだったのです

けれども、今回のは、国に要望を出しているというようなのですけれども…… 

〇議長（藤原由巳議員） 補聴器購入ですよね。 

〇13番（川村よし子議員） ええ、そうです。やはりこの議場は、大切なことを決めるところ

ですので、そのループも必要だと思うので、最初にお伺いしました。 

〇議長（藤原由巳議員） 通告していただければいいのです、担当が今ちょっと考えています。

だから、ループを設置するでしょう。 

  村松健康長寿課長。 

〇健康長寿課長（村松 徹君） お答えいたします。 

  補聴器全般についての要望ということで、町長答弁させていただきました。以前におきま

しても、小川文子議員、小笠原佳子議員から、それぞれ補聴器購入についての町の取組につ

いて質問がございまして、その際に、実際高齢者の難聴というのは、聴覚障がいとまた別で、

加齢による耳の聞こえづらさによるものということで、加齢によるものなので、国立長寿社

会研究センターの調査でも、有病率は半数、つまりもう加齢に伴う国民的課題であるという

ことですので、やはり町として独自にというよりも国策として検討していただくべきものと

いうことで、昨年小笠原佳子議員からの質問を受けて、県あるいは町村会のほうに国へ、介

護保険制度の中に位置づけるものとして取り組んでいただくように要望をさせていただい
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ているところでございますし、あと余談になりますけれども、県議会においても採択された

ということも聞いておりますので、いずれ国においても、そういう今後少子高齢化が進んで

いく中で、人生100年時代のセーフティーネットとして、ぜひ検討していただくよう、引き

続き働きかけを行っていきたいというふうに考えておりますし、今お話ありましたヒアリン

グのループにつきましても、その中で、やはり加齢に伴う制度創設について要望してまいり

たいと思います。 

  以上、お答えといたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 藤原総務課長。 

〇総務課長兼防災安全室長（藤原道明君） 今調べて、どういうものか何となく理解はしまし

たが、要はよし子議員さんがおっしゃられるのは、この会場にそのループなるものを設置し

て、ループに対応した補聴器の方にはうまく聞こえるようにというふうな趣旨なのかなと思

いますが…… 

              （「はい、そうです」の声あり） 

〇総務課長兼防災安全室長（藤原道明君） 分かりました。それにつきましては、特に、基本

的には施設を所管している総務課対応にはなりますが、議会の皆様とも協議させていただい

て、その必要性から何からを検討した上で、必要な時期に設置すると。当然予算要求が必要

になりますので、そういった対応を考えたいと思います。 

〇議長（藤原由巳議員） 通告とはちょっと今の部分はかけ離れていますので、通告に準じた

質問をお願いします。 

  他に再質問。 

  川村よし子議員。 

〇13番（川村よし子議員） ヒアリングループというのは、その会議の中で地下ではなくて上

のほうに、補聴器をつけた人が聞こえやすいように設置するループで、2019年度の厚労省の

補助金対応になっているのだと思いますけれども、そういうところは調べていないのでしょ

うか。ちょっとこれは、私が読んでいる全国の生活と健康を守る会の12月号でちょっとここ

二、三日前に見たところであったので、最初に質問させていただきました。 

  議場の入り口のところに2014年の日本難聴者団体が決めたマークがついておりますが、そ

のマークには、ヒアリングループというのは載っていなかったので、ここの議場はヒアリン

グループはついていないのだ、難聴者に対応した補聴器をつけた人の対応にはなっていない

のだというところが分かったので、そういうのは、どういうふうに考えているのか質問させ
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ていただきました。 

  それで、先ほど課長がいろいろ答弁していただきまして、日本はヒアリングループをつけ

ているところが、東京を中心にはあります。ですけれども、なかなか地方には波及されてい

ないというところも分かってきました。それで、補聴器のことについて質問させていただき

ます。 

  認知症になる一つの要因が難聴、難聴の方でも40デシベル、普通に聞こえるのだけれども、

やっぱりこうなのだというような方が40デシベルということで、70デシベルになると障害者

手帳が配布になるということなのですけれども、その40デシベルの対応の方というか、そう

いうのは、矢巾町の聴力検査とか、そういうところではどのように把握しているのかどうか

お伺いします。 

〇議長（藤原由巳議員） まず、聴力の障がい者というのは、把握しているの。まず、そこか

らいってください。 

  村松健康長寿課長。 

〇健康長寿課長（村松 徹君） お答えいたします。 

  聴覚障がいにつきましては、身障手帳の関係ということで福祉課で把握しているわけでご

ざいますが、その中で、高齢者の方で聴覚障がいの手帳をお持ちになっている方は、約50名

前後という状況でございます。 

  以上、お答えといたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 浅沼福祉課長。 

〇福祉課長（浅沼圭美君） 障がい福祉の分野から障害福祉手帳のうち聴覚障がいをお持ちの

方の状況をお伝えさせていただきます。 

  18歳以上の方で、ちょっと年齢、手帳をお持ちの方は55名、令和２年度末の報告でござい

ます。そのうち聴覚の年齢で見ると、大半がやはり70歳以上の方々というふうに捉えており

ます。すみません、ちょっと詳しい何人、何人というところまで申し上げられないのですが、

いずれ18歳以上の方々の所持者の方々は55人の状況でございます。 

  以上、お答えといたします。 

〇議長（藤原由巳議員） いわゆる40ラインはつかんでおらないと。 

  川村よし子議員。 

〇13番（川村よし子議員） 私も高速道路の近くに行ったときに、ああ、大変だなと、この音

はどのくらいかなと思ったら、60デシベルぐらいだったので、もっとひどくなるのが70デシ
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ベルということなのだなというのが理解できたのですけれども、普通に生活していても、難

聴があるという、その40デシベル程度の方から、もう補聴器をつけたほうが将来的に認知症

予防につながるといったようなことが、2017年の国際アルツハイマー病会議で認知症の最大

の危険因子が難聴と発表されております。 

  矢巾町では、2015年に認知症対策として、新オレンジプランと、そういうのをやっている

から、聴力検査の中で、そういうのをやっているのかなと思ってお伺いしたのですけれども、

まだやっていないのだったら、やっぱりやったほうがいいのではないかと思うのですけれど

も、その考え方はどうでしょうかお伺いします。 

〇議長（藤原由巳議員） 村松健康長寿課長。 

〇健康長寿課長（村松 徹君） お答えいたします。 

  先ほど川村議員のほうから40デシベルというお話ありましたけれども、まず軽度難聴と言

われる方は、30デシベル以上、さらに基準が下がってまいります。50デシベル以上だと中度

難聴、ご案内のとおり、70デシベル以上は高度難聴で、身障手帳の対象になるわけですけれ

ども、私が今申し上げました30デシベル以上の軽度難聴であるとか、50デシベル以上の中度

難聴の方々というのは、いわゆる障害者福祉制度の恩恵は受けられない、つまり補聴器を買

っても、まず自己負担しなければならない。しかも前段で申し上げましたように、加齢に伴

って、まず65歳以上の方の半分が軽度難聴になる実態があるということでございますので、

認知症の取組の中で、町のオレンジプランの話も出ましたけれども、あくまでもこれは福祉

的なアプローチですので、医学的に聴覚検査をしたりする、そういうノウハウはございませ

んけれども、必ずしも厳密な聴覚検査を通じなくても、様々の意思の疎通の専門職がおりま

すので、時には言語聴覚士のアドバイスを受けることもありますので、必ずしも医学的な聴

覚検査をもって認知症に、例えばトリアージするとか、そういったことではなくて、やっぱ

り今ある社会資源あるいは職員のスキルのノウハウの中で、認知症の方へのそういった寄り

添いの支援をさせていただきたいというふうに考えてございます。 

  以上、お答えといたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  川村よし子議員。 

〇13番（川村よし子議員） 答弁の中に、公的負担や介護保険制度に補聴器の購入も対応でき

るよう振興局及び町村会を通じて、国や県に要望を行っているということですけれども、い

つ頃されたのか、今年度でしょうか、お伺いします。 
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〇議長（藤原由巳議員） 村松健康長寿課長。 

〇健康長寿課長（村松 徹君） お答えいたします。 

  小笠原佳子議員の一般質問を受けまして、昨年度から行っているところでございます。 

  以上、お答えといたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 今の件は、さっきも言いましたよ、昨年度からやっています。 

              （「ああ、そうですか、すみません」の声あり） 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問。 

  川村よし子議員。 

〇13番（川村よし子議員） 担当課長は、補聴器の重要性を認識してだと思いますけれども、

やっぱり軽度の方々にも補聴器の助成をしながら普及することも必要だと思います。補聴器

というのは、安いのもあるみたいなのですけれども、片耳15万円とか、高いのであれば30万

円とかする、そういうふうなので、合うにはやっぱり軽度のときから利用しないと、70デシ

ベルぐらいに、中度になってから利用するということになると、面倒くさくて不便を感じる

という方が多いようですので、早期から利用できるような助成制度が必要だと思います。町

としての助成制度は考えていないのかお伺いします。 

〇議長（藤原由巳議員） 村松健康長寿課長。 

〇健康長寿課長（村松 徹君） お答えいたします。 

  矢巾町固有の課題であれば、当然対応する必要性が高いというふうに考えますけれども、

これはもう矢巾町に限らず、日本人であろうが、外国人であろうが、人間であれば、加齢に

伴って難聴という症状にどうしても半数の方がなってしまうということですから、やはり大

きな制度として取り組む必要があるというふうに考えております。 

  以上、お答えといたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  川村よし子議員。 

〇13番（川村よし子議員） 認知症になった方の半数以上は、難聴が指摘されております。そ

ういう中で、やはりおれんじボランティアさんのいろいろ助けて生活している人たちも多い

と思いますけれども、自立して生活できるよう早期から矢巾町として助成をし、助成をして

も、金銭的に大変な方は購入できないかもしれないけれども、補聴器を購入して、家族とか

のコミュニケーションとか、近所とのコミュニケーション、そしていろんな会合に出てお話

を聞く、そういう支援が必要だと思いますけれども、支援を考えてほしいのですけれども、
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どうでしょうか。 

〇議長（藤原由巳議員） 村松健康長寿課長。 

〇健康長寿課長（村松 徹君） お答えいたします。 

  まさしく川村よし子議員さんの思い、私も強く伝わってまいりました。やっぱり我が家で

もそうですが、なかなか補聴器を使っても意思の疎通とか、そういった会話が難しいような

場合が多々ございますし、やはりこれはもう国民的課題であると思います。まさしく川村よ

し子議員のおっしゃった重要性も、今後の認知症施策、高齢者福祉施策の中で総合的に考え

ながら進めていきたいと思います。 

  明言をさせていただくことは、なかなか難しい状況にはございますけれども、やはり認知

症になっても、住み慣れた地域で安心していつまでも認知症によって阻害されるということ

ではなく、普通に交流しながら安心できるような環境整備、そして介護予防の充実、そうい

ったものを総合的に勘案しながら川村よし子議員の貴重なアドバイスも参考にさせていた

だきながら、本町の高齢者保健福祉施策の推進に当たってまいりたいと思いますので、よろ

しくお願い申し上げます。 

  以上、お答えといたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問は。 

              （「ありません」の声あり） 

〇議長（藤原由巳議員） それでは、以上で13番、川村よし子議員の質問を終わります。ご苦

労さまでした。 

  それでは次に、14番、小川文子議員。 

  それでは、１問目の質問を許します。 

              （14番 小川文子議員 登壇） 

〇14番（小川文子議員） 議席番号14番、日本共産党の小川文子でございます。５問を質問い

たしますけれども、まず１問目を始めます。 

  １問目は、新型コロナウイルス感染対策について、町長及び教育長に質問をいたします。 

  この質問状を出したときには、２週間前でしたので、状況が今と大変変わっておりまして、

現在は新型コロナウイルスの感染が落ち着いているが、これまでの経験を踏まえ、予防対策

と経済対策に、さらなる効果的な対策を進める必要があると考えることから伺うという質問

でございましたが、これから２週間が経過をいたしまして、新たにオミクロン株という変異

株が出現をいたしまして、それが全世界に広がりつつある、我が国にも入ってきているとい
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う状況の大変めまぐるしい変化がございます。その中で、ワクチンが効くのか、効かないか

という議論がありますし、オミクロン株の全体像がまだ把握できていないという状況ではあ

りますけれども、おおむね多くの学者、そしてＷＨＯは、ワクチンの効果は期待できるとい

う方向性を示しています。そのことから以下質問をいたします。 

  １問目として、３回目のワクチン接種計画の概要を伺います。高齢者は、予約することが

大変という声がございました。そこで、接種券の郵送とともに、あらかじめ日程を指定して、

そしてお知らせするという方法はどうでしょうか。 

  ２番目として、保育園では、おもちゃ、本等の消毒のために、なかなか保育士さんが大変

なご苦労をされていると聞いておりますが、殺菌灯の入った殺菌箱を利用することによって、

その解消を図っているところがございますので、本町の保育園、そして小学校、中学校に配

置してはどうかについてお伺いをいたします。 

  ３番目としては、今後の感染予防対策として、ワクチン接種とともに、検査体制の充実が

指摘されております。本町では、抗原検査キットを整備いたしましたが、各介護施設、そし

て幼稚園、保育園、学校等でございますけれども、これらの施設での活用状況がどうなのか

伺います。また、定期的なスクリーニング検査、感染しているかどうかという調べる検査で

ございますけれども、定期的なスクリーニング検査が感染源を早期に把握する上で重要と言

われていることから、実施してはどうか。また、今後は、希望する町民に無料提供できない

かについてお伺いをいたします。 

  ４番目は、経済への影響も大きいことから、町独自の事業者支援が必要と考えます。年末

を乗り切るための全業種を対象とした支援を早急に実施すべきと考えますが、どうでしょう

か。 

  以上でございます。 

〇議長（藤原由巳議員） 高橋町長。 

              （町長 高橋昌造君 登壇） 

〇町長（高橋昌造君） 14番、小川文子議員の新型コロナウイルス感染対策についてのご質問

にお答えをいたします。 

  １点目についてですが、新型コロナワクチンの３回目接種は、令和３年11月16日付で国の

新型コロナウイルス感染症に係る予防接種の実施に関する手引きが改訂され、２回目接種を

終了した18歳以上の方が対象となっており、原則として２回目接種の日から８か月後から接

種が可能となります。本町では、今年５月末までに接種を終了した方に３回目の接種券を
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11月22日に発送しており、主に医療従事者が対象となることから、勤務されております医療

機関や集団接種会場にて接種いただけるよう紫波郡医師会をはじめとした関係機関との調

整を図っております。 

  なお、町内では、岩手医科大学の医療従事者が12月から接種開始できるよう準備と調整を

進めております。 

  医療従事者に続いて、高齢者の接種が始まりますが、予約が大変な後期高齢者の皆様には、

接種券の発送とは別に接種日と場所をお知らせするはがきを送付することで予約の負担を

軽減してまいります。追加接種の実施に当たりましては、国内外の感染状況などによって、

国の方針がめまぐるしく変わることも想定されますが、常に紫波郡医師会との連携を通じて、

迅速かつ機動的に対応してまいります。 

  ３点目についてですが、本町で現在実施しております新型コロナウイルス感染症抗原検査

キット配布事業において、町内の教育機関、高齢者施設、障がい福祉サービス事業所、児童

福祉施設の117施設等の職員を対象に町が購入いたしました抗原検査キットを全８回に分け

て配布をしております。各施設においては、２週間に１回程度の頻度で実施できるよう配布

しており、10月末時点で1,421回の抗原検査を行っております。議員ご指摘のとおり、定期

的なスクリーニング検査は、感染源を早期に把握する上で重要であることから、各施設等へ

の新型コロナウイルス感染症抗原検査キットの手引を配布し、実施における疑問点に関して

は、随時サポートし、定期的な検査の実施を促しております。 

  また、検査キットの無償提供につきましては、国の新型コロナウイルス感染症対策本部か

ら示されております検査の定義や要件、陽性者が検出されたときの報告方法等を踏まえ、国

の動向を注視しながら、本町での運用についても検討してまいります。 

  ４点目についてですが、町独自の事業者支援策として、家賃支援給付金及び事業継続支援

金の給付事業を実施しており、これらは町内事業者の持続的な経営継続と地域経済の維持を

図るため、全業種を対象としております。さらに、12月には、キャッシュレス決済によるポ

イント還元事業を矢巾町商工会と連携して実施しております。年末商戦に向けて、町内外か

ら矢巾町内で消費をしてもらい、売上げ向上につながるよう、地域経済の活性化を目指して

まいります。 

  以上、私のほうからのお答えとさせていただきます。 

〇議長（藤原由巳議員） 和田教育長。 

              （教育長 和田 修君 登壇） 
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〇教育長（和田 修君） 引き続き、新型コロナウイルス感染対策についてのご質問にお答え

いたします。 

  ２点目についてですが、町内保育園では、おもちゃ、本等は、基本的にはアルコール消毒

液での拭き取りや噴霧による消毒をしておりますが、中には紫外線を活用した書籍消毒器を

使用して消毒を行っている施設もあります。また、小中学校においては、図書室の本などの

消毒箱等による消毒は行っていないところであります。 

  今年度開催した児童福祉施設及び学校の職員を対象とした研修会において、矢巾町感染症

対策アドバイザーからおもちゃ、本等の消毒も有効ではあるものの、利用者の手指消毒の徹

底がより効果的であるとのご助言をいただいておりますので、新たに消毒器を配置する予定

はないところであります。 

  今後も施設の消毒や十分な換気と手指消毒を徹底し、基本的な感染症予防対策を講じてま

いります。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇議長（藤原由巳議員） 再質問ありますか。 

  小川文子議員。 

〇14番（小川文子議員） コロナ感染は、今一応少し落ち着いておりますけれども、オミクロ

ン株によって状況は大きく変化をしたものと捉えております。そして、今度のデルタ株も含

めてでございますけれども、やはり２回ワクチンを接種した方でも、やはり再感染があり得

るということが、まず報告をされております。その再感染がなぜ成立するかというと、やは

り中和抗体といいまして、液性免疫が下がることによって再感染をすると。しかし、細胞性

免疫といって、Ｔ細胞に組み込まれた遺伝情報は残るために重症化にはならないというふう

にまず言われております。再感染の場合に、どれだけウイルスを出すかについては、国立病

院の先生が、約60％のウイルスを出すと言われておりますので、ワクチンを２回打った方が

軽い再感染をしても、その方がウイルスを発することになりますので、ワクチンを打ってい

ない方に近づけば、もちろん感染が成立するということになります。ブレークスルーという

言葉で言われておりますけれども、このブレークスルー感染をいかに防ぐかが今後は大きな

課題になってくると思います。 

  ３回目のワクチンをしっかりとやっていくということと、それからまだワクチンを打って

いない方、打てない方はもちろんございますけれども、打てるけれども、まだ打っていない

方に対する啓発、勧奨をどう考えているかについてお伺いをいたします。 
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〇議長（藤原由巳議員） 村松健康長寿課長。 

〇健康長寿課長（村松 徹君） お答えいたします。 

  ワクチンの接種状況でございますけれども、まずその状況をお話しした上で、どれぐらい

の方が感染していないかということになるわけですが、まず１回目の接種率ですが、全ての

対象年代で計算しますと92％が第１回接種済み、第２回は91％、厳密に言いますと、１回目

は91.7％、２回目が90.8％ということで、１割弱の方が受けていらっしゃらないと。その中

には、やはりアレルギーとかの、そういった特殊な事情をお持ちの方で、接種医の判断ある

いはかかりつけ医の判断で接種を見合わせた方もいらっしゃいますし、全くやっぱり個人の

意思で受けたくないということで受けられない方もいらっしゃるかと思いますけれども、い

ずれ町のほうでの接種につきましては、個別接種の中で、毎月12歳を迎える方にご案内を出

していますし、あと迷われたけれども、やはり受けてみたいという方に対しては、個別接種

で対応できるように、町のホームページとかではお知らせはしていますけれども、今後そう

いうブレークスルー感染の問題とか、オミクロンの問題もありますので、いずれコロナにつ

いては、今後も引き続き、そういう受けなかった方も大事ですし、そういう周知啓発には力

を入れてまいりたいというふうに考えてございます。 

  以上、お答えいたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  小川文子議員。 

〇14番（小川文子議員） 抗原検査についてでございますけれども、各施設でスクリーニング

検査を既に実施なさっているということで、これは大変いいことだと思いますので、今後も

やはり引き続き実施をお願いするものでございますけれども、個人についても、実は本当で

あれば、１家庭１つぐらいを持っておくのが理想ではないかと思うところがあります。とい

うのは、既にワクチンを打っている方は、感染していても分からない、あるいは軽い症状が

出るかもしれない。そういう状況の中で、病院に行ってＰＣＲ検査を受けるかどうかという

ところまでにいかないことが多いのではないかと思われます。 

  そうした場合に、家族あるいは職場での感染が発生するわけでございまして、これらの発

生源を抑えるという点では、気軽に抗原検査を受けるシステムが必要かと思われます。検討

するということで回答がございますけれども、やはりこれについても町としても積極的に取

り組んでいただきたいと考えますが、お考えを伺います。 

〇議長（藤原由巳議員） 村松健康長寿課長。 
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〇健康長寿課長（村松 徹君） お答えいたします。 

  抗原検査キットの非常に気軽に、無症状でも取り組めるということで、非常に有益性の部

分は理解はしてございます。繰り返しになりますけれども、町といたしましては、まず優先

すべき部分といたしまして、エッセンシャルワーカーの方々は、やはりクラスターも起きる

と、様々な面で、介護現場でも、保育現場も、障害者福祉施設でもそうですけれども、まず

大変な波及というか、影響が懸念されますので、そういった方々をまず優先的にスタートさ

せていただいたところでございますけれども、今後のオミクロン株あるいは３回目接種、そ

ういったことも総合的に勘案しながら、町民の方にどこまで支援の輪を広げられるかという

部分については、検討してまいりたいというふうに考えてございます。 

  以上、お答えといたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  小川文子議員。 

〇14番（小川文子議員） それでは、保育園等に殺菌灯の入った箱、滅菌器といいますか、そ

れの配布をしてはどうかということで提案をしたわけですけれども、これのいいところは、

そこに入れますと、約45秒で殺菌ができます。時間が大変短縮できるということと、殺菌灯

の入った、いわゆるブリキの箱ですので、価格も安い、そう高くないということがあります。

そして、いろんなものに使えると、一番はおもちゃ等の時間のかかるものを短縮できるとい

うことと、本の消毒、ぬれては困るような消毒は大変便利であるということでございまして、

学校等にも１つぐらいあれば、いろんなものに利用できるのではないかと、そう高いもので

はないということで、まずご紹介をしたところでありますけれども、保育園等でもう既にお

使いになっているところもあるということなので、そこら辺の感想をお聞きになっているよ

うであれば、お聞かせをしていただきたいと思います。 

〇議長（藤原由巳議員） 田村子ども課長。 

〇子ども課長（田村昭弘君） ただいまのご質問にお答えさせていただきます。 

  町内１法人、２施設にこの製品名は、ブッククリーンという名前なのですけれども、これ

を導入しているところがあります。一回に本を４冊、時間は30秒で消毒するということにな

っているようなのですけれども、実際は２冊しか入らないというふうなことをお聞きしてお

ります。あと、小川先生は高いものではないとおっしゃっているわけですけれども、１つ52万

3,000円しますので、安いのもあるかもしれませんけれども、町内の２施設では、そういう

ものを入れていましたので、そこは１法人の経営なので、１回に２つ買ったからおまけして
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もらったと言っていましたけれども、本当はもっと高いと思います。 

  教育長答弁にもありましたけれども、手指の消毒のほうが経費的にも安くて済むし、有効

であるというふうなアドバイスをいただいておりますので、この２施設以外に導入する考え

は持ち合わせておりません。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  小川文子議員。 

〇14番（小川文子議員） それは恐らく本を消毒する特殊なもののために高いのだと思います。

医療分野で使っておりますが、30センチ、50センチぐらいのところで恐らくあれは１万円も

しなかったと思います。消毒した器具をただそこの紫外線の中に入れておくというやつなの

ですけれども、それでも十分な殺菌効果がありますので、ブッククリーンは、かなり本の内

部までできるというのですか、そういう特殊なものだと思いますので、おもちゃの消毒には、

そこまでは必要ないと思いますので、医療機器でございますので、ちょっと学校になじみが

ないかもしれませんが、周りはブリキですので、ステンレスでもないし、大変、今度ご紹介

したいと思います。 

〇議長（藤原由巳議員） サンプルを持っていって、では。 

〇14番（小川文子議員） そうですね、ぜひサンプルをお持ちしたいと思います。 

  次の質問は、事業者の支援でございますけれども、継続のものは、県も似たようなものを

やっておりますけれども、町独自の支援策について、もう少し詳しくお願いいたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 佐藤産業観光課長。 

〇産業観光課長（佐藤健一君） 答弁してございます内容につきましては、９月議会で既に補

正でやっておりまして、同じようなものを昨年度も実施しているものでございまして、今状

況につきましては、10万円支援金というのは、これは全業種を対象にしたものでございまし

て、前々年、令和元年度の売上げと今年の売上げ、同月になりますけれども、それが30％以

上減少している中小企業所であれば、対象になるということで、これは受付は来年の２月

28日となってございます。これも事前にもう説明済みだと思いますけれども、もう一つ家賃

給付についても、これも昨年度実施しているものでございまして、中身は一緒でございます。

これも申請期限は２月28日。 

  あと若干昨年度と異なるのが、飲食店応援事業ということで、これは岩手飲食店安心認証

店の認証を受けた店舗になりますけれども、これは既に県からも補助を受けている店舗もあ
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りますが、それに上乗せするような形で10万円を支給しているもので、こちらについては、

申請期限が１月31日となってございます。 

  それぞれ３つの支援事業につきましては、それぞれ予算化して進めておりますが、まだ半

分に満たない、こちらが予算確保した部分よりもまだ半分も満たない部分ありますので、そ

の辺はＰＲも兼ねて、対象になる事業所の方がいれば、申請を出していただくようにやって

いきたいなというふうに考えてございますし、去年に比べて今年は、幾らかコロナの今若干

落ち着いてきたところもありますし、もしかして改善してきている業者もあるのかなという

ような見通しも個人的には雰囲気として感じているところもございます。 

  いずれ困っている事業者さんにつきましては、積極的にＰＲ、こういった支援、町でもや

っているということでＰＲしていきたいというふうに思っております。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  小川文子議員。 

〇14番（小川文子議員） 詳しく教えていただきまして、私も県のほうとか、何かちょっとご

っちゃになってしまっておりました。それで、申請は商工会でしょうか、役場に来てもよろ

しいのでしょうか、その場所についてお願いします。 

〇議長（藤原由巳議員） 佐藤産業観光課長。 

〇産業観光課長（佐藤健一君） 今お話しした３点につきましては、全て町で産業観光課のほ

うで受け付けてございます。また、国でやる事業につきましては、一部今お話があったとお

り、商工会で受け付けている部分もありますので、また経済対策ということで行われるよう

でございますので、その辺もしっかり広報してまいりたいと思います。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  小川文子議員。 

〇14番（小川文子議員） 国で、今国会で議論されておりますけれども、非課税世帯の10万円

の給付、その半分をクーポンにするか、現金で配るかということが今課題、議論されており

ますけれども、市町村にその判断を任せるといったような首相の発言もあったりするもので

すから、今後市町村がその判断をすることになるかもしれないと思いまして、もしその場合

には、ぜひ現金のほうが手間もかからないし、経費も少なくなるのではないかと思って、そ

の町の判断を、今現在の判断をお聞きしたいと思います。 

〇議長（藤原由巳議員） 田村子ども課長。 

〇子ども課長（田村昭弘君） ただいまのご質問にお答えさせていただきます。 
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  小川議員のおっしゃるとおり、地域の実情に応じて、クーポンではなく現金の支給でも構

わないというふうなことになっているのですけれども、その地域の実情とは何なのかという

のがはっきりまだ打ち出されていなくて、土台、その給付要綱がまだできていないのです。

通常こういうものは、給付要綱ができて、それに対するＱ＆Ａができて、少しずつ分かって

くるわけですけれども、決まりができていないという状況になっております。ただ、金額だ

けは、これは動かないと思いますので、14日、予算決算常任委員会の後に全協を開催をお願

いして、説明していきたいというふうに思っております。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇議長（藤原由巳議員） ということで14日に詳しい説明がありますと、こういうことでござ

います。 

  他に再質問ありますか。 

              （「ありません」の声あり） 

〇議長（藤原由巳議員） それでは次に、２問目の質問を許します。 

  小川文子議員。 

〇14番（小川文子議員） それでは、２問目に移らせていただきます。 

  ２問目は、小中学校の女子トイレですけれども、トイレに生理用品の配置をということで

町長、教育長にお伺いをいたします。 

  生理の貧困が社会問題となっている中、ジェンダー平等を進める上からも生理用品をトイ

レに配置する自治体の取組が広がっております。北上市も今度始めると伺いました。県内で

も始まっているようでございます。本町も町民からサニタリー用品を募集するなど取り組ん

でいることからお伺いをいたします。 

  １番目、募集等の進捗状況はどうでしょうか。 

  ２番目、小中学校のトイレに生理用品を配置をしていますか。 

  ３番目、婦人団体に依頼して、広報、回収していただく取組を進めてはどうかについてお

伺いをいたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 高橋町長。 

〇町長（高橋昌造君） 小中学校のトイレに生理用品の配置についてのご質問にお答えいたし

ます。 

  １点目についてですが、生理用品の募集、配布については、サニタリードライブ事業とし

て、町社会福祉協議会と連携し、実施をしております。生理用品の募集については、広報や
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はばややはラヂ！などで周知を行い、７月と12月は、夏季及び冬季強化月間として、フード

ドライブ事業に合わせて、広く寄附を呼びかけているところであります。生理用品は、11月

末時点で、延べ７名の方から42個の寄附をいただいており、延べ28名へ提供しておるところ

であります。 

  ３点目についてですが、矢巾町更生保護女性の会への周知をしておりますが、町食生活改

善推進協議会など、他の団体にも呼びかけるなど、今後も幅広く周知を行い、支え合いの輪

を広めてまいります。 

  以上、私のほうからのお答えとさせていただきます。 

〇議長（藤原由巳議員） 和田教育長。 

〇教育長（和田 修君） 引き続き、小中学校のトイレに生理用品の配置をについてのご質問

にお答えいたします。 

  ２点目についてですが、小中学校のトイレに生理用品は配置しておりませんが、保健室に

は常備しており、必要とする児童生徒に配布しております。また、小中学校において、福祉

につなげる必要があると思われる児童生徒が確認された際には、保護者に対して、サニタリ

ードライブ事業を紹介してもらうようにしております。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇議長（藤原由巳議員） 再質問ありますか。 

  小川文子議員。 

〇14番（小川文子議員） 県内の取組の状況が、もし分かりましたら、お知らせをしていただ

きたいと思います。もし、分からなかったらよろしいですが。 

              （何事か声あり） 

〇14番（小川文子議員） ごめんなさい。トイレに生理用品をもう既に置き始めたという自治

体がどれくらいあるか、把握しておりましたらお願いいたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 浅沼福祉課長。 

〇福祉課長（浅沼圭美君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

  私どものほうで把握している調査というか、状況は内閣府のほうで７月20日現在で地方自

治体における生理の貧困に関わる取組ということで把握している状況からお答えさせてい

ただきます。 

  県内におきましては、北上市、久慈市、釜石市において、小中学校のほうに配置している

ということで情報を得ております。 
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  以上、お答えといたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  小川文子議員。 

〇14番（小川文子議員） 今現在でも取り組まれておりますけれども、これをさらに量、質と

も増やしていく必要があるだろう、しかもやっぱりある程度継続的にやっていく必要がある

だろうと考えたときに、広報、周知をさらに進める必要があるのではないかと思いまして、

そして私も自分のことを言いますと、買って届けようかと思ったのですが、買うにはちょっ

と抵抗感がありまして、娘が置いていったなと思って、探してみたらあったもので、それを

お届けした次第なのですが、袋が開封されていないものだけをお届けしたわけなのですけれ

ども、実際は１個とか２個しか使っただけの袋、結構たくさん入っているのもあったりして、

もったいないなとちょっと思ったところなのです。募集は、未開封のものということになっ

ておりますけれども、それこそ先ほどの殺菌箱を使いますと、すぐにでも消毒が可能、もち

ろんアルコールを吹けば消毒可能ですけれども、そういうふうな形で集めると、結構集まる

のではないかと思うのです。農協婦人部あるいは商工会婦人部、場合によってはＰＴＡの活

動などでも取り組むことは可能かと思いまして、しかもごみの減量にもなるだろうと思いま

すので、うまく循環させていけば、ごみも減らせるし、皆さんの協力で回していけるのでは

ないかと考えるものですけれども、その点についてのお考えをお聞きいたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 浅沼福祉課長。 

〇福祉課長（浅沼圭美君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

  私どもも本年度サニタリードライブということで取り組みさせていただきまして、生理の

貧困だけではなく、ご家庭に介護のおむつとか、万が一お使いにならないものがあるのであ

ればということで、広くフードドライブ事業と併せて取り組んでいるところでございます。

開封したものに関するお使いいただけるかどうかということに関しては、やっぱり衛生的な

部分だとか、やはり製品もどんどんいいものが出てくる観点だとかを考えたときに、ちょっ

とここの場では即明確な回答はできかねますが、今回私どもサニタリードライブとしてご寄

附いただいた中には、実は介護用品のほうも51個ご寄附いただきました。その中には介護用

のおむつ、本当にサイズも様々、今は使わなくなったものをお届けいただいたり、あとお尻

拭きとか、本当にご家庭にあるものを善意でご寄附いただいた経緯もございました。 

  いずれにしても、多くの様々な団体の皆様にお声がけしながら進めていくということは、

本当に必要だと思いますので、夏季と冬季ということで強化月間という形で取り組んでおり
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ますが、広く今後も呼びかけていきたいなと思っております。 

  あと１点お知らせですけれども、私ども行政だけではなく、本当に民間のＮＰＯさんとか、

様々活動されています。それは、県のほうから委託されている事業でもいろいろありまして、

インクルいわてのほうで、県のほうからの受託事業として生理用品を先日町として希望した

いということで、やり取りをしまして、40個ご寄附いただきました。ということで、いろん

な団体のほうとの連携も深めながら、やり取りを深めながら進めてまいりたいと思います。 

  また、こういう私たちも物をお届けするということだけではなくて、やっぱり相談先があ

るよと、つながりをつける一つの手段として生理用品もそうですし、サニタリードライブも

そうですし、フードドライブもというふうに捉えておりますので、物をお届け、お渡しする

だけではなく、そのつながりをどうつけるかというところを大事にしていきたいと思ってお

ります。 

  以上、お答えといたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問。 

  小川文子議員。 

〇14番（小川文子議員） この生理用品については、私ももちろんそういう福祉の部分、そう

いう部分は、非常に大切な部分かと思います。一方で、ジェンダー平等の関係から申します

と、トイレットペーパーのように置いてある、これがやっぱり理想なのではないかと思いま

す。学校にも保健室に置いてあるということでございますが、１個、２個なら保健室からい

ただくこともできるのでしょうけれども、やはり引き続き利用したいときに、保健室に行き

づらいのではないかなという思いもありますし、これは本当に女性の母性を守るということ

と、ジェンダー平等の関係の配置からしますと、やはりさりげなく置いてある。プラスチッ

ク容器の中に入っていて、各自がそこから出して使えるという状況が、北上市ではそのよう

な話を聞きましたけれども、やはりそれが望ましいのではないかと思っております。そのた

めには、もうちょっと量がないと、それができないだろうと思っておりまして、それで集め

方の工夫が必要かなと思います。 

  先ほどお話しすればよかったのですが、庁舎玄関とかさわやかハウスの前に、古布とかの

回収箱がございますけれども、そこにも１つ箱を設けて、町民から気軽に入れてもらうとい

うのも、袋に詰まっているものであればありかなと思いまして、その点についてもちょっと

考えていただけないかについてお聞きをしたいと思います。 

〇議長（藤原由巳議員） 浅沼福祉課長。 
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〇福祉課長（浅沼圭美君） 役場庁舎内のところ、玄関先に配置できないかということに関し

ましては、ちょっと私どものほうでも関係するところ、この取組は、町社協のほうともやり

取りしておりますし、いただいた方に、私たちも本当にありがとうをお伝えしたいという気

持ちもありまして、その取組については、少し考えさせていただきたいなと思っております。 

  以上、お答えといたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。よろしいですか。 

              （「ありません」の声あり） 

〇議長（藤原由巳議員） それでは、今一般質問の最中ではございますが、時間も１時間以上

経過してございますので、ここで暫時休憩といたします。 

  再開を３時45分といたします。 

              午後 ３時３２分 休憩 

              ――――――――――― 

              午後 ３時４５分 再開 

〇議長（藤原由巳議員） それでは、再開しますが、議事に入ります前にお知らせいたします。 

  １番、藤原信悦議員が都合により、早退をいたしましたので、お知らせしておきます。 

  それでは、休憩前に引き続きまして、小川文子議員の一般質問を行います。 

  次に、３問目の質問を許します。 

  小川文子議員。 

〇14番（小川文子議員） ３問目について、スクールバスの拡充について教育長にお伺いをい

たします。 

  冬期間のスクールバスの運行は、小学生の父母から大変歓迎されております。中学生の父

母からも、以前から要望が強かったことから、拡充してはどうでしょうか。中学１年生につ

いては、昨年の実績を把握していることから、中学１年生を対象として、今年度の冬から実

施可能ではないかという質問でございます。 

〇議長（藤原由巳議員） 和田教育長。 

〇教育長（和田 修君） スクールバスの拡充についてのご質問にお答えいたします。 

  今年度は、11月１日から徳田、煙山、不動小学校の遠距離通学児童を対象にスクールバス

の運行を始めております。現段階でも、かなり広い範囲を対象としていることから、現在の

運行体制を鑑みますと、さらに中学１年生を対象に加えることは、ちょっと難しいと考えて

おります。 
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  以上、お答えとさせていただきます。 

〇議長（藤原由巳議員） 再質問ありますか。 

  小川文子議員。 

〇14番（小川文子議員） 私も南昌台団地あるいは土橋の皆さんからお声を聞いて、ぜひ去年

の６年生、今年１年生になるけれども、１年生はまだ体も小さいので、ぜひお願いしたいと

いう声があります。２年生、３年生になりますと、体力的にもまずしっかりしてきますので、

そこまでは必要ないかとは思いますけれども、中学１年生ぐらいまでは、できればと考える

ものです。 

  そして、時期的にも小学生だったならば、11月からやったほうがいいかとは思いますけれ

ども、中学１年生でありますと、本当に冬期間、例えば冬休み明けから２月、それぐらいの

ところでも用が足りるのではないかなと、小学生ほど長い期間ではなくてもいいのではない

かなと考えるところでございます。何か工夫すれば、できるのではないかなと考えるもので

すが、そういう時期を短く、半分ぐらいにするとか、経費節減も考えながら、あとどれくら

いの予算があれば、例えば１月末から１月中旬ですか、学校が始まるのは。それから、２月

の下旬、約１か月ぐらいのところでもかなりの効果はあるのではないかなと思いますけれど

も、その点について、試算がもしできるようであれば、お願いいたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 田中舘学校教育課長。 

〇学校教育課長（田中舘和昭君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

  今議員がおっしゃった期間を、１月からというところで試算はしたことはないのですが、

まずこれを導入するとなったときの体制をちょっとお話しさせていただきたいと思います。

今は、先ほど教育長が答弁したとおり、小学校３校で実施してきておりますが、全部でバス

４台でやっております。朝は、やはり登校時間が集中しますので、４台を、例えば煙山小学

校は特にそうなのですが、まず朝一斉に２台を出して、その後に今度不動小学校に回るとか

という工夫をして、できるだけ登校時間を均一化するように努力しておりますし、帰りも小

学校、例えば１回だけで帰せるわけではありません。低学年、高学年で帰る時間が違います

ので、バスを２回、基本的には１校当たり２回出して、さらに煙山小学校であれば、吹奏楽

部の練習の日は３回バスを出すとかということで、もう４台ほぼフル稼働状態です。 

  これをさらに中学校に広めた場合、こちらでも中学校にもという要望がありますので、検

討したことがございますが、その体制を考えたときに、中学校の学区を考えると、まず小学

校と違って東西に広いです。その学区を考えたときに、やはり東西両方に出すということを
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考えると、中学校２校でこれまた４台かかるといった場合に、期間的なものというよりも、

やはり体制を考えたときに、８台を稼働するというのは、これはなかなか厳しいという状況

で、今年度も昨年度同様、やはりより交通安全に気を遣わなければならない小学生を優先さ

せて実施したというところでございます。 

  以上、お答えといたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  小川文子議員。 

〇14番（小川文子議員） これは、バスも運転手さんも委託をしているのと思っておりますけ

れども、実情はどうでございますか。 

〇議長（藤原由巳議員） 田中舘学校教育課長。 

〇学校教育課長（田中舘和昭君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

  今４台で稼働しているという話をしましたが、まず総務課に所属しております運転士４名

のうち交代で２名をお願いしております。それから、当課でスクールバス用に雇用しており

ます職員２名、さらに他課にも、健康長寿課にいる運転士も、いざというときのバックアッ

プということでお願いしているということで、さらに当課にも学校行事のときにお願いして

いる職員がもう一人おりますので、全部で８人でやっているというところでございます。 

  以上、お答えといたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  小川文子議員。 

〇14番（小川文子議員） そうですね、大変職員は自前でやっているということでございます

ね、バスだけ借りているということでございますと、職員をこれ以上出すのは大変という考

えも分かります。あるいは委託をして、運転手付のバスを、例えば１か月ぐらいを中学校用

に東西、東１つ、西１つぐらいは、将来的にはぜひと思いますけれども、いろいろ条件が厳

しいのだなとは思いますが。 

  中に、例えば送り迎えが全くできないで１人で通学せざるを得ないような児童生徒の把握

とかというのはしておりますか、そこだけお聞きをしたいと思います。 

〇議長（藤原由巳議員） 中学生。 

〇14番（小川文子議員） はい、中学生。 

〇議長（藤原由巳議員） 田中舘学校教育課長。 

〇学校教育課長（田中舘和昭君） ただいまのご質問にお答えをいたします。 
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  送り迎えができる、できないという把握はしておりませんが、実際中学生の場合は、ほと

んどが自転車、近距離の場合は別ですけれども、たしか私たちのときもそうだったのですが、

２キロ以上とかの生徒の場合は、自転車で通学するのが多いなというところでございます。 

  以上、お答えといたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。よろしいですか。 

              （「ありません」の声あり） 

〇議長（藤原由巳議員） それでは次に、４問目の質問を許します。 

  小川文子議員。 

〇14番（小川文子議員） ４問目は、中学生の制服について教育長にお伺いをいたします。 

  今年矢巾中学校の女子からの要望によりまして、制服にスラックスを認めるという報告を

受けました。その後の状況をお伺いをいたします。 

  また、ジェンダー平等の観点と冬期間の健康上の観点を考慮すれば、矢巾中学校だけでな

く、矢巾北中学校にも同様の措置を取る必要があるのではないかと考えます。先日東京の中

学校の取組で制服メーカーがスラックス等多様なデザインを発表しているとの報道があり

ました。本町でも来年の入学者に向けて、メーカーと連携してスラックスの選択もできるよ

うに各学校と相談の上、進めてはどうかについて質問いたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 和田教育長。 

〇教育長（和田 修君） 中学生の制服についてのご質問にお答えいたします。 

  矢巾中学校においては、今年度から希望する女子生徒へのスラックス選択制を導入してお

ります。これから冬を迎え、寒さ対策など、健康上の理由からも生徒が着用する可能性もあ

るものと思われます。矢巾北中学校でも要望があった際には、検討することとしております

が、矢巾中学校のデザインとも違うことから、費用面も含め、生徒や保護者及び制服メーカ

ーと協議しながら柔軟に対応してまいります。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇議長（藤原由巳議員） 再質問ありますか。 

  小川文子議員。 

〇14番（小川文子議員） まず初めに、矢巾中学校の状況をお伺いしたいと思います。矢巾中

学校の場合は、制服としての企業からのスラックスなのか、あるいは各自がそろえるスラッ

クスで済むのか、色は何色でやらせているのか、人数はどれくらいなのかについてお伺いを

いたします。 
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〇議長（藤原由巳議員） 田中舘学校教育課長。 

〇学校教育課長（田中舘和昭君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

  基本的に今矢巾中学校で採用している男子用の制服がありますので、それのスラックスを

女性の方でもはいていいですよというふうにしております。あとちょっと人数に関しては、

大変申し訳ありません。控えさせていただければと思います。よろしくお願いいたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  小川文子議員。 

〇14番（小川文子議員） 男子用のスラックスについても、もちろん本人は購入しなければな

らないと、取りあえず、あるいは頂いてくるとか、いろんな方法があるかとは思いますけれ

ども、確かに買わないで済むという点ではいいかと思いますが、あえて男子用でなくても、

紺であればいいのかなと思ったりもいたしますけれども、例えば北中が採用した場合に、男

子用のスラックスということになれば、もちろん購入の点でもあるし、それから頂いてくる

という、譲り受けるという点もあるので、必ずしも購入しないでも済むということもあるか

と思いますが、その考えについて伺います。 

〇議長（藤原由巳議員） 田中舘学校教育課長。 

〇学校教育課長（田中舘和昭君） ただいまのご質問にお答えします。 

  矢巾北中の場合、そもそもデザインが、上は女子生徒用の上着で、下をスラックスだけに

すればいいというと、ちょっとデザイン上合わないものですので、ここは矢巾中学校と違う

ところですので、矢巾北中学校で導入するとなった場合は、やはりそもそも制服のデザイン

をどうするかというところから議論をして、では矢巾北中学校は、例えばこういうデザイン

にしましょうというふうに話合いを持っていかなければならないと思っております。 

  それから、これに関しては、我々も今後やはり検討しなければならないなと考えておりま

すし、先ほどの教育長答弁でもあったのですが、やっぱり寒さ対策というのもあります。こ

ういう話は、中学校のほうからも出ておりますので、これは教育委員会からこうだというの

ではなくて、やはり学校あるいは生徒たちの間でどんどん議論してもらって、自分たちはこ

ういう制服がいいとかというのをみんなで話し合っていって決めていくのが一番いいのか

なと思っているところでございます。 

  以上、お答えといたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。 

  小川文子議員。 
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〇14番（小川文子議員） 私もまさしくそのように思うものでございます。やはり一番は、生

徒たちがどう思うか、それがまず大事かと思います。何回も言いますけれども、今ジェンダ

ー平等の観点から、やはり多様性を認めるような教育を学校現場でやっていくという点では、

この制服は最もいい教材になるのではないかなとも考えるものであります。 

  制服に合うか、合わないかというのは二の次という感じがするのです。それはまた生徒の

感性にもよるでしょうけれども、そこら辺も含めて、もうちょっと現実的といいますか、リ

ーズナブルといいますか、紺であればいいとか、そういう色はこれであればいいとか、もう

ちょっと融通が利くといいますか、選択の幅がちょっと広いほうが女子がはきやすい、男子

のズボンをはいてというのも、体型がそもそもちょっと違いますので、男子と女子は。だか

ら、はくなら男子のだよというのも、何だかちょっと抵抗感があるのです。だから、私はそ

うですけれども、皆さんはそうではないかもしれませんけれども、なのでそこら辺も含めて、

もちろん上からの目線ではなく、議論していただいたらいいのではないかと思って、その点

をお聞きしたいと思います。 

〇議長（藤原由巳議員） 和田教育長。 

〇教育長（和田 修君） 元矢巾中学校の校長として、自分の経験も含めてご説明いたします。 

  矢巾中学校の制服は、色がちょっと違いますので、その色に合わせたスラックスになって

おりますので、やはり子どもは黒の、要するに学ランの下の黒と、それは当然嫌です、子ど

もは。自分だけ違うということになると。同じように、これは北中の場合は、学ランに合わ

せてのズボンですので、そのズボンを女子生徒が、あの上に着るというのは、これもまた不

釣り合いです。そういうふうなデザイン的なことというのは、すごく子どもたちは敏感です。 

  ですから、矢巾中学校でも様々な議論が繰り返されました。それは、制服、要するに矢巾

中学校は、北中と違って、ストッキングをはく、はかないだったのです。矢巾北はストッキ

ングをはくのです。矢巾中学校は靴下なのです。そうすると、冬期間寒いのです。私が見て

いても、校門で出迎えたときに、見ていても寒そうなのです。どうしてストッキングをはか

ないのだとか、いろんなことを言ったのですけれども、ストッキングだと合わないと。希望

する女の子たちもいましたけれども、アンケートを取ると、やっぱり合わないと。 

  その子どもたちの感性というのがすごく大事だというのは、何か分かる気がしますけれど

も、先ほど申し上げたとおり、子どもたちの声を大事にしながら、そして業者、それからい

ろんなところで女子のスラックスというのが採用されておりますので、そういったことも情

報収集を各校でしていきながら、教育委員会も含めてちょっと議論をしていきたいと、そう
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思っております。いずれ矢巾中学校でそういうふうなことをしてきましたので、それに合わ

せて柔軟に考えてまいりたいと思います。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問。 

  小川文子議員。 

〇14番（小川文子議員） 先ほどどれぐらいの数かというときには、答えられないということ

でございましたけれども、人数が少ない場合に、いじめに遭うのではないかというような、

ちょっと心配をするものなのです。これを議会で議論するべきものではないかと思いますけ

れども、やはりいろんなことを考えて、その子がスラックスをはきたいという願いにかなう

ようなスラックスを用意をしていただいて、ほかの女子生徒も私もはきたいというような願

いになれるようなスラックスにしていただきたいと。それは、私の希望ではあります。 

〇議長（藤原由巳議員） 和田教育長。 

〇教育長（和田 修君） お答えさせていただきます。 

  まさしくそこです。先ほど数を申し上げなかったのは、限定されるからです。今ジェンダ

ー、ジェンダーというふうなことではなくて、今子どもたちに必要なのは、寒さ対策だった

り、そっちのほうも含めてなのです。ジェンダーは当たり前なのです。ですから、いろんな

ことを考えてやらなければいけないので、数を限定させて、何人いますと、その子たちがそ

ういうふうに見られるのは困ります、それを考えています。 

  ですから、小川議員がおっしゃるとおり、どの子どもたちも、どの女の子たちもそういう

ふうなスラックスをはきたいというふうなスラックスが採用されることを私たちも頑張っ

ていきたいと思います。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問は、よろしいですね。 

              （「はい」の声あり） 

〇議長（藤原由巳議員） それでは次に、５問目の質問を許します。 

  小川文子議員。 

〇14番（小川文子議員） それでは、５問目は、住宅リフォーム制度についてお伺いをいたし

ます。 

  住宅リフォーム制度では、昨年でも12月にお聞きをいたしまして、そのときには空き家の

活用を進める際に検討するというような答弁でございましたので、今後人口増や、あるいは
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危険箇所の解消のために空き家対策の取組を強化する必要があると考えることから住宅リ

フォーム制度の導入についてのお考えをお聞きするものでございます。町長にお願いいたし

ます。 

〇議長（藤原由巳議員） 高橋町長。 

〇町長（高橋昌造君） 住宅リフォーム制度についてのご質問にお答えいたします。 

  現在空き家活用に特化した町単独の補助事業はありませんが、危険箇所の解消等のニーズ

に応じ、個別案件ごとに随時国、県の補助事業に係る情報提供を行っております。今後も空

き家関連施策としての住宅リフォーム制度の導入の可能性について検討してまいります。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇議長（藤原由巳議員） 再質問ありますか。 

  小川文子議員。 

〇14番（小川文子議員） 空き家対策、なかなか本町は、取り組み始めたという段階で、空き

家に関するニーズといいますか、改修のニーズそのものが少ない中で住宅リフォーム制度を

まずやるというのもちょっと、いわゆるニーズがないのかなという感じもいたします。 

  本来住宅リフォーム制度は、小さな事業を、例えば30万円ぐらいなところで20万円以上と

か、いろいろありますけれども、少額の改修、トイレの改修とか、段差解消とか、手すりだ

の屋根を塗るとか、そういう本当に一部の改修について事業者支援という意味合いもござい

ました。特に、今回の、昨年私は、コロナ対策として事業者支援の意味で聞いたわけでござ

いますけれども、今回空き家に特化してまた質問をしましたけれども、質問の通告がないと

言われれば、そうなのですが、やはり本来の住宅リフォーム制度から申しますと、もう少し

幅広い範囲でできるものが、この住宅リフォーム制度なのでございまして、事業者の支援を、

町独自の支援も先ほど伺って、まず10万円ということで、これも大変貴重な支援でございま

すが、１回きりということになりますが、住宅リフォームであれば、要望があれば何回でも

継続が可能ということがございますので、そういう点からもコロナ対策としても有用である

と思いますことから、特にもし答弁が無理ならばいいのですけれども、やはりもう少し幅広

く考えていただけないかということ、将来に向かって、それについてだけお伺いをして終わ

りにいたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 佐々木道路住宅課長。 

〇道路住宅課長兼まちづくり推進室長（佐々木芳満君） 平成22年から３年間住宅リフォーム

制度というものがありました。その際は、どちらかというと、議員仰せのとおり、企業の応
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援だったり、当時は、ちょっと経済情勢もあまりよくないという状況の下で中小企業の応援

ということでリフォームが各自治体で行われたというふうに思っております。 

  今回空き家も含めて、空き家に特化してしまうと、いろんな面でその定義が空き家なのか、

空き家ではないのかというところの議論からスタートするような形になると思いますので、

前回議会の中でも、空き家対策が、ある程度見通しがついてきた段階でリフォーム制度も併

設しながら空き家解消に努めていきたいというふうな意味合いで答弁したと思っておりま

すが、そういった面では、今現在もそういった考え方は変わっておりませんので、ぜひその

リフォーム制度をまた復活できればなということで、今国のほうとか、県のほうでもいろい

ろ検討していますし、あと今月ですけれども、県主催の講習会のようなものもありますので、

そういった県の情勢とか、国の情勢とか、そういった部分もちょっと聞きながら、各自治体

においても、やはり空き家解消というものと、あとコロナ対策というものも併せていろいろ

考えてきたところで、やはりこういう講習会を開催するということになったことと思います

ので、そういった面では、タイミング的には、ちょっと検討するのにいい材料になるかなと

思っておりますので、ぜひ今後とも検討してまいりたいと思いますので、よろしくお願いい

たします。 

〇議長（藤原由巳議員） 他に再質問ありますか。よろしいですか。 

              （「ありません」の声あり） 

〇議長（藤原由巳議員） それでは、以上で14番、小川文子議員の質問を終わります。ご苦労

さまでした。 

  それでは、これをもちまして一般質問を終わります。 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

〇議長（藤原由巳議員） 以上で本日の議事日程は全部終了しましたので、これにて散会をい

たします。 

  なお、11日、12日は休日休会、13日は休会、14日は予算決算常任委員会を行う旨、廣田予

算決算常任委員長から申出がありましたので、午後１時30分に本議場にご参集されますよう

お知らせいたします。 

  大変ご苦労さまでした。 

              午後 ４時１４分 散会 
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令和３年矢巾町議会定例会１２月会議議事日程（第５号） 

  

令和３年１２月１６日（木）午後１時３０分開議 

  

議事日程（第５号） 

第 １ 議案第９３号 令和３年度矢巾町一般会計補正予算（第７号）について 

第 ２ 議案第９４号 令和３年度矢巾町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）につ 

           いて 

第 ３ 議案第９５号 令和３年度矢巾町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）について 

第 ４ 議案第９６号 令和３年度矢巾町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）につい 

           て 

第 ５ 議案第９７号 令和３年度矢巾町水道事業会計補正予算（第２号）について 

第 ６ 議案第９８号 令和３年度矢巾町下水道事業会計補正予算（第３号）について 

第 ７ 議案第９９号 令和３年度矢巾町一般会計補正予算（第８号）について 

第 ８ 閉会中の継続審査の申出について 

第 ９ 閉会中の継続調査の申出について 

第１０ 閉会中の議員の派遣について 

 

本日の会議に付した事件 

 議事日程のとおり 

 

出席議員（１８名） 

      １番  藤 原 信 悦 議員      ２番  吉 田 喜 博 議員 

      ３番  小笠原 佳 子 議員      ４番  谷 上 知 子 議員 

      ５番  村 松 信 一 議員      ６番  廣 田 清 実 議員 

      ７番  高 橋 安 子 議員      ８番  水 本 淳 一 議員 

      ９番  赤 丸 秀 雄 議員     １０番  昆   秀 一 議員 

     １１番  藤 原 梅 昭 議員     １２番  長谷川 和 男 議員 

     １３番  川 村 よし子 議員     １４番  小 川 文 子 議員 

     １５番  山 﨑 道 夫 議員     １６番  廣 田 光 男 議員 
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     １７番  髙 橋 七 郎 議員     １８番  藤 原 由 巳 議員 

 

欠席議員（なし） 

 

地方自治法第１２１条の規定により出席した説明員は次のとおりである。 

 町 長 高 橋 昌 造 君 副 町 長  水 本 良 則 君 

 
 総 務 課 長  企画財政課長 
 兼 防 災 安 全 藤 原 道 明 君 兼 未 来 戦 略 吉 岡 律 司 君 
 室 長  室 長 
 

 税 務 課 長 花 立 孝 美 君 町民環境課長 吉 田   徹 君 

 福 祉 課 長 浅 沼 圭 美 君 健康長寿課長 村 松   徹 君 

 
   道路住宅課長 
 産業観光課長 佐 藤 健 一 君 兼まちづくり 佐々木 芳 満 君 
   推 進 室 長 
 
 文化スポーツ  農 業 委 員 会 
  田 村 英 典 君  高 橋   保 君 
 課 長  事 務 局 長 
 
   会 計 管 理 者 
 上下水道課長 浅 沼   亨 君  佐々木 智 雄 君 
   兼 出 納 室 長 
 

 教 育 長 和 田   修 君 学校教育課長 田中舘 和 昭 君 

 
    
 子 ど も 課 長 田 村 昭 弘 君  
    

 

職務のために出席した職員 

   議会事務局長 
 議会事務局長  野 中 伸 悦 君  川 村 清 一 君 
  補 佐 
 

 係    長  佐々木 睦 子 君 
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 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

              午後 １時３０分 開議 

〇議長（藤原由巳議員） ただいまの出席議員は18名であります。定足数に達しておりますの

で、会議は成立しました。 

  ただいまから本日の会議を開きます。 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

     議事日程の報告 

〇議長（藤原由巳議員） 本日の議事日程はあらかじめお手元に配付したとおりであります。 

  これより本日の議事日程に入ります。 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

     日程第１ 議案第９３号 令和３年度矢巾町一般会計補正予算（第７号）につ 

                 いて 

     日程第２ 議案第９４号 令和３年度矢巾町国民健康保険事業特別会計補正予 

                 算（第２号）について 

     日程第３ 議案第９５号 令和３年度矢巾町介護保険事業特別会計補正予算 

                 （第２号）について 

     日程第４ 議案第９６号 令和３年度矢巾町後期高齢者医療特別会計補正予算 

                 （第２号）について 

     日程第５ 議案第９７号 令和３年度矢巾町水道事業会計補正予算（第２号） 

                 について 

     日程第６ 議案第９８号 令和３年度矢巾町下水道事業会計補正予算（第３号） 

                 について 

〇議長（藤原由巳議員） 日程第１、議案第93号 令和３年度矢巾町一般会計補正予算（第７

号）について、日程第２、議案第94号 令和３年度矢巾町国民健康保険事業特別会計補正予

算（第２号）について、日程第３、議案第95号 令和３年度矢巾町介護保険事業特別会計補

正予算（第２号）について、日程第４、議案第96号 令和３年度矢巾町後期高齢者医療特別

会計補正予算（第２号）について、日程第５、議案第97号 令和３年度矢巾町水道事業会計

補正予算（第２号）について、日程第６、議案第98号 令和３年度矢巾町下水道事業会計補

正予算（第３号）についての補正予算６議案については、予算決算常任委員会への付託に関

わるもので審査報告書が当職の元に届いておりますので、これを議題とします。 
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  予算決算常任委員長の報告を求めます。 

  廣田清実予算決算常任委員長。 

              （予算決算常任委員長 廣田清実議員 登壇） 

〇予算決算常任委員長（廣田清実議員） ６議案に対して朗読をもって報告といたしたいと思

います。 

  令和３年12月16日、矢巾町議会議長、藤原由巳様。矢巾町議会予算決算常任委員会委員長、

廣田清実。 

  予算決算常任委員会審査報告書。議案第93号 令和３年度矢巾町一般会計補正予算（第７

号）について、議案第94号 令和３年度矢巾町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）

について、議案第95号 令和３年度矢巾町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）につい

て、議案第96号 令和３年度矢巾町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）について、

議案第97号 令和３年度矢巾町水道事業会計補正予算（第２号）について、議案第98号 令

和３年度矢巾町下水道事業会計補正予算（第３号）について。 

  本常任委員会は、令和３年12月７日付で付託されました上記の議案を審査した結果、原案

を可決すべきものと決定いたしましたので、矢巾町議会会議規則（昭和62年矢巾町議会規則

第１号）第77条の規定により報告いたします。 

  議員各位に賛同いただきますようにお願いして報告といたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 委員長の報告が終わりました。 

  各議案に対する質疑は、予算決算常任委員会において審議を尽くしておりますので、省略

します。 

  ただいまより各議案について討論に入ります。なお、討論は６議案を一括して行いたいと

思いますが、これにご異議ございませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

〇議長（藤原由巳議員） ご異議がないようでありますので、一括して討論を行います。 

  討論ございませんか。 

              （「なし」の声あり） 

〇議長（藤原由巳議員） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  これより採決に入ります。 

  議案第93号 令和３年度矢巾町一般会計補正予算（第７号）についてを起立により採決し

ます。 
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  本案に対する委員長の報告は可決すべきものであります。 

  お諮りします。本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

              （賛成者起立） 

〇議長（藤原由巳議員） 起立多数であります。 

  よって、議案第93号は原案のとおり可決されました。 

  次に、議案第94号 令和３年度矢巾町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）につ

いてを起立により採決します。 

  本案に対する委員長の報告は可決すべきものであります。 

  お諮りします。本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

              （賛成者起立） 

〇議長（藤原由巳議員） 起立多数であります。 

  よって、議案第94号は原案のとおり可決されました。 

  次に、議案第95号 令和３年度矢巾町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）について

を起立により採決します。 

  本案に対する委員長の報告は可決すべきものであります。 

  お諮りします。本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

              （賛成者起立） 

〇議長（藤原由巳議員） 起立多数であります。 

  よって、議案第95号は原案のとおり可決されました。 

  次に、議案第96号 令和３年度矢巾町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）につい

てを起立により採決します。 

  本案に対する委員長の報告は可決すべきものであります。 

  お諮りします。本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

              （賛成者起立） 

〇議長（藤原由巳議員） 起立多数であります。 

  よって、議案第96号は原案のとおり可決されました。 

  次に、議案第97号 令和３年度矢巾町水道事業会計補正予算（第２号）についてを起立に

より採決します。 

  本案に対する委員長の報告は可決すべきものであります。 

  お諮りします。本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 
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              （賛成者起立） 

〇議長（藤原由巳議員） 起立多数であります。 

  よって、議案第97号は原案のとおり可決されました。 

  次に、議案第98号 令和３年度矢巾町下水道事業会計補正予算（第３号）についてを起立

により採決します。 

  本案に対する委員長の報告は可決すべきものであります。 

  お諮りします。本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

              （賛成者起立） 

〇議長（藤原由巳議員） 起立多数であります。 

  よって、議案第98号は原案のとおり可決されました。 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

     日程第７ 議案第９９号 令和３年度矢巾町一般会計補正予算（第８号）につ 

                 いて 

〇議長（藤原由巳議員） 次に、日程第７、議案第99号 令和３年度矢巾町一般会計補正予算

（第８号）についてを議題とします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  高橋町長。 

              （町長 高橋昌造君 登壇） 

〇町長（高橋昌造君） 議案第99号 令和３年度矢巾町一般会計補正予算（第８号）について

提案理由の説明を申し上げます。 

  主な歳入につきましては、14款国庫支出金の住民税非課税世帯等への臨時特別給付金給付

事業費補助金を新設補正し、14款国庫支出金の子育て世帯への臨時特別給付金給付事業費補

助金、18款繰入金の財政調整基金繰入金を増額補正するものであります。 

  次に、主な歳出につきましては、３款民生費の住民税非課税世帯等への臨時特別給付金給

付事業、６款農林水産業費のやはば米生産農家緊急支援事業を新設補正し、３款民生費の子

育て世帯の臨時特別給付金給付事業を増額補正し、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

４億6,567万8,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ127億7,750万5,000円

とするものであります。 

  なお、子育て世帯への臨時特別給付金について、14日に開催されました全員協議会では、

５万円相当のクーポン給付については現金で１月中を目途に給付すると説明したところであ
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りますが、当該給付金の支給方法について、昨日15日、国から方針が示され、一括での給付

も可能となったことから、申請手続が不要であります中学生以下の児童手当受給世帯を対象

とした給付金につきましては、今月12月24日に一括して10万円を給付し、子育て世帯を支援

してまいります。 

  一般会計補正予算（第８号）の詳細につきましては、担当課長からご説明を申し上げます

ので、よろしくご審議の上、ご可決賜りますようお願い申し上げまして、提案理由の説明と

させていただきます。 

〇議長（藤原由巳議員） 吉岡企画財政課長。 

〇企画財政課長兼未来戦略室長（吉岡律司君） 議案第99号 令和３年度矢巾町一般会計補正

予算（第８号）の詳細について説明いたします。 

  ９ページをお開き願います。歳入の説明に当たりましては、款、項、項の補正額の順で行

います。また、主な内容について説明をいたします。歳入、14款国庫支出金、２項国庫補助

金４億3,809万2,000円、主な内容といたしまして、子育て世帯への臨時特別給付金給付事業

費補助金の増２億3,319万5,000円、下に下がっていただきまして、子育て世帯への臨時特別

給付金給付事務費補助金の増37万1,000円につきましては、国がコロナ克服・新時代開拓のた

めの経済対策として実施します18歳以下の子どもに対して１人当たり10万円を給付する事業

のうち、国の令和３年度補正予算を財源とする５万円を給付するための給付金と事務費の補

助となっております。 

  下に下がっていただきまして、住民税非課税世帯等への臨時特別給付金給付事業費補助金

２億452万6,000円は、こちらも国がコロナ克服・新時代開拓のための経済対策として実施い

たします住民税非課税世帯に対して１世帯当たり10万円を給付する事業に係る給付金と事務

費の補助となっております。 

  15款県支出金、２項県補助金411万円、こちらにつきましては、生活困窮者冬季特別対策事

業費補助金で、コロナ禍において生活困窮世帯に対して、光熱費や防寒用品購入に係る負担

を軽減するために、市町村が給付金を支給する際に県がその一部を補助する内容となってお

ります。 

  18款繰入金、２項基金繰入金2,347万6,000円、こちらにつきましては財政調整基金繰入金

の増で、これによりまして補正後の財政調整基金残高は10億222万9,000円となります。 

  続きまして、歳出に参ります。13ページにお進み願います。歳出の説明に当たりましても、

款、項、項の補正額の順で行います。また、主な内容について説明いたします。歳出、３款
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民生費、１項社会福祉費２億1,335万2,000円、主な内容といたしましては、下に下がってい

ただきまして、生活困窮者冬季特別対策事業882万6,000円、こちら歳入でも触れましたとお

り、コロナ禍における生活困窮世帯に対して、光熱費や防寒用品購入に係る負担を軽減する

ため、県の補助を受けて生活困窮世帯１世帯当たり5,000円を給付する内容となっております。

下に下がっていただきまして、住民税非課税世帯等への臨時特別給付金給付事業２億359万

6,000円、こちらも歳入で説明しましたとおり、国がコロナ克服・新時代開拓のための経済対

策として実施いたします非課税世帯１世帯当たり10万円を給付する事業に係る給付金と事務

費となっております。 

  同じく２項児童福祉費、主なものといたしまして、子育て世帯への臨時特別給付金給付事

業の増２億3,356万6,000円、こちらも歳入で触れましたとおり、国がコロナ克服・新時代開

拓のための経済対策として実施いたします18歳以下の子ども１人当たり10万円を給付する事

業のうち、国の令和３年度補正予算を財源とする５万円を給付するための給付金と事務費と

なっております。14ページにお進みいただきまして、これによりまして、２項児童福祉費の

補正額は２億3,356万6,000円となります。 

  ６款農林水産業費、１項農業費1,876万円、こちらは新型コロナウイルス感染等の影響に伴

い、米需要の減少等による米価下落によりまして、経営悪化が懸念される米生産農家を緊急

支援するため、米の出荷経費の一部を助成する内容となっております。 

  以上で議案第99号 令和３年度矢巾町一般会計補正予算（第８号）の詳細説明を終わりま

す。よろしくお願いいたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 提案理由及び詳細説明が終わりましたので、これより質疑に入りま

す。 

  なお、質疑につきましては、今議会会議冒頭にも申し上げました、その質疑の基本に基づ

いた質疑をお願い申し上げたいというふうに思います。質疑ございませんか。 

  13番、川村よし子議員。 

〇13番（川村よし子議員） ページ数で９ページ、そして関係する13ページなのですけれども、

生活困窮者冬季特別、これは冬季加算ではないけれども、福祉灯油とかも、いろいろ含めて

いると思うのですけれども、この対象世帯と、それから住民税非課税世帯への臨時特別給付

金事業と、ダブっている方もいると思うのですけれども、先ほどの説明ではこれも24日の支

給になるのでしょうか、お伺いいたします。それが１点目。 

  それから、子育て世帯の臨時特別給付金の事業なのですけれども、これは今の説明の中で
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ありましたけれども、中学生以下は24日に支給ということなのですけれども、何世帯という

か、何人いらっしゃるか、世帯ではどのくらいなのかお伺いします。 

〇議長（藤原由巳議員） これ先頃も全協で説明していました。世帯数と人数は。 

〇13番（川村よし子議員） 全協では、1,800人ということなのですけれども、それは人数で、

世帯はなかったのです。そして、中学生以下は何世帯なのか、そして人数はどれくらいなの

かということです。 

〇議長（藤原由巳議員） 重複するかもしれませんが、それではよろしいですか。 

  浅沼福祉課長。 

〇福祉課長（浅沼圭美君） ただいまのご質問にお答えします。 

  １点目の生活困窮者冬季特別対策事業に関しましては、11月下旬の全員協議会でもご説明

したところでございます。対象世帯は1,644世帯でございます。また、いつ支給になるかとい

う点ですが、今１月４日を目途に対象世帯に案内送付をする準備をしております。その後の

確認作業を経て支給となる予定でございます。 

  また、もう一点の住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金に関しましては、非課税世

帯分1,800世帯には１月中旬に発送予定でございまして、確認書が送られてくる猶予期間を見

て支給予定で、令和４年２月上旬を目途に給付、支給の準備というふうに捉えております。 

  以上、お答えといたします。 

〇議長（藤原由巳議員） 田村子ども課長。 

〇子ども課長（田村昭弘君） ただいまの２点目のご質問にお答えさせていただきます。 

  12月24日に給付するものは、内閣府が言うプッシュ型の給付方式になっていまして、申請

不要で、こちらから一方的に児童手当の口座に振り込むというやり方を取ります。対象者は、

議員ご指摘のとおり、基本的に中学生以下の児童手当の受給者になります。そこから公務員

分、公務員の方は除かれます。あとは、プラスして、児童手当をもらっているお兄さん、お

姉さん、高校生がいる世帯は、その高校生も対象にプッシュ方式で給付になります。それ以

外は、申請に基づいて、今後申請を受け付けて随時給付していくというふうなやり方を取り

ます。 

  12月24日に給付する世帯数は1,760世帯になります。子どもの数は3,243名を見込んでおり

ます。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

〇議長（藤原由巳議員） よろしいですね。 
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              （「はい」の声あり） 

〇議長（藤原由巳議員） 他に質疑ございますか。 

  11番、藤原梅昭議員。 

〇11番（藤原梅昭議員） まず、コロナで、本当にふだんの仕事プラスコロナでいろいろ手を

煩わしているという状況の中で一生懸命やっていただいて、本当にありがとうございます。

また、昨日の国会のいろいろ右往左往している中での決定に沿いながら、緊急的に５万円の

２回ではなく、一括で支給してくれるということで、本当に困っている方はありがたいと、

これで何とか年を越せると、そういう状況で安堵していると思いますので、本当にこれから

もまだ続きますけれども、皆さんの奮闘をぜひこれからもお願いしながら、まず一つは御礼

しながらお話ししたいと思います。 

  それで、米のほうなのですけれども、話が違うのですけれども、こっちのほうで米農家に

も、コロナの影響の大幅下落ということで、各市町村でそれぞれ支給していただくことにな

っているようなのですけれども、矢巾町で30キロ100円ということで、これは10俵取れると

2,000円ぐらいいただけるのです。10俵取れる農家、なかなか少ないと思うのですけれども、

５俵取れれば1,000円ということで、盛岡市と同等のような話をしていますけれども、盛岡市、

紫波町と同等の単価と、これ全然違いますから、矢巾町のほうがはるかにその支給額が高い

ですから、そこのところを少しきちっと認識して、町民にＰＲする必要があるのではないか

というふうに私は感じています。５俵取れれば、10アール当たり1,000円と、盛岡市は10アー

ル当たり1,000円ですので、それ以上取ればプラスアルファになって、10俵取れれば2,000円

になりますので、そこのところを少しＰＲしながら、日報さんもその辺取り上げてくれてい

ないようなので、残念なのですけれども、矢巾町はそれだけ農家にもいろいろ支援している

のだよというＰＲをひとつしていただければ、来年以降の励みになるかなというふうに思っ

ていますので。 

  ただ、30キロ当たり100円がよかったのかどうかというのは、ちょっと疑問なところもある

のですけれども、いっぱい取れればいっぱい取ったほどもらえるという逆算的な見方もある

ので、ただそれだけ経費がかかるので、それはそれでいいと思うのですけれども、ちょっと

長くなりましたけれども、そういうことを含めてＰＲを兼ねながら御礼を一つ言っておきた

いなと思っていました。 

  以上です。 

〇議長（藤原由巳議員） 答弁は要りませんね、質問は以上でいいです。 
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  ということで非常に本町では米農家に大変な財政を提供したということでご理解いただき

たい。 

  他に質疑ございますか。よろしいですか。 

              （「なし」の声あり） 

〇議長（藤原由巳議員） それでは、質疑なしと認めます。 

  討論に入ります。討論ございませんか。 

              （「なし」の声あり） 

〇議長（藤原由巳議員） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  採決に入ります。議案第99号 令和３年度矢巾町一般会計補正予算（第８号）についてを

起立により採決します。 

  本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

              （賛成者起立） 

〇議長（藤原由巳議員） 起立多数であります。 

  よって、議案第99号は原案のとおり可決されました。 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

     日程第８ 閉会中の継続審査の申出について 

〇議長（藤原由巳議員） 次に、日程第８、閉会中の継続審査の申出についてを議題とします。 

  総務常任委員長から審査中の事件について、会議規則第75条の規定により、お手元に配付

した申出書のとおり閉会中の継続審査の申出があります。 

  お諮りします。委員長からの申出のとおり閉会中の継続審査とすることにご異議ございま

せんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

〇議長（藤原由巳議員） ご異議なしと認めます。 

  よって、委員長からの申出のとおり閉会中の継続審査とすることに決定いたしました。 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

     日程第９ 閉会中の継続調査の申出について 

〇議長（藤原由巳議員） 日程第９、閉会中の継続調査の申出についてを議題とします。 

  議会運営委員長、広聴広報常任委員長から調査中の事件について、会議規則第75条の規定

により、お手元に配付した申出書のとおり閉会中の継続調査の申出があります。 
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  お諮りします。それぞれの委員長からの申出のとおり閉会中の継続調査とすることにご異

議ございませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

〇議長（藤原由巳議員） ご異議なしと認めます。 

  よって、委員長からの申出のとおり閉会中の継続調査とすることに決定いたしました。 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

     日程第１０ 閉会中の議員の派遣について 

〇議長（藤原由巳議員） 日程第10、閉会中の議員の派遣についてを議題とします。 

  お諮りします。本定例会後、次期定例会までの間における本町の重要事項の促進要望、事

業の調査及び実務研修などのため、県内外の関係機関等に本議会の議員を派遣する場合、そ

の期日、派遣地及び人員については、矢巾町議会会議規則第128条の規定により、その都度議

長において指名したいと思いますが、これにご異議ございませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

〇議長（藤原由巳議員） ご異議なしと認めます。 

  よって、閉会中の議員の派遣につきましては、そのように決定いたしました。 

  以上をもって12月会議に付託されました議案の審議は、全部終了いたしました。 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

〇議長（藤原由巳議員） ここで高橋町長から挨拶の申出がありますので、これを許可します。 

  高橋町長。 

              （町長 高橋昌造君 登壇） 

〇町長（高橋昌造君） ただいま藤原由巳議長さんからお許しをいただきましたので、御礼の

ご挨拶をさせていただきます。 

  まず、藤原議長さんはじめ議員の皆さん方には、この１年間、町政課題の解決のために大

所高所の立場からご指導、ご助言を賜りましたことに、改めて心から感謝を申し上げます。 

  そして、今月７日から本日までの10日にわたりまして、議会定例会12月会議におきまして、

本町の施策推進に様々なご提言やご意見を頂戴いたしました。このことに対して、深く改め

て感謝を申し上げます。 

  そして、一般質問につきましては、まず初日には村松信一議員、昆秀一議員、赤丸秀雄議

員、そして藤原信悦議員と、２日目には小笠原佳子議員、高橋安子議員、そして藤原梅昭議

員、吉田喜博議員と、そして３日目には山﨑道夫議員、谷上知子議員、そして川村よし子議



  

－ 303 － 

員、小川文子議員と、合わせて12名の皆様から大きく34項目にわたる、まさに多岐にわたり

ご質問をいただいたわけですが、そのご質問された内容と、そして当局から答弁をさせてい

ただいたこのことをしっかり精査をして、今後しっかり町政課題の解決のために取り組んで

まいる覚悟でございます。 

  また、私どもからは、条例の制定や一部改正、一般会計をはじめ各会計の補正予算など、15件

の議案を提案させていただきましたが、全てご可決賜りましたことに感謝を申し上げますと

ともに、今後スピード感を持って確実に、そして着実に施策を進めてまいります。 

  また、今年１年間振り返りますと、新型コロナウイルス感染症が猛威を振るい、皆さんも

ご存じのとおり、８月12日から約１か月間、岩手県独自の緊急事態宣言が発令されたわけで

ございます。そして、今現在、感染者数はゼロと落ち着いておりますが、新たなオミクロン

株、変異株が懸念されておりますことから、今後私どももワクチンの３回目接種を確実に実

施するとともに、感染症対策に関わる各種施策を引き続き全力で取り組んでまいる覚悟でご

ざいます。 

  特にも私ども、医療関係者をはじめ、ボランティアの方々、そして地域の皆さん方、町民

の皆さん方からご協力いただいて今日に至っておること、本当に心から御礼を申し上げる次

第であります。 

  いずれそういったコロナ禍という状況ではありましたが、本町にとってはうれしいニュー

スもあったわけでございます。このことは、もう皆さんご存じのとおり、2020東京オリンピ

ック、カヌースプリント競技に水本圭治選手が出場し、また本町においても聖火リレーが開

催されたところであります。まだ、いわゆる来年北京のパラリンピックがあるわけでござい

ます。最後の聖火リレーをなされた髙橋幸平選手、恐らく私は今有力だと思うのですが、い

ずれ決まりましたら町民挙げてお祝いをいたしたいと。本当にそういったことで、また煙山

小学校の吹奏楽部、矢巾北中学校の特設合唱部、今年初めて金賞を獲得させていただきまし

た。そして、県立不来方高校の音楽部、それから盛岡第四高等学校にも、皆さんご存じのと

おり、矢巾北中学校の特設合唱部のＯＢ、先輩の皆さん方も行っていらっしゃるわけでござ

いますが、そういった全国の舞台で活躍されましたことは本当に記憶に新しいところであり

ます。そして、この間は、宮城県の富谷市から成田中学校をお迎えして、ハンドボール大会、

男女。そして、男子は成田中学校ということで、女子は矢巾中学校が町長杯。 

  そういった今後スポーツのまち、音楽のまちとして、町民の皆さんに大いに元気と勇気を

与えて、そして頂戴していただくことにしておりますことに感謝申し上げますとともに、今
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後さらなるご活躍を期待しておるところであります。 

  そして、来年、令和４年の町政運営に向けましては、議長さんはじめ議員各位からいただ

きましたご提言を大切にして、そして意を体して取り組んでまいります。何よりも町民の皆

さん方と一体となって町政の推進をしてまいりたいと思っておりますので、改めて議員各位

にはこれからもご指導、ご助言賜りますことをお願い申し上げますとともに、結びになりま

すが、来年４年、新年、皆さん方にとりましては、輝かしい、そして希望に満ちた、そして

何よりもお健やかな新年を迎えられますことを心からお願い、そしてお祝いを申し上げて、

私からの御礼のご挨拶に代えさせていただきます。 

  この１年間大変お世話になりました。そして、ありがとうございました。 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

〇議長（藤原由巳議員） いつもであれば、ここで矢巾町民歌の斉唱を行っておりましたが、

コロナ禍でありますので、歌わずに町民歌の演奏をお聞き願います。 

              （町民歌演奏） 

〇議長（藤原由巳議員） それでは、これをもちまして令和３年矢巾町議会定例会12月会議を

閉じます。 

  大変ご苦労さまでございました。 

              午後 ２時１０分 閉議 
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